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建設省は，国道4号線の交通量の増加による交通渋滞の緩和をほか

るためタ埼玉県越谷市から茨城県の五霞軋境町　総和町　三着脚も

結城市を通過して，栃木県宇都宮市にいたる「斯4号国道」の建設を

進めております。昭和60年4月には，越谷市から総和町柳橋問と小山

市から宇都宮市間が開通しました。

財団法人茨城県教育財団は，昭和57年度以降建設省関東地方建設局

と埋蔵文化財発掘調査について委託契約を結び，新4号国道建設用地

内に所在する埋蔵文化財の発掘を実施してまいりました。

本書はタ昭和7年度から昭和0年度にかけて発掘調査を実施した総

潮町に所在する温2の遺跡についてタ調査成果を収録したものでありま

す。本書が記録保存の役割としてだけでなら教育及び研究の資料と

してタ　広く活用されますことを希望いたします。

最後に，発掘調査及び整理に当たり，建設省関東地方建設局宇都宮

国道工事事務所，茨城県教育委員会，総研丁教育委員会をはじめ，関

係諸機関，関係各位の御指導の御協力に対しまして，心より謝意を表

します。

昭和61年8月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　川　又　友三郎
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本書はタ建設省の委託により，財団法人茨城県教育財団が9　昭和5年度か　昭粛摘0年

度にかけて発掘調査を実施した智茨城県猿島郡総孝脚丁に所在する南坪Å遺跡ほかm遺跡

の調査報告書である。

南坪Å遺跡ほかm遺跡の調査率整理に関する当教育財団の組織は9次のとおりである。
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第盈′童　調　査　経　緯

第温節　調査に至る経過

一般国道4号は一名奥州街道とも呼ばれ，本土を縦貫する幹線道路である。全延長は79工5km

のわが国最鴎の路線であり，東京都中央区日本橋を起点とし，埼玉e茨城。栃木の福島。宮城の

岩手を縦断し青森市に至っている。

近年の産業率経済の発展，入口の集中等から9　本国道の交通量の増加は著しいものがある。建

設省宇都宮国道工事事務所管内には，古河の小山の宇都宮等の各市街地が広がり，現国道の拡幅

は極めて困難である。

建設省は，将来にわたる交通量の緩和をほかるべく9　その解決策として新4号国道を計画し，

昭和40年に調査を始め　昭和舶年に「新4号バイパス」の計画を提示した。新4号バイパスは埼

玉県越谷市と栃木県宇都宮市を結ぶ約82kmで，そのうち茨城県部分は21．35kmあり，南から五霞村

境町・総和町・三和町・結城市を通過する予定である。

これに伴い，同年晋　宇都宮国道工事事務所から茨城県教育委員会に，当該路線上の埋蔵文化財

の有無　その位置，その取り扱いについての照会がなされた。茨城県教育委員会では直ちに分布

調査を実施し，総和町に12遺跡（内1遺跡は境町にもかかる）9　三和町に12遺跡，結城市に3遺

跡，計27遺跡を確認した。（第1図）

昭和45年から国道工事が開始され，昭和56年までに五霞～境問了j、山～宇都宮間が暫定2車線で

開通している。

昭和56年6月15日，宇都宮国道工事事務所から茨城県教育委員会に，新4号国道改築事業の施

工に係る総和地区と結城地区の埋蔵文化財の確認調査及び遺跡の取り扱いについて照会がなされ

た。茨城県教育委員会では再度分布調査を行い，同年10月22日，総和地区の南坪Å遺跡ほか7遺

跡（Sl～S8）と結城地区の本田遺跡を（S27）を埋蔵文化財包蔵地として9　発掘調査による記

録保存の措置を講ずるよう回答するとともに，調査機関として茨城県教育財団を紹介した。同年

10月29軋　宇都宮国道工事事務所から茨城県教育財団に発掘調査の依頼があり，その後，茨城県

教育財団では宇都宮国道工事事務所と協議を重ね，昭和57年4月20日委託契約を結んだ。こうし

て当教育財団による，新4号国道関係遺跡の発掘調査は昭和57年4月から実施されることになっ

た。

なお，新4号国道路線上の27遺跡の略号は，路線上を南から北へS日南坪Å遺跡）9　S2（南

坪B遺跡上　S3（南坪C遺跡）………S27（本田遺跡）とした。

－1－



第2節　調査経過

各遺跡の調査経過については第5章で記すことにして9　この童では昭和57年から昭和0年にわ

たる　総都地区の調査全体の経過の概略を記述する。

総和地区の調査は，当初昭和57年1臓から開始する予定であった。国道工事との関係でサ昭都

57年度は南坪Å遺跡ほか7遺跡（Sl～S8）のうち，道路の中央線を境として9　Sl～S6ほ

下り車線部分9　S7とS8ほ上り車線部分を発掘調査し，昭和58年4月から9月までに9　それぞ

れの反対側の車線部分を調査する計画であった。しかし9結城地区の本田遺跡の調査が，昭和57

年4月から1年間の予定であったが，達観遺物が少なく9　7月末日で終了したため，8月から

総和地区の調査を開始した。

調査は片側車線部分であるため，各遺跡の面積は少をく警　8遺跡が工事路線にそって点在して

いるので9　調査を能率的に進める必要があった。そのため，遺跡間の距離が近い場合には9　調査

の段階によって，2～3遺跡を並行して発掘調査を進めた。しかし，各遺跡とも予想より遺構サ

遺物が少なく9　計画より早く調査が終了する予定がたったので，契約変更をし，引き続き昭和58
｝フや

年度諷査計画であった反対側の車線を調査し93月に高野連跡の上り車線部分を除いて終了した。

高野連跡の上り車線部分は9用地問題が未解決だったため普調査は後酎こまわすこととした。

昭和58年4月からほ北新田A追跡ほか2遺跡（S9～Sll）の調査を開始した。こののち9北

新田B遺跡と北新田C遺跡は，遺構e遣物がほとんどなく9北新田B遺跡は5月末に北新田C遺

跡は7月末に終了した。北新田A遺跡では多数の竪穴住居跡が検出され，昭孝鵬9年3月まで調査

を実施した。しかし，北新田A遺跡のうち約500m？は，用地問題が未解決のため調査は用地問題解

決後に実施することにした。

つうへいじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ため

昭和59年4月からは三和地区の二十五里寺A遺跡e二十五里寺B遺跡の二十五里寺C遺跡e溜
はら

原A遺跡の調査を開始したが，前述の高野遺跡の上り車線部分の用地問題が解決したため，三和

地区の調査と並行して9　5月から高野遺跡の調査を実施し，約1か月で終了した。

昭和60年4月から9　総和地区の溜原B凰臥　三和地区の下片田遺跡と昭和58年度調査を実施し

た北新田A遺跡のうち用地問題が未解決であった500r膨）調査を実施した。

総和地区の南坪A遺跡ほか11遺跡について，昭和57年8月から調査を開始し9　昭和60年7月に

溜原B遺跡の調査が終了して，総和地区の「新4号バイパス」建設に伴う埋蔵文化財発掘調査は

すべて終了した。
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なお，各遺跡の調査面積9　調査期間，調査担当者は次の通りである。

遠 藤 ‾‾‾‾
略 号

遺　 跡　 名 面　　 積 調　 査　 期　　 間 担　　 当　　 者

S l 南 坪 A 遺 跡 5 00 0 I記 57 ． 8 ．1 1～ 5 8 ． 1 ．1 1 小 河 邦 男 ・ 高 村　 勇

S　2 南 坪 B 遺 跡 34 8 0Iが 57 ． 8 ． 11～ 5 8． 1 ． 7 小 河 邦 男　 e　高 村　 勇

S　3 南 坪 C 遺 跡 3 60 0n了 5 7 ．10 ． 12～ 57 ．1 1． 16 小 河 邦 男 。 高 村　 勇

S　4 高　 野　 遺 跡 66 00 n了 下 り車線部分 57．10．14∵－58．3．11 小　 河　 邦　 男 ・ 高　 村　 勇
上 り車線部 分 59．5 ．17～59．6．15 中　 沢　 時　 宗 ・ 桜　 井　 一　 美

S　5 西 坪 A 遺 跡 70 00 Iが 5 7。 9 。1 3～・5 8 。 3 ．18 久 野 俊 度　 e　中 沢 時 宗

S　6 西 坪 B 遺 跡 5 9 30扇 57 。 9 ．2 1～ 5 7。 11 ． 2 久 野 俊 度　 e　中 沢 時 宗

S　7 向 坪 A 遺 跡 5 50 0 nf 57 ． 8 ． 2 ～ 5 7． 12 ．22 久 野 俊 度 。 中 沢 時 宗 ′

S　8 向 坪 B 遺 跡 2 50 0Iが 5 7 。 8 。 2 ／・－57 。1 2 ．15 久 野 俊 度　 e　中 沢 時 宗

S　9 北 新 田 A 遺 跡 1 66 00 n了
16100rが 58 ．6 ． 9 ～59． 3 ．31 柴　　　 正　 ・ 中　 沢　 時　 宗

500 nf 60． 4 ． 1～60． 6 ．30 和　 田　 雄　 次 ・ 桜　 井　 一　 美

S lO 北 新 田 B 遺 跡 32 00 nf 58 ． 5 ．10～ 58 。 5 。3 0 柴　　 正　 e　中 沢 時 宗

S 11 北 新 田 C 遺 跡 28 00 nf 58 ． 5 。3 1／、′5 8 。 7 ．2 6 柴　　 正　 e　中 沢 時 宗

S 17
ため　はら
溜 原 B 遺 跡 2 40 0 n了 60 ． 6 ．18～ 6 0 ． 7 ．1 3 和 華「 堆 次　 e ＿桜 井 一 美

ー5－



第2章　位　置　と　環　境

第1節　地理的環境

総和町は茨城県の南西部に位置し，東は三和町，西は古河市に接し，南は境町，及び利根川を

隔てて五霞村に，北は栃木県野木町に隣接している。人口は41，341人，面積は53。34k戒で，現在

町域は，東西約8．2km，南北約11kmである。かつては純農村地帯であったが，近年工業団地が造

成され，大企業が進出して工業化が急速に進みつつある。また，東京から約60kmということもあ

って，人口も急増し，首都圏のベッドタウンとしての一面も見られる。農業は首都圏向けの野菜

栽培が盛んである。鉄道はないが，町の西部を国道4号線が南北に，町の北部を国道125号線が東

西に走り，交通の便がよい。地形はなだらかな猿島台地が町域の大部分を占め，南部は利根川に

沿って沖積地となっている。

猿島台地は利根川と飯沼川の間にあり，北西から南東方向へ延びている。台地は関東構造盆地

の中心部に近い古河市で標高15～16mで，南北に向かってしだいに高くなるが，平均20m前後で

ある。台地は2～3mのローム層に覆われ，主に畑や平地林として利用されており，特に茶の栽

培は有名である。

利根川は関東平野を貰流し，太平洋へ注いでいるが，古くは東京湾へ流れ込んでいて，たびた

び氾濫をくり返していた。そのため人工的に何度か涜路が変えられ，沿岸に低湿が中積地と多く
ああやま　　　しゃか　　　みずうみ　　ながいと

の湖沼が形成された。利根川左岸の低湿な沖積地に存在した大山沼。釈迦沼e水海沼・長井戸沼
いちのや　　　くぐいと

一ノ谷沼。鵠戸沼などは，利根川の氾濫や流路の変更によってできたものである。これらの沼は

猿島台地の奥まで細長く入り込み，複雑な地形を形づくっているが，いずれも近世以降に干拓さ

れ，多くは水田に生まれ変わり，現在は大穀倉地帯となっている。

新4号国道は，五霞村から新利根川橋を渡り，猿島台地を横断するように，総和町の南東部，

三和町の北西部，小山市の南東部を通過する計画となっている。この国道上の調査遺跡を，南か

ら北へたどってみると，南坪A e南坪B e南坪C e高野e西坪A e西坪Bの6遺跡が点在し，い

ずれも近接している。この付近は台地と沖積地の違いが明確ではないが，標高は13～15m，水田

との比高は1～2mであり，北へ向かうにつれてわずかに高くなる。これらの遺跡の東方約1。5km

には長井戸沼が南北に延びており，利根川から約3．5kmの境町稲尾付近で東西両枝に分岐し，それ

ぞれ台地奥まで狭長な沖積地を形成している。長井戸沼西枝の西側の台地は標高約16．5mで，水

田との比高は約6mである。この西枝に面する台地縁辺部には向坪A・向坪B遺跡が所在する。

長井戸沼西枝の東側の台地に所在する北新田A・北新田B。北新田C遺跡は，標高19～20mであ

る。同台地上をさらに北上すると三脚丁に至る。三和町の遺跡としてこの台地の東縁辺部に，三

…6－
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十五里寺Aゆ二十五里専断二十五里寺C◎二十五里寺臣溜原Å遺跡が遵怒っている。国道鼠25

号を横切って再び総榊手に入った所には9長井戸沼東枝から分れた谷津に威して溜原B遺跡が

所在する。以上間に三部町の遺跡を挟むが9総研丁の新4号国道関係遺跡は合離2遺跡で9総

面積64610扉である。

第2節　度腰的環境

斯4号回避が計画されている利根川の沖横地から猿島台地にかけては9かつては低湿地や湖沼

が多く9生産活動が妨げられてきた。しかし9護岸工嵐干拓など人々の努力により9現在は水

田地帯が広がり9　台地は野菜の生産施　工業団地と変貌している。このように人々が営々と築い

てきた生活の跡は，原始e古代から認めることができる。
こくそうひがし　　　　　　　とくじょうじまえ

先土器時代の遺跡はまだ調査されていないが，古河市の虚空蔵東遺跡で尖頭鼠徳星寺前遺跡

でナイフ形石器が採取されているご）
あもて　まえ

縄文時代の遺跡には凍⑳後期の土器が出土している大橋A O B遺跡〈He13〉9菱ノ前遺跡〈19〉
しやかさいぶつ

がある。釈迦沼に画した台地縁辺部にある釈迦才仏遺跡からほラ　中期から晩期にかけての土器の

ほか，土偶片や注目土器が出土している禁
はぎやま

弥生時代の遺跡には，西原遺跡〈14〉，萩山A遺跡〈姐〉，西のうせん山遺跡〈45〉などがある。

西原遺跡からほ中。後期の婆や壷の破片が出土しており，西のうせん山遺跡では整地の際に，大形

の住居跡が2軒発見され9　弥生式土器が出土している禁
ニうやにし

古墳時代になると遺跡の数が増加するが，主な遺跡をあげると争行屋西遺跡〈8〉，北久保遺
かんのんまえ

跡〈6〉，杉の木遺跡〈35〉9観音前遺跡〈21〉などがあり9　いずれも土師器が分布している。
ぴしゃもん

長井戸沼に面する台地には9　向原古墳群〈15〉9横塚古墳群〈27〉9毘沙門塚古墳群〈26），べっ

たり塚古墳〈28〉　など古墳が多く存在している。向原古墳群は円墳3基からなり，2号墳からは

樹根を撮った際に短い直刀1振が出ましてか曹毘沙門塚古墳は全長締m　高さ約　mの前方

後円墳で，直刀や埴輪が出土している禁）
さしま

大化の改新以後，この地方は下総国猛鳥（猿島）郡となるが，「万糞集」巷二十の車に督猛鳥

郡から派遣された防人の歌があり，8世紀半ばには大都朝廷の勢力がこの地方にも及んでいたこ

とをものがたっている。

10世紀に登ると，平将門の活動に伴い，東国武士団の成長普　発展があるが腎　これを促した基礎
かなくそ　　　　　　　　べんぎいてん

には鉄と馬の生産が考えられる。その例として9　長井戸沼沿岸には金糞B遺跡〈3上弁才天B

遺跡〈42〉，萩山C遺跡〈40〉　をどの古代製鉄遺跡が多く分布しており9　フイゴ片や大量の鉄澤

～7～
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嚢瑠　遺跡…覧嚢

番号 遺 跡 名 種 墟 霊 農 高　 番号 遺 跡 名 種 類 遺 跡‾‾‾の 時 代

先土器縄文弥生古墳その他
S 凋 坪Å遺跡包蔵地　 0　　　 回 向原古墳群湖 群 ○！

S摘 坪 B 遺跡壷蔵地i 回　　　 温6 向新 田遺跡繍 地 ○
S 摘 坪 監遺跡！餞 地　 恒　　　 温7三島前遺跡媚 地

○
S 4 高 野 遺 跡極蔵地　 恒　　 ○恒 称 割 遺 跡包蔵地

○

S軽杢攣通墜上目 「両市区議滝商議 ○
S　西坪 B 遺跡服 地　　　　 0 2函 田山遺跡包蔵地 ○
S 摘 坪 Å遺跡服 地　　　　 0 2且i観音前遺跡包蔵地 ○

S 8 向坪　B　遺跡包蔵地　　　　　 0　0　2 2水　海　城　跡城館跡 ○
組 墜 堅 塑 癖 軒 千 円 前 湾 面 寺 肯 商 議 ○ ○
is湖摘 田迅遺跡包勧　 0　　　 24塚 崎 員　塚貝 塚

○
i 中 新田¢遺跡包蔵地　 0　 0　 2　南長井戸古墳群古墳群

○
餌仁摘磨抽繍極離「寮汀T 「「気商 沙門塚古墳群畜場群

○
司 二柏 里寺迅舶 包蔵地　 O i　　 2　横塚 古墳群古墳群 io

司 二柏 里部 遺跡服 地　 0　　　 2　ペった　塚古墳古 墳 ○

魂曇墾撃墜桓頑 「丁半千首市有議首前表 ○！
飢　溜原　Å　遺跡包蔵地　　 0　　　 0　3　二階木Å遺跡包蔵地 ○
S膵溜原　B　遺跡包蔵地　　　　　　　 0　3　磯プ木B 遺跡包蔵地 ○
Si8下　片　田　遺跡包蔵地　　 0　　　　　 32磯ノ木Å遺跡包蔵地 ○
恒 地蔵 堂遺跡！包蔵地 io　　　 33磯ノ木¢遺跡撃鉄跡

〇

〇

〇

〇

〇

〇
！

○

○

！

○

i

〇

〇

〇

〇

2関 鍼　 醇 院跡i　　　 0 3　二階木C 遺跡包蔵地

3金糞 B 遺跡製鉄跡i　　　 8 3　杉の本遺跡包蔵地 ！

掴 田山古墳群古墳群i　　 0　 3　古新田遺跡包蔵地 ！

5恒 出題遺跡製鉄跡i i i　 o 37 宮戸井遺跡服 地

紺ヒ久墾攣座軋⊥⊥固「司㌃蔚嘉蔀崩

凋 小路遺跡醜跡　　　　　 ○　摘 出迅逮嘩蔵地 ！
8行屋西塑疫型「‖　 同 寸司前抗議司嘉跡
9高　革遺　跡服地i i i O　 恒 萩山Å遺跡包蔵地 ：○

10高尊前古墳群古墳群　　　　　 0　　 42弁才天B遺跡製鉄跡
＝大橋A 遺跡餞地　 厄日　 樟　 弁才天A 遺跡包蔵地！ i
1痺 迦才仏遺跡包蔵地　 O i　 樟　 柳 橋 城 跡舶跡 ！
車 橋B 遺跡包蔵地　 面　 樟　 西のうせん山遺跡包蔵地 ‖ ○！

14西　原　遺　跡包蔵地　　　 ○

一つ「



こまはね　こまこめ

が出土している。また9　駒羽根，駒込など馬に関する地名も残っている。
やきはし

中世には，下河辺や古河公方足利氏の支配下に置かれ，柳橋城跡〈44〉
みずうみ

水海城跡〈22〉　などの城館跡が知られている。

こつつみ

小堤城跡〈2〉，

このように，各時代にわたり周知の遺跡が数多く分布しているが，調査例はきわめて少なく，

今後の調査によって，貴重な資料がもたらされるものと思われる。

注

㈲古河市史編さん委員会原始古代部会『古河市遺跡分布調査報告書』古河市昭和9年

（2）総和町教育委員会『総和町埋蔵文化財包蔵地基本調査報告書』昭和52年

㈲㈲㈲　今井隆助『猿島の郷土史』渓水社　昭和40年
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第3章　調査方怯

第且節　地区設定

各遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系原点を起点として，100mごとのⅩ軋Y軸の交

点を遺跡内に求め，それを基準点とした。その交点が遺跡内にない場合は，遺跡に最も近い交点

を起点とし，そこから40mの倍数で遺跡内まで平行移動し，基準点とした。基準点から座標北で

40m方眼の大調査区を設定した。さらに大調査区を4m方眼の小調査区に分割した。つまり，40

m方眼の大調査区内に4m方眼の小調査区を100個設定したわけである。

大調査区の名称は，北から南へ大文字で，「A」e「B」e「C」……とし，西から東へ大文

字で，「1」e「2」◎「3」とし，Al区，B2区等と表記した。小調査区の名称は，北から

南へ小文字で，「a」。「b」e「C」……「i」◎「j」とし，西から東へ小文字で，「1」

「2」。「3」……「9」e「0」とし，大調査区と合わせて「Å1al」e「B2b2」区のように表記

1　　　　　　　　　　空　　　　　　　　　　包

1234567890

a
b
C
d
e
督
g
h
■自
■遜

1i
l ！

j
l

f：：：：：：：：： ′°．．th．

第3図　グリッド概念図
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した。この小調査区をグリッドと呼称した。

第2節　遺構確認

遺構の確認作業は，第3図のように，全調査区の4分の1の割合で，グリッドの表土を除去す

るという方法で行うことを基本としたが，新4号国道関係の調査では，単一年度内における調査

遺跡数が多いことや，調査計画策定上遺構の有無を早く確認する必要から，次の方法で行った遺

跡もある。つまり，先に各遺跡とも8分の1の割合で表土除去を行い，遺構確認をしたのち，ま

たもとに戻りながら，さらに8分の1の割合で表土を除去し，最終的には全調査区の4分の1に

あたるグリッドの表土を除去して確認するという，1遺跡にとっては不連続的な二段階の確認方

法をとった。次いで遺構の確認状況や遺物の出土状況に応じて，周囲のグリッドを拡張した。

遺構の分布が濃密な場合は，土層を観察し，遺構。遺物を破壊しないと考えられる層まで，重

機によって全域を表土除去し，その後に遺構確認を行った。表土からの出土遺物は，出土したグ

リッド名，層位，年月日を記録して取り上げた。

第3節　遺構調査

各遺構の調査については次のような方法を用いた。

住居跡の調査は，長軸方向とそれに直交する方向に，土層観察用のベルトを設け，1～4区に

分割して掘り込む四分割法で実施し，地区の名称は北から時計回りに1－4区とした。土坑の調

査は，長径で二分する二分割法で実施し，井戸の調査は土坑の調査に準じた。溝の調査は，適宜

な位置に土層観察用のベルトを設定し，掘り込んだ。

土層については，土質，色相，各種粒子の含有状態，粘性，硬さ，締まり，吸水性，混入物等

と堆積状況を観察して分類の基準とした。

遺物の取り上げについては，各遺構の地区名，遺物番号，出土位置，レベル，年月日等を記録

して取り上げた。

平面実測については，遺跡内の大調査区杭を基準に，水糸で1m方眼を地割し，錘を使って測

量した。土層断面，遺構断面の実測は，標高を用いて水糸を水平にセットし，水糸を基準として

実測した。

記録の過程は，土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遣物出土状況平

面図作成→遺構平面写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の順を基本とした。図面，写真

等に記録できない事項については，調査日誌や遺構カードに記録した。
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第4童　遺構◎遣物の記載方法

第1節　遺構の記載方法

本書における遺構の記載方法は，下記の要領で統一した。

1　使用記号

竪穴住居跡－SI　　土坑－SK　　清一Sn　　井戸－SE　　ピットーP

掘立柱建物跡－SB

2　遺構に伴う施設等の表示方法

焼土‥‥‥ カマド‥‥‥

3　土層の分類

土層観察は，『新版標準土色帖』（小山忠正e竹原秀雄編著e日本色研事業株式会社）を使用

し，整理の段階で土層を次のように分類記号化し，図中にその記号をもって載せた。

番 号 土　 色　 名 色　 相　　　　　　　 明度 ／ 彩度 含　　　　　 有　　　　　 物

1 黒　 褐　 色 H u e l O Y R ・7 ．5Y R　　 寮∵％㍉％∴％
a ◎　　 ロー ム粒 子 多量

a　　 ロー ム粒 子

2 暗　 褐　 色 H ue l O Y R　　　　　　 男㍉％ a ′　　 ロー ム粒 子 少 量

a 〝　 ロー ム粒子 極 少 量

b ⑳　　 ロ ー ム ブ ロ ッ ク多量

b　　　 ロ ー ム ブ ロ ッ ク

3 暗　 褐　 色 H ue 7 ．5 Y R　　　　　 尭㍉％

4 褐　　 色 H ue lO Y R　　　　　　 ％㍉％

5
彿　 色 H ue 7 ．5 Y R　　　　　　 ％′　％㍉％ b ′　　 ロ ー ム ブ ロ ッ ク少 量

C ⑳　　 ロー ム小 ブ ロ ッ ク多量

C　　 ロー ム小 ブ ロ ッ ク

C ′　　 ロー ム小 ブ ロ ッ ク少＿量

6 にぷい黄褐色 H ue lO Y R　　　　　　 ％㍉％

7 黒　　 色 H ue lO Y R ・7 ．5Y R　　 ％ 1X

8 灰　 褐　 色 H u e 7 ．5Y R ・2．5 Y R　　 晃∵％㍉％
d ⑳　　 ロ ー ム大 ブロ ッ ク多量

9 にぷい赤褐色 H ue 2 ．5Y R ・5 Y R　　 宛∵％㍉％∴％ d　　 ロ ー ム大 ブ ロ ッ ク

d ′　　 ロ ー ム大 ブ ロ ッ ク少 量

e ◎　 ハ ー ドロ ー ムブ ロ ック 多量

e　　 ハ ー ドロ ー ムブ ロ ック

10 暗 赤 褐 色 H u e 2 ．5Y R 。5 Y R ・10 Y R 尭∵％∴％∴％

11 晴 赤 褐 色 H u e 2 ．5Y R ・5 Y R　　 ％ ％

12 にぷ い褐 色 H u e 7 ．5Y R　　　　　 晃∴％
e ′　　 ハ ー ドロ ー ムブ ロ ック少量

f　　 ロ ー ム （ロ ー ム層 ・ハ ー ドロー ム層 ）

g ◎　 炭 化物 多量 （炭 化粒 子 多量 ）

g　　 炭 化物 （炭化 粒 子 ）

13 赤　 褐　 色 H u e 2 ．5Y R e lO R　　　 ％∵％∴％∴％

14 灰　 赤　 色 H u e 2 ．5Y R　　　　　 ％㍉％

15 極 晴赤 褐 色 H u e 2 ．5Y R　　　　　　 劣㍉％∴％ g ′　 炭 化物 少量 （炭 化粒 子 少 量 ）
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赤　黒　色

橙　　色

赤　　色

極暗褐色

暗　赤　色

灰黄褐色

黄　褐　色

明　褐　色

にぷい橙色

褐　灰　色

暗オリーブ色

暗赤灰色

灰　赤　色

Hue2．5YR・10R　　　％

Hue5YR　　　　　　　宛㍉％

HuelOR　　　　　　　　％∵％∴％

Hue7．5YR　　　　　　％

HuelOR　　　　　　　　易㍉％

HuelOYR　　　　　　　％

HuelOYR　　　　　　　ノ％

Hue7．5YR　　　　　　％

Hue7．5YR　　　　　　％

Hue7．5YR　　　　　　％

4　遺構実測図と作成方法

（1）住居跡

ll

Il

ll

lI

第4図　遺構実測図の作成方法

h⑳　黒色土多量（黒色土粒子多量）

h　　黒色士（黒色土粒・黒褐色土）

h′　黒色土少塵（黒色土粒子少量）

i◎　黒色士ブロック多義

1　黒色土ブロック

i′　黒色土ブロック少量

j⑳　焼土多義（焼土粒子多量）

j　　焼土（焼土粒子）

j′　焼土少量（焼土粒子少量）

j〝　焼土極少量

1◎　焼土ブロック多選（焼土塊）

1　焼土ブロック（焼土中ブロック）

l′　焼土ブロック少量（焼土中ブロック少量）

1〝　焼土ブロック極少量

m◎　粘土多選（粘土粒子多量・粘土ブロック多選）

m　　粘土（砂質粘土・粘土粒子・粘土ブロック）

m′　粘土少量（粘土粒子少量・粘土ブロック少量）

m〝　粘土極少量

n●　砂粒多量

n　　砂粒（細砂粒）

n′　砂粒少屋

0⑳　ローム微粒子多量

0　　ローム微粒子

0′　　ローム微粒子少凄

K　　撹乱

D　　灰

P　　小磯

Q　　木炭

l l

＝ltl＼－も一h＿rノご一一二
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⑳住居跡は，縮尺20分の1の原図をトレースして版組みし，それをさらに4分の1に縮小して

掲載した。

⑳土坑，井戸は縮尺20分の1の原図をトレースして版組みし，それをさらに3分の1に縮小し

て掲載した。

⑳カマドは，縮尺10分の1の原図をトレースして版組みし，それをさらに4分の1に縮小して

掲載した。

⑳溝は，縮尺20分の1の原図をトレースして版組みし，それをさらに大きさに応じて，2分の

1，3分の1，4分の1に縮小して掲載した。

5　一覧表の見方について

㈲　住居跡一覧表

⑳位置は，遺構が占める面積の割合が最も大きいグリッド名をもって表示した。

⑳主軸方向は，座標北と長軸のなす角度で示した。

⑳平面形は，掘り込み上面の形状を記した。

⑳規模の長軸×短軸は上面の計測値，壁高は残存壁高の計測値を記した。

⑳床面は「平坦」，「凹凸」，「緩い起伏」に分類して表記した。

⑳柱穴数は，その住居跡に伴うと考えられる柱穴数を記した。

⑳炉とカマドは，その種別を記し，検出され射、住居跡については空欄とした。

⑳覆土は，堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」，人為堆積の場合は「人為」，撹乱を受け

ている場合は「擾乱」と記した。

⑳出土遣物は，主な遣物名を記した。

⑳時期は，出土遺物から時期判定の可能な範囲で，土器型式によって記した。

⑳備考は，重複関係等について記した。

（2）土坑一覧表について

◎土坑一覧表については，住居跡一覧表の項目にほぼ準じた。

⑳壁面は，底面からの立ち上がりの状態を簡潔に記した。

⑳底面は，住居跡の「床面」の項に準じた。
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第2節　遺物の記載方法

遺跡によって遺物の出土量は異なるが，可能なかぎり復元，実測，拓本等をして，できるだけ

多く掲載した。

1　実測図の作成方法と掲載方法

（1）作成方法

⑳土器は，四分割法を用い，中心線を挟んで左側に外面，右側に内面及び断面を実測した。

⑳石器，石製品は展開図法を基本とした。

⑳上記以外の遺物については，効果的と思われる方法で実測した。

（2）掲載方法

⑳実測図の掲載にあたっては，縮尺4分の1を基本としたが，遺物の大きさによっては1分の

1，2分の1，3分の1の縮尺で掲載した。

◎土器拓影図は，右側に断面を載せ，縮尺3分の1で掲載した。なお，繊維を混入するものに

ついては，断面に点を付加した。

2　出土遺物解説表について

遺構ごとの遺物を，次のような表にまとめた。

⑳番号は，実測図中の番号と同じものである。

⑳法量は，口径－A，器高一B，底径－C，高台径－Ⅲ，高台高一Eとし，単位は。mである。

なお，（）は推定値である。

⑳胎土e焼成e色調の欄は，上から胎土，焼成，色調の順で記した。焼成については，良好，

普通，不良に3分類し，焼き締って硬いものは良好，焼成があまく手でこすると器面が剥落す

るものを不良とし，その中間のものを普通とした。色調については，前節の土層の分類と同じ

色帖を使用した。

⑳備考は，完存率や付着物，その他必要と思われる事項を記した。

⑳なお，この表で解説できない遺物については，文章で解説した。
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第5車　遺跡の調査結果

商　坪　Å　遺　跡

温　遺跡の概観

当遺跡はタ茨城県猿島郡総和町高野字南坪1837の1ほかに所在し，面積は5000n買㌔現況はほ

ぼ平坦離田である。新4号バイパスの新利根川橋の北東約1kmで，総研丁の南東端に位置する。

近辺は沖積低地と台地との区別がはっきりせず　標高縮mの微高地に立地しており学永田南と

の比高は組。5mである。当遺跡の南側は境町と接しておりタ主要地方道古河一岩井線が走ってい

る。当遺跡の北側には幅約4mの町道が東西に走り，この道路を挟んで商坪B遺跡が隣接しタ北

西約0。5kmの水海沼の支谷に面する台地には観音山遺跡が所在する。また，古河一岩井線を挟んで

南側には南坪遺跡が位置しタ南坪遺跡は南坪A遺跡と同一遺跡としてとらえられており，工事の
は）

関係で　昭和狙年度に墟町教育委員会によって調査が実施されている。当遺跡では，遺構は確認

されなかったが，少量の縄文式土器片と石器が出土した。

2　調査経過

〈昭和57年度〉

8月後半　下り車線部分の調査を開始し，上物除去を行い，調査前の遺跡全景写真を撮影した。

Ⅹ軸＋14740m，Y軸－5700mの交点を基準として調査区を設定して北側に隣接する

南坪B遺跡と並行して作業を進めた。8分の1のグリッド発掘をF2区から実施したが，

遺構は確認されず，縄文式土器片がごく少量出土した。遺構確認を急ぐ必要から調査

を一時中断し，向坪A e B遺跡の調査に移った。

1摘後半　残り8分の1のグリッド発掘をF2区から実施したが，遺構は確認されず，縄文式土

器片がごく少量出土した。土層観察のため幅1mのトレンチをグリッドにそって，東

西e南北方向に各1本設定し発掘した。トレンチの土層セクション写真を撮影し，実

測した。調査後の遺跡全景写真を撮影し，下り車線部分の調査を終了した。

摘前半　上り車線部分の調査を開始し，調査前の遺跡全景写真を撮影してから，4分の1のグ

リッドを発掘した。さらに遺跡の中で比較的土器が多く出土しているF2区を一部拡張

したが，遺構は確認されず，縄文式土器片がごく少量出土しただけであった。調査後の遺

跡全景写真を撮影し，上り車線部分の調査を終了し，南坪A遺跡の調査を完了した。
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第5図　南坪A遺跡地形図



第6図　南坤風遺跡全体図

3　遺物

当遺跡では，面積の4分の1のグリッド発掘を行い，さらに比較的遺物が多く出土したF2g5を中心に

周囲のグリッドを拡張して遺構の確認に努めたが，縄文式土器片約50点と石器3点が出土しただけである。

（1）土器

縄文式土器（第7図1－35）

いずれも破片であり，器形をうかがえるものはない。土器形式や施文法から，次のように3群

に分けられる。

第1群土器（1－24・35）

繊維を含み，前期の黒浜式に比定できる土器を本群とした。色調は褐色，にぷい褐色，灰褐色の

ものが多く，胎土には繊維のほかに砂粒を含んでいる。焼成は普通である。

第1類（1－18）

縄文を唯一の文様とするものを本類とした。1・2は口縁部に無文部を残し，その下からLR

の縄文が施されており，1は緩い波状口縁である。3も口縁部であるが，無文部を残さずに雑な

LRの縄文が施されている。4～14は胴部片でいずれもLRの縄文が施されているが，撚、りの緩

いものが多い。15e16は無節である。17e18は単節と思われるが，撚りは不明である。

第2類（19～23）

無文地に洗練の文様が配されているものを本類とした。19と21は3本，20は2本の平行洗練に

よって文様を構成している。22。23は太い棒状工具によって雑か太線を走らせている。
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第3頬（24・35）

第1。2類以外のものを一括した。24は円形刺突文が横位に3列施されている。35は底部片で

平底である。無文であるが繊維痕が多く観察される。

第2群土器（25・26）

後期前半の堀之内Ⅲ式に比定できるものである。25・26は洗練による直線や曲線の区画内に，
じゆうてん

LRの縄文が充填されている。色調は25が黒褐色，26が灰褐色を呈している。いずれも胎土には

砂粒を含み，焼成は良好である。

第3群革器（27－34）

安行I式に比定できる土器群である。色調は褐色　にぷい褐色を呈するものが多く，胎土には

砂粒eスコリアを含んでいる。焼成はいずれも普通である。

第1類（27）

帯状縄文系の土器を本類とした。27は台付鉢の台部片である。隆起帯状縄文が平行に2帯巡っ

ており，下の帯に接して径7mmの円形の穿孔がみられる。

第2類（28～34）

いわゆる緯線文系の土器を本類とした。28は商家直下に列点刺突文を巡らし，その下に細い斜

行の条線文が施されている。29は胴部片で縦位の条線文を地文とし，列点状刺突文を配した紐線

が横位に付されている。30～34はいずれも胴部片で，条線文が施されているものである。

（2）石器（第8図）

1　石錬（1）
ああき

凹基無茎鎌で入念に剥離されている。片方の脚部先端が欠損している。長さ3。1。me幅2．1。me

厚さ0．4cme重さ1．8gで，石質はチャートである。

2　礫器（3）

扁平な石楽の縁辺に加撃して刃部（片刃）を作り出している。長さ7．9。m。幅8．6。m。厚さ3。5。m。

重さ346gで，石質は流紋岩である。

3　スタンプ形石器（2）

河原石の下半部を打ち欠き，側縁を敲打によって幾分えぐるように加工している。手で握ると

握りやすい。底面の平坦部が使用面であるが，使用痕はほとんど観察されない。長さ11．7cm・幅

7。8cme重さ750gで，石質は石英斑岩である。
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第7図　グリッド出土土器拓影図
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第8図　グリッド出土遺物実測図

4　まとめ

0　　　　　　10cm

』二二二二二二ヒ二二二二二』

当遺跡は調査の結果，遺構は確認されず，ごく少量の縄文式土器と石器が出土したにとどまっ

た。縄文式土器はいずれも破片で，約50点しかなく，そのうち拓本可能なものは34点であった。

これらの土器片のうち黒浜式のものが約72％を占め，次いで安行式のものが20％，残りは堀之内

式のほか不明のものが数点である。このような少ない遣物から，当遺跡の時期や性格などについ

て述べることは困難であるが，昭和51年度に境町教育委員会によって調査された，南坪遺跡を参

考にして簡単にまとめてみた。

南坪遺跡は，主要地方道古河一岩井線を挟んで当遺跡の南側に所在する。当遺跡と同一遺跡と

してとらえられ，この調査によって，遺構としてほ縄文時代の住居跡3軒，古墳時代の住居跡6

軒が検出され，遺物としては縄文式土器e土製品。石器と古墳時代の土師器が出土している。縄

文式土器はほとんどが破片で1942点出土しており，そのうち窯浜式のものが75％，開山式のもの

が12％を占めている。残りは田戸下層式以降安行3a式までのものが出土している。当遺跡の遣

物の遠ははるかに少ないが，出土の割合を比べてみると，窯浜式のものが最も多く，割合もほぼ

同じである。

これらのことから当遺跡を考えてみると

一22…



①　当遺跡では遺構が確認されなかったこと。

②　当遺跡から出土した遺物は南坪遺跡よりも少ないこと。

⑨　両遺跡とも遺物の中で黒浜式の土器が最も多いこと。

④　当遺跡は南坪遺跡の北約150mに位置していること。

以上のことを考え合わせると9黒浜式期においては，当遺跡は，南坪遺跡の集落跡の一部であり，

当時の人々の生活圏であったのではないかと考えられる。

注

用）新4号遺跡発掘調査会『南坪遺跡』昭和53年
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商　坪　迅　逮∴跡

温　遺跡の概観

当遺跡は　茨城県猿島郡総衆評高野字南劉795の1ほかに所在し，面積は3480が，現況は標高

縦385mの平坦別田でタ一部宅地と水田がふくまれている○南坪A遺跡の北側に幅4mほどの町

道が東西に走りタその町道を挟んで南坪B遺跡が位置している。地形的には南坪A遺跡とほとん

ど変わらず㌢永田南との比高も約185mである。当遺跡の周辺は農家が点在しており，北方約300m

には南坪C遺跡が所在する。当遺跡ではごく少量の縄文式土器片が出土しただけで，遺構は確認

されをかった。

2　謝査経過

〈昭和57年度〉

8月後半　下り車線部分の調査を開始し蟄上物除去を行い，調査前の遺跡全景写真を撮影した。

Ⅹ毎月4900mタⅤ軸…5540mの交点を基準として調査区を設定し，南側に隣接する南

坪A遺跡と並行して作業を進めた。

4分の1のグリッド発掘をB5区から実施したが，遺構は確認されず，ごく少量の縄

文式土器片が出土した。調査後の避亦全景写真を撮影し，下り車線部分の調査を終了した。

12月後半　上り車線部分の調査を開始した○調査前の遺跡全景写真を撮影し，4分の1のグリ

ッドをC4区から発掘した。遺構は確認されず，縄文式土器片がごく少量出土しただけ

であった。土層観察用のトレンチを南坪A遺跡と同じように設定し発掘した。トレン

チの土層セクション写真を撮影しタ　実測を行った。

摘前半　調査後の遺跡全景写真を撮影し学上り車線部分の調査を終了し，南坪B遺跡の諷査

が完了した。

3　遺物

当遺跡からほ，面積の4分の1のグリッド発掘の結果，遺構は確認できなかった。また，遺物

も縄文式土器片が4点と砥石片が主点出土しただけである。
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第9図　南坪B遺跡地形図



50汀l

第10図　南坪B遺跡全体図

（1）土器（第11図）

縄文式土器（1－4）

1は胴部片で，器面が荒れており判断しにくいが，無節の縄文が施されている。色調は灰褐色

を呈し，胎土には繊維や砂粒を含んでいる。焼成は良くない。2は口縁部片で，波状口緑を呈し，

波項部に貫通孔を有している。3は胴部でRLの地文に縦位の太い沈線が施されている。2～4

とも色調はにぷい褐色を皇し，胎土に砂粒を含んでいる。焼成は普通である。1は黒浜式，2－

4は堀之内式のものと思われる。

（2）石製品（第11図－5）

5は砥石である。形状は扁平な直方体である。両端を除いて4面が使用され，そのうち上下2

面が最も使用されている。下半部を欠損しており・現存長は4・9cm・幅3・6cm・厚さ1・9cmであり，

石質は凝灰岩である。時期は不明である。

憾

爵

B2

第11図　グリッド出土土器拓影図・石器実測図
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当遺跡は調査の結果撃連横は確認されをかった○縄文式土器片数意と砥石片蟻が出土しただ
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当遺跡は　茨城県猿島郡総都町高野字本田膵のほかに所在しタ　面積は3600疲労　現況は標高13。5

nlの山林である．、「遺跡の北側には西から束へ向か一）て幅約50mの細長い谷津が入り込んでいるご谷

津は水田として利用されており，遽跡は永田南との比高が約1。5mの微高地に立地している。当遺

跡は　南側で標高温。m　北側では臓。mで　南側が高ら　遺跡の北側の谷津欝に商って蟄　やや

をだらかに傾斜している。谷津田を隔てて当遺跡の北方摘mには高野遺跡が所在し，南方約300m

には商坪B遺跡が所在している。当遺跡では全面を表土除去し普　遺構確認したが普　遺構は確認さ

れず9　わずかに縄文式土器片が出土しただけである。

‾′．ノ、！．－

′′　′′′．′

摘用前半　　上ゆず繭車線部分の調査を開始し　上物除去及び草刈りを行い，調査前の遺跡全景

写真を撮影した。Ⅹ軸＋15且60m，V軸－5360mの交点を基準として調査区を設定した。

遺跡は山林のため根株がきわめて多く，人力による表土除去が困難なため，重機を導入

する方向で検討を進めた。重機導入にあたりダ　遺物の混入状態や土層を観察するためタ

遺跡中央部に1m幅のトレンチを道路の中央線に沿って設定し試掘を行った。

摘月後半　　重機により太きを根株を除いて全面を表土除去した。濃樺の確認作業を行い，少量

の縄文式土器片が出土しただけで9遺構は確認されなかった。
轟

Ⅲ月前半　　道路の両側面のま層セクション写真を撮影し，実測を行った。実測終了後，調査後

の遺跡全昔写真を撮影し，調査を完了した。、

二　∴∴ん′

当遺跡はタ　重機を導入して全面を表土除去し，遺構の確認を行った。しかし遺構は確認できず，

縄文式土器片20点と内耳土器片l点がl【侶二しただけである。＿、
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第12図　南坪C遺跡地形図
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50m

第臓図　南坤C遺跡全体図

沌）土器（第14図）

縄文式羞器（1－20）

いずれも破片で，器形をうかがえるものはない。拓本が可能なものはすべて掲載し，3群に分

l類した。

第瑠群丑器　日日

早期末のものと思われる土器である。1ほ胴部片で，絡条体条痕文を地文とし，絡条体庄痕文

が横位に2本施されており，内面には貝殻条痕文が見られる。色調は褐色を呈しており，胎土は

砂粒e小磯◎繊維を含んでいる。焼成は普通であるが，摩滅している。

第2群立器（2－16e20）

繊維を含む前期の黒浜式に比定される土器である。色調は褐色やにぷい褐色のものが多く，胎

土は繊維のほか砂粒を含んでいる。焼成は普通である。

第瑠顆（2～11）

縄文を唯一の文様とするものを本類とした。2ほ口縁部にわずかに無文部が残り，その下から

RLの縄文が施されている。3～11はいずれも胴部片であり，3ほRL，4。5砂6ほLRの縄

文が施されている。7e8。9は撚りがゆるく無節のように見えるが，RLの縄文が施されてい

る。10。11は，太い条と細い条を撚り合わせた異条縄文である。

第2類（12－15）

無文地に半裁竹管によって文様を構成しているものを本類とした。12はロ縁部片で，斜行の平

行洗練が雑に施されている。13～15は胴部片で，13は肋骨文のように思われ，途中で刺実文が加

えられている。14は鋸歯状文，15は刺突文が施されている。
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第3類（16・20）

第1・2類以外のものを一括した016は口緑部片で無文である。20は底部片で平底である。い

ずれも器面に繊維痕が顕著に残っている。

第3群土器（17～19）

前期後半の諸磯式と思われるものである。げれも胴部片で，17・18はRLの縄文が施され，

19は半裁竹管による連続爪形文が施されている。色調は17・18が褐色，19が橙色を凱ている。

いずれも胎土は砂粒を含み，焼成は普通である。

内耳土器（21）

21は平底で，休部はほぼ垂直に立ち上がっている。口縁部は丸味をもって膨らんでいる。内耳

は粘土を板状にのばしたもので，口縁上端から付されている0器内外面ともナデ整形が施されて

いる。器高は2・8cmと低い0色調は外面が褐灰色，内面がにぷい褐色を呈している。胎土は砂粒を

含み，焼成は良好である。

∴・

」⊥＝コ2。塵抱－』二二二土二二∃Ocm

第14図　グリッド出土土器拓影図・実測図
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4　まとめ

当遺跡は全面を表土除去し，遺構確認に努めたが，遺構は確認できず少量の縄文式土器片と内

耳土器片が出土しただけである。縄文式土器片は20点あり，そのうち早期末と思われるものが1

点言者磯式と思われるものが3点，残りはすべて黒浜式のものである。また，水田を挟んで当遺

跡の北方100mに高野遺跡が所在するが言この遺跡の南部から黒浜式の土器片がわずかではあるが

出土しており，黒浜式以外の縄文式土器は出土していない。いずれも量的には少なく，推定の域

を脱し得ないが，この付近に窯浜期の遺跡が存在したことが考えられ，当遺跡と高野遺跡の南側

部分は，往時の人々の生活圏の一部であると思われる。
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高　野　遺　跡

且　遺跡の概観

当遺跡は「茨城県猿島郡総都町高野字西坪554の1ほかに所在し，面積は6600滴で，現況は畑

である。高野集落を二分するように，西から東へ向かって幅50m前後の細長い谷津が延びており，

遺跡はその谷津の北側の微高地に立地している。標高は12。5－13．5mで，南から北に向かってわ

ずかに高くタ　水田面との比高も0。5～L5mである。遺跡の中央部を町道が東西に横切りタ　遺跡は

北側と南側に二分されている。当遺跡の南方約100mには，谷津を挟んで南坪C遺跡が所在し，北

方約300mには西坪A遺跡が所在する。当遺跡は下り車線部分を昭和57年度に調査したが，上り車

線部分は用地問題の解決が遅れたため，昭和59年度に調査を実施した。当遺跡では，溝1条が検

出され，遣物はグリッドから少量の縄文式土器片と内耳土器片が出土した。

2　調査経過

〈昭和57年度〉

10月後半　　下り車線部分の調査を開始し，上物除去をおこない，調査前の遺跡全景写真を撮影

した。Ⅹ軸＋15360m，Y軸…5200mの交点を基準として調査区を設定した。遺跡中央

を横切る道路の南側は，幅1mのトレンチを道路中央線に沿って3本設定して試掘し

た。試掘の結果遺構確認面までが70～100cmと深く，水はけが悪いため重機で表土除去

をすることにした。道路の南側を重機によって表土除去を進め，遺構確認作業を実施

した。C4区からC5区にかけて溝1条を確認した。確認作業車，ごく少量の縄文式土器

片が出土した。道路南側の遺構確認が終了した段階で調査を一時中断し，南坪C遺跡

の遺構確認作業に移った。

2月前半　　第1号溝の調査を実施した。溝は遺跡の中央部を横切る道路の南側に，ほぼ東西に

延びており，出土遣物はなかった。道路の北側の上物除去を行い，B6eC5区の4分の

1のグリッド発掘を実施したが，遺構は確認されず，グリッドから内耳土器片が数点

出土した。溝の調査が終了したため調査の主力を西坪A遺跡の調査に移した。

2月後半　　土層観察用トレンチを幅1mで東西e南北方向に各「本設置し発掘した。

3月前半　トレンチの土層セクション写真を撮影し，実測した。遺跡全体を清掃し，調査後の

遺跡全景写真を撮影して，下り車線部分の調査を完了した。
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第15図　高野連跡地形図
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〈昭和59年度〉

5月後半　上り車線部分の調査を開始し，上物を除去し草刈りを行った。調査前の遺跡全景写

真を撮影して，調査区を設定した。C6区から南へ向かって4分の1のグリッド発掘を

行い，C5区からり5区にかけて第1号溝の延長部を確認した。グリッドからほごく少量

第16図　高野遺跡全体図
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の縄文式土器片が出土した。下り車線部分の土層観察用のトレンチを延長し発掘を行

った。

6月前半　　第1号溝の周辺のグリッドを拡張し，トレンチの土層セクション写真を撮影して，

実測し．た。第1号溝の延長部の調査を行った結果，下り車線部分と同様に直線的に調

査区域外へ延びており，出土遺物はなかった。調査後の遺跡全景写真を撮影し，補足

調査を行い，上り車線部分の調査を完了した。

3　遺構と遣物

当遺跡からは，溝1条が検出された。溝からの出土遣物はなく，各グリッドからの遺物も縄文

土器片14点と内耳土器片3点が出土しただけである。

（1）溝

第1号溝（第17図）

本跡は，C4。C5・り5区にかけて検出され，遺跡の中央部を東西に走る町道にほぼ沿っている。

主軸方向はN－77LWを指し，西北西一東南東の方向で直線的に延びている。検出された溝の

長さは約44mであるが，両端とも調査区域外まで延びている。断面は痍形を呈しており，上幅は

1．6－1．8mで西寄りの方がわずかに細くなっている。遺構確認面から底面までの深さは50－60cm

である。底面のレベルは，東側から西へ向かって中間部までは15cmほど低くなり，さらに中間部

から西端に向かうと約60cm低くなっている。底面や両壁面はハードロームで，凸凹が多い。覆土

は自然堆積の状態を示しており，黒褐色土が主である。上層にはローム粒子，下層にはロームブ

ロックが含まれている。出土遣物はなく，時期や性格については不明である。

（2）遣物

遺跡の南部のグリッドからは縄文式土器，北部のグリッドからは内耳土器が出土している。

縄文式土器（第18図－1－14）

いずれも胴部片で，繊維を含む前期窯浜式に比定されるものである。色調はにぷい褐色や暗褐

色を呈しており，胎土には繊維のほかに砂粒を含んでいる。焼成は普通である。

1－14までいずれも縄文が施されているが，雑な施文が多く見られる。1－6はRL，7－10

はLRの縄文が施されている。11－14は無節である。いずれも器面が荒れており，撚りの方向は

判別できない。
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第膵図　第　号溝実測図
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第18図　グリッド出土土器拓影図
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内耳土器（第19図－1－3）

1は休部がいったん垂直に立ち上がってから，外傾して口縁部へと続き，口唇部は平坦である。

内耳は口縁上端から配されており，断面は円形である。器内外面ともナデ整形されている。色調

はにぷい赤褐色を呈しており，胎土は砂粒，金雲母を含んでいる。焼成は普通である。完存率は

約10％で，推定で口径は34cmである。

2は平底であり，休部は外傾して立ち上がっている。器内外面ともナデ整形されているが，底

部と休部の境は削り整形である。外面には煤が付着している。色調は褐灰色を呈しており，胎土

は砂粒を含んでいる。焼成は普通である。完存率は約10％で，推定で底径は20．1cmである。

3は平底であり，体部は外傾して立ち上がる。器内外面ともナデ整形されており，外面には煤

が付着している。色調はにぷい褐色を呈しており，胎土は砂粒，金雲母を含んでいる。焼成は普

通である。完存率は約10％で，推定で底径は19．8cmである。

4　まとめ

当遺跡は調査の結果，遺構としては溝1条が検出され，遺物はごくわずかの縄文式土器片と内

耳土器片が出土しただけである。

縄文式土器片は南坪C遺跡と同じく，すべて黒浜式のものであり，遺跡の南部U4・Db区から出

土している。土器片数は少ないが，当遺跡の南部は，当遺跡の南方約100mに所在する南坪C遺跡

などと同様，往時の人々の生活圏の一部であったと思われる。

内耳土若片は遺跡の北部艮6区から出土している。内耳土器は中世から近世まで使用されており，

さらに戦前まで使用されていたという話も聞いている。出土した内耳土器片はわずかに3片であ
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第19図　グリッド出土遺物実測図

り，当該期の遺構も確認されてなく，内耳土器の時期については不明である。

第1号溝は当遺跡唯一の遺構であるが学　溝からの遺物もなく，時期や性格などについては不明

である。
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商　坪　Å　遺　跡

且　遺跡の概観

当遺跡は，茨城県猿島郡総和町高野字谷中651ほかに所在し，面積は7000扉で，現況は平坦な

畑である。高野集落の北側に位置し，標高約14。3mの微高地に立地している。当遺跡から西方約

500mには，水海沼から延びる谷津田が南から北に向かって入り込んでおり，その谷津田との比

高は約2mである。また南方約300mには高野遺跡が所在しタ　北側には西坪B遺跡が接している。

当遺跡では，近世以降のものと思われる土坑116基と溝6条が検出され，遺物はグリッドから，ご

く少量の縄文式土器片や陶磁器が出土した。

2　諷査経過

〈昭和57年度〉

9月後半　　上砂下商車線部分の調査を開始しタ　上物除去を行いタ　調査前全景写真を撮影した。

Ⅹ軸＋温5600m，Y軸－5000mの交点を基準として調査区を設定し，隣接する西坪迅

遺跡と並行して調査を進めた。

10月前半　　m2区から北に向かって4分の1のグリッド発掘を実施し，鵬区とⅢ3区を中心に土坑

と溝が集中して確認された。グリッドからはわずかに縄文式土器片と陶磁器片が出土

した。グリッド発掘が終了した段階で，西坪B遺跡のグリッド発掘に移った。

11月前半　　遺構が確認されたG2eG3欄2凋3区を重機により拡張し，F2・『3区は芋掘りで拡張

した。拡張が終了した段階で，向坪A遺跡の下り車線部分のグリッド発掘に移った。

1月後半　遺構確認作業を実施し　土坑n薗　溝6条を検出した。東西⑳南北方向に各1本の

土層観察用トレンチを発掘し，土層セクションの写真撮影と実測を行った。

2月前半　　狙2欄3区の遺構調査を行った。遺構数が多いため，各遺構とも順次掘り込み，写真

撮影，実測等を進めたが，遺構の凍結や霜解けで調査に手間取った。第1号溝に囲ま

れた部分には，全土坑の約3分の2の土坑が集中して検出された。遺構からの出土遺

物はほとんどなかった。

2月後半　他の遺跡の調査は完了しており，全作業員を当遺跡の調査に投入し，G2。G3区の遺

構調査を進めた。

3月前半　　F2区の遺構調査後∴遺跡の全体清掃を行い，調査後の遺跡全景写真を撮影して，西
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第20図　西坪A遺跡地形図
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坪Å遺跡の調査を完了した。

3　遺構と遺物

当遺跡から遺構は，土坑116基e溝6条が遺跡の南部に集中して検出された。遺物はグリッドか

ら縄文式土器片8点と陶磁器数点が出土したがタ　いずれも破片であり，遺構からほほとんど出土

していない。

脅＼薄墨惑考1
－　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－　　　　－　　　　－　－－－－　　－

第21図　西坪A遺跡全体図

（l）土坑

遺跡の南部G2eG3em2区に集中して116基検出された。以下一覧表にまとめた。

表2　土坑一覧表

土坑
番号

位置 長径方 向 平面形
規　　 模 匡 面

底　 面 備　　　　　 考
長径×短径柄 深 さ屈

1 H 2C7 N －120－E 隅丸長方形 1．8 1×1．23 15～20 外　 傾 平　　 坦 S D lと重複

2 H 2 C6 N －770－E 不楕 整円形 1．82×1．30 ク S D lと重複　 井戸 か
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⑤

第22図　遺構配置図
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土 坑

番 号
位 置 長径 方 向 平 面形

規　　　　　 模
壁　 面 底　 面 備　　　　　 考

長径 ×短 径毎 深 さ屈

3 H 2 b 6 円　　　 形 1．70 ×1 ．68 外　 傾 S D l と重複　 井 戸 か

4 H 2 b 7 円　　　 形 0 ．65 ×0 ．65 7 0 ク 平　　 坦 S D l と重 複

5 G 2 h 9 N － 80 0－W 長　 方　 形 2 ．34 ×1 ．10 7 3 内　 傾 〃 S K 8 と重 複

！ 6
G 2 j 6 円　　　 形 1 ．25 ×1 ．17 1 5 0 外　 傾 〃 S D 3 と重 複　 井戸 か

7 G 2 g 9 N － 89 0－E 不　 定　 形 － ×－ 34 ク ク S D l と重 複

8 G 2 h 9 N － 18 0－E 長　 方　 形 － × 1 ．2 5 3 5 ク ク S K 5 と重複

9 G 2 i 9 円　　　 形 0 ．72×0 ．63 6 7 ケ ケ

10 G 2 h o 円　　　 形 1 ．19 ×1 ．10 2 0 ク ク

11 G 2 h 9 N －　21 0－E 長　 方　 形 2．19 ×0 ．75 1 0－2 1 ク ノシ

12 G 2 i 9 N －　4 0－E 隅 丸長 方 形 1．18 ×0 ．96 1 0～18 ク 緩 い起 伏

13 H 2 C 8 円　　　 形 2 ．00 ×1 ．99 〃 平　　 坦 井 戸 か

14 H 2 a 7 N － 30 0－E 長　 方　 形 1 ．95 ×1 ．10 1 5－20 ク 緩 い起伏

15 H 2 e 8 N －　28 0－E 長　 方　 形 3 ．17 ×1 ．11 2 3 垂　 直 平　　 坦

16 H 2 C 7 N － 69 0－W 長　 方　 形 ×1 ．32 2 2 ク ク S K 1 8 ・41 と重複

．
17 H 2 C 7 N － 75 0－W 長　 方　 形 2 ．60× 1．20 5 9 ク ク S K 4 1 と重複

18 H 2 d 8 N － 290－E 長　 方　 形 2 ．60 ×0 ．85 1 5 ク ケ S k 1 6 と重複

19 G ．2 i 8 ．N －64 ．5とW 長　 方　 形 2 ．65 ×0 ．94 8 7 内　 傾 ケ S K 2 2 と重複

20 G 2 j 8 N －51 ．5とE 長　 方　 形 ×1 ．25 7 5 ク ク S K 2 1 ・22 と重 複

21 G 2 i 8 N － 40 0－W 長　 方　 形 － ×1 ．34 6 5 ク ク S K 20 ・22 と重 複

22 G 2 i 8 N －51 ．5とE 長　 方　 形 ×0 ．75 7 5 ク ク S K 19 ・20 ・21 と重 複

23 H 2 e 7 N －23 ．5とE 長　 方　 形 3 ．00× 1 ．30 3 4 外　 傾 ク S D l と重 複

24 G 2 j o N －　72 0－W 長　 方　 形 ×0 ．80 1 5 垂　 直 緩 い起 伏 S K 2 5 と重 複

25 G 2 j o N －18 ．5とE 長　 方　 形 4 ．13×0 ．66 2 0 ク 平　　 坦 S K 2 4 ・29 ・30 ・32 と重 複

26 G 2 j o N －　76 0－W 長　 方　 形 1 ．82 ×1 ．03 2 5 外　 傾 ケ S K 3 0 ・39 と重 複

27 G 2 j 9 N － 80 0－W 長　 方　 形 － ×0 ．54 20 〃 ク S K 2 8 ・29 と重 複

28 G 2 j 9 N －　74 0－W 長　 方　 形 － ×1 。45 15 ク

ク

ク

′ケ

つ

垂 可

ク

ケ

ク

ク

ク

緩 い起 伏

S K 2 7 ・29 e 3 0 と重複

29 G 2 j o N －70 ．5とW 長　 方　 形 ×0 ．78 2 7 S K 2 5 ・31 ・32 と重複

30 G 2 j o N －　76 0－W 長　 方　 形 1 ．77 ×－ 23 S K 25 ・26 と重 複

31 G 2 j o N －　5 0－W 長　 方　 形 － ×0 ．58 3 2 S K 2 9 ・32 ・33 と重 複

32 G 2 j o N －68 ．5とW 長　 方　 形 2 ．97×0 ．56 2 5 S K 3 8 と重 複

33 H 2 a o N － 13 0－E 長　 方　 形 2 ．37×0 ．58 3 8 S K 3 1 ・32 ・37 と重 複
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土杭

番号
位置

長径方向　 平面形 i長濃 紺 m遣 直 面

底　 面 備　　　　　 考

34 H 2 a9 N －　720－W 長　 方　 形　　　 ×0．90 17～25 外　 傾 平　　 坦 S K 35と重複

35 H 2 a9 N －120－E 長　 方　 形　 2．94×0．60 45 垂　 直 ク S K 34 ・43 と重複

36 H 2a 9

I

N －110－E

‡

序 方 可 描 ×　 巨 8
外　 傾

l

緩 い起伏

i

S K 37と重複

l

37 H 2a o N －　720－W 長　 方　 形　 － ×0．89 17～25 ク 平　　 坦 S K 33 ・36と重複

38 G 2jo N －170－E 長　 方　 形 3．12×工07 20 ク 〃 S K 32 ・49 ・39と重複

障 9
G 2 jo N －190－E 長　 方　 形 ×1．27 15 ク ク S K 38 ・26と重複

40 G 2 io N －810－W 長　 方　 形 1．89×工24 15 ク 緩 い起伏

41 H 2 e7 N －　790－W 長　 方　 形 2．00×1．05 35 垂　 直 平　　 坦 S K 16 ・17 と重複

障 2
H 2a 9 N －57．5とW 不　 定　 形 1．03×0．56

63 巨
緩 い起伏

障 3
H 2a 9 N －72．5とW 長　 方　 形 4．60×0．94 18　　　　 ク 平　　 坦 S K 3 5と重複

障 4
H 2ao N －740－W 長　 方　 形

1。70×0・67 巨 7 巨 ！ ク

障 5
H 2 ao N －86．5とW 長　 方　 形 1．10×0．91 40 ク　　　　　　　　　 ク

障 6
G 2 j9 N －　340－E 長　 方　 形 L 26×0．88 25～30

外 可 緩 い起伏

障 7
G 2 j9 N －16．5とE 長　 方　 形　 工00×0．73　　 3 5

垂 直 巨　 坦 ！

障 8
H 2e 8 N －1上5とE

不 定 形 恒 酌 88 10
外　 傾 〃

i

49 G 2j o 円　　　 形　 0．86×0．71 28

21

12

19

43

19

20

42

10

30

垂　 直 ク
S K 38 と重複　　 ！

50 G 3 i l N －75．5とW
長 方 可 1・73×上35

外　 傾 〃
S K 51と重複　　 ！

51 G 3 il N －800－W
長 方 形 … ×1可

〃 〃
S K 50と重複　　 ！

52 G 3 jl 円　　　 形 1．15×工08 ク ク
！

53 G 3j l N －14．5とE 長　 方　 形　 0．93×0．63
垂 直　 〃 i

外 可 緩 い起可

i

P　　　　　　　l
54 G 3j 2

l　　　　　　　　　　　　　　　I不 整 円 形 巨 88×1・72 ！ i

55 G 3j l N －14．5とE 長　 方　 形　 0．82×0．70 垂　 直　 平　　 坦
！

56 H 3a l N －180－E 長　 方　 形 1．11×0．58 ク　　　　　　　　　 ク
！

57 G 3 jl N －87。5巴W 楕　 円　 形 0．93×0．56 外　 傾　 緩 い起伏
！

58 H 2 bo N －20．5とE 長　 方　 形 － ×0．72 ク　　 平　　 坦
S K 59と重複　　 i

59 H 2b o N －8．50－E 不　 定　 形
1・23×　 巨 5　 ケ　 極 い起伏 i s K 58 と重複　　 ！‾

l

！

i

S K 64 と重複　　 i

60 H 2b o N －7 1．5とE 不　 定　 形 0．91×0．86　28～39　　 ケ　　 凹　　 凸

61 H 2C 9 N －180－W 不　 定　 形
工74×0 087　 25　 日 緩い起伏

62 H 2cg N －7．50－W 不　 定　 形 3．88×工67　　 32　　　 ク　　 凹　　 凸

63 H 2C8 N －170－E 長　 方　 形 ×1．05　　 30　　　 ク　　 緩 い起伏

64 H 2 d8 N －　720－W 長　 方　 形
1・27×＝ 1 31 日 平　 坦 S K 63 8 75と重複　 ！
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土坑
番号

位置 長径方向 平面形
規　　　　　 模 恒

底　 面 備　　　　　 考長径×短径届 i深 さ緑

65 H 2 co N －　670－E 不　 定　 形 0 ．85×0．55 38 垂　 直 凹　　 凸 S K 66と重複

！ 66
H 2 co N －570－W 不　 定　 形 0．75×0．43 15－50 ク 〃 S K 65と重複

i 67
H 2 bg N －　310－W 長　 方　 形 1．62× 31 ク 緩 い起伏 S K 68 6 82と重複

i 68
H 2b 9 N －250－W 長　 方　 形 － × 26 外　 傾 ク S K 68 ・69 ・82と重複

！ 69
H 2 C9 N －　90 0 長　 方　 形 （1．26）×（1．03） 32 垂　 直 平　　 坦 S K 68 ・70と重複

障 0
H 2b 9 N －　5 0－E 長　 方　 形 － ×0．76 22 外　 傾 凹　　 凸 S K 69 ．e 71と重複

i 71
H 2C 8 N －78．5とE 長　 方　 形 3。18×1．16 18～32 ケ 平　　 坦 S K 70と重複

72 H 2b 9 N －　240－E 楕　 円　 形 1．52×0．98 16 ク 緩い起伏 S K 84と重複

73 H 2a8 N －　2 0－E 不　 定　 形 上62×1．22 4 ク 凹　　 凸

74 H 2b8 N －11．5とE 長　 方　 形 1．87×1．07 44 ク 緩 い起伏

75 H 2 d8 N －18．5とE 不　 定　 形 － ×0．89 34 ク 平　　 坦 S K 64と重複

76 H 2 d8 N －72．5とW 長　 方　 形 上37×0．68 15 ク ク S K 77と重複

77 H 2 d8 N －72．5とW 長　 方　 形 － ×0．80 10 ク 緩 い起伏 S K 76 と重複

78 H 2d g N －480－W 長　 方　 形 0．95×0．89 27 垂　 直 ク S K 79 と重複

79 H 2d 9 N －　560－W 長　 方　 形 工61×0．74 29 外　 傾 平　　 坦 S K 78 ・80と重複

80 H 2d 9 N －　690－W 長　 方　 形 上01×0 ．76 28 〃 緩 い起伏 S K 79 ・81と重複

8 1 H 2d 9 不 整 円 形 0．69×0．68 45 ク ケ

82 H 2b9 N －　640－W 楕　 円　 形 0．8 9×0．59 36 垂　 直 平　　 坦 S K 67 ・68 と重複

83 H 2 d9 不 整 円 形 0。86×0．66 47 外　 傾 凹　　 凸

84 H 2 b9 N －350－E 楕　 円　 形 L 58×0．97 7 ク 緩 い起伏 S K 72と重複

85 G 3 i2 N －　950－E 長　 方　 形 － ×0．90 11 ケ 平　　 坦 S D l と重複

86 G 3 il N － 1 0－W 長　 方　 形 L 55×0。80 9 ・ケ ク

87 G 3 il N －2．50－E 長　 方　 形 工12×0．72 41 垂　 直 ′ケ

88 G 3 i2 N －　74 0－W 不　 定　 形 1．58×0．8 6 16 外　 傾 一ケ
！

8 9 G 3 i3 N － 1 0－E 長　 方　 形 0．91×0．79 22
つ

〃

つ

つ

ヶ ！

ク ！

つ

緩い起伏

一ケ

凹　 可

S K 90と重複　　 ！

90 G 3‡13 N －　2 0－W 不　 定　 形 － ×0．97 19
S K 89と重複　　 i

i

i

S K 94と重複 焼まあ 。 i

91 H 2 C4 N －37．5とE 不　 定　 形 2．62×1．44 63

92 G 2 j3 N －　0 0 不　 定　 形 1．05×0．91 14 平　　 坦

93 G 2 j3 N －　490－E 不　 定　 形 0．86×0．54 8
緩 い起可

ク ！

ク i

94 G 2 j4 N －520－E 不　 定　 形 0．64×0，61 9 ～15
S K 93と重複 焼土あ り i

95 H 2 a5 N －　720－E 不　 定　 形 4．81×1．79 105
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土坑

番号
位置 長径方向 平面形

規　　　　　 模 桓 面
底　 面 備　　　　　 考

長径×短径（m 深 さ屈

96 G 2 j6 円　　　 形 1．16×1．11 12 外　 傾 平　　 坦

97 G 2 i4 円　　　 形 0．92×0．85 23 ク ク

！ 98
G 2h4

1

N －　0 0

l

不　 定　 形

t

1．26×工02

1
21

l

垂　 直

l

平　　 坦

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 避i 99
G 2 h5 不 整 円 形 1．16×1．07 14 外　 傾 ク

100 G 2 f9 N － 1 0－W 楕　 円　 形 1．10×0．63 16 垂　 直 緩 い起伏

101 G 3f l N －　0 0 楕　 円　 形 1．37×1．04 47 外　 傾 ケ

！102
G 3e2 N －69．5とW 長　 方　 形 － ×－ 10 ク 平　　 坦

！103
G 3 e2 N －780－W 楕　 円　 形 1．30× 25 ケ ケ S K l04 と重複

104 G 3 e2 N －800－W 長　 方　 形 1．57× 30 〃 ク S K l03と重複

105 G 3e 2 N －820－W 不　 定　 形 ー－ ×0．60 10 ク ク

106 G 2e 9 円　　　 形 0．64×0．62 40 垂　 直 ク

107 G 2 g6 不 整 円 形 0．56×0．51 11 外　 傾 緩い起伏

108 G 2 e4 円　　　 形 0．97×0 ．95 12 ク ク
！

109 G 2e o N －780－W 楕　 円　 形 0．92×0。63 13 ク ク
！

110 G 3a4 円　　　 形 工33×上25 23 ク 平　　 坦
！

111 G 3 b4 円　　　 形 1．28×1．25 25 ク ケ
！

112 G 3 a5 円　　　 形 1．67×1．33 39 ク ク
！

113 G 2g o N －80．5巴W 長　 方　 形 7．39×1．38 20～34 垂　 直 ク
！

114 G 2a o 円　　　 形 1．00×0．90 114～116 ク ク
l

115 F 2j7 円　　　 形 1．20×1．18 11 外　 傾 ク
！

l　　　　　　　l
116

l
F 2 eo

l
N －810－W

l
不　 定　 形 3．61×2．61

l
142

t
ク 緩 い起伏

！

ー50一



言二‾÷

SK　3

二二二二
旦14。m　　　避

第23図　土坑実測図（1）

ー51－

二軍
且隅。．m A

「ミ義≡壷≡：γ

SKlO

2m』



撃／

SK5．7．8．

一一一一l‾‾‾l‾l－、＼－→→、

l

＼＼－＼＿～二一」＿＿　＿＿＿二」

SKll

∴
－14．0m

第24図　土坑実測図（2）

＼

旦絹．。m　　　　　　凰’

、、子
SK14

…52…

SK15

－1「I＿二1

旦轍。m　　　　　風’

‾‾「」ll＿＿＿＿＿ノー‾

SK12

2m

ヒ二二二二二二土二二二三』



SK16．17．18．41

SK　23

－53－

第25回　土坑実測図（3）

旦14．。m　　　　　風’

18’b，

SK40

－－二三旦1。。m

』二二二∵十∵二二∃



「

つ

SK48

第訴因　丑坑実測図　㈲

郵轡

SK50．51

－54－

0　　　　　　　　2m

⊆二二二二二＝L‥…■＿＿＿＿＿＝∃



ll＿豊」：

邑

SK24．25．26．27．28．29．30．31．32．33．34．35

36．37．38．39．42．43．44．45．49．57

第罪因　豊坑実測図　沌）

…55…

2m

－‾‾－－l　－－　－‾－　　　　　－－－1－－－－－－－　－－．一＿＿－▼－－－一



二…こ＿　二

∴千三‾‾‾23”

第28図　土坑実測図（6）

一56－

壬

三国二
旦相。m　　　＿些

ヽ」fU‾
SK　65．66

0　　　　　　　2m

』二一一一一　一一一一一一一－「一一　　……」



妻

A’

SK63．64．75．76．77

第29顕　正坑実測凪（ア）

ー57－

2m

［二二二二二土二二二二∃



SK78．79．80．81。83

第3閑　豊坑実測図　餞）

…58…

I予＿／

2m

』＝二二二二＝＝土＝＝二二二＝＝∃



旦l

旦帆。m

「＝＝蹄
5f　　7a，b

SK88

毎

週鍔
匂／旦軋2m

「：珍‾
7ab　　　　7ab

SK92

・直、

A’

塾＿梱。rn

「ミ彗表装≡攣r
SK89．90

4j　　　　　　‘　　　2ad

SK93．94

第3瑠図　丑坑実測図（9）

－59－

一一‾「キ

SK91

旦略Om　　　　風’

二賢妻悪声腎

SK96

2m

L二二一一一一一＋－l一一一一」



：＿　　＿三

∴『

SKlO2．103．104．105

‡1超紆撃

SK109

「

一

l

）

、

／

．
1
1
1
、

「撃警官‾‾轡

SK99

一二三一一，＿二二

画

風1馬．。m　威風笠。m　底

73●C●

SK106

1b’　風醜帥

7a．げ　　7au

SKllO

第32図　土坑実測図（用

7a．b’

7。。こ訂巧′4h’

SK107

⑤
毎′

」

三二二

ら

ソ

二三二手
鼻欄．。m　　　　　風’

l抱軋Om　　　　　週’

「荒野‾‾
／甘＼

一一㍉－「二
威風摘．。m

－60－

SK112

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L土＿＿＿＿＿＿　　一一一」



⑤

第33図　土坑実測図（川

－61－



（2）溝

窮瑠考満（第34図）

本跡は遺跡の南部G2eG3。描2区から検出された。

土坑群を囲むように屈曲し，検出された長さは約60mである。遺跡の南端のH2f7からはぼ北へ

約15m向かい，緩やかにカーブして北北東へ約18m，G2g8から東へと向きを変え約11m，さらに

Ⅲ3hlで南南西へ向きを変え約9m，G2joで再び東へ向きを変え約7m，そして東へ向きながら調

査区域外へと延びている。断面は「U」形を呈しており，上幅は70～130cm，下幅は30～40cmで

ある。遺構確認面から底面までの深さは30～50cmで，底面のレベル差はほとんどか、。覆土は黒

褐色土が主でタ　自然堆積の状況を呈している。

遺物の出土はなかった。

第2号満（第34図）

本跡は銅2区に第1号溝と重複して検出され，全長は約12mである。

銅2e7からN－60LWを指し，西北西へ約5m，Ⅲ2e6からN－23LEを指して北北東へ約7m延

びて第1号溝と重複するが，第1号溝の東側へは延びていない。断面は「U」形を呈しており，

上幅は50～80cm，下幅は約30cmである。遺構確認面から底面までの深さは35～40cmで，底面のレ

ベル差はほとんどをい。壁面や底面は凹凸が多く見られる。覆土は自然堆積の状況を皇している

が，軟らかく締まりがをい。

遺物の出土はなかった。

第3号溝（第35図）

本跡はG2区に検出され，第1号溝の西側5mに位置している。

検出された長さば約15mで，クランク状に屈曲している。溝の東端はG2i7に検出され，そこか

らN－68Lwを指し，西北西へ約10m延びている。G2i4で南西に向きを変え約1m，G2j4で再び

西北西へ約4m延びて調査区域外へと向かっている。断面形は「しノ」形をしており，上幅は50

～100cm，下幅は約20cmである。遺構確認面から底面までの深さは約20cmと浅く，底面のレベル差

はほとんどない。覆土は黒褐色土が主で，自然堆積である。

遺物の出土はをかった。

窮超号溝（第36図）

本跡はG2区に検出され，第3号溝の北側4mに位置している。

全長は約20mで，「し」字状にカーブしている。溝の南東端はG2j7に検出され，そこから北西

－62－
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②

第35図　第3号溝実測図

へ約5m向かい，G2i6で緩やかにカーブして北へ約5m延び，G2e6で途切れる。断面は「」力形

を呈しており，底面は平坦である。上幅は60～100cm，下幅は30～40cmであり，遺構確認面から底

面までの深さは15～40cmである。覆土はローム粒子を多量に含む黒褐色土が主で，やや締まりが

あり，自然堆積である。

遺物の出土はなかった。

第5号溝（第37図）

本跡はG2。G3区に検出され，第6号溝の南側1mに並行している。

溝の西端はG2d9で検出され，そこからほぼ東へ直線的に延びており，調査区域外まで続いてい

る。検出された長さは約28mで，中間は浅く，長さ2mほどプランが不明瞭である。上幅は90～

140cm，下幅は50～80cmであり，遺構確認面から底面までの深さは平均20cmである。断面は中間か

ら西側は仁〈′」形，東側はしノ」形を呈しており，中間からやや西寄りに，径70。m，深さ50。mの

ピットが1か所掘り込まれている。覆土は自然堆積である。

遺物の出土はなかった。

第6号溝（第37図）

本跡はG2。G3区に検出され，第5号溝の北側1mに並行している。

伐C9から第5号溝と同じように，東を向いて直線的に調査区域外まで延びている。検出された

長さは約29mあり，断面は「U」形を呈している。上幅は60～100cm，下幅は約20cmであり，遺構

確認面から底面までの深さは約30cmである。底面のレベル差はほとんどない。覆土は自然堆積で

ある。

遣物の出土はなかった。
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（3）遺物

遺構から出土したものはほとんどなく，グリッドからも縄文式土器片8点と陶磁器片数点が出

土しただけである。

縄文式土器（第38図－1～8）

1は胴部片で，黒浜式のものと思われる。繊維痕が多く文様ははっきりしない。色調は黒褐色

を呈しており，胎土は繊維のほかに砂粒を含んでいる。焼成は普通である。2～8はいずれも胴

部片で，斜行する条線文が施されている。安行I式に比定されるもので，同一体の破片かと思わ
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⑤

第37図　第5・6号溝実測図
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れる。色調は褐色を呈しており，始まは砂粒を含んでいる。焼成は良くなく，内面は剥落してい

る。

陶磁器（第38図－9～11）

いずれも破片で，器形の判断できるものはない。時期については近世～明治のものと思われる。

9～11は底部片である。9ほ貼高台の城かと思われる。胎土は灰褐色で，暗線灰色の粕が施され

ている。10ellは回転糸切りである。10は淡黄緑色の粕が施され，胎土は灰白色で緻密である。

瀬戸産かと思われる。11は暗褐色の粕が一部に付着している。始まは灰白色で砂粒を含んでいる。
みしまて

そのほかには染付，常滑，三島手などの破片が出土している。
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第38図　グリッド出土土器拓影図

4　まとめ

当遺跡では，南部のG2・G3・H2区を中心に土坑116基・溝6条が集中して検出され，ほかの調

査区からは検出されなかった。遺物はグリッドからわずかに縄文式土器片と陶磁器片が出土した

だけで，遺構からはほとんど出土していない。

土坑は116基検出されているが，時期や性格については不明のものが大部分である。平面形状か

らみると，長方形・円形・楕円形・不整円形・隅丸長方形・不定形と様々である。これらのうち

長方形のものが62基と半数強を占め，次いで不定形21基・円形16基となり，ほかは数基ずつであ

る。

長方形のものは，最大の第113号（7．39×1．38m）を除いても，長軸が0．82～4．60m・短軸が

0．54～1．45mと規模に差がみられる。長軸や短軸の差を除いては，いずれも基本的に底面，壁の

立ち上がり，覆土の堆積状況，遺構確認面から底面までの深さ，長軸方向については同じ傾向が

みられる。底面は平坦で，壁は底面からほぼ垂直に立ち上がるか，外傾している。覆土は黒褐色土

一67－



が主で，ロームブロックを含み締まりがない。堆積状況からは人為的に埋め戻されていると思われ

る。深さは9～87cmで差が大きい。長軸方向は北北東一南南西を向くものと，西北西一東

南東を向くものとに分かれ，その割合はほぼ半々である○また，重複しているものが多く，単独

で検出されたものは少か主。梓に，第24～39e43～45号は重複が激しく，長軸方向が直交してい

る。重複している割には遺存状態は良好である。遺物はまとめても陶磁器片が数点であり，土坑

の時期や性格をっかめる遺物はない。規模には差があるが，同じ酎勺で掘られたものと思われる。

長方形以外の土坑も，時期や性格は不明のものが大部分である○円形や不整円形のもののうち，
すもつぱち

第2。3e6e13号は揺糾犬に落ち込み，確認面から工5～2・Omあたりから湧水しており，井戸

かと思われる。不定形のものはⅢ2区の東部に集中し，土坑内に数本のピットを有している。隅丸

長方形のものは長方形のものと平面形状が異なるだけであるので，長方形のものに含まれると思

われる。

溝は6条検出され，いずれも遺物はなく，形状や延びる方向もそれぞれ異なっており，時期や

性格は不明である。確たる根拠はをいが，第5e6号溝は並行しており，検出された長さも同じ

で，同一時期に同じ酎勺で掘られたものと思われる。
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商　坪　B　遺　跡

且　遺跡の概観

当遺跡は　茨城県猿島郡総都町高野字谷中祁ほかに所在し，面積は5930琉　現況は畑である。

当遺跡は西坪A遺跡の北側に接しており，北利根工業団地の南方約500mに位置する。立地的には

西坪Å遺跡と全く同様であるが，標高は14。4～ユ4。7mでわずかに高い。当遺跡の西方約軋5kmに
しんでんやま

は南から北に向かって水海沼からの谷津が延びてお畑　その谷津に面して新田山遺跡が所在しタ

北東約1。倣mの長井戸沼西枝の西側台地上には向坪Å遺跡が所在する。当遺跡からほ，グリッドか
すりばち

らごく少量の縄文式土器片と措鉢片が出土した。

2　諷意経過

〈昭都57年度〉

9月後半　土の下商車線部分とも調査を開始した。上物除去を行い，調査前の遺跡全景写真を

撮影した。Ⅹ軸＋15820m，￥軸－4920mの交点を基準として調査区を設定し，隣接

する西坪A遺跡と並行して，調査を進めた。

10月後半　り4区から北に向かって4分の1のグリッドを発掘したが，遺構は確認されず，グリ

ッドからほごくわずかの縄文式土器片，陶磁器片が出土した。丑層観察用トレンチを

幅1mで東西◎南北方向に各1本設定し，発掘した。トレンチの上層セクションの写

真撮影とタ　実測を行った。遺跡全体を清掃しタ　調査後の遺跡全景写真を撮影してタ　調

査を完了した。

3　遺　物

当遺跡からは，遺構は検出されず，グリッドから縄文式土器片が1息措鉢片3嵐　陶磁器片

数点が出土しただけである。

縄文式丑器（第姐図上つ）

1は胴部片でmRの縄文が施されている。色調はにぷい褐色を呈しており，始まには砂粒。ス

コリアを含んでいる。焼成は普通である。
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第39図　西坪B遺跡地形図
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50m

第40図　西坪B遺跡全体図

線路鐙紅臓「2砂の

2ほロ縁部片で，始まは褐灰色で砂粒を含んでいる。暗赤褐色の粕が施され光沢がある。櫓昌

がロ縁部のやや下か　施されている。ほ底部片で　推定底径は撒mである。始まは褐灰色を室

しタ砂粒の雲母を含んでいる。にぷい赤褐色の粕が施され，光沢は患い。このほかに瀬戸片数鳥

板碑の断片かと思われる雲母片岩が出土している○陶磁器は近世のものと思われる。錘張臍

一一一一1－711－1



第41図　グリッド出土土器拓影図

4　まとめ

＼＼＼＼－　1

0　　　　　　　　　　　　10cm

トー・　－1－－　1

当遺跡からは，遺構は検出されず，遺物も各時代にまたがるが，その数は微々たるものであり，

当遺跡の時期や性格については不明である。
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血　球　A　遺　跡

且　遺跡の概観

むかいうら

当遺跡は，茨城県猿島郡総和町久能字向裏121の1ほかに所在しタ　5500扉で，現況は標高約

16や8mの平坦な鰯である。総和町役場の南東約3kmで，久能集落の東端に位置し，長井戸沼西枝

の西側の台地上に立地している。当遺跡の東方約200mには，台地の裾に沿って宮戸川が南流し，

その東側には水田が開けており，水田面との比高は約6mである。遺跡の北側には東西に県道が

走り，この道路を挟んですぐ北側には向坪B遺跡が隣接している。西方約200mには向原古墳乳

南東約400mにはべったり塚古墳が所在する。当遺跡では近世以降のものと思われる溝3条と井戸

2基が検出され，遺物はグリッドから縄文式土器片，土師質土器片と陶磁器片が数点出土しただ

けである。

2　諷査経過

〈昭和57年度〉
t

8月前半　総和地区8遺跡（Sl～S8）の調査開始にあたり鍬入れ式を行った。上り車線部

分の調査を開始し，上物除去及び草刈りを行い，調査前の遺跡全景写真を撮影した。

Ⅹ軸＋16920m，Y軸一4640mの交点を基準として調査区を設定した。隣接する向坪

B遺跡と並行して調査を進めた。

8月後半　C2区から南へ8分の1のグリッド発掘を行ったが，遺構は確認されなかったためタ

ひき続き残り8分の1のグリッドを発掘し9　C2区に溝1条が確認された。

9月前半　C2区の溝周辺のグリッドを拡張して調査を中断し，西坪A遺跡のグリッド発掘と向

坪B遺跡の遺構調査に移った。

1摘後半　下り車線部分の調査を開始し，草刈りを行い，調査前の遺跡全景写真を撮影した。

飢区から北へ4分の1のグリッド発掘を行い，meり2区に溝2条と井戸2基が確認さ

れた。

12月前半　遺構周辺のグリッドを拡張し，上り車線部分の第1号溝と下り車線部分の第2e3

号嵐第162号井戸の珂査を実施した。各遺構とも掘り込みに時間を要したが，出土

遺物はなかった。遺構調査終了胤遺跡全体の清掃を行い，調査後の遺跡全景写真を

撮影して向坪A遺跡の調査を完了した。
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第42図　向坪A遺跡地形図
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50m

第43図　向坪A遺跡全体図

3　遺構と遺物

当遺跡からは溝3条e井戸2基が検出された。遺物はグリッドから縄文式土器片2点，カワラ

ケ片1点，陶磁器片数点が出土しているが，遺構からは出土していない。

（l）溝

第1号溝（第44図）

本跡は遺跡の北端C2eC3区に検出された。

検出された長さば約36mで，両端とも調査区域外まで延びている。C3jlからN－66Lwを指し

て西北西へ約7m，C2joから南西へ向きを変え約3m，C2joで再び西北西へ向き約15m，C2i6か

らN－18LEを指し，北北東へ約11m延びて調査区域外へと向かっている。断面は「U」形を呈

しており，上幅は110－160cm，下幅は30～50cmである。遺構確認面から底面までの深さは50～70

cmあり，底面のレベル差は東端より北端の方が30cm低くなっている。底面，壁面とも凹凸は見ら

れない。覆土は黒褐色土や暗褐色土が主で，自然堆積の様相を室しているが，部分的に撹乱が見

られる。

遺物は出土していない。
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0　　　　　　　　　　　　　5m」
第朋園　第　号溝実測図

』＝二二二丑二＝＝二二』

第2号溝（第45図）

本跡は遺跡の中央部西寄りのり1。り2区に検出された。全長は約60mである。

遺跡の西端Dli4からN－93LEを指し，ほぼ東へ直線的に約30m，そこから北方向へ直線的に

－76－



第墟図　第　◎　号溝実測図

0　　　　　　　2m

L i一一一一一一…＿＿…」

約30m延び消滅している。断面は「U」形を呈しており，上幅は150～250cm，下幅は60～80cmで

ある。遺構確認面から底面までの深さは80～90cmであり，底面のレベル差はほとんどない。底面

や壁面は凹凸が多くみられ，崩れやすい。覆土はハードロームブロックを多量に含む黒褐色土が

主で，人為的に埋められたものと思われる。
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遺物は出土していない。

第3号溝（第45図）

本跡はり2eE2区に検出された。　　を

第2号溝が東から北へ折れるの2jlに本跡の北端があり，第2号井戸と重複している。そこから

直線的に南へ約30mE2glまで延びて，消滅している。主軸は第2号溝と同一軸で結ばれる。断面

も第2号溝とほぼ同じで，上幅は180～200cm，下幅は約30cmである。遺構確認面から底面までの

深さや覆土の堆積状況も第2号溝と同じである。北から南へ向かって底面のレベルはわずかに低

くなり，その差は約20cmである。

遺物は出土していない。

（2）井戸

第瑠号井戸（第46図）

本跡はり2ilに検出され，第2号溝が東から北へ折れる角のすぐ東側40cmに位置している。

平面形は，径約1。3mの円形を呈しておりも深さ約2m以下は言勇水していて掘り込むことはで

きなかった。壁はほぼ垂直に落ち込んでいるが，上端から約0．7mまではやや外傾し，その下はわ

ずかにオーバーハングしている。覆土はロームブロックを多量に含む暗褐色士が主で，人為的に埋

め戻されている。

遺物は出土していない。

第2号井戸（第46図）

本跡はり2ilに検出され，第1号井戸の南西0。5mに位置している。

平面形は，長径2．4m。短径1．9mの楕円形を呈しており，深さ約2mで湧水している。壁の上

端から約1mまでは捨鉢状に落ち込み，その下約1。3mほど垂直に落ち込んでいる。覆土は人為的

に埋め戻されており，締まりがをく，第3号溝北端部が切り込んでいる。

遺物は出土していない。

（3）遺物

縄文式土器（第47図－1。2）

1は浅鉢の胴部片かと思われる。キザミのある細い隆線が横位に配され言光線の区画内にRL

の縄文が充填されている。加削りB式のものと思われる。色調は黒褐色で，胎土には砂粒を含ん

でいる。焼成は普通である。2は平底の底部片で，推定で底径は7。Ocmである。網代痕が残ってい
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第46図　第1・2号井戸実測図

2m

⊂こ：＿

」　　　＿i　　　！

る。色調はにぷい褐色で，胎土には砂粒を含んでいる。焼成は普通である。

土師質土器（第47図一3）

3はカワラケ片である。推定で口径は7．5cm，器高は2．晩m，推定で底径は5．5cmである。色調はに

ぷい橙色で，胎土には砂粒を含んでいる。焼成は普通である。

このほか染付・青磁・瀬戸などの陶磁器片が数片出土しているが，いずれも近世のものと思わ

れる。（PL20）

＼、＿　」　⊂二二7

「∴；2

第47図　グリッド出土土器拓影図

］　♂
亮ノィ．

1
t　　ぶ

戦え　3
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4　まとめ

当遺跡からほ溝3条夕井戸2基が検出されタ遺物はグリッドからわずかに縄文式土器片e陶磁

器片①土師質土器片が出土しただけである。溝e井戸とも遺存状態がよく，それほど古さを感じ

させない。第2。3号溝はその形状や主車踊向から，同一時期のものと思われる。また第3号溝

はタ第2号井戸を切っており，第2号井戸より新しい。しかし，遺構からの遺物はなく，グリッ

ド出土の陶磁器片もわずかで，柳窪を時期を推定する資料には不十分である。当遺跡の溝㍉樺戸

は若干の時期差が認められるものもあるが，近世以降のものであると思われる。
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向　坪　迅　遺　跡

且　遺跡の概観

当遺跡は，茨城県猿島郡総和町久能字アミダ前136の1ほかに所在し，面積は2500I記で，現

況は畑である。北利根工業団地の北東約700mで，久能集落の東端に位置し，長井戸沼に面する

標高15～16mの台地縁辺部に立地している。遺跡の北方約150mには長井戸沼西枝から，幅50m

ほどの谷津が北西に向かって入り込んでおり，遺跡はこの谷津に向かってわずかに傾斜している。

谷津を隔てた北方約400mには香取西遺眺　北西約400mには林割遺跡が所在し，いずれも土師

器や須恵器が散布している。また西方約200mには，円墳3基からなる向原古墳群が所在し，遺

跡南側を東西に走る県道を挟んで向坪Å遺跡が隣接している。当遺跡では古墳時代の住居跡2軒

のほか土坑23基，溝2条が検出されたが，第1号住居跡からは石製模造品が多量にまとまって出

土している。

2　調査経過

〈昭和57年度〉

8月前半　　上り車線部分の調査を開始し，上物除去及び草刈りを行い，調査前の遺跡全景写真

を撮影した。Ⅹ軸＋17040m，Y軸－4600mの交点を基準として調査区を設定して，

南側に隣接する向坪A遺跡と並行して調査を進めた。A3区から南へ8分の1のグリッ

ドを発掘したが，遺構は確認されなかった。続いて残り8分の1のグリッド発掘を行

い，A3区からB3区にかけて住居跡1軒と溝1条が確認された。

8月後半　　遺構が確認されたÅ3区の東側と迅3区のB3b5を中心として周囲のグリッドを拡張した。

9月前半　　第1号住居跡と第1号溝の掘り込みを開始した。第1号住居跡からは土師器，須恵

器のほかに，子持勾玉，勾五　日圭などの石製模造品がまとまって出土した。

9月後半　　臼玉の数が三千数百に及び，実測や取り上げに多くの目数が費やされた。

10月前半　　第1号住居跡と第1号溝の写真撮影，実測を行い，遺構調査を終了した。遺跡全体

の清掃を行った胤　全景写真の撮影を行い，上り車線部分の調査を完了し，西坪B遺跡

の調査に移った。

1摘後半　　下り車線部分の調査を開始した。草刈り及び調査前の遺跡全景写真の撮影を行い，

調査区を設定した。A2区から南へ4分の1のグリッド発掘を行い，B2区に住居跡1軒，
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第48図　向坪B遺跡地形図
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第49図　向坪B遺跡全体図
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A2区に土坑23基，溝1条が確認された。ひき続き遺構調査を行うため，遺構が確認さ

れたA2区の南側とB2区の北側のグリッドを拡張した。

12月前半　第2号住居跡，第2号溝，第1～23号土坑の調査を開始した。第2号住居跡からは

土師器，勾玉などが出土し，土坑からは土師質土器片が出土した。各遺構の調査終了

後，遺跡全体清掃，調査後の遺跡全景写真の撮影を行い，下り車線部分の調査が終了

し，向坪B遺跡の調査が完了した。

3　遺構と遺物

当遺跡からは竪穴住居跡2軒。土坑23基e溝2条が検出された。遺物は住居跡から，土師器片e

須恵器片。石製品などが出土し，土坑からは土師質土器が出土している。特に，第1号住居跡か
さいし

らほ，祭祀関係の遺物が出土している。

（且）竪穴住居跡

第瑠号住居跡（第50図）

本跡はB3b5を中心に検出され，第2号住居跡の約30m東に位置している。

平面形は長軸6・6m。短軸4。8mの長方形を呈しており，主軸方向はN－630－Eを指している。

本跡の北コーナーから南コーナーにかけては，対角線状に第1号溝によって，幅1mで床面が切

り込まれている。

壁は床面からほぼ垂直に立ち上がり，壁高は約20cmである。床面は北東壁中央付近に，多少凹

凸がみられ，やや軟弱であるが，おおむね平坦である。壁下を幅約10C恥深さ5～6cmの壁溝が

全周している。ピットは5か所検出されたが，Pl，P2，P3が主柱穴と思われる。いずれも直径約

20C恥深さ約30cmである。主柱穴は等間隔に4本配置されたものと推定され，そのうち北側の1

本は第1号溝によって失われたものと思われる。東コーナーには貯蔵穴が検出された。平面形は

隅丸長方形状を呈しており，長軸80cme短軸68cm・深さ42cmで，捨鉢状に掘り込まれている。北

東壁中央部付近と住居跡中央部のやや西の床面には焼土の広がりがあったが，炉跡は確認できな

かった。第1号溝によって切り込まれた部分に，炉跡があったかどうかは不明である。覆土はロ

ーム粒子を含む暗褐色土が主で，自然堆積の状況を示している。

遣物は，土師器e須恵器e石製模造品e土製品などが出土しており，完形または復元可能なも

のが多い。第1号溝によって切り込まれた部分を除いて，ほぼ床全面にわたって出土している。
まがたま　　　　　うすだま

特に，北西壁中央部からやや北の壁際に子持勾玉が1個出土し，その周囲から勾玉が10個，臼玉

が3570個も出土している。また，その周囲から炭化したヒシの実が数十個出土している。
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第5の図　第瑠号住居跡実測図
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第別図　第　号住居跡遺物出藍状態図

出量豊器観察蒙（第52～54図）

l　　　　　‥＿＿　i

図版

番号
器華法　量 器　形　の　特　徴 手　法　の　特徴胎土焼成・色調備　考

1

婆形　土器

土師器

A　18．8日縁部は「く」の字状に開き，上半は外日縁部内0外面一横ナデ砂粒・雲母65％

B　25．4反している。胴部はやや縦長の球形を呈し胴部内・外面…ヘラ削り普通

C　　6．4ている。底部はあげ底である。底部－ヘラ削り にぷい橙色

2

婆形　土器

土師器

A　13．8口縁部は「く」の字状に開き，胴部上位口縁部内e外面…横ナデ砂粒90％

B　13．3は張り，以下すぼまっている。底部は小さ胴部内面－ヘラナデ不良胴部に煤付

C　　3．5く，あげ底である。内面の口縁部と胴部の

境に稜をもっている。

胴部外面…ヘラ削り赤橙色着

二次焼成

3

婆形　土器

土師器

A（15．6）口縁部は「く」の字状に開き，胴部はほ′打縁部内・外面一横ナデ砂粒40％

B　19．1ぼ球形を呈するが，上位がやや張っている。胴部内0外面－ナデ不良二次焼成

C　　4．6底部はややあげ底気味である。 赤色全体に摩滅
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図 版

番 号 器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴 胎土・焼成・色渦 備　 考

4

礫形　 土器 A　 17．9 目線部は 「く」の字状に開き，上半は外 目線部内 ・外面一様ナナ 砂粒 40％

‖

反 している。やや長胴である。胴部は下半 頚部外面－パケ目 不良 外面は摩滅
土師器 が欠損 している。 胴部内面一輪積痕 にぷい橙色

砂粒

している

5

婆形　 土器 胴部上半は欠損 していて轡　やや縦長の球
ノヽ

胴部外面－横方向のヘラ削り
0

40％

土師器 C　　 5．0
形 を呈 している。底部はい く分あげ底であ

る。

胴部内面一摩滅 して不明 不良 煤付着

6

柑形　 土器

土師器

C　　 5．4

目線部上半 を欠損 し，直線的に開いてい 目線部内 ・外面一様ナデ 砂粒 90％
る。胴部中位は大きく張り，扁平な球形 を 胴部内面－ナデ 良好 目線部内面
な している。平底である。 胴部外面一横位斜位のヘ ラナ

デ

赤色 と外面全体

に赤彩

85％

7

高ま不形土器

土帥器

Å （17滴 体部が大 きく広がり，中位に稜を残 し， 目線部内 ・外面一様ナデ 砂粒
8　 11．9 外傾して立ち上がっている。目線部はやや 体部内 ・外面－ヘラミガキ 普通
C　 12 ．1 外反 し，脚部は直線的に 「ハ」の字に開き， 脚部外面…縦方向のヘラミガ にぷい橙色

肥厚である。裾部は屈曲 して広がっている。 キ

高坪形土器 A　 17．6 体部は内攣気味に大きく開き，口縁部は 目線部内 ・外面一様ナデ 砂粒 100％
B　 ll．8 外傾 して立ち上がっている。休部 との境に 体部内 e外画一へラミガキ 良好

8 C　 12 ．0 不鮮明な稜 をもっている。脚部はやや膨 ら 脚部外面－ヘラミガキ にぷい橙色

土師器

みをもちながら開き，裾部は屈曲 して大 き 裾部内面－ヘラケズ リ

く広がっている。

9

高坪形土器 A （17．6） 休部は内轡 しながら立ち上がり，そのま 目線部内 ・外面一様ナデ 砂粒 60％
B　 12．0 ま日綾部へ至っている。休部下位に稜 をも 体部内面一摩滅 普通 煤付着
C　O L 8） っている。脚部はやや開いているが，円柱 外面－ナデ にぷい橙色

状である。裾部は屈曲して平坦に広がって 脚部内面－ナデ

いる。 外面～ミガキ
士帥器 裾内部∵横ナデ

高坪形土器 Å （18．1） 体部は内轡気味 に開 き，そのまま目線部 目線部内 ・外面－ヘラナデ 砂粒 70％　 i

10 1 ！B 12・G lへ と続いている。休部下位に稜 をもってい ！体部内 ・外面－ヘラナデ 普通　　 i ！塵 10　 －　　　　 －B 12・6 1へ と続いている。休部下位に稜 をもってい i体部内 ・外面－ヘラナデ l普通 l　　　　　　　　　　　　　　環

C O L l） る。脚部は円柱状 を室 し 裾部は屈曲　 て　 卿部内 ・外面…ヘラケズリ 浅黄橙色
土師器　　　　　　 広がっている0 全体に肥厚である。　　 裾部内 。外面…ヘラケズリ

高球形土器　 Å　 ユ4e8　　 体部 は内轡 しながら立ち上 がり，中位に　 日縁語亘か 外面で横ナデ 砂粒 100％

11
B 10・7　 明瞭な稜をもっている。目線部は外反 して　 休部内面一指ナデ 不良
C　 9・4　 いる。内面口唇直下に浅い汰線 が巡ってい　　 外面－ヘラケズリ 灰白色

る。脚部は外反 しをがら裾部へ至っている。 脚部 凋紺 上磯 ナデ

須恵器　　　　　　　 底部は平坦である。

12

高塚形土器　 A　 22・8　　 脚部欠損。堵底部は平坦である。体部は　 目線部か 外面一様 ナデ 砂粒 50％
ほぼ直線的 に外傾して立ち上 がり，体部車　 体部内 ・外面－へ ラナデ

」レ＿
普通 内外面一赤

位に段 をもっている。ロ縁部は外反してい 浅黄橙色 彩
土師器　　　　　　　　 る。

13

高球形土器　 Å 17．7

土師器

体部は大 きく開 き，中位から外傾 して立 目線部内 ・外面一構ナデ 砂粒 40％
ち上がっている。中位に稜 をもち，その下

を横方向にパケ目が残っている。脚部は欠

損 している。

体部内 の外面…ヘラナデ 普通

にぷい橙色

高球形土器 A　 16．8 体部は内轡気味 に大 きく開き，そのまま ロ縁部内 の外面一様ナデ 砂粒 30『

14

土帥器

汀線部へ続いている。脚部は欠損 している。 体部内 ・外面－ヘラナデ 普通

にぷい橙色

15

高塚形土器　 A （19 ・8）　 体部は大きく広がり，中位から外傾 して　 目線部内 0外面…横ナデ JJ＿
砂粒 20％

土師器
立ち上がり，そのまま目線部へ至っている。 体部内面…へラナデ

外面ト∵r いねいなナデ

普通

にぷい橙色

16

高球形土器 A （18 ．4） 休部は内轡気味に大 きく広がり， そのま JJ＿
目線部内面－横ナデ　　　　 砂粒 30％

土師器

ま口縁部へ至っている。体部中位に不鮮明 体部内面一様ナデ 良好
登楼 をもっている。 外面－ヘラナデ にぷい橙色

砂粒
17

高球形土器 A （18．6） 体部 は内轡気味に広がり，そのまま口縁 目線部内 ・外面一様ナデ 10％

土師器
部へ至っている。 体部内 ・外面一櫨ナデ 普通

浅黄橙色

砂粒

18

高球形土器

土師器

C　 ll．8

休部は内轡気味に大 きく開 き，脚部は直 体部内 ・外面－ヘラミガキ 60％
線的 に「ハ」の字状に開いている。裾部は屈 脚部内面－ヘラケズ リ 良好
曲 して広がっている。　　　　　　　　　　 外面－へラミガキ

裾部外面－ヘラミガキ

橙色

19

高塚形土器

土師器 C　 13．0

坪部は欠損 している。脚部は「ハ」の字状　 脚部内面一校 り痕残 る 砂粒　　　　 30％
に開 き，裾部は屈曲 して広がっている。 外面－ていねいなナデ 普通

裾部内 ・外面一様ナデ にぷい橙色
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図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特　徴 胎二ト焼成・色調 備　 考

高坪彬士器

C　 12 ．5

坪部は欠損 している。脚部は直線的に 脚部内面…ナデ 砂粒 キスコ 40％

20

土師器

「ハ」の字状 に開き，裾部は屈曲してか 外面ト∵r いねいをナデ リア
ら平坦 に広がっている。 裾部内 さ外面一様 ナデ 普通

にぷい橙色

21

碗形　 土器

土師器

Å　 12．8 体部は内轡 しながら立 ち上がり，目線部 目線部内 ・外面…横ナナ 砂粒 ・雲母 90％
B　　 9．0 は外傾 し，歪んでいる。底部はあげ底風で 体部内面…ヘラナデ 良好 内外面とも

C　　 3．4 ある。内面休部 と口縁部の境に明瞭な稜を

もっている。

外面…ヘラケズリ 赤色 赤彩

22

二碗形　 土器

土師笛

Å　 15．2 休部 は内攣 して大 きく開きながら立 ち上 日録部内 も外面…横ナデ 砂粒 95％
B　　 8 ．0 が り，日綾部は短く外傾している。内面に 体部内 ゆ外面…ヘラケズ リ 普通

C　　 4．4 は休部 と［二了綾部の境に明瞭な稜をもち声　あ

げ底気味である。

上部…ヘラナデ にぷい橙色

23

碗形　 土器 A　 13．4 体部は内攣 して立ち上が り，口縁部 は短 日縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 80％

土師器

B　　 8．4

C　　 4．3

く外傾 している。あげ底である。 体部内 e外面－へラナデ 普通

明赤褐色

24

塊形　 土器

土師器

A　 15．2 休部は内轡 しながら立 ち上がり，日綾部 口縁部内 ・外面一様ナデ 砂粒 100％
B　　 7．8 は短 く外傾 している。内面［二J縁部 と休部の 胴部内面…ヘラナデ 普通

境に稜をもっている。 摩滅している 橙色

外面…ヘラナデ

25

塊形　 土器

土師器 C　　 5．0

休部は内轡 しながら立ち上がり戸　口縁部

は外傾 している。あげ底である。

目線部内 ・外面一様ナデ

体部内 。外面一横方向のヘラ

ケズリ

砂粒

普通

にぷい橙色

70％

26

塊形　 土器

土師器

Å　 15．4

B　　 7．0

底部から体部へと内攣気味に大きく開き，

口縁部は内傾 している。丸底である。

汀縁部内 ゆ外面…横ナデ

体部内 。外面…ヘ ラケズリ

底部内 e外画一へラケズリ

砂粒

普通

橙色

100％

魂形　 土器 Å　 12．8 休部は内轡しながら立ち上が りタ　そのま 口縁部内 ・外面～横ナデ 砂粒 90％　　 i魂 形　 土 器 Å　 12 ．8 休部 は内 轡 しなが ら立 ち上 が りタ　その ま 口縁 部 内 ・外 面～横 ナデ 砂 粒 ・－　　　 jノ

27

土 師器

B　　 6 ．8

C　　 5 ．0

ま日綾 部へ続 いてい る。あ げ底で あ る。 体部 内 ゆ外面 ～ヘ ラナデ 普 通

にぷ い橙 色

2 8

城 形　 上器 A （14 ．4） 体部 は内轡 しなが ら立 ち上 が 畑　 その ま 口縁 部内 e 外面 …横 ナデ 砂粒 70 ％

B　　 6 ．5 ま口縁部 へ続 いて い る。 い く分 あげ底 で あ 休部 内面 …ヘ ラナデ 普通

土師 器 C　　 4 ．6 る。 体部外 下半 …ヘ ラケ ズ リ 明赤褐 色

29

士不形　 土 器

土 師器

Å　 14 ．6 底部 か ら体部 へ と内攣気 味 に大 きく開 き， 口縁部 内 ・外 面一様 ナ デ 砂粒 100 ％

B　　 5 ．0 口縁 部 は内傾 して い る。 口縁 部 と体部 の境 休 部内 面…ヘ ラナ デ 良好 体部 上位 ，

に稜 をもって い る。 外 面…／＼ラケ ズ リ 橙 色 口縁 内外 に

赤彩 色

30

球 形　 土器

土師 器

A （15 ．3 ）

B　　 5 ．4

体部 は内轡 しなが ら立 ち上 が り， その ま

ま目線部 へ と続 いて いる。 丸底 で ある。

（底部 と休部 の境 は不明瞭 で あ る。）

口縁 部内 ・外面 一様 ナデ

体部 内 e 外 面 －ヘ ラナデ

全体 に摩滅 してい る

砂粒

普通

にぷ い橙色

40 ％

子持勾玉（第55図）

北西壁中央部のやや北寄りの壁際から，腹部を壁の方向に向けて出土した。長さ9．2cme幅

6も3cm。身の幅309cmを測りタ石質は滑石である。断面は，ほぼ円形を呈しており，頭尾両端は

平坦に裁断されている。頭部には両側から穿孔されており資左側ほ乳径5。25mm，右側は4．65mmで，
し一ち

車間はやや細くなる。背部に4胤腹部に1凰両側に3個ずっの発達した鰭状の突起を持って

いる。ナイフ状の用具で削って，精巧に作られており夢　全体的に均整がとれている。

勾玉（第56図－1～10）

全部で10個出土したが，いずれも扁平で板状を呈しており，やや粗製である。両面は平滑に研

磨されているが，形状は大小差が見られる。石質は滑石である。
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表3　勾玉計測表

図 版

番 号
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 腹部幅屈 厚 さ（cm ）重 量 （9）孔 径 m m ）

1 2 ．8 上 3 1 ．1 0 ．5 5 3 ．0 1 ．50

2 3 ．2 1 ．8 1 ．3 0 ．4 5 4 ．0 1 ．60

3 3 ．5 2 ．0 1 ．6 0 ．50 6 ．5 1 ．45

4 3 ．0 1 ．8 1 ．3 0 ．5 5 4 ．5 工 65

5 3 ．4 1 ．8 1 ．4 0 ．50 5 ．0 1 ．80

図 版

番 号

桓 cm ）
幅 （cm ） 腰 部幅扁 厚 さ（C壷 重 量 （9 ）孔 径 （m rn）

6 3 ．4 1 ．8 1 ．4 0 ．5 0 5 ．0 工 80

7 3 ．1 1 ．9 1 ．3 0 ．4 0 4 ．0 1 ．95

8 2 ．4 1 ．4 1 ．2 0 ．5 5 3 ．0 1 ．70

9 4 ．2 2 ．3 1 ．5 0 ．60 7 ．0 2 ．00

10 4 ．0 2 ．0 1 ．4 0 ．40 6 ．5 1 ．80

臼玉（第57図－1－100）

子持勾玉や勾玉と共に出土し，3570個を数え，すべて成品である。いずれも側面を縦方向に研

磨し，ほぼ円形に仕上げている。上下面は平坦に研磨されているものと，凹凸が残っているもの

が見られる。石質は滑石で，粗製のものと精製のものが半々である。長さは上7－生5mm。径は

4．05～5。8mm・孔径は上4～2．4mmであり，大きさにもばらつきが見られる。以下，100個を無

作為に抽出して計測した結果は，次表のとおりである。

表4　臼玉計測表（単位mm）

図 版

番 号
径 長 さ 孔 径

図 版

番 号
径 長 さ 孔 径

1 5 ．5 3 ．4 上 9 2 6 5 ．0 2 。6 2 ．1

2 5 ．2 2 ．9 1 ．8 2 7 5 ．0 2 ．3 2 ．4

3 5 ．8 3 ．2 1 ．8 2 8 5 ．3 2 ．9 L 8

4 4 ．6 2 。0 1 ．7 2 9 4 ．7 3 ．7 2 ．1

5 5 。1 3 ．0 1 ．9 3 0 5 ．0 3 ．2 2 ．1

6 4 ．6 上 7 工 7 3 1 5 。5 3 ．6 工 9

7 5 ．7 2 ．2 2 ．2 3 2 4 ．3 3 ．0 1 ．5

8 4 ．7 1 ．9 1 ．8 3 3 5 ．4 2 ．8 2 ．0

9 5 ．3 3 。4 1 ．7 3 4 4 。5 2 ．1 1 ．8

1 0 4 ．5 2 ．9 1 ．9 3 5 5 ．3 2 ．8 1 ．9

1 1 4 ．1 1 ．7 1 ．6 3 6 4 ．7 2 。5 2 ．4

1 2 5 。5 2 ．9 上 8 3 7 4 ．5 2 ．3 2 ．3

1 3 4 ．6 2 ．0 2 ．0 3 8 4 ．5 5 2 ．1 上 8

1 4 5 ．1 3 。3 上 7 3 9 5 。5 2 ．7 1 ．7

1 5 5 ．5 3 ．4 2 ．1 4 0 4 ．4 2 ．4 1 ．7

1 6 4 ．7 2 。9 5 1 ．7 4 1 5 ．4 3 ．1 2 ．0

1 7 4 ．0 5 1 ．7 1 ．5 4 2 5 ．6 3 ．2 2 ．0

1 8 5 ．4 3 ．4 1 ．8 4 3 5 。2 3 ．3 1 ．8

1 9 4 ．8 3 ．1 1 ．6 4 4 5 ．1 3 ．1 1 ．7

2 0 4 ．3 3 ．0 1 ．9 4 5 5 。3 4 ．1 1 ．9

2 1 5 ．3 3 ．6 工 7 4 6 5 ．3 2 ．6 2 ．0

2 2 5 ．2 3 ．0 1 。8 5 4 7 5 ．3 2 ．8 1 ．7

2 3 5 ．2 5 2 ．9 1 ．7 4 8 5 。2 3 ．0 2 ．0

2 4 5 ．6 3 ．6 1 ．9 4 9 5 ．2 5 3 ．5 1 ．7

2 5 5 ．4 2 ．8 1 ．8 5 0 5 ．0 2 ．6 1 ．8

図 版

番 号
径 長 さ 孔 径

図 版

番 号
径 長 もさ 孔 径

5 1 5 ．3 3 ．4 工 8 7 6 5 ．0 3 ．2 1 ．7

5 2 4 ．8 4 ．1 1 。7 7 7 4 ．8 4 。2 1 ．8

5 3 5 ．1 3 ．1 1 ．8 7 8 5 ．8 2 ．1 1 ．8

5 4 5 ．3 3 ．1 1 ．8 7 9 5 ．0 2 ．8 1 ．7

5 5 5 ．3 2 ．3 2 ．3 8 0 4 ．6 1 ．8 1 ．7

5 6 5 ．2 2 ．6 2 ．1 8 1 5 ．4 3 ．2 1 ．4

5 7 4 ．4 2 ．4 1 ．7 8 2 5 ．1 3 ．8 1 ．9

5 8 5 ．2 2 ．1 1 ．5 8 3 5 ．4 3 ．2 1 ．4

5 9 4 ．8 2 ．5 2 。2 8 4 4 ．1 2 ．2 1 ．7

6 0 4 ．4 3 ．1 上 7 8 5 5 ．2 3 ．8 1 ．8

6 1 4 ．2 2 ．3 上 4 8 6 5 ．2 3 ．4 1 ．9

6 2 4 ．9 3 ．8 2 ．1 8 7 4 ．4 3 。5 1 ．7

6 3 5 ．5 4 ．3 2 ．0 5 8 8 5 。0 2 ．8 1 ．7

6 4 5 ．0 4 ．0 1 ．6 8 9 4 ．5 3 ．8 1 ．9

6 5 4 ．6 上 9 1 ．7 9 0 5 ．6 2 ．8 2 ．1

6 6 5 ．5 2 。6 1 ．8 9 1 5 ．1 3 ．1 2 ．1

6 7 4 ．7 2 ．4 工 8 9 2 4 ．2 2 ．3 1 ．7

6 8 4 ．4 2 ．8 上 6 9 3 4 ．4 3 ．3 1 ．6

6 9 5 。1 4 ′．2 1 ．9 9 4 5 ．1 3 ．1 2 ．1

7 0 4 ．7 3 ．1 1 ．8 9 5 5 ．4 3 ．5 1 ．8

7 1 4 。1 4 ．5 工 6 9 6 5 ．2 3 ．4 5 1 ．3

7 2 5 ．3 3 ．1 上 7 9 7 4 ．5 5 3 ．1 1 ．9

7 3 5 。1 1 ．7 2 ．0 9 8 5 ．1 3 ．2 上 7

7 4 5 ．1 3 。4 上 9 9 9 5 。2 2 ．1 上 8

7 5 5 ．3 3 ．4 2 ．2 1 0 0 4 ．8 3 ．8 2 ．3
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第55図　第1号住居跡出土遺物実測図（4）
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第56図　第1号住居跡出土遺物実測図（5）

5cm

ト－「　」

紡錘車（第56図一11）

ほかの石製品とは離れて，南西壁中央部付近から出土している。戟頭円錐形を呈し，上下面・

側面ともよく研磨されている。長径5・Ocm・短径4・8cmのほぼ円形で，厚さ1．03cm・重量30．4g・

孔径は6．9mmで垂直に穿孔されている。

土玉（第56図－12～20）

全部で9個で，いずれも臼玉出土範囲とその周囲から出土しており，ほかからは出土していな

い。指頭痕が残るものもあるが，指ナデによって全体に作りがよく，ほぼ球形を呈している。大

きさもそれほど差はない。いずれも色調は暗褐色か褐色を呈しており，胎土には砂粒を含んでい

－94一
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る。焼成は良好である。

喪5　豊玉計測嚢

図　 版

番　 号
長 径 （CⅢ） 短 径 （cm ） 孔　 径 （cm ） 重 量 （9 ）

1 2 2 ．7 5 2 ．5 0 ．4 ～ 0 ．5 16 ．0

13 2 ．80 2 ．6 0 ．5～ 0 ．5 5 ． 17 ．0

14 2 ．5 （1 2 ．4 5 0 ．5 ～ 0 ．5 5 13 ．5

15 2 ．3 0 2 ．1 0 ．4 ～ 0 ．5 1 1 ．7

1 6 2 ．70 2 ．65 0 ．3 5 ～ 0 ．5 16 ．5

図　 版

番　 号
長 径 （cm ） 短 径 （c m） 孔　 径 （c m） 重 量 （9 ）

1 7 2 ．60 2 ．6 0 ．4 ～ 0 ．5 16 ．5

18 2 ．40 2 ．4 0 ．4 ～ 0 ．6 1 3 ．0

19 2 ．4 0 2 ．0 0 ．5 1 主 5

13 ．5
2 0 2 ．5 5 2 ．4 0 ．5 － 0 ．6

第2号住居跡（第58図）

本跡はB2a6を中心に検出されタ士坑群の商翻勺6mに位置している。

平面形は長軸6e2me短軸3。7mの長方形を呈しており，主軸方向はN－360潤を指している。

壁は床面から垂直に立ち上がりタ璧高は約27cmである。壁溝は確認されなかった。床面はほぼ平

坦で軟弱である。ピットは2か所検出されたが，その位置から柱穴とは考えられない。東コーナ

ーから貯蔵穴が検出された。平面形は長径85cmの短径70cmの楕円形で，深さは43cmである。断面

は広い「牲」字状を呈している。炉跡は主軸に沿って3か所検出された。北に位置する第「号炉

は，焼土が充満し，炉床は焼けて竪らブロック状を墨している。第2や3号炉は廃土の量も少

をくタ炉床もそれほど焼けていをい。第1号炉の周囲の床は，堅く踏み固められている。覆土は一

部撹乱がみられるが夕日然堆積の状況を墨しこトム粒子や焼土粒子を含む黒褐色土が主である。

遺物は，土師器0石製模造品などが出土しているが，第1号住居跡と比べて少ない。第1号炉

の上を中心に，婆形土器が3個体分まとまって出土し，貯蔵穴からほ塊が出土している。

出藍蓋器観察衷（第60861図）

図 版

番 号

巨 種

頚形　 土 器

土師 器

療形　 土 器

法　 規 器　 形　 の　 特　 徴

＝綾 部 は「く」の字 状 に外傾 してい る。 胴

手 法　 の　 特 徴 胎土 焼成・色調 備　 考

1 A　 17 ．6

Å　 17　0

目線部 内 ・外 面つ 黄ナ ナ 砂 粒 60％
部 はや や縦長 で ある。胴部 下位 以下 欠損 し

てい る。

J 止　　　　　　 れ ポ ー

胴部 内 ・外画 一へ ラナ デ 普 通

にぷい樺 色

2
ニ／　　　　　　日

士帥 器

婆 形　 土 器 A　 16 8

目線 部 は外反 し宗が ら開 い てい る。 胴部

は ほぼ球形 を呈 して いる。胴 部下 位以 下は

欠損 して いる。

目線 部内 ・外 面 一様 ナ デ

胴 部内 ・外 面∵横 ナデ

砂粒

普通

楕 色

80 ％

内面 は摩滅

ノ／　　　　＿　＝† 口縁 部は　 く」の 字状 に外 傾 して いる。胴 自縛盈碑巨 外面 …横 ナデ 砂粒 60 ％

3
部 はほ ぼ球形 を呈 してい る。胴部 下位 以下 肩部 外面 －パ ケ目 （部 分自男 普通

は 欠損 してい る。 の あとナデ にぷ い橙 色

土師 器
胴 部内 面一輪 積痕残 る

外 面－ナ デ

目線 部内 ・外面 一様 ナデ

4

成 形　 土 器

土師 器

球形　 土 器

土畢 器

Å　 15 ．8

B　　 7 ．1
休 部 は内轡気 味 に開 き， 上位 は ほば直立 砂粒

95 ％してい る。 目線部 は外 傾 して いる。平 底で 体部 内 ・外 面－ ナデ 普通
C　　 4．7

A　 13 9

あ る。 内面 日綾部 と体部 の 問 に稜 をもって 赤色， にぶ 剥落 がは げ
い る。

体部は内攣 しながら開 い て立 ち 上が り， ＝

い楕色 しい

5
＝縁 部内 ・外面 一様ナ デ 砂粒 80 ％

B　　 4 ．7 縁 部へ 至 って いる。 ＝綾 部 は内 ソギ状 で丸

底で あ る。

体部 内 ・外 面－ ナデ 良好

にぷ い橙 色

…96－
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図版

番号
器　種法　量 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・焼成・色調備　考

6

璽形　土器

土師器

目線部は「く」の字状に外傾し，胴部中位口縁部内・外面一様ナデ砂粒 20％

は大きく張り，やや扁平な球形を呈してい胴部一斜めのヘラミガキ普通・不良剥落が著し

る。胴部下位以下と，口綾部上半は欠損し

ている。

赤色 い

ー97－
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第59図　第2号住居跡遺物出土状態図

勾玉（第61図－7）

本跡からは1点だけ出土している。第1号住居跡出土のものと同じく，扁平で板状を呈してい

る。長さ3・1cm。幅1・9cm・腹部幅上4cm・厚さ0。4cm弓L径2。Ome重量3。3gで，石質は滑

石である。

～98－



第60図　第2号住居跡出土遺物実測図（1）
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第61図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）

（2）土坑

A2区の南東部に集中して23基が検出された。平面形状からみると長方形が7基，楕円形3基，

円形2基，不定形が11基である。長方形のものは重複が多い。深さは5－69cmで一定していない。

壁はほぼ垂直か少し外傾している。いずれも覆土は，ロームブロックを含む黒褐色土で，締まり

が射）。全体に遺物は少ないが，土師質土器，陶器，寛永通宝，土錘等が出土しており，近世以

降のものと思われる。以下一覧表にまとめた。

表6　土坑一覧表

土 坑

番 号
位 置 長 径方 向 平 面形

規　　　　　 模
壁面 底　 面 備　　　　　 考

長径 ×短径仙 深 さk m）

亭 K l A 2 j 8 N －73。一W 不　 定 形 2 ．16 ×1．1 28 外　 傾 凹　　 凸 寛永 通 宝 1

S K 2 A 2 j 8 N －80。－W 〃 1 ．8 4 ×0 ．64 5 4 ク 緩 い起状

S K 3 ．A 2j 8 N －30。－E 長 方 形 － ×0 ．6 30 垂　 直 平　　 坦 S K 7 と重 複

S K 4 A 2 i 8 N －67。－W ク － ×0 ．65 2 5 ク 緩 い起 状 S K 8 ・9 と重 複

S K 5 A 2 j 8 N －25。－E ク 2 ．18 ×0 ．62 2 8 ク 平　　 坦 S K 6 と重複

S K 6 A 2 j 7 N －32。－E ク 1 ．57 ×0．55 2 2 ク 〃 S K 5 と重複

S K 7 A 2 i 8 N －6 5。－W 〃 1 ．35 ×0 ．65 27 外　 傾 ケ S K 3 と重 複

S K 8 A 2 i 8 N －25 0－E ク 1 ．77 ×0 ．59 18 ク ク S K 4 と重 複， 灯 明皿 1

S K 9 A 2 i 8 N －25 ．5ヱE 〃 1．45 ×0 ．65 2 5 ク 〃 S K 4 と重 複

S K lO A 2 i o N －42。一W 不 定 形 1 ．55 ×1 ．25 1 0 〃 凹　　 凸

S K l l A 2 j 9 N －78。－E ケ 0 ．67 ×0 ．45 6 9 ク ク

一100一
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第63図　土坑実測図（2）

0　　　　　　　　2m

L二＿二一一1一一…二二＿二二］

土　 坑

番　 号
位置 長径方向 平面形

規　　　　　 模
壁面 底　 面 備　　　　　 考

長径×短径（m）深さkm）

S K 12 A 2jg N －170－E 不 定 形 0．89×0．51 62 外　 傾 凹　　 凸

S K 13 A 2j9 N 1 180－E ケ 0．70×0．67 60 内　 傾 平　　 坦

S K 14，A 2io N l 900 ク 0．55×0．35 53 外　 傾 凹　　 凸

S▼K －‾1ち A 2jo N －220－E ケ 0．92×0．40 49 ク ケ 灯明皿4 ・土錘1 ・土玉1

S k 16 A 2ig N －690－W 楕 円形 0．57×0．51 60 ク 緩い起状

ShK 17 A 2io N －700－W 不 定 形 0．74×0．55 64 ク 凹　　 凸 灯明皿3

S K 18 A 2jo N －330－E 楕 円形 1．40×0．58 5 〃 ク

S K 19 A 2jg N －640－W 不 定 形 1．40×0．83 7～11 ク ク

S K 20 A 2jg N －140－E ケ 0．75×0．55 62 内　 傾 緩い起状

S K 21 A 2i9 N －120－W 楕 円 形 0．67×0．35 20 外　 傾 〃

S K 22 A 2io 円　　 形 0．44×0．40 27 ク ・ケ

S K 23 A2jo ク 0．44×0．40 60 ク 平　　 坦

一102－



出土土器観察表（第64図）

図 版

番 号
器　 種 法　 旦 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　 特 徴 胎土鳩 掛 色調 備　 考

25％
1

皿形　 土 器 A （8 ，6 ） 休 部は内 轡気味 に短 く開 い てい る。 平底 内 ・外 面－ ナデ 砂粒

土師 質土 器

B　 l ．4

C （6 ．0 ）

で ある。 底 部 一回転糸 切 り 良好

にぷ い橙 色

2

皿 形　 土器 A （9 ．7） 休部 は厚 く，短 く外傾 して立 ち上 が って 内 ・外 面一ナ デ 砂 粒 15 ％

土 師質土 器

B （1 ．8）

C （6 ．8）

い る。平 底で あ る。 底部 一回転 糸切 り 良 好

灰黄 色

S K 8 出土

3

皿 形　 土 器 A （8 ．0） 休 部 は内 攣 して立 ち上 が り， 口緑 部 は直 内 ・外 面 －ナデ 砂粒 15％

土師 質土 器 C （4 ．2 ）
線 的 に開 いてい る。平 底で あ る。 底部 一回転糸 切 り 良好

にぷ い橙色

S K 1 5出土

4

皿 形　 土器 A （5 ．9） 休部 は厚 く，直線 的 に開 いて立 ち上 がっ 内 ・外 面－ ナデ 砂 粒 15％

土 師 質土器

B　 l ．9

C （4 ．1）

てい る。平底 であ る。 底 部一回転 糸切 り 普 通

灰 褐色

S K 15出土

5

皿 形　 土 器

C （4 ．6）

休 部 は厚 く，外傾 して立 ち上 が ってい る。 内 ・外面 －ナ デ 砂粒 10 ％

土師質土 器

平底 で ある。 底部 一回転糸 切 り 普通

橙 色

S K 17出土

6

皿形　 土 器 A （10 ．5 ） 休部 は内 攣気味 に大 きく開 い てい る。 底部 を削 り込 んで 高台 を作 り 砂 粒 ・礫 45％

陶　 器

B　　 2 ．3

C （5 月）

出 してい る。 良好

灰 褐色

S K 15出 土

灰 白色の粕

7

皿 形　 土器 A （8 ．5） 休 部 は外傾 して立 ち上 が り， ロ緑部 はや 内 ・外面 －ナ デ 砂粒 30 ％

土 師質土 器

B　　 2 ．8

C （5 ．0）

や外 反 す る。平 底 であ る。 底部 一回転 糸切 り 良好

橙色

S K 17出土

8

皿形　 土 器 A （9 ．8） 休部 は 内轡気味 に開い てい る。 平底 であ

る。

内 ・外 面 －ナデ 砂粒 40％

土師 質土 器

B　　 2 ．6

C （6 ．3）

底部 1 糸切 り後ナ デてい る。 良好

にぷ い橙 色

S K 17 出土

9

皿 形　 土器

C （4 ．4）

体部 は厚 く，内 轡気味 に開 い てい る。 内 ・外 面－ ナデ 砂粒 10 ％

土 師質土 器

底部 一糸 切 り後 ，少 しナデ て

いる。

普通

にぷ い橙 色

S K 15出 土

ミニ」三三クl　∈≡ユニ勇

＼＿上：ク5

♂∈‡±主君

＼し⊥⊂＝ク9

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第64図　土坑出土遺物実測図
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蓋製品（第64図－1e n）

10ゆ1日二も第15号豊沃の覆土中から出土したものである。膵は管状ま錘で，約半分が欠接して

いる。指頭整形でタ　長さ4。9cmの径3。5cme孔楼上弓棚の現存の重量は2軸である。紺まま圭で

ほぼ球形を呈しておりタ　長径2．55C乳短径。3cm　孔径。誠m　重量Ⅲ　である。いずれも色調

は暗褐色で，始まには砂粒を含んでいる。焼成は普通である。

藩銭（第68図－1）

第1号土坑の覆土車から出土したものでダ　寛永通宝である。直径2。4cmの厚さ上4mである。

（3）溝

第瑠考溝（第65図）

本跡は遺跡の東部Å3eB3区に検出され　B挑付近で第　号住居跡を切り込んでいる。

主軸方向はN鋤3㌢㌧斑を指し，北北東蜘南南西の方向で，直線的に延びている。検出された長

さほÅ3f9からB3f2までの約50mであるが，両端とも調査区域外へ続いている。上幅は1購～220

cm，下幅は30～郷棚で，遺構確認面から底面までの深さは80～100棚である。断蘭は「田」形を

墨しており，底嵐壁面とも凹凸は少加も。覆土はローム粒子を含む暗褐色士や黒褐色土が主で

一部耕作による撹乱もあるが，ほぼ自然堆積の状況を呈している。当追跡は北に向かっておりタ

本跡の底面レベルも，北端部は南端部よりも約60cm低く患っている。

出土遣物はないが芦　調査区域から北への延長はタ　山林と畑の境界にある溝に接続すると思われ撃

ごく新しい根切り溝と推定される。

第2号溝（第66図）

本跡は遺跡の西部A2区に検出され，土抗群の北西約13mに位置している。

主軸方向はN主犯㌧斑で「北北東叫南南西の方向でほぼ直線的に延びている。検出された長さ

ほ，Å2j4からA2d6までの約25mである。上幅は90～HOcm　遺構確認面から底面までの深さは摘

cm前後で浅い。断面は血状を呈しており，底面のレベルは芦　北端部の方が南端部より約20cm低く

をっている。覆土はロームブロックを含む黒褐色土が堆積しており，埋め戻されたものと思われる。

出土遺物はなら本跡の時期，性格は不明である。非常に浅いことから考えるとタ　実際は表土

上部から振り込まれ，さらに長く両端とも，延びていたと思われる。
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第65図　第1号溝実測図
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第66図　第2号溝実測図

2m

（4）グリッド出土遣物

各グリッドからは，土師質土器，陶器，内耳土器などがわずかに出土している。土師質土器と

陶器は，土坑群付近のグリッドから出土しており，器種，器形，その他土坑出土のものと同じも

のである。
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出土土器観察表　（第67図）

図 版

番 号
笛　 種 法　 見 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

皿形　 土 器 A　　 8 ．8 休 部 は内攣 気味 に開 いて いる。底部 は や 内 ・外面 － ナデ 砂粒 8 5％

土師 貿土 器

B　　 2．2

C　　 5．1

や あげ底で ある。 底部 一回転 糸切 り 良好

にぷ い橙 色

A 3 j6 出土

2

」皿形　 土 器 A　　 4．8 休 部 は内攣気味 に短 く立 ち上 が っている。 内 ・外 面－ ナ デ 砂粒 9 5％

土 師質土 器

B　 l．9

C　　 3．0

平 底 であ る。 底部 一回転糸 切 り 良 好

にぷ い橙色

A 2 io出土

3

皿 形　 土 器 A　　 5 ．8 休部 は直線 的 に開 いてい る。平 底で あ る。 内 ・外 面－ ナデ 砂粒 100 ％

土師 質土 器

B　 l．9

C　　 3，9

底 部一回転 糸切 り 良好

にぷ い褐色

A 2 jo出土

4

皿形　 土 器 A （10 ．1） 休部 は内攣 気味 に大 き く開 いて いる。平 内 ・外面 －ナ デ 砂 粒 4 0％

土師 質土器

B　　 2．4

C （6．0）

底 で ある。 底部 一回転 糸切 り 良好

橙 色

B 2 a9出 土

5

皿 形　 土器 A （8．6） 休 部 は直線的 に開 いて いる。 内 ・外 面－ ナデ 砂粒 30％

土 師質土 器

B　　 3．6

C　　 3．5

底部 一糸切 り後ナ デて い る。 良好

浅黄 色

A 2 io出土

6

皿形　 土 器

C （4．0）

休部 は やや内攣 気味 に開 いて いる。平 底 内 ・外 面1 ナデ 砂粒 15％

土師 質土 器

で ある。底 部中央 に径 6 m の焼 成 前の穿孔 。 底部 一 回転糸切 り 良好

淡 橙色

B 3 e3出土

7

内耳　 土 器 ／ 口唇部 は平坦 で ある。内 耳 は棒 状粘 土 を 内 ・外面 －ナ デ 砂粒 ・雲 母 5 ％
貼 り付 けて いる。 内耳部 分 は指頭痕 が残 る。 良好

褐灰 色

煤 付着

B 3C 4出 土

8

内 耳　 土器 A （23 ．6） 休部 は内 攣 し． 口唇 部は平 坦 であ る。 内 内 ・外 面－ ナデ 砂粒 ・雲 母 10％
B （5 ．6） 耳 に棒状 粘 土 を貼 り付 けて いる。 内耳部 分は指 頭痕 が残 る。 普通

にぷ い招色

煤 付着

B 3 a 6出土

9

内 耳　 土 器 A （29 ．5） 休部 は内攣 して立 ち L が ってい る。口唇 内 ・外 面－ ナデ 砂粒 ・雲母 30％
B　　 6．4

C （24 ．6）

部 は平坦 で ある。平 底で あ る。 良好

にぷ い橙 色

10

内耳　 土 器 A （27 ．7） 休 部 は内轡気味 に開い てい る。 口唇部 は

平坦 で ある。

内 ・外 面 －ナ デ 砂粒 ・小 磯

雲 母

良好

にぷ い褐色

10％

11

皿形　 土 器 A （10 ．7） 休部 は内攣 気味 に大 きく開 いて い る。 底 部 を削 り込 ん で高台 を作 り 砂粒 ・小碩 40％

陶　 器

B　　 2．2

C （6．2）

出 して い る。 良好

にぷ い橙色

A Z io出土

庚 白色の粕

12

皿 形　 土器

陶　 器

A （13 ．2） 体部 は直線的 に開 い てい る。 砂 粒

良 好

灰 黄色

10％

A 2 io出 土

黄 橙の粕

13

台付壷形土器

陶　 器 C （11 ，2）

休 部は直 線的 に開 いて いる。 内 ・外 面－ ナ デ 砂粒

良好

灰色

10％

B 3 a 6出土

（ 頂
・2

古銭（第68図－2・3）

2・3ともB3b6から出土したものであ

る。2は永楽通宝である。直径2．4cm，

厚さ1．5mnlである。3は紹聖元宝（宋銭）

3　　　　である。直径2．35cm，厚さ1．5mⅢである。

0　　　　　　　　　5cm

「　　「　」

第開国　古銭拓影図
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4　まとめ

当遺跡からは，古墳時代の住居跡2軋近世の土坑23鼠　不明の溝2条が検出されたが，注目

されるのは，第1号住居跡から石製模造品の祭祀遺物が多量に出土したことである。ここでは，

第102号住居跡とその出土遺物についてまとめ，さらに当遺跡における祭祀について考えてみ

る。なお，当遺跡の祭祀については，椙山林纏先生の御教示を参考とした。

（鼠）遺構と遣物について

表7　住居跡一覧表

住居跡
番号 位．置 主 軸 方 向 平面形

規　　　　 模
床面 柱穴数 炉 覆土 出　 土　 遺　 物 時　 期長軸×短軸（m）壁高（cm）

1 B3b5 N －630－E 長方形 6．6 ×4．8 20 平坦 3 自然 土師器，須恵器，石製模造品，土製品 古墳時代
中期

2 B2a6 N l 360－W 長方形 6．2 ×3．7 27 平坦 0 炉 自然 土 師 器 ， 石 製 模 造 品 古墳時代
中　 期

出土遺物数

第1号住居跡一高球形土器14（うち須恵器1），婆形土器5，塊形土器8，球形土器2，柑形

土器1，子持勾玉㌦　勾玉10，臼玉3570，紡錘車1，土圭9

第2号住居跡一婆形土器4，塊形土器1，球形土器1，勾玉1

①　住居跡

当遺跡では，住居跡2軒とも平面形は長方形を呈しており，第2号住居跡は第1号住居跡より

細長い。和泉期では，一般に方形のものが多く，拝に，第1号住居跡からほ祭祀遣物が出土して

いることから，長方形のものは祭祀に関係があるようにも考えられるが，出土土器はこの時期に

通常見られるものであり，住居跡の形状は，祭祀との結びっきはないと思われる。

②　土器

大部分が土師器で，須恵器が1点だけ出土している。いずれも同一時期のものであり，量的に

は第1号住居跡の方が多い。高球形土器が最も多く，次いで塊，婆形土器である。

○婆形土器

日縁部は「く」の字に開くが，直線的に外傾するものと，外反するものがある。胴部はほぼ球

形のものと，やや長胴のものとがある。口縁部は横ナデであり，胴部はヘラ削りかナデ整形であ

る。

○序・碗形土器

球形土器と腕形土器とを明確に区別するのは困難であり，まとめて記述する。休部は内攣しな

がら立ち上がり，口縁部は短く外傾する。底部は小さく，ややあげ底である。内面の口縁部と休

部の境に稜を有している。同じく休部が内攣しながら立ち上がり，そのまま口縁部へ至り，半球

、－一つ0！）一一一



形を呈するものや，口縁部が内傾するものがある。口縁部は横ナデ，休部はナデやヘラ削りがみ

られる。

○高球形土器

体部は内轡気味に大きく開き，休部の中位または下位に稜を有している。稜を境に外傾して口

縁部へ至る。脚部はほぼ直線的に「ハ」の字に開き，裾部は屈曲して広がっている。口縁部は横

ナデ，体部。脚部ともナデかヘラミガキがなされている。これらのほかに唯一の須恵器の高球形

土器と，内外面赤彩で休部に段を有する大形の高棒形土器がある。

○柑形土器

大形のものが1点だけである。小形壷とも言えるもので，胴部が大きく張り，扁平な球形を呈

するものである。

以上，器種別に器形，整形を観察したが，いずれも和泉期のうちで新しいとされるものである。

また，次の鬼高期へ継続するものも見られる。第52図の1e4。5のやや長胴化した婆形土器や，

第54図の26・29の丸底で浅く，稜をもち，ロ縁部が直立または内傾する塊・球形土器がそうであ

る。また須恵器の高球形土器であるが，器形。整形から5世紀の第4四半期頃のものと思われる。

第1e　2号住居跡出土の少ない土器からではあるが，住居跡にカマドを持たないことと合わせて，

時期を推定すれば古墳時代中期末で，5世紀末から6世紀初めにかけてのものと思われる。

③　石製模造品

第1号住居跡の北西壁中央部付近の床面から，長径約1m，短径約0．8mの範囲で子持勾玉1

点，勾玉10点，臼玉3570点がまとまって出土し，約4m離れた南西壁中央部の壁下から，紡錘車

が1点出土している。また，第2号住居跡からは勾玉が1点出土している。いずれも滑石製で，

東成品は見られない。出土したのはこの4種類だけで，有孔円板や剣形品は全く出土していない。

○子持勾玉

子持勾玉は各地で出土しているが，大部分は年代推定の手がかりとなるような伴出遺物もなく，
（1）

単独でしかも偶然に発見されていて，出土状況が明らかなものは少ないようである。この意味で

は，当遺跡出土のものは貴重な例であると思われる。

石製模造品は一般に，精巧で，入念に作られたものが古く，粗製で扁平なものが後出のものと

されており，それは子持勾玉も同様である。子持勾玉の場合は，まず，古くは身の断面が円形に

近く，やがて楕円形，板状となり粗製品化する。頭や尾も，古くは両端を平坦に裁断しているが，

新しくなるにつれ，丸味をもち，細くなるようである。当遺跡の子持勾玉は，身の断面がほぼ円

形であり，入念，精巧に製作されている。また全体に均整がとれ，美しい形を呈している。頭尾
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し・ち

両端も平坦に載り落とされている。さらに，背に4個，両側に3個，腹に1個の鰭状突起もよく

発達しており，この形状からすると，最も古く，出土例も多い部類にはいるものである。大場磐

－110－



121

雄博士の形式分類による，いわゆるÅ夏型になるものである。この型の子持勾玉は，本県では，
ゆ　また

岩井市弓馬田，北相馬郡内夕　行方郡牛堀町などから出土しているが，牛堀町出土のものは鰭状突

起はそれほど発達していない。

子持勾玉は秋田県～鹿児島県まで出土しているが，特に関東地方に多く，全国の約30％を占め
13I

ている。下総から常陸南部にかけて多く出土し，本県ではすでに25か所27個が出土している。

○勾玉

出土した10点は，大小の差はあるが，いずれも扁平で板状であり，粗製である。石製模造品で

は新しい部類に入るもので，子持勾玉とは時間的に逆になる。おそらく，石材から板状のものを

作り，これから勾玉形に形り出されたものと思われる。孔は一方から穿たれており∴矧軋　側面

とも研磨されている。

○［二十fミ

狭い場所に3570個が密着して出土したため，1個ずっのレベルは計測できをかった。平面分布

状況も可能な限り図におとしたがタ　2190個までであった。また1C感に，多いところで10個も出

土しているため，出土状況図は模式化せざるを得なかった。出土範囲は長径約1m，短径0。8m

の中にほぼ限られ，この場所以外からほほとんど出土していか）。形状を観察すると夕　側面中央

に稜を作り，そろばん圭に丸味をもたせたようなもの，側面に稜がなく丸味をおびたもの（太鼓

状主　円筒状のものとがある。そのうち円筒状のものが最も多く約57％，そろばん圭状のものが

約22％，太鼓状のものが約21％を占めている。しかし，そろばん圭状のものと太鼓状のものの区

別はつきにくい。臼玉全体の出土の高低差は約10cmで，黒褐色土中に1個1個バラバラの状態で

出土し，また孔の向きもまちまちで，臼玉が糸状のものに通されていたかどうか判別できる出土

状況ではなかった。壁を中心に半径約30cmの範囲が最も多く出土しており，その範囲は床面より

約7cmほど窪んでいる。この窪みが何を意味するかが，問題であるが，遺物の出土状況からほ特

別を施設らしきものがあったかどうか確認できなかった。榊などの木を立てたかとも想像できる。

このように臼玉が多数出土した例は，福島県西白河郡表郷村三森遺跡（建鉾山）の約4574胤

奈良県天理市布留石上神社禁足地の3502胤　佐賀県三養基郡基山町小倉伊勢山遺跡の約2000胤
（射

長野県神坂峠の1319個があり，当遺跡は全国的に見ても多い部類にはいるものと思われる。

○紡錘車

滑石製で裁頭円錐形の紡錘車は祭祀遺跡から出土することが多い。また，実用品とすることも

可能をものも多い。当遺跡の場合は，他の玉類とは離れて出土しており，祭祀に使用されたかど

うかは不明である。使用される場合は，棒を通し糸をどを巻いて奉献されたものと思われる。

一一一一つ＿11ll一一一…
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（2）向坪B遺跡の時期について

石製模造品を出土する祭祀遺跡は，遺跡により差もあるが，だいたい5～6世紀を中心に展開

されている。しかし，祭祀遺跡から出土する石製模造品には，地域的に差がなく，特色がみられ

射）。これは，祭祀遺物と祭祀の方法が，短期間に強い力によって広まったことが考えられる。

そのため，祭祀遺跡や仮器化，儀器化した祭祀遺物の編年は困難となり，まだ確立されていない

のが現状である。そこで，伴出する土器によって，年代を推定しているが，一般に和泉期と鬼高

期のものが多く，特に鬼高期でも古いもの（鬼高I式）が多いようである。

当遺跡においても，子持勾玉と勾玉では，その製法からみると時間的には逆になり，年代推定

には問題がある。伴出土器によって推定するならば，当遺跡の土器は前述のとおり，和泉期末に

比定されるものであり，5世紀末～6世紀初めということになる。

（3）向坪B遺跡における祭祀について

①第1号住居跡の性格について

祭祀遺物が多量に出土した第1号住居跡の性格を把握することは，当遺跡における祭祀につい

ても考えることになる。

第1号住居跡からほ，婆e塊の球形土器などの日用什器が出土しており，その中には二次焼成

を受けた婆形土器もある。またこの時期では，一般的な住居跡からも，高球形土器や赤彩の土器

が多く出土しており，祭祀だけに使用されたものではないと考えられる。従って本跡は，祭祀に

関係のある者の日常生活の場であった可能性が強く，祭祀だけを行った特別な遺構では射）と思

われる。そこで問題になるのは，第1号住居跡内で祭祀が行われたかどうかということである。
（5）

本跡と非常に類似している千葉県小室遺跡の203号住居跡と比較してみる。り203号住居跡は，

1辺10m以上の方形の大形住居跡で，和泉式土器のほかに，西壁中央部から径3C恥　長さ約2m

の炭化木材が十教本並んで出土したことから，棚が設けられていたと考えられている。この周囲か

ら，多くの小形壷，高塚とともに，石製模造品　紡錘軋　土王等が出土している。本跡では，棚

と思われるような施設があったかどうかは，出土状況からは判断できず，石製模造品が土器を伴

っていないことがり203号住居跡と異なっている。

本跡の場合，石製模造品が集中出土していることは，祭祀用具を保管していた場所と考えるこ

ともできる。また，この場所では祭祀には使用されたであろう土器が出土せず，石製模造品だけ

が出土していることも，祭祀が行われたのではなく，祭祀用具の保管の場の可能性もありうる。

しかし，子持勾玉をはじめ勾玉や多量の臼玉が出土していることは，祭祀が行われたことも充

分考えられる。以下，第1号住居跡内で祭祀が行われた場合について考えてみる。
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②祭祀の対象について

関東地方は祭祀遺跡が多いことから，祭祀の対象も各種類があるといわれている。まず，山岳

を対象としたものには，赤城山，二荒山（男体山上筑波山などの大岳名山を対象としたものと，
かんなび

いわゆる神奈備型のものがある。そのほか，石を対象としたもの，池e沼e海などの水霊を祭っ

た遺跡，古社に関する遺跡，集落内の祭祀などがある。

当遺跡の場合，祭祀の対象として考えられるのは，山と沼であろう。当遺跡から望むことがで

きる山は，南西に富士山，北に男体山，東に筑波山がある。いずれも名山であるが，当遺跡から

は遠距離すぎて，見えても小さく印象的ではない。また，富士山，男体山は季節によっては見る

ことはできず，最も近い筑波山も当遺跡からは約30kmもあり，従って，祭祀の対象とするには，

無理なように思える。むしろ，当遺跡の約60m東にある長井戸沼（現在は干拓されて水田となっ

ている）をその対象と考えた方が，自然である。しかし，沼（水）の神を対象として祭祀が行わ

れた場合，住居跡内での石製模造品の出土位置が，沼のある方向（東側）でないのが，不自然で

問題が残る。

（郭祭祀の状況について

第1号住居跡で祭祀が行われた場合に，どのような状況が想定されるか，遣物の出土状況から

推定できることをあげてみる。

○石製模造品の周囲からは，炭化したヒシの実が出土しているが，このヒシの実は，おそらく長

井戸沼から採取されたものと思われる。ヒシの実は食用にもなるが，祭祀が行われる時に沼の

神に供献されたものとも考えられる。

○臼玉が多量に出土していることから，祭祀を行う上で，多くの臼玉を必要としたことが考えら

れる。また，集落内の臼玉を持．ち寄ったことも考えられる。

○子持勾玉であるが，特別な出土状況は認められず，他の石製模造品と同じ状況で出土しており，

出土状況からは，子持勾玉が特別に扱われていた可能性は少ない。

○石製模造品をどのように使用したかであるが，出土状況からは，他に遺物を伴っておらず状況

を復元するのは困難である。想像の域を出ないが，狭い範囲に集中して出土したことと，すべ

て有孔の玉類ということから，北西壁際に榊が立てられ，糸状のものを通した玉類がクリスマ

スツリー状に垂げられたものと思われる。

〇本跡からの出土土器中唯一の須恵器（高塚）であるが，祭祀遺跡では，祭祀関係の遺物のほか

に，量的には少ないが須恵器が出土する例が見られる。須恵器は日用什器として使用されたほ

かに，祭器として使用されたのではないかとも言われている。そのほか，古墳や祭祀遺跡で多

く見られる例として，破砕された須恵器がある。当遺跡の須恵器は接合して完形となったが，

破砕された状態で出土しており，祭祀に関係あると考えられなくもない。しかし，他の土師器
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も破砕されか状態で出土していること，また，石製模造品が出土した位置からほ離れて出土し

ていることなどから，須恵器が祭祀に使用されたかどうかは不明である。

以上　向坪B遺跡における祭祀について，考えられることを述べてきたが，多くの問題を残し

ている。祭祀遺跡の調査例は増えているが，まだ不明な点が多く，子持勾玉ひとつをとっても，

その用途，性質についてはまだ解明されていない。当遺跡の場合も，当時の人々がどの様な祭り

を行ない，何を神に祈ったかなど，祭祀の形態を明らかにするには，まだまだ不十分であり，研

究の余地を残しているので，今後検討を加えたい。
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北新田A遺跡

1　遺跡の概観

当遺跡は，茨城県猿島郡総和町柳橋字香取前237ほかに所在し，面積は16600I正で，幅約40m，

長さ約400mの南北に細長い調査区域と患っている。当遺跡は，柳橋地区の北西約1kmに位置し，

長井戸沼の東枝と西枝に挟まれた北から南に延びる平坦を台地の南～西縁辺部に立地しており，

標高は18～19mで，現況は平坦な畑である。西方約200mには長井戸沼西枝が南北に延びて水田と

なっており，水田面との比高は6～7mである。南方約100mには長井戸沼西枝から東に向かって

小さな谷津が入り込んでいる。当遺跡は香取前遺跡の一部としてとらえられており，東方約800m

には柳橋城跡が所在し，その南には弁才天B遺跡が接しており言鋸事やフイゴ片が出土している。

北方約250mの新4号国道路線上には，北新田B遺跡が所在する。

検出された遺構は，古墳時代前期から奈良の平安時代にかけての住居跡62軒のほか，溝10条，

土坑7基，井戸2基，掘立柱建物跡1棟である。遺物は土師器，須恵器のほか鉄製品土製鼠

石製品などが出土している。

当遺跡は，昭和58年度に16言00扉を調査し，残り500r汀は用地問題の解決が遅れたため，昭和60

年度に調査した。をお，J区からK区にかけて南北に，幅約7m，長さ約65mにわたり，深さ2

～3mほど土取りされていた。

2　諷査経過

＜昭和58年度＞

4　　月　　本年度調査する北新田Ae B。C遺跡の調査区域を踏査し，調査計画を練った。総

和町教育委員会，当該地区の区長の協力を得て作業員を募集した。

5　　月　　各遺跡の基本測亀　事務所・倉庫等の設置など，調査のための準備を進めた。9日

に北新田A・B e C遺跡合同の鍬入れ式を実施し，上物の関係から，北新田B。C遺

跡の調査を先行し，北新田B遺跡は遺構が確認されなかったため31日で調査を終了し

た。

6　　月　　北新田C遺跡の調査と並行して，9日より北新田Å遺跡の調査を開始した。上物除

去を行い，遺跡の調査前の全景写真を撮影後，Ⅹ軸＋19200m，Y軸－4700mの交点

を基準として調査区を設定し，方眼杭打ちを行った。14日より，Al～A2区から順に
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第70図　北新田A遺跡地形図
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第71図　北新田A遺跡全体図
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南へ8分の1のグリッド発掘を開始した。遺跡の北半分のÅ～F区からほ遺構は確認

されず，遺物の出土もほとんどなかったが，南半分のG～K区からほタ遺構と思われ

る落ち込みが約20か所確認され，また各グリッドからは土師器や須恵器が出土し，集

落跡の存在が判明した。

7　　月　　残り8分の1グリッド発掘を行った。A～F区にかけては，Fl区から住居跡1軒

が確認されただけであった。G～K区は全域にわたって遺構の存在が予想されたため，

土層観察を行い，全面を重機によって表土除去することにした。Fl区で確認された住

居跡の周囲のグリッドを拡張し，第1号住居跡として調査を進めた。北新田C遺跡は

本月末日で調査を完了した。

8　　月　　2日から重機によりG～K区の表土除去を行った。表土除去後，順次遺構確認作業

を行い，住居跡約50軒，溝10条，そのほか掘立柱建物跡や土坑を検出した。住居跡の

何軒かは，重複しており，またカマドを有するものも半数以上認められた。連日猛暑

が続き，確認作業が難航したが，当遺跡は古墳時代から奈良e平安時代にかけての集

落跡であることが判明した。

9　　月　　G区から南へ順に遺構調査を開始した。Gl e G2区の第2～13号住居跡と第1号井

戸の調査を行った。第6号住居跡からは，土師器の須恵器や鉄製品など多くの遺物が

出土した。また，第1号井戸は，最初住居跡として揺り込んだところ，2段掘り込み

の井戸であることが判明した。

10　　月　　Hl・H2eIleI2区の第14－25号住居跡と第1号溝の第2号井戸＼の調査を行った。

第15e16。17号住居跡は3軒が重複しており，新旧関係の把捉に手間取った。

11　月　　引き続き遺構の多いIl eI2区の第26～3巨37～40。62号住居跡と第2e3号溝の調

査を行った。第26号住居跡の上に第27号住居跡が重複し，重複部分には貼り床が認め

られた。また第37号住居跡の北壁にはカマドが2基検出された。

12　　月　IleI2JleJ2区の第32～36号住居跡，第8号溝e第1号土坑e第1号据立柱建物

跡の調査を行った。第36号住居跡は削平されて遼存状態が悪く，床面とカマドの一部

しか残っていなかった。

1　月　J2e K2区の第4ト45号住居跡，第4e5e6号溝の調査を行ったが，例年になく雪

が多く，調査に支障をきたした。第44号住居跡は土取りのため，遺構の大部分が切り

取られており，一部の調査にとどまった。

2　　月　　除雪作業をしながらJl。Kl区の第46－51号住居跡，第7e9010号溝の調査を進

めた。第46・49号住居跡からほ婆形土器e球形土器などの多くの遺物が出土し，出土

状況の記録に時間を費やした。
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3　　月　　Kl区の第52～55号住居眺第2号土坑の調査を行った。3日に現地説明会を開き，
l′一

多くの見学者が訪れた。その後補足調査を行い，8日に昭和58年度分の調査を完了し

た。

＜昭和60年度＞

4　　月　　北新田A遺跡の未調査分500扉の現地踏査を行い，調査区域を確認した。現場事務所

e倉庫の設置，器材の搬入等調査の準備を進め，併せて作業員の募集をした。25日よ

り作業員を投入し，伐開，上物の焼却作業を行った後，重機によって全面を表土除去

した。続いて遺構の確認作業を行い，住居跡6軒，土坑5基，溝2条を検出したが，

溝2条は，58年度に調査した第3。5号溝の延長であることが判明した。

5　　月　　調査区を設定し，方眼杭打ちを実施した。Jl区の第56・57e60号住居跡，第3～5

号土坑e第5号溝の調査を実施した。全体に出土遣物は少か）が，第3号土坑からは，

多くの土器が投棄されたよう射犬態で出土した。

6　　月　　引き続きJl区の第58・59・61号住居跡，第6e7号土坑，第3号溝の調査を実施し

た。第61号住居跡は，第3号溝によって切られ，大木の根株の下に位置していた割に

は遺存状態が良く，遺物も比較的多く，カマドも大部分が残っていた。全景写真撮影

後，補足調査を行い，19日に調査を完了した。

3　遺構と遣物

当遺跡で検出された遺構は，竪穴住居跡62軒，土坑7基，溝10条，井戸2基，掘立柱建物跡1

棟である。これらの遺構はいずれも，台地の南端に近い遺跡の南半分から検出されており，台地

のやや奥にある北半分からは，遺構は検出されていをい。調査区域が南北に細長いため，遺構の

分布（集落の範囲）はさらに東西へ広がるものと思われる。住居跡は，出土遺物は古墳時代か

ら平安時代にかけてのもので，約3分の1は重複している。土坑e溝・井戸・掘立柱建物跡につ

いては，その時期。性格については不明なものが多い。

遺物はほとんどが住居跡出土のもので，土師器，須恵器，鉄製品，石製品，土製品などである。

土師器では婆形土器e球形土器のほか，高台付球形土器・碗形土器・高塚形土器e甑形土器など

が出土している。須恵器では球形土器e婆形土器が多く，そのほか蓋・台付長頸壷・盤などが出

土している。鉄製品では鎌e鉄，石製品では紡錘車等が顕著なものである。

なお，遺構解説文中の規模の記述について言）mは計測不可能のため空欄とした。
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沌　竪穴住居跡

窮瑠号住居跡（第72図）

本跡はFld4を中心に確認され，当遺跡の遺構の中で最も北方で，第2号住居跡の北側約35mに

位置している。本跡の西側部分は調査区域外へと延びている。

平面形は4・20mX（）mの方形を皇していると推定され，主軸方向はN－2。50～Wを指してい

る。壁は西壁を除いてやや外傾して立ち上がり，壁高は10～15cmである。床面はほぼ平坦で全体

に堅い。南壁中央部から北に向かって幅約1m，長さ約2mの範囲は，周囲より2～3cm床面が高

くタ　しかもよく踏み固められている。．また南壁下から幅1mの範囲には2～3本のピットが並ん

でおり，出入日部かと思われる。ピットはPl～壇7の17か所が検出されたが，Pl～P4は主軸に対称

に配置され，いずれも径40～50cme深さ70－90cmとしっかりしたもので主柱穴と思われる。カマ

ドほ北壁中央部に付設されているが，耕作による撹乱のため原形をとどめていない。規模は不明

であるが，北壁を70cmほど切り込み，火床は床を15cm掘り凹めている。覆土はカマド付近の撹

乱を除いて，ほぼ自然堆積の状態を示している。褐色土が主で，上層にはローム粒子夕下層には

焼土粒子が含まれている。

遺物は土師器や須恵器が少量出土している。南壁際や中央部の床面からほ土師器e須恵器の輝

形土器（第73図－263），覆土からほ古銭3枚（第73図－4～6）が出土し，カマド内からほ銑

鉄（第73図－7）が出土している。

出豊羞器観察衷（第73図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

婆形　 土 器

土 師器

A　 23 ．4 日綾 部 は外 反 しなが ら開 く。器 肉 は薄 い。 目線 部 内 ・外 面～横 ナデ 砂 粒

普 通

にぷ い橙色

10 ％

2

球 形　 土器 C　　 8 ．0 底部 は平底 で，体 部 は外上 方へ立 ち上 が 底部 一一 方向の 手持 ちへ ラ削 砂療 60 ％

土師 器

る。 りで切 り離 しは 不明。

休部 下端 一手持 ちへ ラ削 り
普通

にぷ い橙色

3

球 形　 土 器 A （12．4） 底 部 は平底 で，休部 は直線的 に外上 方へ 底部 ～右回転 利用 の組転 糸切 砂粒 40％

須恵 器

B　　 3．85

C （6 ．9）

立 ち上 が る。 り後無 調整　 日縁部 から内面

は横 ナデで 丁寧 な作 り

良好

青灰色

薗銭（第73図－4～6）

4は元祐通宝（北宋1086）で完存品である。径24cm・内乱7mm四方の輪1。5mmである。

5も元祐通宝であるが，4とは字体が異なり完存品である。径2。3cme内乱7mm四方。輪2mmで

ある。

6は天稽通宝（北宋1017～1021）で完存品であるが，やや摩滅している。径2。4cme内乱7mme

輪工5mmである。

一一一1、23ll一一一一1
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第72図　第1号住居跡実測図
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第73図　第1号住居跡出土遺物実測図

鉄製品（第73図－7）

7は雁股の鉄である。片方の先端部と茎部を欠損している。現存長は7．9cmである。

第2号住居跡（第74・75図）

本跡はGIc5を中心に確認され，第3号住居跡の北側約5mに位置している。

平面形は長軸6・60m・短軸6・50mの方形を呈し，主軸方向はN－10。－Wを指している。壁はい

ずれも遺存状態がよくほぼ垂直に立ち上がり，壁高は50－70cmである。壁下には壁溝が周回して

おり，上幅18～24cm・下幅9～16cm・深さ8～12cmである。床は平坦で全体に堅く，特に4本の

主柱穴の内側はよく踏み固められている。ピットはPl～Bの8か所検出されており，ほぼ対角線

上に位置するPl～Bが主柱穴と思われる。いずれも径50～60cm・深さ6ト73cmでしっかりしたも

のである。カマドは北壁中央部に付設されているが，天井部は崩落し袖部の一部が残っているだ

けである0長さ160cm・幅125cmで北壁を約65cm切り込んでいる。火床は床を25cm掘り凹められ

ており，焼けて硬化し，ゴツゴツしている。カマドの東側には貯蔵穴が検出され，平面形は長径

120cm・短径90cmの楕円形を呈し，深さ約30cmである。覆土は南壁から中央部に向かってロームブ

ロックを多量に含む褐色土が崩れ込むように堆積しているほかは，ほぼ自然堆積の状態を示して

おり，ローム粒子を含む暗褐色土が主である。

遺物は多量に出土し，須恵器の球形土器・婆形土器・長頚壷，土師器の聾形土器・鉢形土器・

球形土器をどが出土し，聾形土器片は約1400点も出土している。中央部の床面から鉄斧（第77図

－20），南壁際の床面からは鎌（第77図－19）が出土し，カマド内からは墨書土器（第76図－5）

が出土している。
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第75図　第2号住居跡遺物出土状態図
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出土土器観察表（第76・77図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　 の　特　 徴 胎土 ・焼土・色調 備　 考

1

婆形　 土器

土師 器

Å （25 ．0 ） 胴部 は あま りは らず， 頭部 で少 しくびれ，ロ縁 部内 ・外面 一横 ナデ 砂粒 20 ％

ロ綾部 で大 きく外 反す る。 胴部 外面 …ヘ ラ削 り

内面 －ナ デ

普通

明赤 褐色

2

鉢 形　 土 器

土師器

A （22 ．5 ） 体部 は内攣 気味 に開 いて立 ち上 が り， 口 口縁部 内 ・外面 一様 ナ デ 砂粒 50 ％

緑 部 は外反 す る。 胴部外 面 一斜位 のヘ ラ削 り

内面 －ナデ

普通

にぷ い橙色

3

長頸 壷形 A （9 ．0） 胴 部 は大 きく張 り，頚部 は上位 ほ ど外 反 胴部 に緑色 の 自然粕 砂粒 ・細砂 25 ％

土 器 度 が大 きい。 目線端部 は下 方向 に広 がって 普通

須 恵器 面 をなす。 灰 色

4

婆形　 土 器

須 恵器

C　 15 ．8 底 部 は平底 で，胴部 は外 上方へ 立 ち上 が 胴 部外 面一斜 位の平 行叩 き 細砂・雲母末 15％

る。 下端 一斜位 の静止 へ ラ削 り

内 面－ ナデ

やや不 良

灰 白色

5

上不形　 土器

須 恵器

A　 13 ．9 底 部 は平底 で，休部 は外 上方へ 立 ち上 が 底 部 一一方 向の手持 ちへ ラ削 砂 粒 ・石 英 60％

B　　 4 ．1

C　　 9．0

る。 目線部 は やや外反 し，端 部 は丸 い。 りで，切 り離 しは不 明 普 通

青灰 色

底部外 面 に

墨書

6

土不形　 土器

須恵 器

A （14。1） 底 部 は平底 で，体部 は直線 的 に外 上方 へ 底 部 一一方 向の手持 ちへ ラ削 細砂 ・雲母末 60 ％

B　　 4 ．1

C　　 8．5

立 ち上 が り， 口縁 端部 は丸 い。 りで，切 り離 しは不 明　 ロク

ロ回転 方向 は右

やや不 良

灰 黄色

7

球 形　 土器

須恵 器

A （13．2） 底部 は平 底 で，体部 は直線 的 に外 上方 へ 底部 … 不定方 向の手持 ちへ ラ 砂粒 ・細砂 30 ％

B　　 4 ．0 立 ち上 がる。 目線 部 はわず か に外反 し，端 削 りで， 切 り離 しは不 明 普通

C （8 ．0 ） 部 は丸 い。 体部 下端 一手持 ちへ ラ削 り 灰色

8

球 形　 土 器

須恵器

A　 13 ．0 底部 は平底 で， 体部 は直線 的 に外 上方へ 底部 …回転 へ ラ切 り後 ，不定 砂粒 ・細砂 50 ％

B　　 4 ．0

C （7 ．6 ）

立 ち上 が り，口縁 端部 は 丸い。 方 向の手持 ちへ ラ削 り つ本部

下端 …手持 ちへ ラ削 り

普通

灰色

9

土不形　 土 器

須恵器

C　　 7 ．4 や や盛 り上 が った底部 か ら， 休部 は外上 底部 一回転 へ ラ切 り後， 一方 細砂 ・雲母 25 ％

方へ立 ち上 が る。 向 の手持 ちへ ラ削 り　 体 部下

璃 一手持 ちへ ラ削 り

やや 不良

灰色

10

球形　 土器

須 恵器

C （9 ．4） 底部 は平底 で，休部 は外 上方 へ立 ち上 が 底部 …回転 糸切 り痕 を中 央部 砂粒 ・細砂 15％

る。 に残 し，外 周部 一手持 ちへ ラ

削 り後 ナ デ

不良

灰 白色

11

高台付 A　 19 ．7 底 部 と休部 の境 は不明瞭 で，休部 はほば 底 部 …左回転 利用 のヘ ラ削 り 砂 粒 ・細 砂 50％

ナ不形土器 B （7 ） 直線 的 に外上方 へ立 ち上 が る。 目線 端部 は の後， 高台 を貼 り付 け てい る やや不 良

須恵 器 丸 く， 口縁 直下 に四線 をめ ぐら して いる。 が欠損 灰 白色

12

蓋形　 土器

須恵 器

C　 16 ．6 天 井部 は平坦 で， 目線部 に向 かっ てなだ 天 井部 …回転 へ ラ削 り　 つ ま 砂 粒 ・細 砂 55％

らか に下 降す る。目線 部 は下 方向 に短 く属 みは ラセ ン状 の凹 み をつ けて 良好 内面 に重 ね

曲 し，端部 は やや尖 る。 貼 り付 け 灰色 ‘焼 き痕

13

蓋形　 土器

頂恵 器

つ まみ径2 ．8

高 1 ．1

天 井部 は平坦 で，宝珠 形 のつ まみが付 く。 天 井部 …右回転 利用 の横 ナデ 砂粒 ・細 砂

やや不 良

灰 白色

20 ％

14

土不形　 土 器

土師器

C　　 8 ．1 底部 は平底 で， 休部 は外上 方へ立 ち上 が 底部 一回転 糸切 り痕 を中央部 細砂 ・雲母 50 ％

る。 に残 し， 手持 ちへ ラ削 り 良 好

明 黄褐色

内 面黒色処

理

15

球 形　 土 器

須恵器

C　　 6 ．1 や や盛 り上 が った底部 か ら休 部 は外 上方 底部 …一 方向の 手持 ちへ ラ削 砂粒 ・細砂 55 ％

へ立 ち上 がる。 りで，切 り離 しは不明　 体部

下幸 一手持 ちへ ラ削 り

不良

にぷ い黄色

16

17

18

球形　 土 器

須 恵器

土不形　 土 器

土 師器

C　　 6 ．0

A （10 ．2）

底部 は平底 で，休 部 は外 上方 へ立 ち上 が 底部 …回転 へ ラ切 り後， 一方 砂粒 ・細粒 55 ％

15％

10％

る。

底部 は丸底 で，休部 は内攣 しなが ら大 き

向の 手持 ちへ ラ削 り　 口 グロ

回転 方向 は右

口縁部 内 ・外 面 一様 ナ デ

普通

灰色

砂粒

く開 く。 口縁部 は外 反気味 に直 立す る。 外 休 部外 面 －ヘ ラ削 り 普通

面 の口縁 部 と休 部 の境 に稜 を有 す る。 内 面 一ヘ ラ磨 き にぷ い橙色

高球 形土器

土 師器

脚 部片 。脚部 は五 角柱状 を呈 し，裾部 に 脚 部外 面 一縦 位 のヘ ラ削 り 細 砂

向 か ってゆ るやか に開 く。 内 面 －ナデ で上部 に絞 り

痕 を残 す

良好

赤褐色

外面 に赤彩

鉄製品（第77図一19・20）

19は鎌で基部が欠損する。先細りとなり，断面は三角形を呈し，現存長は17。4cmである。

20は袋式鉄斧で完存品である。撥形を皇し，長さ8。9cm。刃幅4．3cmである。
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第76図第2号住居跡出土遺物実測図（1）
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第乃図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）
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第3号住居跡（第78・79図）

本跡はGle5を中心に確認され，第2号住居跡の南側約5m，第4号住居跡の北東側約4mに位

置している。

平面形は長軸4・80m・短軸4．70mの方形を呈し，主軸方向はN－22．50－Wを指している。壁は

ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は50cm前後である。床は良好射犬態で検出され，全体的に平坦で堅

く，特に中央部がよく踏み固められている。ピットは13か所検出されたが，主軸に対称を配置と

その規模からPl～Rが主柱穴で，P5－Bが補助的な柱穴と思われる。特にPlとBの径はいずれも

約40cmで，深さ56～69cmとしっかりしており，他は径20～30cm・深さ20～30cmである。カマドは

北壁中央部に付設され，比較的遣存状態は良い。長さ145cm・幅135cm・焚口部幅55。mで，壁を60

cmほど切り込んでいる。火床は長径約40cm・短径約30cmの楕円形を呈し，床を14cmほど掘り凹め，

奥壁はゆるやかに立ち上がっている。覆土は一部撹乱も見られるが，ほぼ自然堆積の状態を示し

ている。住居中央部では確認面から床面まで黒色土が堆積し，周辺部はローム粒子を含む暗褐色

7130－



第開聞　第　号健腰掛実測図

2m
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土が中央部に向かって流れ込むように堆積している。

遺物は覆土から土師器の婆形土器片夕須恵器の棒形土器片が出土しており，また住居中央部の

やや南寄りの床面と東壁下の床面から蓋形土器（第80図上㍉203）が出土している。
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第79図　第3号住居跡カマド実測図
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第80図　第3号住居跡出土遺物実測図
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出土土器観察表（第80図）
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図 版

番 号
器　 種

要 ノ

法　 崖
苔 形 の 特 徴　 l 手 法 の 特 徴

胎土焼成・色調 備　 考

1
形　 土器

土師器

A （23．2） 胴部の張りは弱く口緑部は大きく外反す 口緑部内・外面一横ナデ 砂粒 10％
る。

天井部中央に擬宝珠形のつまみをつけて

胴部外面－ヘラ削り

内面－ナデ

普通

にぷい赤褐色
蓋形　 土器

須虚器

A 15．6

2

天井部1 右回転利用の回転へ 砂粒・細砂 80％
B　　 3．15 いる0 天井部は扁平であるが，口緑に向か ラ削り　内・外面の水挽き痕 雲母末 天井部内部

つまみ径2．35

ってなだらかに下降する。口緑部は下方向

に屈曲する。

は弱く丁寧を作り やや不良

にぷい黄色

に煤・焼土

付着

3
蓋形　 土器

須恵器

C （16．1） 天井部はなだらかに下降し，口緑部は下 天井部一右回転利用の回転へ 細砂・雲母 30％
方向に屈曲する。 ラ削り やや不良

灰色
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図 版

番 号
器　 種

㍉

法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　 の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

4

球形　 土器

土師器

C （6．8） 底部は平底で，体部 と底部の境は不明瞭 底部一回転糸切 り後，中央部

に糸切 り痕 を残す　 外周一右

回転利用の回転へラ削り

砂粒 ・細砂

良

褐灰色

10％

5

鉢形　 土器

須恵器

口縁部片で短かく外反する。 ロ縁部内外面一様ナデ

頚部外面…斜位の平行叩 きの

後横ナデ　 内面…ナデ

細砂 ・雲母

普通

灰オリーブ色

5 ％

第堵号住居跡（第81図）

本跡はGlg4を中心に確認され，第3号住居跡の南西側約4m，第10号住居跡の北東側約4mに

位置している。

平面形は長軸4．15m・短軸3．75mの隅丸長方形を呈し，長軸方向はN－350－Wを指している。

曜日竺

第馴園　第　号住居跡実測図
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壁はいずれもほぼ垂直に立ち上がり，壁高は2ト38cmである。床面はほぼ平坦で，やわらかい。

ピットは6か所検出され・いずれも径2ト35cm・深さ30～40cmであるが，配置が不規則であり主

柱穴は不明である。炉跡が住居中央部からやや東寄りに検出され，長径53cm・短径34cmの梧円形

を呈し・床を約10cm掘り凹めている0焼土量は少なく，炉床も堅く焼けておらずあまり使用し

た痕跡は認められない。覆土は全体に撹乱を受けており，ロームブロックを含む黒褐色土が主で

ある。

遺物は少なく，南コーナー部から土師器の璽形土器（第82図－1），炉跡内から高球形土器の

脚部（第82図－2）が出土している。

出土土器観察表（第82図）

図 版

番 号
器　 種 法　 も主 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

碧 形　 土 器 A　 l l．4 底 部 は平底 で，胴部 は ほぼ球 形を呈する。 口緑 部内 ・外 面 一様 ナデ 砂粒 80 ％

土 師器

B　 l l．4

C　　 4 ．1

日録 部は外 反 して聞 く。 胴部外 面一斜 位の パ ケ目

内 面－ ナデ

普通

にぷ い橙色

2
高球形 土器

土師 器

／ イ 脚部 は ラ ッパ状 に聞 く。 脚 部外 面一縦位 のヘ ラ削 り

内面 －パ ケ自

得部 外面 一粗 いパ ケ 目

砂 粒

普通

にぷ い橙色

10 0 ％

第82図　第4号住居跡出土遺物実測図

10cm

ト一一一一十　　」

第5号住居跡（第83・84図）

本跡はGlg8を中心に確認され，第4号住居跡の東側約10m，第8号住居跡の北側約9mに位置

している0第11・12号住居跡と重複しているが，本跡は第11号住居跡を切って，第12号住居跡の

上に構築されており，本跡が最も新しいものと思われる。

平面形は長軸4・55m・短軸4・05mの方形を呈し，主軸方向はN－800－Eを指している。壁は撹乱

を受けているが，外傾して立ち上がり，壁高は15～20cmである。床は第11号住居跡と同じレベル

でほぼ平坦であり，よく踏み固められている。ピットはPl～P5・B～82の11か所検出されている。

いずれも径1ト40cm・深さ1ト40cmで不揃いであり，配置にも規則性がなく，いずれの住居跡に
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第83図　第5・11・12号住居跡実測図
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筑別図　第5号住居跡カマド実測函

伴うものか不明である。カマドが東壁中央部に付設されているが，耕作によって削乎されており，

袖部の一部が残っているだけである。推定で長さ130cme幅112cm。焚口幅45cmで，東壁を約70cm

切り込んでいる。覆土はロームブロックを含む黒褐色土や，ローム粒子を多量に含む褐色土が主

で，耕作による撹乱を受けていると思われる。

遺物は比較的多く，土師器の婆形土器，球形土器，高台付球形土器や，須恵器の球形土器，婆

形土器が出土している。カマドの南側の東壁際床面から，ほぼ完形の丸瓦（第86図－17）が出土

している。

出土土器観察表（第85・86図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　 の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

聾形　 土器

土師 器

A （20 ．8 ） 胴部 はや や張 る。 口縁部 は短 く外反 し， 口緑部 内 ・外面 一横 ナデ 砂粒 5 ％

外 端部 に面 をなす。 胴部外 面 一縦位 へ ラ削 り

内面 －ナ デ

普通

にぷ い橙色

2

要形　 土器

土師 器

A　 20 ．4 胴部 はやや張 り， 長胴 を呈す るもの と思 口緑部 内 ・外面 一様 ナ デ 砂粒 30％

B　 ll ．0 われ る。頚 部 と胴部 の境 には明瞭 な稜 を有 胴部外 面 －ヘ ラ削 り 普通

し，目線部 は外 反 し肥 厚 であ る。 ロ緑 直下

に洗 練 が巡 る。

内 面 －ナデ 橙 色

3

聾 形　 土 器

土 師器

A （15 ．0） 胴 部 は丸 く張 り， 口縁部 は大 きく外反 し 目線部 内 ・外 面一様 ナデ 砂 粒 10％

B （6 ．3） 外端 部 に面 をなす。 胴 部外 面一縦位 のヘ ラ削 り

内 面－ ナデ

普 通

赤 褐色

4

婆形　 土 器

土 師器 C　　 7 ．1

底部 は平 底で， 胴部 は内攣 気味 に外傾 し 胴 部外 面一斜位 のヘ ラ削 り 砂粒 30 ％

て立 ち上 が る。 内 面－ヘ ラナデ 普 通

5

土不形　 土 器

土 師器

A （13 ．4 ） 底部 はや や盛 り上 が り，休部 は内攣 気味 底部 一 回転 糸切 り後， 中央部 砂粒 ・細 砂 35 ％

B　　 4 ．2 5 に外上 方へ 立 ち上 が り， 口縁部 は わず かに の み糸切 り痕 を残 し，外 周 は 良好 内 面黒色 処

C （5 ．6 ） 外 反 す る。 回転 へ ラ削 り

内 面－ヘ ラ磨 き

にぷい橙 色 理

6

ナ不形　 土器

土師 器

A　 13 ．3 底部 は あげ底 を呈 し，休 部 は内轡気 味 に 底部 一回転 糸切 り後，外 周部 細砂 （精 良） 70 ％

B　　 3 ．9

C　　 6 ．3

外 上方 へ立 ち上 がる。 回転 へ ラ削 り

内 ・外 面 の水挽 き痕 は弱 く，

丁寧 な作 り

普通

にぷ い黄橙
色

7

ナ不形　 土器

土師 器

A　 12 ．0 底部 はやや あげ底 を皇 し，体部 は内 轡気 底部 一回転 糸切 り 長石 ・石英 90 ％

B　　 3 ．65 味 に外 上方 に立 ち上 が り， 口縁端 部 は外 反 ロ グロ回転 方向は右 不良

C　　 6 ．0 す る。 にぷ い橙色
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第86図　第5号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版

番号
器　種 法　量 器　形　の　特　徴 手　法の　特徴 胎土・焼成・色調備　考

8

高台付 A（15．4）底部と休部の境は不明瞭であり，休部は休部外面一様ナデ 砂粒 40％

士不形土器B　　5．4 内攣しながら外上方へ立ち上がり，口緑部 内面一ヘラ磨き 普通

D　　7．1 はわずかに外反する。高台は外下方へのび高台は貼り付け にぷい赤褐

土師器E　l．35端部は面をなす。 色

9

高台付 D　　7．8 底部と休部との境は不明瞭である。高台底部一回転へラ削り後，高台長石・石英55％

球形土器E　l．4 は外下方へのびて上位に稜を有し，端部内貼り付け 普通

土師器 面に凹線を巡らす。 ロクロ回転方向は右 浅黄橙色

10

高台付 D　　6．4 高台は外下方へのびる。 内・外面－ナデ 砂粒 25％

球形土器

土師器

E　　O．9 高台は貼り付け 普通

にぷい橙色

11

高台付 D　　6．8 底部と休部の城は不明瞭である。高台は休部下端一手持ちへラ削り砂粒 25％

球形土器

土師器

E　l．9 外下方へのぴる。 内面一横ナデ　高台は貼り付

け　全体に摩滅

普通

橙色

12

球形土器

須恵器

A（14．2）底部は平底で，休部は内攣気味に外上方底部一一方向の手持ちへラ削砂粒・細砂25％

C（7．8）へ立ち上がる。 りで，切り離しは不明

休部下端一手持ちへラ削り

良好

灰色

一138－



図 版

番 号
器　 種

‡ノ　　　　　　　　日日

法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 焼掛 色調 備　 考

13

球 形　 土器

土 師 器

Å　 11 ．7 底部 は平底 で言 本部 は内轡気 味 に外 」二方 底部 一中央 部 に回転 糸切 り痕 礫 ・長石 10 0 ％

内面黒 色処

理

B　　 4 ．7

C　　 6 ．3

へ 立 ち」二が り， 日縁端 部 は丸 い。 体部上 半 一横 ナ デ　 下半 一回 石英

良

にぷい音橙色

転 へ ラ削 り　 内面 ～ヘ ラ磨 き

ロ グロ回転 方向は右

14

皿 形　 土器

須 恵器

Å　 ユ3 ．7 休部 は外 反気味 に大 きく開 き， 日縁端部 底 部 …回転へ ラ削 り後，高 台 ．′ヽ　＿止
慄 ・長 右 85 ％

B　　 2 。5

i）　 8 ．3

E　　 3 ．0 5

は丸 い。 貼 り付 け　 径 8 m m もあ る礫 の

存 在 によ り焼成 時 にヒ ビ割 れ

が生 じてい る。

不 良

灰 白色

15

婆 形　 土器 目線部破 片。 目線部 は外 反 しな がら大 き 水挽 き成形 砂粒 ・細砂 臼縁部 5 ％

須恵 器

く開 く。端 部 は面 をな して下方 へ屈曲 す る。 普通

灰 色

鉄製品（第8統計＋蟻）

16は用途不明の鉄製品である。細長く，断面は長方形を呈する。厚さ6～9mme幅15～17mmの

長さHcmである。

瓦（第86図－17）

17は丸瓦で上端が欠損する。凸面はナデでタ凹面は布目を残す○側面と端面はヘラ削りである。

始まはスコリアや細砂を含み，焼成は普通で，色調はにぷい橙色である。現存長は31cme広端2066

cmも厚さ2。6cmである。

第6号住居跡（第87－89図）

本跡はGli5を中心に確認され，第13号住居跡の東側約2mに位置し，東側は第1号井戸とほ

ぼ接している。

平面形は長軸5・40me短軸4・50mの長方形を室し，室軸方向はN」40－Wを指している。壁高

は北西壁で25cm前後ゆ東南壁で40cm前後で，やや外傾して立ち上がっている。壁面はやわらかく，

ロームブロックが混入しくずれやすい。北壁下を除いて各壁下には，上幅23cme下幅8cmの深さ

6cmほどの壁溝が周回している。床面は平坦で全体に堅い。ピットはPl～壇5の15か所検出され，

その内Pl～坑は等間隔で正方形に配置されており，主柱穴と思われる。それぞれ径30～60cme深

さ55～80cmとしっかりしている。P5～鴫は，PlOP2とP3欄を結んだ線のほぼ延長上に位置し，幾

分壁を切り込み，住居跡内に10～200傾くように掘り込まれている。いずれも径30～40cme深さ40

～60cmとタ規模的に大きく主柱穴同様の機能を有していると思われる。その他各コーナー乳東

e西e南壁の中央部のものは補助的なものと思われる。カマドは北壁中央部よりやや東側に付設

され，長さ114cm・袖幅80cme焚口部幅35cmである○北壁を75cmほど切り込んでおり，火床は床

を5cm掘り凹めている。天井部は崩落しているが，焚口部の南側壁には婆形土器の大きい破片を袖

部の補強のために埋めこんでいる。覆土は大きく2層に分かれ，自然堆積の状態を呈している。

上層は焼土粒子eローム粒子を含む暗褐色土，下層は炭化粒子e焼土粒子を含む褐色土である。
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第87図　第6号住居跡実測図
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第舶掬　第　号健腰跡遺物出藍状態図

遺物は比較的多く，土器の器種も豊富である。土師器では婆形土器湖形土器が出土し，須恵

器では婆形土器の球形土器。甑形土器のほか，南壁中央部付近の覆土から盤形土器（第92図－26），

北東コーナー部付近の床面から長頸壷形土器（第91図一14上蛾の北側の覆土から台付長類義形

土器（第90図…7）が出土している。また，北東コーナー部覆土から鎌（第92図－27），カマド

の東側覆土から刀子（第92図－28）が出土している。

出蓋蓋器観察蔑（第90～92図）

図 版

番 号
器　 種 法　 登 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調

備 司

1

み

聾形　 土 器 A （29 ．8 ） や や張 った胴部 か ら口縁部 に大 きく外 反 日録部 内 e外 面一様 ナデ 砂 粒 5 ％

須恵 器
し，端 部 を上 方へ つ まみ出 して いる。 胴部 外 面一平行 叩 き目

内面 －ナ デ
普 通
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第89図　第6号住居跡カマド実測図
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図版

番号
器　種 法　豪 器　形　の　特　徴 手　法　の　特徴 胎土・焼成・色調備　考

2

頚形　土器A（31．4）胴部はほとんど張りがなく，口縁部は短口縁部内・外面一機ナデ 砂粒 10％

娼虚器

かく外反し，端部を折り返し，さらに上方胴部外面一縦位の平行叩き日普通

へつまみ出している。 内面－ヘラナデ

3

聾形　土器A（23．0）目顔部は外反気味に開き，日縁端部を折LJ頚部内・外面一横ナデ 細砂 10％

須恵器

り返している。 胴部外面一平行叩き目

内面－ナデ

普通

にぷい黄橙色

4

瓶形　土器C（14．0）底部は五孔式と思われる。胴部はほぼ直胴部外面－ナデ 砂粒 20％

娼虚器

線的に外し方へ立ち上がる。 内面一ナデ 普通

灰褐色

5

台付長頗D（6．3）胴部は内攣気味に外」二方へ立ち上がり，底部一高台貼り付け後横ナデ細砂 5％

壷形土器E　　O．6 肩部で内傾する。 体部内・外面一機ナデ 良好
庚粕陶器 高台は短く外下方へのぴる。 下端－LHl転へラ削り

6

台付長顔D（8．2）胴部は内轡気味に外上方へ立ち上がる。底部一回転糸切り後，高台貼細砂 10％
壷形土器E　O．85 高台はド方に短くのぴ，端部に面をなす。り付け　体部下半－Lpj車云ヘラ良好 内部底部に

娼恵器

削り　台部内・外商と胴部ド

鵡一横ナデ

噌尿黄色自然相

7

台付長頸D（10．4）胴部は内争学しながら外上方へ立ち上がる。底部一国転へラ削りの後高台砂粒・紳砂30％

壷形土器

須恵器

E　　O．85 高台は外下方へ短くのび，端部に面をなす。貼り付け 普通

尿色

8

聾形　土器

土師器

A　18．7 胴部上位はやや張り，U頸部は「コ」の口縁部内・外面一様ナデ 砂粒・男雲15％

字を呈する。 胴部外面上位一横位　中・下

位一縦位のヘラ削り

胴部内面－ヘラナデ

母末

普通

明赤褐色

9

聾形　土器A　18．6 U頚部の破片。 口縁部内・外面一様ナデ 砂粒 20％

土師器

器厚は薄く，U頸部は「コ」の字状を呈す胴部外面一横位のヘラ削り普通

る。 内面－ヘラナデ 招色

10

頚形　土器

上帥器

A（16．0）L」頚部は「コ」の字状を呈する。 ‖縁部内・外面一横ナデ

胴部外面上位一横位のヘラ削

り　内面上位－ヘラナデ

砂粒

普通

赤帽色

10％

11

頚形　土笛

土師器

A（17．8）け頭部破片。 目線部内外面一横ナデ 砂粒 5％

丸く慮った胴部からl磯部は大きく外反し，胴部外面一縦位のヘラ削り良好

端部を上方につまみ出し丸くおさめている。 内面一横位のヘラナデ

ロクロ田転方向は右

にぷい橙色

12

婆形　土器A（18．0）け頭部破片。 ‖縁部内・外面一横ナデ 砂粒 5％

土価器

丸く張った胴部から＝綾部は大きく外反す

る。

胴部外面一縦位のヘラ削り

内面一指によるナデ付け

良好

にぷい橙色
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図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎上・焼成・色調 備　 考

13

婆形　 土器

須恵 器

C （14 誹 底部 は平底 でタ　わず かに外反 しをが ら外 体部外 面…縦 位の平 行叩 き 砂粒 4 0％

上 方へ立 ち上 が る。 下端 … ヘ ラ削 り

内 面－ ナデ

普通

族 黄褐 色

14

長頸 瓶 Å　　 6 ．3 底 部 は平底 で努　胴部 は内 攣気味 に外上 方 底 部 一右 回転利 用の 回転糸 切 砂粒 ・細 砂 95 ％

形土 器

頂点 器

B　 19 ．2 に立 ち上 が り， 肩部 で内傾 す る。 頭部 は外 り　 内 0 外面 の水挽 き痕 は弱 普 通

C　　 5．8 反 しな がら外上 方へ のび H 縁 部へ 至 り，璃 い　 体部 に整形 の不備 の修正 灰 色

部 は丸 い。 する縦 のナデ が 1 条 み られる

15

球 形　 土 器

頂恵器

Å （13 ．0 ） 底部 は平底 で， 体部 は器 厚 を減 じを が ら 底盈トつ妙転へ ラ切 り後 ，…一方 砂粒 ・細砂 50 ％

B　　 3 ．8 5 内攣気 味 に外 上方 へ立 ち上 が り， 口縁端部 向 の手持 ちへ ラ削 り　 体 部下 普通

C　　 7 ．0 は丸 い。 幸 一手持 ちへ ラ削 り　 外 面の

水挽 き痕 は強 目

にぷ い黄橙

色

1 6

土不形　 土器

頂点 器

Å　 12 ．5 底部 はや やあ げ底 を呈 し，体 部 は器厚 を 底部 …一方 向の手持 ちへ ラ削 砂粒 ・細砂 70％

B　　 4 ．3 減 じなが ら， ほば直 線的 に外上 方へ 立 ち上 り　 体 部下端 …手持 ちへ ラ削 普通 外面粘土 紐

C　　 7 ．0 が り， 「摘豪端部 は 丸い。 り　 外 面は水 挽 き痕 は弱 く，

内面 ではやや強 昌で あ る。

灰 色 巻 き上 げ痕

が見 られ る

17

球 形　 土器

項恵 器

Å　 13。2 底部 は平 底 で，体部 は外 上方 へ立 ち上 が 底 部 …一方向 の手持 ちへ ラ削 砂 粒 100 ％

B　　 3p9 り， ［識者端 部 は丸 い。 り　 体部 下半 一底部 に向 かっ 不良 底部 内面 に

C　　 6 ．0 て斜 位 の手持 ちへ ラ削 り 褐色 漆付 着

18

球形　 土 器

頂 点器

Å （13 ．6） 底部 は平底 と思 われ芦　体 部は ほば直線的 口縁 部内 0 外面 一様 ナデ 砂粒 ・細砂 10 ％

B　　 4 ．2

C （ 7 ．2 う

に外上 方へ立 ち上 が る。日縁 端部 は丸 い。 体部 下半 一手持 ちへ ラ削 り

外面 中位 には，水挽 き痕

が残 る が内 面 は弱 い

普通

灰 白色

19

球 形　 土器

須恵 器

A （1L 8） 底部 は平底 で，体 部 はほぼ 直線的 に外上 底部 …手持 ちへ ラ削 りで，切 砂粒 ・細砂 10％

B　　 3 ．95

C （ 5 4 ）

方 へ立 ち上 がる。 射堆 L は不 明

体部下 端 一手持 ちへ ラ削 り

普通

灰 白色

20

球 形　 土器

須恵 器

Å （ユ2 凍 底 部 はやや あげ底 を呈 す るもの と思 われ， 底部 は一方 向の手持 ちへ ラ削 砂 粒 ・拙 砂 30 ％ i

拐　　 寸．l

C （ 5。3）

休部 は内攣 気味 に外 上方へ 立 ち上 が る。 り　 休部 下端 …手持 ちへ ラ削

り　 体部 上半 及び内 面は， 水

挽 き痕 が残 らない。

良好

灰 色

21

稀府　 士 器

須 恵器

Å （12 潮 底部 は あげ底 で，体部 は内攣 しなが ら外 底部 …一一ん一方向 の手持 ちへ ラ削 砂粒 ・拙砂 50 ％

B　　 3 ．9 上方へ 立 ち上 が る。 り　 体部下 半 …手持 ちへ ラ削 良 好 胎土 内 に気

C　　 5 ．8 り， 全体 に丁寧 を作 りで ある 灰色 泡

2 2

球 形　 土器

頂点 器

Å　 12 ．6 底部 は平底 で， 体部 は内攣 気味 に立 ち上 底部 …一方 向の 手持 ちへ ラ削 砂粒 （長 石・ 90％

B　　 4 ．3

C　　 6 ．0

が り， 日縁部 は丸 い。 り　 口縁部 内 ・外面 と体部 内 ・

外面 ∵桟 ナデ　 体部 下璃 一一手

持 ちへ テ削 り

石英 を含む）

やや 不良

黒色

23

球 形　 土器

土 師 器

Å　 13 ．8 底部 は平底 で，つ本部は内 攣 しなが ら外 上 底部 一一不定方 向の ヘ ラ削 り l砂 粒 100％

B　　 4 ．4

C　　 6．9

方へ 立 ち上 が り， 口縁 端部 は丸 い。 体 部内 面 ・外 面上半 一回転 横

ナデ　 下 半 …斜 位 のヘ ラ削 り

普通

にぷ い橙 色

24

球形　 土 器

士 帥器

Å　 13 ．0 底部 は平 底 で，体部 は内 攣気味 に外上 方 底部 …手持 ちへ ラ削 り　 体部 砂 粒 ・細 砂 55 ％

B　　 3 。9

C　　 6 ．6

へ立 ち上 が る。 下 半… 手持 ちへ ラ削 り　 口 ク

ロ回転方 向は左 。

普 通

黒 褐色

25

球形　 土 器

士 帥器

A （13 ．4） 底部 はや や あげ底 を呈 し， 体部 は器厚 を 底部 …回転 糸切 り　 体部 下端 砂粒 ・細砂 40 ％二次焼

B　　 4 ．7

C （ 7 ．2）

減 じなが ら， 外上 方へ 内攣気 味 に立 ち上 が

る。

…右 回転利 用の 回転へ ラ削 り 普通

褐色

戌 によ る煤

付 着

26

整望形　 土器

須恵 器

Å　 15 ．8 体部 は直線 的 に外 上方 に立 ち上 が り， H 底部 …右回転 利用 の回転 へ ラ 砂粒 ・細砂 95％

B　　 3 ．6 縁端 部 は丸 い。 底部 は平 底で言 蔦台 は外下 削 りの後高台 貼 り付け　 H 縁 普通

り　　 9 ．0

E　　 O ．9

方へ の びる。 部 に焼 成時 のゆ がみあ り 灰 色

鉄製品（第92図－27・28）

27はほぼ完形の鎌である。基部上半を折り曲げている。刃部は大きく攣曲し，断面は三角形を

呈し，現存長は22．7crnである。
Lね　　　　　　よち

28は刀子で両端部が欠損する。刃と棟のrLhj側に区を有する。現存長は7．7cm・刃幅1．3cmであ

る。
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第90図　第6号住居跡出土遺物実測図（l）
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第91図　第6号住居跡出土遺物実測図（2）
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第92図　第6号住居跡出土遺物実測図（3）
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第謬号健腰静（第93図）

本跡はG2d2を中心に確認され，第2号住居跡の東側約25mに位置している。全体に撹乱を受け

逮存状態は意ら　北半分は土取りによって消滅している。

平面形は1辺5。20mの方形を呈するものと思われる。現存壁も撹乱を受けているが，外傾して

立ち上がり　壁高はmcm前後である。床面は全体に平坦でやわらかい。ピットは虻上立札の4か所

検出され，径20cm前後の深さ10～30cmである。配置には規則性がなく主柱穴は不明である。貯蔵

穴はタ東コーナー部に検出され，平面形は長径110cm魯短径95cmの楕円形を室しヲ深さ46cmで塊状に

振り込まれている。覆土は全体に撹乱を受けており，ロームブロックを多量に含む褐色土がはと

第錮園　第　号住居跡実測図

一一一一一一147－－一一一1

0　　　　　　　　　　　　　2m
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んどである。

遺物は少なく，南東壁中央部付近の床面から聾形土器（第94図－3）と塙形土器（第94図－1），

貯蔵穴内から塊形土器（第94図－2）が出土している。

出土土器観察表（第94図）

図 版

番 号
器　 種

域

法　 皇 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1 形　 土 器

慧

墳 形 土 器 l

A （14 ．6） 半球 形 を呈 し， 口綾 部 はやや 内偵 す る。 口緑部 内 ・外面 一横ナ デ 砂粒 60 ％
B　　 7 ．6 体部内 ・外 面－ ナデ 普通

赤色

内 ・外面全

体 に赤 彩

2
A　 15 ．2

B　　 6 ．2

C　　 5 ．5

C　　 4 ．3

底 部は 平底 で，伊 部 は内轡 しなが ら大 き ロ縁 部内 ・外 面一様 ナデ 砂 粒 8 5％
く開 いて立 ち上 が る。口緑 部 は短 く外 傾す

る。内 面の休 部 と口綾 部 の境 に稜 を有する。

休部 外面－ ヘ ラ削 り

内面－ ナ デ
普 通

にぷい赤色

3
底部 は平底 で，胴 部 は内轡 しなが ら大 き 胴 部外 面1 パ ケ 自 砂粒 20％

土師 器
く開い て立 ち上 が る。 内面 － ナデ 普通

淡橙 色

第94図　第7号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　10cm

』二一一一一一一一一十一一－二二二∃

第8号住居跡（第95図）

本跡はGlj7を中心に確認され・第1号井戸の東側約2m，第9号住居跡の北側約1mに位置し

ている。

平面形は長軸4・05m・短軸3・60mの隅丸長方形を呈し・主軸方向はN－0・を指している。壁は

外傾しており，立ち上がりは悪く，壁高は5cm前後である0床面は全体に平坦でよく踏み固めら

れている0特にカマド周辺から住居跡中央部にかけては堅い0ピットはR～Rの6か所検出され，

いずれも径20～30cm・深さ20～30cmであるo P3はやや東に寄っているが，ほぼ対角線上に位置す

るo B～Bが主柱穴と思われる0カマドは北壁中央部に付設されているが，天井部・袖部とも崩

壊しており，推定で長さ約100cm・幅約95cmである。北壁を45cmほど切り込み，火床は床を15cm
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ほど掘り込んでいる0覆土は西壁から南壁に沿って・幅1mほど撹乱を受けているほかは自然堆

積の状態を示し，ローム粒子・焼土粒子を含む暗褐色土が主である。

遺物は少なく，土師器の聾形土器や高台付球形土器などが出土し，カマド内からは須恵器の球

形土器（第96図－3）が出土している。

出土土器観察表（第96図）

抽　 種

法　　 豪 器　 形　 の　 特　 徴

丸 く 張 った 胴 部 か ら 口 緑 部 は 短 く外 反 す

手　 法 の　 特　 徴 胎土 ・焼成・色調 備　　 考

1
聾 形　 土 器

土 師 器

土不形　 土 器

A （1 8 ．4 ）

B （ 6 ．2）

口緑 部 内 ・外 面 1 構 ナ デ 砂 粒 5 ％

る 。

底 部 は 平 底 で ， 休 部 は ほ ぼ 直 線 的 に 外 上

胴 部 外 面 一 縦 位 の ヘ ラ 削 り 普 通

橙 色内 面 1 ナ デ

2 A　 1 2．4

B　　 3 ．7

底 部 一 不 定 方 向 の 手 持 ちへ ラ 砂 粒 1 0 0 ％
方 へ 立 ち 上 が る。 口 縁 部 は や や 外 反 す る。 削 り　 休 部 下 端 一 手 持 ち へ ラ 不 良

橙 褐 色
C　　 5 ．8 端 部 は 丸 い。

底 部 は 平 底 で ， 休 部 は 内 管 気 味 に 外 上 方

削 り　 内 ・外 面水 挽 き痕 は弱 い 。

3
A　 1 3 ．5

B　　 4 ．3

底 部 調 整 不 明 砂 粒 り 」、礫 1 0 0 ％
へ 立 ち上 が る。 口 緑 部 は わ ず か に外 反 し， 休 部 下 端 一 手 持 ち へ ラ 削 り 普 通

に ぷ い 褐 色

砂 粒

C　　 5．3 端 部 は 丸 い 。 内 ・外 面 の 水 挽 き痕 は 弱 い

4

高 台 付

球 形 土 器

D　　 7 ．8

E　 l ．4

高 台 は 外 下 方 へ の び 端 部 は 丸 い 。 底 部 外 面 一 様 ナ デ　 内 面 － へ
2 0％

土 師 器

高 台 付

棒 形 土 器

土 師 器

フ 磨 き　 台 部 内 ・外 面 一 様 ナ

デ　 高 台 は 貼 り付 け

普 通

黒 色

内 面 黒 色 処

理

5
D　　 7 ．0

E　 l ．4 5

荷 台 は 外 下 方 へ の び 端 部 は 丸 い 。 底 部 ・台 部 内 ・外 面 一 横 ナ デ

高 台 は 貼 り 付 け

砂 粒

普 通

褐 灰 色

3 0 ％

第96図　第8号住居跡出土遺物実測図

主二王≡∈4

2＝：巨頭5

10cm
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第9号住居跡（第97図）

本跡はHla7を中心に確認され，第8号住居跡の南側約1mに位置している。

平面形は長軸4・40m・短軸3・65mの長方形を呈し，長軸方向はN－60LEを指している。壁は
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第97図　第9号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿抽＿　＿＿－＿　i＿　　　　　；

外傾して立ち上がり，壁高は5～10cmである。床はほぼ平坦でやわらかい。ピットは質～島の5

か所検出され，いずれも径は約20cmの深さは銭の36cmを除いて20cm前後である。このうち対角線

上に位置する精一偽が主柱穴と思われる。住居跡中央部よりやや北寄りに炉跡が検出されている。

平面形は長径47cm。短径42cmの楕円形を墨し，床を6cmほど皿状に掘り込んでいる。焼土の量

は少ないが，炉床はよく焼けており堅い。覆土は確認面から床面までが浅く，1層である。一部

撹乱が認められるが自然堆積の状態を示し，炭化粒子やローム粒子を含む暗褐色土である。

遣物は少なく，土師器が出土している。中央部床面から婆形土器（第98図－2）がつぶれた状

態で出土し，炉跡の西側の床面から台付婆形土器（第98図－1），北西壁の西コーナー部寄りの床

面からほ高棒形土器の球部（第98図－5）が出土している。
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出土土器観察表（第98図）

図 版
番 号 器　 種

台付碧形

法　 皇 器　 形　 の　 特　 徴

⊥ヽ

手 法　の 特 徴 胎土儲成・色調 備　 考

1 口付　 形
土器

／ ロ部欠礼 胴部はやや長胴 を呈 し，口緑
血　　　　　　 ヵ1m

口緑部内 ・外面－パケ目 砂粒 50％

土師器

聾形　 土器

土師器

郡は外反し がゞら開く。 胴部外面－パケ日

内面－ヘラナデ

普通

灰褐色

外面に煤付

着

2
A （17．8） 胴部はほぼ球形を呈し，ロ緑部は外反 し 口縁部内 ・外面一様ナデ 砂粒 30％

ながら外上方へ立ち上がる。 胴部外面一斜位のパケ目

内面－ヘラナデ
普通

明赤褐色

第98図　第9号住居跡出土遺物実測図
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図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

3

聾形　 土器

C　　 5．5

底部は平底で，胴部は内轡しながら外上 底部内面…パケ目 砂粒 30％

土師器
方へ立 ち上がる。 胴部外面－パケ目 普通

にぷい赤褐色

4

婆形　 土器 C　　 5．5 底部はあげ底 を呈 し，胴部はほぼ球形 を 胴部外面…ナデ 砂粒 35％

土師器
なす。 内面…ヘ ラナデ 普通

赤褐色

5

高塚形土器

土師器

A　 20．6 体部はやや内轡気味 に大 きく開いて立 口緑部内 ・外面一様ナデ 砂粒 35％
上がり，そのまま目線部に至る。 体部内 ・外面…ナデ 不良

にぷい橙色

内 ・外面赤

彩

第柑考住居跡（第99図）

本跡はGlh3を中心に確認され，第4号住居跡の南西側約4m，第6号住居跡の北西側約3mに

位置している。西側部は調査区域外へ延びている。

平面形は3。60mxOmの隅丸方形を呈するものと考えられ，主軸方向はN－26Lwを指してい

る。壁はやや外傾して立ち上がり，壁高は南壁で13cm，北壁で21cmである。東コーナー部付近は

撹乱を受け立ち上がりほ不明瞭である。床面は撹乱のため東コーナー部付近にやや凹凸が見られ

るが，ほぼ平坦でやわらかである。南東壁の中央部から北に向かって幅約50cme長さ約1m範囲

は堅く踏み固められており，出入口部と思われる。ピットは検出出来なかった。住居跡中央部か

第鱒図　第柑号住居蹄実測図

－153－
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ら約50cm東寄りに炉跡が検出され，平面形は

長径53cm・短径47cmの楕円形を呈し，床を

12cmほど皿状に掘り込んでいる。焼土量は少

なく炉床もあまり焼けていない。覆土は，ロ

ームブロックを多量に含む暗褐色土が主であ

り，人為的に埋め戻されたものと思われる。

遺物は少なく，東コーナー部付近の床面か

ら土師器の要形土器（第100図－1）が出土し

ている。
0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　；　　一一」

第100図　第10号住居跡出土遺物実測図

出土土器観察表（第100図）

図 版

番 号 器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

壌形　 土 器 A （14 ．2） 丸 く張 った胴部 か ら口緑部 は 「く」の 字 口緑部 内 ・外 面－ パ ケ目 砂粒 20 ％

土師 器
状 に開 く。 胴 部外 面－パ ケ 目

内 面－ヘ ラナ デ
普通

にぷ い橙色

第11号住居跡（第83図）

本跡はGlg8を中心に確認され，第4号住居跡の東側約10m，第8号住居跡の北側約9mに位置

している0第5・12号住居跡と重複しているが，本跡は第12号住居跡の上に構築され，第5号住

居跡に切られていることから，第12号住居跡より新しく第5号住居跡より古いものと思われる。

平面形は長軸4．65m・短軸4．25mの方形を呈し，長軸方向はN－7．5LEを指している。壁は

外傾して立ち上がり，壁高は約15cmである。床は第5号住居跡とほぼ同じレベルで堅く，平坦で

ある。ピットはB・B・B一誌

の11か所検出されているが，第

5・12号住居跡と重複のため，

本跡に伴うものかどうか不明であ

る。北西コーナー部に位置するピ

ットは，長径105cm・短径80cm・深

さ43cmの規模から，本跡の貯蔵

穴かと思われる。北壁中央部に

は少量の焼土が認められ，カマ

ドを有していたと思われる。覆

土は，耕作による撹乱を受けて

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　；　　＿∃

第101図　第11号住居跡出土遺物実測図
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おり，ロームブロックを含む黒褐色土やローム粒子を多量に含む褐色土が混じり合っている。

遺物は少なく，土師器の婆形土器（第101図－1）や棒形土器片が貯蔵穴の東側から出土している。

出藍藍器観察表（第101図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

聾形　 土 器

土 師器

Å （1 3 ．6） 胴 部上位 が張 り， 目線部 は短 く外 反 し， 口緑 部内 ・外面 一様 ナデ 砂 粒 20％
端部 に面 をを す。 胴部 外面 上位 は縦 位， 中 ・下

位 は斜 位 のヘ ラ削 り

胴部 内面 …ナ デ

普 通

明赤褐色

第帽号住居跡（第83図）

本跡はGlg8を中心に確認され，第4号住居跡の東側約10m，第8号住居跡の北側約9mに位置

している。第5el1号住居跡と重複しており，本跡の上に第5el1号住居跡が構築されているこ

とから，本跡の方が最も古いと思われる。

平面形は長軸3。90m e短軸3。25mの長方形を皇し，長軸方向はN－12Lwを指している。壁は

外傾しているが，立ち上がりは悪く，壁高は約10cmである。床はやや凹凸があるが，全体によく

踏み固められている。ピットは蛾～n2の6か所検出されているが，規則性がなくタ第5。11号住

居跡と重複しているため，本跡に伴うものかどうか不明である。炉跡もカマドも検出されていな

い。覆土は，全体に貼り床にされたローム土が堅く締まって堆積しており，板状にはがれる。

遣物は出土していない。

第柑号住居跡（第102図）

本跡はGlj3を中心に確認され，第6号住居跡の西側約2mに位置している。西側部分は調査区

域外へ延びている。

平面形は3・85mX0mの隅丸方形を呈するものと思われ，主軸方向はN－00を指している。壁は
′

やや外傾して立ち上がり，壁高は35～45cmである。床は平坦で堅く，カマドの前から南壁中央に

かけての幅2mほどの範囲はよく踏み固められている。棒に南壁中央の玖e札の周囲は2～3。m

床面が盛り上がっていて堅く，出入口部かと思われる。ピットは玖～亀の4か所検出されたが，

いずれも南に片寄っており主柱穴ではないと思われる。カマドは北壁中央部に付設されているが，

擾乱を受けて全く原形を残さず，床面に少量の焼土が堆積しているだけである。長さと幅は不明

であるが，北壁を約100cm切り込んでいる。覆土は，ロームブロックや黒色土ブロックを多量に含

む暗褐色土が複雑な層をなしており，埋めもどされたものと思われる。

遺物は土師器の婆形土器，球形土器が出土している。須恵器は球形土器のほかに，南壁中央部

付近の覆土からほぼ完形の盤形土器（第103図－7），カマドの東側の覆土から高盤形土器（第103図
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第102図　第13号住居跡実測図

ー6）が出土している。

出土土器観察衷（第103図）

0　　　　　　　2m

」二二一」二二二二二二＿」

図版

番号
器　種 法　 量 器　形　 の　特　 徴 手　法　の　特徴 胎土・焼成・色調 備　考

1

聾形　土器

土師器

A （24．0） 胴部は丸く張り，頭部はややくびれる。 日額部内・外面一様ナデ 砂粒 10％

目線部は外反気味に外上方へ立ち上がる。 胴部外面…横位のヘラ削り

内面－ナデ

普通

にぷい赤褐色

一一156－



第103図　第13号住居跡出土遺物実測図

一157－
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区‖坂

番 号 器　 種　　　 法　 家 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴
桓 志 鰯

備　 考

2
ニ′ 旗日　　 民で， n部は　 轡 しながb 外上 目線部内 ・外面一構ナナ 砂粒 85％

B　 30．4 方へ立ち上が り，上位から内傾する。目線 胴部外面…ヘラ削り 普通

赤褐色土師器　　 C　 6．2

球形　 土器 「A　O甘湖

部は直線的に開 き，全体に器厚が薄い。 内面－ヘラナデ

3
氏口　　 氏 ’　 。　　 瑞ヌ1味に夕上方 底部～手持 ちへラ削りで，切 細砂 ・雲母

やや不良

黄灰色

70％

火輝ありB　　 4．2

須恵器　　 C　 8．4

へ立ち上がり，中位 から直線的にのびる。

目線端部は丸い。
り離 しは不明，水挽 き痕は弱

め　 ログロロ　　　　 ま

4

5

球形　 土器　 A （14 ．3） 底部は平底で，体部と底部の境は不明瞭 底部…回転糸切 り後　 中央部 砂粒 ・細砂 30％
B　　 3．1 である。体部はほぼ直線的に外上方へ立ち I

に糸切り痕 を残 して，外周部

は右回転利用の回転へラ削 り

Lア
やや不良

灰白色
須恵器

棒形　 土器　 Å 13」

土師器

上がり，目線端部は尖る。

体部は内攣 L をがら大きく開いて立 ち上 目線部内 ・外面一様 ナデ 砂粒 40％
がり，日縁部は短 く直立する。 休部外面一雄 をヘラ削 り 普通

日　　　ヨ

内 ・外面に

霹4内面二へ ラミガキ

6

盤形　 土器　 Å （22。5）

須恵器

受け部のみ。体部は内攣気味 に大 きく開

き，日線外端部に面 をなす。
盤下部…回転へラ削 り後，脚

部貼 り付け。

砂粒 ・細砂

普通

灰色

30％

丁

間血し　こ／
B　　 4．7

0　 11．6
須恵器　　 E　 O ．8

旗日　　 民 、，烏口は短　　　 方へのひ，

端部は面ををす。体部は直線的に外上方へ
底部切 り離 しは不明であるカ㌔

切 り離 し後右回転利用の回転

へラ削 り，内 も外面の水挽 き
痕は弱い。

砂粒 ・細砂

普通

灰色

95％

立 ち上がる。

’、．′　＿　リ了「：いくi h′

8ほ鉄の茎部片である。断面は方形を皇し撃現存長は6。2。mである。

′‥．、．・・丁．′′く＋′㍉∴．ノ’

祁赤は紺酌を中心圭確認され　第蟻号住居跡の西側約5mに位置している。酎8号住居跡と重

複しているが　本跡が第柑号住居跡を切っており，本跡の方が新しいと思われる。

平面形は長軸3080mゆ短軸3075mの方形を室しタ主軸方向はN…00を指している。璧はやや外

傾して立ち上がり撃璧高は30～航mである。璧下には上幅翻5cme下幅縮Ocmの深さ約6cmの壁

溝が全属している。床面は全体として平坦でありタカマドの前から南壁中央部にかけての幅拙

mの範囲はタよく踏み固められている。棒に商壁中央部付近は堅く，周囲より3～4〔m高くをっ

ており出入日部かと思われる0ピットは虻上欄の3か所検出され，それぞれ径20～30cme深さ20

～30cmである。配置に規柵隻がなく主柱穴ではないと思われる○カマドほ北壁中央部に付設され
I

ているがタ天井部は崩落し離摘が残っているだけである。長さヱ航m㍗由幅110cmの焚口幅53cm

でタ北壁を翻00cmほど細長く切り込んでいる。火床は床を15cm掘り凹めており，輿望はゆるや

かに立ち上がっている。覆土は自然堆積の様相を皇し芦ローム粒子を含む黒褐色士が大部分で，

レンズ状に堆積している。

遣物は全体に少をいが，土師器の婆形土器片が多い。須恵器では婆形土器片と球形土器片がみ

られる。カマド内から土師器の婆形土器（第106図－3）が出土している。

－一つ京▼一一一



紗

魂戯

第104図　第14号住居跡実測図

出土土器観察表（第106図‾）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

［＿　　　　＿　　＿．コし　　　　　　　　・

図版

番　号
器　植 法　量 器　形　の　特　徴 手　法　の　特徴　　　 胎五億成増儲 備　考

1

礫形　土器

須恵器

目線部は外反しながら外上方へのび，ロ 目線部外面…横位のカキ目　　 砂粒e細砂 内面寸リー

縁璃部は外下方に突出する。 内面…桟ナデ　　　　　 良好 ブ灰色の自

灰色 然粕

2

土不形　土器

須恵器

D　　7．0 底部は突出する平底で，休部は内攣気味 底部一一方向の手持ちへラ削　砂粒・細砂40％

E　　O．5 に外上方へ立ち上がる。 りで，切り離しは不明，体部 不良 酸化畑焼成

外面の水挽き痕はやや強い　　浅黄色

3

意形　土器

土師器

C　　8．8 底部は平底で，胴部は内無気味に外上方胴部外面中位一縦位へラ削り　砂粒 40％

へ立ち上がる。 下位…横位へラ削り普通

内面…ヘラナデ　　　　　 にぷい橙色

一一1－1－1591－－1



②旦18・2m

くI

第105図　第14号住居跡カマド実測図

第106図　第14号住居跡出土遺物実測図

11

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ト一一ー－－ーー一一一1－」

10cm

土　　　；　　＿」

第15号住居跡（第107・108図）

本跡はHle6を中心に確認され，第19号住居跡の南側約3mに位置している。第16号住居跡と重

複しており，本跡の床面の方が第16号住居跡より約20cm低く，重複する部分は厚さ10～15cmのロ

ームを貼って第16号住居跡の床としていることから，第16号住居跡より本跡の方が古い。

平面形は長軸3・30m・短軸2・80mの長方形を呈し，主軸方向はN－21Lwを指している。壁は

垂直に立ち上がって・壁高は50～55cmである0床は平坦でよく踏み固められており，特にカマド

ー160－



から南壁にかけて約1．5mの幅は堅く，ゴツゴツしている。ピットは質と質の2か所検出されて

いるが，抗は第16号住居跡に伴うもので，本跡に伴うものはnだけである。質は径23cme深さ30

cmで，周囲は床面が2～3cm高くよく踏み固められている。カマドは北壁中央部に付設されてい

るが，ほとんど崩壊している。長さ117cm。幅94cmで，北壁を約80cm切り込み，火床は床を9cm掘

り凹めている。覆土はほぼ自然堆積の様相を呈し，黒褐色土が大部分で，最下層が暗褐色土であ

A

醜
〟・．・．・一一一一一一一一

E
一一一一u一一一一ノ・・一．－

D

F
‾－．－－

第107図　第15・16・17号住居跡実測図

－161一
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る。

遺物は少なく，カマド内から須恵器の球形土器（第109図－1）が出土している。

二　∴三二‾

S115

第108図　第15・17号住居跡カマド実測図

出土土器観察表（第109図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　 の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

球 形　 土 器

須 恵器

A （1 3 ．6） 底 部は平 底 で，体部 は内 轡気味 に外 上方 底部 …回転 糸切 り　 水挽 き痕 砂粒 2 5％

B　　 4 ．0

C （7 ．4）

へ立 ち上 が る。 は やや弱 い。 不 良

褐色

一一162－



第16号住居跡（第107図）

本跡はHlf6を中心に確認され，第14号住居跡の東側約5m，第21号住居跡の北側約4mに位置

している。第15・17号住居跡と重複しており，本跡は第15号住居跡の上に構成され，第17号住居

跡によって南東部が切られていることから，第15号住居跡より新しく第17号住居跡より古いと思

われる。

平面形は長軸4．90m・短軸4．40mの隅丸方形を呈し，長軸方向はN－82LEを指している。壁

は外傾して立ち上がり，壁高は30－35cmである。床は全体に平坦でそれほど堅くない。第15号住

居跡の床面が本跡より約20cm低いため，第15号住居跡と重複する部分は，厚さ10－15cmのローム

で貼り床をしている。西壁下と南壁下には上幅約22cm・下幅約13cm・深さ約6cmの壁溝が周回し，

北壁下には検出されなかった。溝内には径約10cm・深さ10－14cmのピットが15～30cmの間隔で多

数認められ，壁柱穴と思われる。ピットはB～Bの8か所検出され，いずれも径20－30cmで，深

さはP7の8cmを除いて22～28cmである。配置に規則性がなく主柱穴は不明である。Iちは第15号住ノ

居跡の床面まで達している。第17号住居跡と重複している部分には本跡のピットと思われるもの

は検出できなかった。北中央付近に焼土が認められたが，カマドの掘り込みは確認できなかった。

覆土は自然堆積の状態を示しており，ローム粒子を含む黒褐色土，暗褐色土が主である。また，

ほぼ床全体に炭化物と焼土が広がり，火災を受けていると推定される。

遺物は比較的少か）が，土師器の婆形土器片が多い。東壁付近の覆土から高台付球形土器（第

109図－2），南西コーナー部付近の覆土から槍飽（第109図－3）が出土している。

10cm

0　　　　　　　　　　　5cm

l　－＿　▼←　」

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　！

第109図　第15・16号住居跡出土遺物実測図

出土土器観察表（第109図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

2

高 台付

土不形土 器

土 師器

D　　 8 ．9 高台 は外下方 への び，端 部 は丸 い。 底部 内面 －ヘ ラ磨 き

高台 は貼 り付 け

高台 内 ・外面 一機 ナデ

砂粒

普通

橙 色

35％

－163－



鉄製品（第109図－3）

3は槍銀で，両端部が欠損する。弓状に反り，断面は三角形を呈する。現存長は9．1cmう欄L8

cmである。

第膵号住居跡（第107の108図）

本跡は机録を中心に確認され。第21号住居跡の北側約3町第20号住居跡の西側約7mに位置

している。第16号住居跡と重複しているが，本跡が第16号住居跡を切り込んでいることから，本

跡の方が新しいと考えられる。

平面形は長軸2・70m e短軸2・30mの長方形を室し，主軸方向はN－81LEを指している。璧は

やや外傾して立ち上がる。壁高は西弓ヒ壁は重複のため不明であるが，東e南壁は50～55cmであ

る。壁際を除いて床面の大部分が非常に堅くゴツゴツしている○ピットは壇0。壇1の2か所が検

出され，いずれも径20cmバ采さ約30cmであるが，北壁下に位置しており主柱穴とは考えられない。

カマドは東壁中央部からやや北寄りに付設され，長さ183cme幅114cme焚瑚昌甜cmで，東壁を約

125cm細長く切り込んでいる。奥壁はゆるやかな傾斜で立ち上がり，火床は床を3cmほど掘り凹め

ている。覆土は自然堆積の状態を呈しており，大きく3層に分かれ，下から暗褐色土砂黒褐色土

e黒色土が堆積しており，車砂下層はロ…ム粒子や炭化粒子を含んでいる。床面には全体に焼土

が広がり，柱状の炭化物が見られ，火災を受けていると推定される。

遺物の出土は多く，土師器の婆形土器が南壁中央部付近床面（第111図－9）やカマド（第110

図－2）から出土しタ須恵器の婆形土器（第110図－1）や台付長頸壷形土器（第m図上弓3）もカ

マド内から出土している。そのほか土師鼠須恵器の球形土器や高台付球形土乳南壁中央部付

近の覆土から釘（第111図－14～17）が出土している。

出藍患器観察喪（第110elll図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土・焼薗・色調 備　 考

1

療 形　 土 器

須恵 器

A （26 ．2 ） 体部 は内 轡 しなが ら外 上方 へ立 ち上 がり， 口縁部 内 ・外 面一様 ナ デ　 体 砂粒 4 0％
上 位 で少 し内傾 す る。 口縁 部 は外反 しなが 部 外面上 半～縦 位の平 行叩 き 普 通
ら開 き， 端部 は上方 へつ まみ 出 されている。 下 半一横位 のヘ ラ削 り　 休部

内 面～ヘ ラナ デ
にぷ い橙 色

2

療形　 土 器 C　　 6．0 底 部は平 底 で，胴部 は内 攣 しなが ら外土 胴部 外面土 ・中位 一縦位 のへ 砂粒 ・細砂 35 ％

土 師器
方へ 立 ち上 が り， 上位 か ら内傾 す る。 ラ削 り　 下位 一横位 の ヘ ラ削

り　 胴部 内 面－ヘ ラナ デ

普通

明褐色

3

棒 形　 土器

須恵 器

A　 13 ．8 底部 は平底 で言 本部 は内轡 気味 に外上 方 底 部 …一方向 の手持 ちへ ラ削 砂粒 ・細 粒 8 0％
B　　 4．2 へ 立 ち上 がる。目線 部 はわず か に外 反 し， りで，切 り離 しは不 明　 休部 不良 酸化焔焼 成
C　　 5．4 端 部は 丸い。 下 単一手 持 ちへ ラ削 －り　　 ロ

クロ　 回転 方向 は右

にぷい黄橙色

4

球形　 土 器 A　 12 ．8 底 部 は平底 で，体部 は内 攣気味 に外 上方 底部 一不定 方向 のナ デで，切 砂粒 ・細砂 95 ％

須 恵器
B　　 4．2 へ立 ち上 が り，体 部中 位は 器厚 が薄 い。 日 り離 しは不 明　 休部 下端 一手 不良 酸化焔 焼成

C　　 4．3 縁 端 部は 丸い。 持 ちへ ラ削 り 浅黄色 二次焼 成

一一16′・1一



第110図　第17号住居跡出土遺物実測図（1）
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図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　特 徴 胎上磯成・色調 備　 考

5

球形　 土器 A　 14 ，2 底部は平底で，休部は内轡気味に立ち上 底部一一方向の手持 ちへラ削 砂粒 ・細砂 40％

B　　 3 ．85 がり中位からやや外反する。ロ緑地部は丸 りで，切 り離 しは不明　 休部 不良 酸化焔焼成

須恵器

C　　 5 ．6 い。 下半一手持 ちへラ削 り　 口ク

ロ回車云方向は右

黒褐色

6

士不形　 土器 A　 14．3 底部は平底で，休部は内轡気味 に外上方 底部一一方向の手持ちへラ削 砂粒 ・細砂 60％

B　　 4．8 へ立ち上がり．休部中位は器厚が薄い。 りで，切り離 しは不明　 休部 不良

須恵器

C　　 5．3 口緑地部は丸い。 下半一手持 ちへラ削り　 口ク

ロ回転方向は右

灰色

7

高台付 A　 15．8 体部は内轡気味に大 きく開き，高台は外 ロ縁部内 ・外面一様ナデ　 体 料粒 50％

球形土器 B　　 4．3 下方へのびる。 部外面一回転へラ削 り　 内面 普通

土師器 D　　 6．5 ーヘラ磨 き　 高台は貼 り付 け 灰赤色

8

高台付 ／ 休部は内管 しながら外上方へ立ち上がる。 休部下端一手持 ちへ ラ削 り 砂粒 35％
球形土器 内 ・外面の水挽 き痕は弱い 普通 内面黒色処

土師器 高台は貼 り付け にぷい黄橙色 理

9

姿形　 土器

土師器

A （19．8） 胴部は丸く張 り，口緑部は短 く外反する。 口緑部内 ・外面一様ナデ 砂粒 20％

口線外端部に凹線 をめぐらしている。 胴部外面一縦位のヘラ削り

内面－ナデ

普通

にぷい褐色

10

褒形　 土器 C （7．2） 底部は平底で，胴部は内轡気味 に外上方 底部 ・胴部外面一横位のヘラ 砂粒 10％

土師器
へ立 ち上がる。 削 り　 内面－ナデ 普通

にぷい橙色

11

球形　 土器

須恵器

A （17．2） 体部は内轡しながら外上方へ立ち上がり， 体部下半1 回車云ヘラ削 り。内 砂粒 ・細粒 20％

口緑端部は丸い。 面一横位のヘラ磨 き。ログロ

回転方向は右。

やや不良

黄灰色

二次焼成

ノ

0　　　　　　　　　　　10cm
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第111図　第17号住居跡出土遺物実測図（2）
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図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

12

高台付 A　 14．5 休部は内攣気味に外上方へ立ち上が り， 底部から体部下半 にかけて回 砂粒 。細砂 50％
球形土器 B　 15．8 目線端部は丸い。高台は外下方へのび，端 転へラ削り後高台貼 り付け 不良 酸化焔焼成

須恵器
D　　 7．7 部に面 をなす。 底部切 り離 しは不明　 ロクロ

回転方向は右
にぷい黄色 二次焼成

13

台付長頸壷 D　　 9．5 休部は内轡 しながら外上方へ立ち上がる。 体部外面 ・下端…回転へ ラ削 細砂 ・細礫 45％
形土器

須恵器

E　　 O ．9 高台は外下方へのびる。 り。高台は貼 り付け　 内 ・外

面の水挽 き痕は弱い

普通

にぷい橙色

二次焼成

鉄製品（第111図－14～17）

14～17はいずれも釘で，断面形は方形を呈する。

14はゆるく曲がっており，頭部を欠損する。現存長は5。6cmである。

16は上部を欠損し，現存長は4。5cmである。

15。17は先端部を欠損し，頭部が屈曲する。現存長は15が4．5cm，17が5。2cmである。

第柑号住居跡（第112図）

本跡はⅢ1e3を中心に確認され，第19号住居跡の南西側約9mに位置している。第14号住居跡と

重複しており，第14号住居跡が本跡の南壁を切っていることから，本跡は第14号住居跡より古い

と考えられる。本跡の西側部分は調査区域外へ延びている。

平面形は方形を呈するものと思われ，東壁の長さは4。95mであり，長軸方向はN－23Lwを指

している。南e北e東壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は東で約26cm・北で36cmo南で30。mであ

る。壁下には壁溝が検出され，おそらく全周していると思われる。上幅13cm。下幅6cme深さ約

5cmであるが，東壁中央部約1mは上幅e下幅とも5cmほど広くなっている。床は全体に平坦で

凹凸は少なく堅い。南壁の中央部から住居跡内に向かって，壁溝と同規模の溝が約80。m延びており，

その先端に径15cme深さ14cmの島があり，間仕切りの溝かと思われる。この溝の西側の幅約5蝕m，

長さ約70cmの範囲の床は周囲より約4cm前後高くよく踏み固められており，出入日部かと思われ

る。ピットは珂「」鴎の5か所検出され，P巨『卦はいずれも径25cm。深さ50～76cmでしっかりして

おり，配置から主柱穴と思われる。質は平面形が径約50cmの円形を呈し，深さが46cmで塊状に掘

り込まれており，貯蔵穴かと思われる。住居跡中央部のやや北寄りに炉跡が検出されたが，西側

半分は調査区域外にかかっている。平面形は径約60cmの円形で，床面を15cmほど掘り込んでいる。

焼土量が多くよく使用したと思われ，炉床は焼けてブロック状を呈している。覆土は大きく2層

に分かれ，上層はロームブロックを多量に含む撹乱で，下層は焼土粒子e炭化物を含む黒褐色土

で自然堆積の状態を呈している。床面には焼土の広がりや柱状の炭化材も見られ，火災を受けて

いると思われる。

遺物は，土師器の婆形土器や球形土器が出土し，東コーナー付近の床面から鎌（第113図－6）

が出土している。
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第112図　第18号住居跡実測図
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出土土器観察表（第113）

0　　　　　　　2m

L l・・－　「　∃

図版

番号
器　種 法　量 器　形　の　特　徴 手　法　の　特徴 胎土・焼成・色調 備　考

1

聾形　土器

土師器

A （25．6） 口緑部は外反しながら立ち上がり，胴部 目線部内・外面と胴部外面－砂粒 20％

は球形を呈するものと思われる。全体に器丁寧な斜位のナデ 普通

厚は薄い。 胴部内面－ヘラナデ 褐色

2

要形　土器

土師器

A （17．8） 口緑部「く」の字状に開く。 口緑部内・外面一様ナデ

胴部外面－パケ目

内面－ナデ

砂粒

普通

淡黄色

10％

3

高ま不形土器

土師器

A ．23．7 体部はほぼ直線的に外上方へ立ち上がり，稀部内・外面一丁寧な縦位の 砂粒 40％

そのまま口緑部へ至る。 ヘラ磨き 普通

橙色

4

壷形　土器

土師器

口緑部片。有段目緑をなす。 外面一横ナデ後口唇直下にパ

ケ目　段直下に2個1単位の

円形刺突文　内面－ヘラ磨き

砂粒

普通

にぷい赤褐色

5％

5
高球形土器

土師器

A　　9．7 塚部は半球状を呈する。脚部を欠損する。稀部内・外面一丁寧なナデ 砂粒・普通

明褐灰色

40％

一一一l一一一168－
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第113図　第18号住居跡出土遺物実測図
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鉄製品（第113図－6）

6は鎌で完存品である。基部上半を折り曲げている。長さは13．7cmである。

第19号住居跡（第114図）

本跡はHld6を中心に確認され，第9号住居跡の南西側約7m，第15号住居跡の北側約4mに位

置している。

平面形は長軸約4・60m・短軸約3．60mの長方形を呈するものと思われる。長軸方向はN－20L

－169－



Wを指している。床面が露出して確認され，壁の立ち上がりほない。床面は平坦で全体に堅い。

ピットは藩主立精の5か所検出され，いずれも穫40～50cm儲深さ56～69cmでしっかりしたものであ

るが，配置に規則性がなく主柱穴は不明である。住居跡中央のやや南寄りに炉跡が確認された。

平面形は長径85cmの短径75cmの楕円形を皇し芦　床面を15cm撮り凹めている。内部には焼土が充満

し芦　炉床は焼けて硬化している。

遺物はほとんど出土せず，床面から土師器の婆形土器片9片が出土しただけである。
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第114図　第19号住居跡実測図
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第29号住居跡（第1150116図）

本跡はmlf9を中心に確認され，第17号住居跡の東側約7mに位置している。

平面形は長軸3．75m e短軸3．60mのほぼ方形を墨し，主軸方向はN－00を指している。壁はや

や外傾して立ち上がり，壁高は25～35cmである。南東コーナー部付近と，北壁のカマドから北東

－170…
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第m図　第調号住居跡カマ粁実測図

コーナーにかけての壁下を除いて壁溝が周回しており，上幅約20cm・下幅約13cme深さ約5cmで

ある。床は全体によく踏み固められて堅く，住居跡中央部は周辺より床面が約5cm高くなっている。

ピットは住居外に凰～協の10か所，住居内に凰1～壇8の8か所検出された。Pl～玖0は主軸に対

称に配置されており，質を除いて径30cm前後である。深さは33～107cmと差があるが，左右対応す

るピットの深さはほぼ同じであることから，上屋を支えるものと思われる。壁下のP14eP15eP18は

壁柱穴かと考えられる。本跡はカマドと炉を有している。カマドは北壁中央部約0。5m東寄りに付

設されており，天井部はなく，袖部もわずかに残っているだけである。推定で長さ145cm，幅140

cmで，北壁を細長く110cm切り込み，火床は床を13cmほど掘り凹めている。炉跡は東壁寄りに位

置し，平面形は長径57cm・短径47cmの楕円形を呈している。炉床は床を8cmほど掘り凹め，堅く

焼き締まっており，内部にはブロック状の焼土が充満している。覆土は自然堆積の状態を呈して

おり，ローム粒子を含む黒褐色土が主である。

遣物は土師器の婆形土器が，カマド内（第117図－1）や炉跡南側の床面（第117図－4）から

出土し，完形の球形土器（第117図－6）が南壁中央部付近の床面から出土している。

出土土器観察表（第117図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備 ・考

1

聾 形　 土 器

土師 器

A （21 ．2） 胴部 は 丸 く張 る。 口緑 部 は 「く」 の字状 口緑 部 内 ・外 面 一様 ナ デ 砂粒 20％

に開 き，外 端部 に面 をなす。 胴 部外 面一縦 位の ヘ ラ削 り

内 面－ ナデ

普通

橙色

2

襲 形　 土 器

土師 器

C　　 9 ．1 底部 は平 底で， 胴部 は内轡 しなが ら立 ち 胴 部外 面…横 位の ヘ ラ削 り 砂粒 ・小石楽 40％

上 がり，長胴 を呈 す る。 内 面－ ナデ 普通

橙色
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第117図　第20号住居跡出土遺物実測図
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図 版

番 号
器　 種 法　 家 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴 船上・焼成・色調 備　 考

婆形　 土器 Å　り甘凍 底部は平底で，胴部は内轡 しながら外土 目線部内 ・外面一柑「十デ 砂粒 50％

3
B　 16．2 方へ立 ち上がり，中位から内傾する。口縁 胴部外面一十 ・中位は碇位 普通

C　　 7．5 部は 「く」の字状に開 き，端部 を上方につ 下位は横位のヘラ削り 橙色

土師器 まみ出 している。 内面…ナデ

聾形　 土器 Å　 15．0 底部は平底で，胴部は内轡 L をがら外上 目線部内 ・外面…桟ナデ 砂粒 90％

4
B　 15．4 方へ立 ち上がり，中位から内傾する。目線 胴部外面一十 ・中位は範位 ・ 普通

C　　 7．4 部は 「く」の字状に開き，目線端部を上方 下位は横位のヘラ削 り にぷい橙色

士帥器 へつまみ出している。 内面－ナデ

球形　 土器 Å　 12 ．3 底部は平底で，体部は直線的に外上方へ 底部一一・一方向の手持 ちへラ削 砂粒 80％

5

士帥器

B　　 3．9 立ち上がる。 りで，切 り離 しは不明 普通

C　　 5．0 体部下塘…手持 ちへラ削り にぷい橙色

球形　 土器 Å　 12．0 底部は平底で，体部は外反気味 に外土方 底部…一・一方向の手持ちへラ削 砂粒 100％

6

土師器

B　　 3．15 へ立 ち上がる。 りで，切 り離しは不明 普通

C　　 5．4 体部下端…手持 ちへラ削り にぷい橙色

棒形　 土器 A （12．4） 底部は平底で，体部は内攣気味に外上方 底部一一方向の手持ちへラ削 砂粒多 50％

7

土師器

B　　 3．7 へ立ち上がる。 りで，切り離 しは不明 普通

C　　 6．0 体部下端…手持 ちへラ削 り

口グロ回転方向は右

橙色

高台付 体部は内攣 しながら外上方へ立 ち上がり， 体部下璃巨頭射落へラ削 り 砂I粒 30％

8 球形土器 高台は外下方へのびる。 高台は貼 り付 け 普通

土師器 内 も外面の水挽 き痕は弱い 淡赤橙色

第21号住居跡（第118図）

事跡はⅢ短を中心に確認され，第22号住居跡の北東側約　m　第膵号住居跡の南側約3mに位

置している。

平面形は長軸3。90m魯短軸3。70mの隅丸方形を望し，主軸方向はN…17。5Lwを指している。

壁は垂直に立ち上がり，壁高は50cm前後である。北壁を除いた各壁下には璧溝が属回しておりタ

土幅約23cm。下幅約12cmの深さ約8cmである。床は平坦でありタ　東e西壁に沿った40～50cm幅の

範囲を除いて，よく踏み固められて非常に堅い。ピットは玖～壇の4か所検出され，野上亙ち㍉鴎

はいずれも径約70cmと太きいが　深さは　～蟻cmと浅く皿状に掘り込まれており，柱穴であるか

どうか不明確である。カマドほ北壁中央部に付設されており，一部崩壊しているが遣存状態がよ

い。長さ138cm・幅128cm・焚口幅35cmで，北壁を約80cm切り込んでいる。火床は床を径約3Ocm

の円形で約7cm掘り凹めており，輿望はゆるやかを傾斜で立ち上がり，径15cmの煙遺へと続いて

いる。覆土は自然堆積の状態を示しており，上層はローム粒子を含む暗褐色土が室で，下層は焼

土粒子の炭化粒子を多量に含む極暗褐色士である。床面全体に焼土や炭化物の広がりが見られ，

南コーナー付近では5～10cmも焼土が堆積しており，本跡は火災を受けたものと推定される。

遺物は比較的多ら　土師器の婆形土器片が目立つ。須恵器では婆形土鼠　棒形土器のほか，北

西寄りの床面から鉢形土器（第120図－10）が出土している。カマドの西側の床面から石製紡錘車

（第120図－は上東壁中央部付近の床面から鎌（第地層＋痛が出土し普　覆土からほ球形土器の

底部片を利用した紡錘車（第120図一一一一12つ3）が出土している。

lll一一174－
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第m図　第別号住居跡◎カマ軒実測図
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出土土器観察表（第119・120図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の ．特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

鉢 形　 土器

須恵 器

A （22 ．7） 底部 はや や盛 り上 がった平底 で， 体部 は 目線部 内 ・外 面一様 ナ デ　 体 砂粒 ・細砂 40％

B　 19 ．0 内攣気 味 に外 上方 へ立 ち上 がる。頸 部で や 部 外面 上 ・中位一横 位の平 行 普通

C　 13 ．6 や くびれ， 口綾部 は短 く外反 す る。 端部 は 叩 き　 下位 一静止へ ラ削 り 灰色

外下方 へ突 出す る。 内 面－ ナデ

2

療形　 土 器

須恵 器

A　 22 ．0 体部 は丸 く張 り，ロ頸部 は外 反 しな が ら 口頸 部 内 ・外 面一様 ナデ 砂粒 ・細 砂 50％

開 く。 目線端 部は上 下 に広 が り，断 面三 角 体 部外 面一横 位の平 行叩 き 良好

形 を呈 す る。 内 面－ ナデ 灰色

3

聾形　 土 器

土 師器

A （21 ．4 ） 胴部 は丸 く張 り，口頚部 は 「コ」 の字状 口緑 部 内 ・外 面一横 ナデ 砂 粒 10％

を呈す 。 胴部 外 面一横 位のヘ ラ削 り

内 面－ ナデ

普 通

にぷ い橙 色

4

聾形　 土 器

土 師器

A （13 ．2 ） 口頸部 「コ」の字状 を皇す。 目線 部 内 ・外 面…横 ナデ

胴 部外 面一横 位のヘ ラ削 り

内 面… ナデ

砂 粒

普 通

暗 赤褐色

10％

5

婆 形　 土 器

土 師器

A （19 ．2） 口頚 部 「コ」の字状 を呈す。 口縁 部 内 ・外 面…横 ナデ

胴部外 面一横 位のヘ ラ削 り

内 面一 十デ

砂 粒

普 通

にぷい赤褐色

10％

6

婆形　 土 器

土 師器

A　 ll ．2 胴 部 は丸 く張 り， 目線部 は外 反 しなが ら 目線 部 内 ・外 面一様 ナデ 砂 粒 3 0％

開 く。 胴部 外 面上半 一横位 ，下半 ～

斜位 の ヘ ラ削 り　 内 面… ナデ

普 通

にぷ い橙 色

7

棒 形　 土 器

須恵 器

A　 12 ．5 底 部 は平底 で，休部 は 内攣気 味 に外 上方 底部 －W一方向 の手持 ちへ ラ削 細 砂

5 5％B　　 4 ．6

C　　 7 ．0

へ 立 ち上 が る。 りで，切 り離 しは不 明　 体 部

下 半一 手持 ちへ ラ削 り　 口縁

部 か ら内 面 にかけ て横 ナ デ

普 通

浅 黄色

8

球 形　 土器

須恵 器

A （12 ．0） 底 部 はやや盛 り．上 が った平底 で，体部 は 底部 一一 方向 の手持 ちへ ラ削 砂粒 ・細 砂 4 5％

B　　 4 ．2 外反 気味 に外上 方へ立 ち上 が る。 ［璃豪端 部 りで，切 り離 しは不 明　 休部 良 好

C （6 ．4） は 丸い。 下半 一手持 ちへ ラ削 り 灰色

9

聾 形　 土器

須恵 器

C　 20 ．4 底 部 は平底 で，休部 は内攣 気味 に外上 方 体部 外面 一斜位 の平行 叩 き 砂粒 ・雲母 20 ％

へ立 ち上 が る。 下端 一静止 へ ラ削 り

体部 内面 一摩滅 で調整 不明

普 通

褐灰 色

10

鉢 形　 土器

須恵 器

A　 26 ．6 体 部 はほ とんど張 らず， 口縁部 は短 く外 口縁 部内 ・外面 一横 ナデ 砂粒 ・細砂 30 ％

反す る。 口線 外端 部 に面 をなす。 休部外 面 一横位 の平行 叩 き

内面 －ナ デ

普通

灰色

石製晶（第120図－11）

11は紡錘車で完存品である。片面は平滑に，もう片面は丸味をもって研磨されている。長径5．1

cm。短径4．9cme厚さ工5cm・孔径9mme重さ529　で，石質は流紋岩である。

土製晶（第120図－12・13）

12e13は紡錘車で，須恵器の球形土器の底部を利用したもので，側面を研磨している。

12は推定で直径7cme厚さ9mmで，13は推定で直径6．2cme厚さ7mmである。

鉄製品（第120図－14～16）

14は鎌で先端部を欠損する。基部上半を折り曲げており，基部には木質部が付着している。現

存長は21．6cmである。

15・16は棒状の鉄製品で，両端を欠損しており用途は不明である。断面は方形を呈し，中央部

が太く，現存長は15が10．1cm，16が8．9cmである。
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第119図　第21号住居跡出土遺物実測図（1）
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第120図　第21号住居跡出土遺物実測図（2）
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第22号住居跡（第121図）

本跡はⅢ1h5を中心に確認され，第21号住居跡の南西側約3m，第14号住居跡の南側約5mに位

置している。

平面形は長軸4。20m・短軸3．85mの長方形を皇し，長軸方向はN－20LEを指していずれの壁

も外傾して立ち上がり，壁高は20～35cmである。床は南西壁近くにやや凹凸が見られるが，ほぼ

平坦で軟弱である。ピットは玖～抗の5か所検出され，いずれも径25cm前後で深さは21～28cmで

ある。針銭。P生・抗は方形に配され主柱穴と思われる。炉跡が住居跡中央部から約50cm北に検

出され，平面形は長径50cm。短径43cmの楕円形を呈している。炉床は床を8cmほど皿状に掘り

凹めており，焼土の量は少なく，それほど焼けていか、。覆土は自然堆積の状態を呈しており，

2層に分かれる。上層は黒褐色土，下層は暗褐色土で，どちらも少量のローム粒子が含まれてい

る。

遣物はほとんど出土せず，土師器の婆形土器片が27点出土しただけである。

・㊥・β 二　二

◎　＼＼◎

第12個　第22号住屈跡実淡図
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第23号住居跡（第122図）

本跡はIld9を中心に確認され，第25号住居跡の東側約2m，第24号住居跡の西側約3mに位置

している。

平面形は長軸4・25m弓融由4・10mの隅丸方形を呈しているが，南壁は北壁より約30cm長く，長

軸方向はN－14Lwを指している。壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は30cm前後である。床は全

体に平坦で締まりがある。ピットは玖～Bの7か所検出されている。針践e玖e質はいずれも

径20～25cme深さ2ト29cmと同規模であり言まば方形に配置されており，主柱穴と思われる。住

居跡中央部にあるP7は径60cmの円形を墨し，深さ24cmで細大に掘り込まれているが性格は不明で

単車

也′　　巴一

第柑図　第調号住居跡実測図
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ある。Rのすぐ北側に炉跡が検出され，平面形は長径65cm・短径35cmの楕円形を呈している。炉

床は床を10cmほど皿状に掘り凹めており，内部には焼土が堆積し，焼土ブロック粒子・炭化粒子

が多量に含まれている。覆土は自然堆積の状態を示し，上層は黒褐色土，下層は暗褐色土，壁下

にはローム粒子を多量に含む褐色土が堆積している。南西コーナー部付近の床面には柱状の炭化

材や焼土の広がりが見られ，火災を受けていると思われる。

遺物は少ないが，土師器の婆形土器（第123図－1）と高球形土器（第123図一2）が，南東コ

ーナー部付近から完形で出土している。

出土土器観察表（第123図）

回 版

番 号
器　 種 法　 豪 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　 特 徴 胎土 ・焼成 ・色調 備　 考

1

無 形　 土 器 A　 18 ．9 底 部 は 突 出 し た 平 底 で ， 胴 部 は 内 轡 し な 口 緑 部 外 面 － パ ケ 日 整 形 後 横 砂 粒 9 8％

B　 2 2．0 が ら外 上 方 へ 立 ち上 が り， 上 位 に 最 大 径 を ナ デ　 内 面 一 横 位 の パ ケ 目 普 通 外 面 全 体 に

土 師 器

C　　 7．3 有 す 。 口縁 部 は 外 反 気 味 に 開 く 。 胴 部 外 面 一 パ ケ 目　 内 面 － ナ

テ’

にぷ い 褐 色 煤 が付 着

2

高 土不形 土 器

土 師 器

A　 2 0 ．0 土不部 は ほ ぼ 直 線 的 に外 上 方 へ 立 ち上 が り， 土不部 内 ・外 面 一 紙 位 の ヘ ラ暦 砂 粒 9 5％

B　 1 3．6 こ の ま ま ロ 緑 部 へ 至 る 。 脚 部 は ラ ッパ 状 に き 普 通

D　 1 2．0

E　　 6．9

開 き， 中 位 に 4 孔 を穿 っ て い る。 脚 部 外 面 一 艇 位 の ヘ ラ磨 き

内 面 一 横 ナ デ

赤 褐 色

第123図　第23号住居跡出土遺物実測図

第24号住居跡（第124図）

本跡はI2elを中心に確認され，第23号住居跡の東側約3mに位置している。第1号溝・第2

号井戸・第29号住居跡と重複しているが，いずれの遺構も本跡を切っていることから，本跡が最

－181－



も古い遺構である。

平面形は長軸7008m◎短軸7000mの方形を室し，長軸方向はⅨ「…5慰一隊を指している。いず

れの壁もやや外傾して立ち上がり，壁高は35～航mである。壁下には壁溝が全属しておりタ上幅

25～30cmき下幅ユ5～20cmの深さ9cmである。床は全体に平坦で堅く締まっている。梓に4本の主

柱穴に囲まれた範囲がよく踏み固められている。ピットはPl欄の9か所検出されているが，Pi

0　　　　　　2m

』二二二土二二二ヨ



～抗は径20～25cmの深さ鮒cm前後で　対角線上に配置されてお勘　主柱穴と思われる。貯蔵穴は

南東コーナー部に検出されタ　平面形は長径105cmの短径94cmの楕円形を墨し　深さ封cmで半球状に

掘り込まれている。炉跡は住居中央部から北東方向へ延びた形で検出されタ平面形は長径195cme

短径50cmの不整楕円形を呈している。炉床は住居跡中央部に近い方が深ら　北東に向かうにつれ

て浅くなってお畑深い所で約蟻cm言曳い所で約6cm床を掘り凹めている。炉内には焼土が充

満し，焼土ブロックや炭化材が多量に含まれている。覆土は3層に分けられタ上から黒褐色も

暗褐色も褐色士と自然堆積の層をなしている。また，床面には焼土の広がりが何か所も認めら

れタ柱状の炭化材も散在していることからタ　火災を受けていると推定される。

遺物は土師器の婆形土器　塊形土器が多ら　既の東側の床面から大形の婆形土器（第ユ告区上

目　がつぶれた状態で出土し，西壁中央部付近の床面から完形の椀形土器（第125図－6）が出土

している。

出土土器観察表（125図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　 の　 特　 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

l療 形　 土 器

士帥器

Å　 17 ．5 底 部 は平底 で，胴部 は ほぼ球 形 を呈 す る。H 縁 部内 や外面 一様 ナデ 砂粒 巨0 ％＋ l

1 B　 28 ．0

C　　 7 ．5

＝綾 部 は直立 して か ら外反 して開 く。 胴部 外面 …ナ デ

内面 …へ ラナデ

普通

にぷい褐 色

2

小 形婆形 Å　 12 ．4 底 部 は平底 であ るが， 中央部 やや 凹む。 ＝縁 部内 ・外面 一櫨 ナデ 砂粒 60 ％

土 器 B　 ll ．7 汀線部 は 「く」 の字状 に開 き， 胴部 はやや 胴 部内 ・外 面 …ナデ 普通

士帥器 C　　 4 ．5 扁平 な球形 を呈 す る。 橙色

3

小 形婆形 Å　 12 ．5 底 部 は平 底 であ るが，胴 部 との境 は不明 目線 部内 ・外 面 …横 ナナ 砂粒 70 ％

土器 B　 1 2 。8 韓 で ある。口縁部 は 「く」 の字状 に開 き， 胴部 内 ・外 面… ナデ 普通

土師器 胴部 は ほぼ球形 を呈 す る。 にぷい褐 色

4

短頸 壷形 C　　 6 87

最大径1 5 ．6

底 部 はやや突 出気味 の平 底で ，胴部 はiF遠 胴部 外面J ∵パ掛位＋瑞酎立のへ 砂粒 80 ％

土 器

土師器

平 な球形 を呈す る。 L璃承部欠損 。 ラナデ　 下位 …摩 滅 して不明

内面 …ナデ

普通

褐色

5

塊形　 土 器

土 師器

Å　 16 ．0 底 部 は平底 であ るが，体 部 との境 は不明 甘縁部 内 ・外 面 …横 ナデ 砂粒 60 ％

B　　 9 ．3 瞭 で ある。体部 は内轡 しなが ら大 き く開 い

て立 ち上 が り， ＝縁部 は外 傾す る。内 面の

外部 と＝縁 部の境 に稜 を有 す る。

体部 内 さ外 面 －ナデ 普通

赤 色

内 ・外面 全

体 に赤彩

6

椀形　 土 器

士 帥器

A　 l l ．3 底 部 は丸底 を呈 し， 体部 は内 攣 しなが ら L二摘承部 内 ・外 面 …横 ナデ 砂粒 100 ％

B　　 5．4 大 きく開 いて立 ち上 が り， ［‾一寸縁部 は内傾 す

る。

体部 内 ・外面 － ナデ 普通

赤色

7

碗形　 土 器 A　 14 ．2 体 部 は内轡 しな がら大 き く開 いて立 ち土 汀線部 内 e 外 面 …横 ナデ 砂粒 50 ％

が 生　 汀縁 部 は外 傾 す る。 内面 の＝縁部 と 体部 内 ・外 面一一ナデ 普通 内 ・外面 赤

土 師露
，

体部 の境 に明瞭 な稜 を有 す る。 赤色 彩

8

碗形　 土 器 Å　 13 ．6
t 底 部 は丸底 を呈す る。体部 は 内攣 しな が 内 e外 面全体 にナデ 砂粒 80 ％

B　　 6 ．4 ら大 き く開 いて立 ち上 が り，口縁 部 はほぼ 底部 外面 にヘ ラ削 り痕 が見 ら 普通 内 ・外面 全

土 師器 直 立す る。 れ る 赤褐 色 体 に赤彩

9

碗形　 土 器 A （15 調 底 部 は平底 で，体部 は内 攣 しな が ら大 き ＝縁部 内 e 外 面 …横 ナデ　 体 砂粒 50 ％

B　　 5 ．4 く聞い て立 ち上 が る。 底部 と体 部の境 は不 部内 e 外面 …ナ デ　 底部 外面 普通

土 師器 C　　 3 ．7 明瞭 で あ る。 …へ ラ削 り　 内 面…へ ラ磨 き にぷい橙 色

一一一一一一」83－1



第125図　第24号住居跡出土遺物実測図
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第126図　第25号住居跡・カマド実測図
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第25号住居跡（第126図）

本跡はIld8を中心に確認され，第23号住居跡の西側約2m，第37号住居跡の南東側約1mに位

置している。

平面形は長軸4。10m。短軸3．85mの方形を呈し，主軸方向はN－140－Wを指している。壁はや

や外傾して立ち上がり，壁高は約35cmである。壁下には壁溝が全周し，上幅は約23cme下幅約15

cm。深さ約8cmである。床は平坦でよく締まっており，特に4本の主柱穴に囲まれた部分が堅く

ゴツゴツしている。ピットはPl～偽の8か所検出されているが，これらのうちPl～抗はいずれも

径25～35cme深さ60～68cmとしっかりしたものであり，Ple nとhe nは主軸に対称に配置され

ていることから主柱穴と推定されるこカマドは北壁中央部に付設されており，天井部は崩落して

いるが，そのほかの遣存状態は良好である。規模は長さ118cme幅120cme焚口幅55cmで，北壁を

90cm切り込んでいる。火床は床を17cm掘り凹め，奥壁はゆるやかに立ち上がっている。覆土は自

然堆積の状態を示し，上層はローム粒子を含む暗褐色土e下層は焼土粒子を含む極暗褐色土であ

る。

遣物は土師器の婆形土器が多い。須恵器ではカマド前の床面から，婆形土器（第128図……8）が，

北西コーナー部付近の床面から，球形土器（第127図－7）が出土している。南西コーナー部寄り

の覆土からは鎌（第128図－10）が出土している。

出土土器観察表（第127・128図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・焼成・色調 備　 考

1

壌 形　 土 器

須 恵 器

口 縁 つ本部 片 。 体 部 は 丸 く張 り， 目 線 部 口縁 部 内 ・外 面 一 横 ナ デ 砂 粒 1 5 ％

は 外 反 し な が ら開 く。 休 部 外 面 一 横 位 平 行 叩 き

内 面 － ナ デ

普 通

灰 黄 色

2

婆 形　 土 器

土 師 器

A （2 3 ．6） 口縁 部 は外 反 しな が ら開 く。 口縁 部 内 ・外 面 一 様 ナ デ

胴 部 外 面 一 横 位 の ヘ ラ 削 り

内 面 … ナ デ

砂 粒

普 通

暗 赤 褐 色

1 5 ％

3

婆 形　 土 器

土 師 器

A　 2 1 ．1 口 頸 部 は 「コ」 の 字 状 を呈 す る。 臼 縁 部 内 ・外 面 一横 ナ デ

胴 部 外 面 一横 位 の ヘ ラ削 り

内 面 － ナ デ

砂 粒

普 通

赤 橙 色

2 0 ％

4

婆 形　 土 器

」二帥 器

A （2 2 ．0 ） 口 縁 部 は 外 反 し を が ら 開 く。 日 縁 部 内 ・外 面 …横 ナ デ

胴 部 外 面 一横 位 の ヘ ラ削 り

内 面 … ナ デ

砂 粒

普 通

にぷい赤褐 色 i

1 5 ％

5

要 形　 土 器

土 師 器

A （1 9 ．4） 胴 部 は 丸 く張 り， 口 縁 部 は 「く」 の 字 状 口 縁 部 内 ・外 面 一横 ナ デ 砂 粒 1 0％

に 開 き， 外 端 部 に面 を な す 。 胴 部 外 面 一 縦 位 の ヘ ラ削 り

内 面 … ナ デ

普 通

淡 橙 色

6

球 形　 土 器

土 師 器

A （1 4 ．0） 底 部 は 平 底 で ， 休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 底 部 … 回 転 へ ラ削 り後 無 調 整 砂 粒 6 5％

B　　 4 ．8

C　　 8 ．2

立 ち上 が る。 ［」縁 部 は わ ず か に外 反 す る 。 体 部 下 端 一 手 持 ちへ ラ削 り

内 ・‾外 面 の 水 挽 き痕 は 弱 い

普 通

橙 色

7

土不形　 土 器

須 恵 器

A　 1 3 ．0 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 直 線 的 に外 上 方 へ 底 部 一 不 定 方 向 の 手 持 ちへ ラ 雲 母 ・細 砂 6 0％

B　　 3 ．9 立 ち上 が る 。 口縁 端 部 は 丸 く， 体 部 中 位 は 削 りで ， 切 り離 し は 不 明 普 通

C　　 7 ．4 器 厚 が 薄 い 。 休 部 下 端 … 手 持 ちへ ラ 削 り

口 ク ロ回 転 方 向 は 右

褐 灰 色

8

婆 形　 土 器

須 恵 器

体 部 片 。 中位 が 丸 く張 る 。 休 部 外 面 一 平 行 叩 き

内 面 一 同 心 円 文 叩 き

砂 粒

普 通

暗 灰 色

10 ％
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第127図　第25号住居跡出土遺物実測図（1）
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匝】版

番 号
器　 種 法　 昆 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の 特　 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

9
頚 形　 土器

土師 器

A （20 ．6） 胴部 は 丸 く張 り，□綾 部は 「く」 の字状 U 縁 部内 ・外 面一横 ナデ 砂粒 ・雲 母 15 ％

に開 き，端部 は上 方 につ まみ 出 されて いる。胴部 内 ・外由 一ナデ 普通

にぷい楕 色

鉄製品（第128図－10）

10は鎌で基部を欠損する。先端部は摩耗のため丸味をもち，断面は三角形を呈する。現存長は

8．9cmである。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一一一十1－－」

第128図　第25号住居跡出土遺物実測図（2）
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第26号住居跡（第129・130図）

本跡はIle6を中心に確認され，第32号住居跡の北側約2m，第37号住居跡の南側約6mに位置し

ている。第27号住居跡北西側の部分と重複しているが，本跡の上に第27号住居跡が構築されてい

ることから，本跡の方が古い。

平面形は長軸4．70m・短軸4．45mの方形を呈し，主軸方向はNM170－Wを指している。壁はや

一188－



第129回　第26・27号住居跡実測図
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や外傾して立ち上がり，壁高は約45cmである。壁下には壁溝が全周し，上幅20cme下幅15cm。深

さ9cmである。床面は全体的に平坦でよく踏み固められている。ピットはPl～壇1の11か所検出さ

れている。このうちPl・ne P㍉つ随は径20～30cme深さ40～57cmで，ほぼ対角線上に配置され

ており，主柱穴と思われる。カマドほ北壁中央部に付設されており，比較的遺存状態は良好であ

る。長さ118cme幅88cm・焚口幅37cmで北壁を35cmほど切り込み，火床は床を約15cm掘り凹めて

いる。奥壁はゆるやかに立ち上がり，径10cmほどの煙道へと続いている。覆土は自然堆積で3層

に分かれている。上層は黒褐色土，中層はローム粒子を含む黒褐色土，下層は炭化粒子を含む暗

褐色土がレンズ状に堆積している。

遺物は少なく，覆土から土師器の高台付球形土器（第131図－5）や須恵器の球形土器（第13才図

－1）が出土している。

Sl26

第130図　第26・27号住居跡カマド実測図
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出土土器観察表（第131図）

図 版
番 号 器　 種 法　 呈 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・焼成・色調 備　 考

1

土不形　 土 器

須 恵 器

A （1 3．0） 底 部 は 平 底 で ， 休 部 は ほ ぼ 直 線 的 に 外 上 底 部 一 一 方 向 の 手 持 ちへ ラ削 砂 粒 ・細 砂 4 0％

B　　 4 ．7

C （ 7．6）

方 へ 立 ち上 が る 。 口緑 部 は 丸 い 。 り で ， 切 り離 し は 不 明

休 部 下 端 一 手 持 ち へ ラ削 り

や や 不 良

灰 白 色

2

球 形　 土 器

娼 恵 器

A （1 4 ．0） 底 部 は 平 底 で ， 休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 底 部 一 不 定 方 向 の 手 持 ち へ ラ 砂 粒 ・細 砂 2 5％

B　　 3 ．8

C （8 ．5）

立 ち上 が る 。 削 り で ， 切 り離 し は 不 明

休 部 下 端 一 手 持 ちへ ラ削 り

普 通

灰 色

3

土不形　 土 器

土 師 器

A　 1 3 ．6 休 部 は外 上 方 へ 立 ち 上 が り， 口緑 端 部 は 休 部 下 端 一 手 持 ちへ ラ 削 り 砂 粒 3 5％

尖 る 。 内 ・外 面 の 水 挽 き痕 は 弱 い 普 通

灰 白 色

4

台 付 C （10 ，8） 休 部 は内 攣 気 味 に外 上 方 へ 立 ち上 が り， 休 部 外 面 一 ナ デ 砂 粒 1 0 ％

頚 形 土 器

土 師 器

台 部 は 外 反 し な が ら短 く開 く。 内 面 － ヘ ラ磨 き

台 部 内 ・外 面 － ナ デ

普 通

にぷい赤 褐色

二 次 焼 成

7

／

≧∃≡説

第131図　第26・27号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm
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第27号住居跡（第129・130図）

本跡はIle7を中心に確認され，第32号住居跡の北側約1m，第25号住居跡の南西側約5mに位

置している。本跡は第26号住居跡と重複しており，重複部分に貼り床をしているので，本跡の方

が新しい。

平面形は長軸・短軸とも3．20mの方形を呈し，主軸方向はN－17。－Wを指している。壁はほぼ

垂直に立ち上がり，壁高は15～20cmであるが，重複部分の壁の立ち上がりは不明瞭である。床は

－191－



ほぼ平坦で堅い。貼り床の部分は，ロームブロックを多量に含む褐色土を，約5cmの厚さに貼っ

て踏み固めているが，西壁付近はほとんど残っていない。ピットは82～日4の3か所検出され，径

はいずれも25～30cmであるが，深さは25～48cmと差があり，配置的にもバラバラで主柱穴ではな

いと思われる。カマドは北壁中央部に付設されているが崩壊しており，袖部の一部が残っている

だけである。規模は長さ116cm・幅90cm・焚口幅50cmで，北壁を70cmほど切り込んでいる。奥壁は

ゆるやかに立ち上がり，火床は床を16cm掘り凹め，多量の焼土が堆積している。覆土は焼土粒

子，ローム粒子を含む暗褐色土の1層で自然堆積と思われる。　　　　　．

遺物は住居跡中央部の床面から須恵器の耳皿（第131図－8），カマド内から土師器の高台付坪形

土器（第131図－6・7）が出土している。

出土土器観察表（第131図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

5

高 台付 D　　 8 ．0 高台 は外下 方べ めび，内端 部 には一 条 ゐ 底 部 一一方 向のヘ ラ磨 き 砂 療 30 ％
土不形土 器 E　 1 ．4 沈線 が巡 る。 高 台 は貼 り付 け 普 通 内面 黒色処
土 師器 高 台内 ・外面 一横 ナデ 橙色． 理

6

高台 付 A　 14 ．8 休部 は内轡 しなが ら外上 方へ 立 ち上 が り，底部 一回 転糸切 り痕 を中心 に 砂 粒 70％　 二次
土不形 土器 B　　 6 ．1 口縁部 は わずか に外 反す る。 高台は外 下方 残 す　 内 面－ ヘ ラ磨 き やや不 良 焼成　 体部

土師 器

D　　 8 ．0

E　 1 ．9

へ の び，内端部 に浅 い沈線 が 巡 る。 高台 は貼 り付 け 浅 黄橙色 中位 にヘ ラ

文字 「田」

7

高台付 A　 16 ．4 体 部 は内攣 しな がら外 上方 へ立 ち上 が り， 底部 切 り喋 L は不明　 内面 － 砂粒 8 5％
土不形土 器 B　　 6 ．1

D ・　 7 ．2
口縁部 はやや外 反す る。高台 は外下 方へ の 横位 のヘ ラ磨 き　 高台 は貼 り 普通

土師 器 E　 l．2 びる。 付 け　 高台 内 ・外 面 一横 ナ デ にぷい橙色

8

耳　 皿 C　　 5 ．6 ．底部 は平 底 で， 休部 は直線 的 に短 く開 く。底 部 一一方 向の 手持 ちへ ラ削 砂粒 ・紳砂 65 ％

須恵器

左右 は折 り曲 げられ，底 部 か らほぼ垂直 に りで ，切 り離 しは不明　 水挽 普通 酸 化焔焼 成

立 ち上 がって いる。 き整形 後皿部 折 り曲 げ 浅 黄橙 色

第28号住居跡（第132・133図）

本跡はIlf8を中心に確認され，第32号住居跡の東側約3m，第25号住居跡の南側約7mに位置

している。

平面形は長軸4・25m・層軸3．90mの方形で，主軸方向はN－12．50－Wを指している。壁はやや
l

外傾して立ち上カミり，壁高は約40cmである。壁下には壁溝が全周しており，上幅30cm・下幅20。m
1

・深さ14cmであるが，東・西壁の下は床面がやわらかく，溝との境は不明瞭である。床は東・西

壁下を除いて平坦で堅く，4本の主柱穴を結ぶ範囲内が拝に踏み固められている。ピットはn～

Rの7か所検出された。Pl・抗とIh・fLは主軸に対称に配置され，径40～50。m・深さ55～95cmと

いずれもしっかりしており，主柱穴と思われる。特にn・Rは壁を5～10。m切り込んでやや内傾
J

して掘り込まれている。カマドは北壁中央部に付設されており，天井部が一部崩壊している。長

さ165cm・幅203cm・焚口幅70cmで，北壁を90cmほど切り込み，火床は床を15cm掘り凹めている。

奥壁はゆるやかに立ち上がり，先端に長径25cm・短径15cmの煙道が確認されている。覆土は自然
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堆積の様相を呈しており，大きく2層に分かれる。上層は暗褐色土∴下層は黒褐色土で，いずれ

もわずかにローム粒子，焼土粒子が含まれている。

遺物は土師器の婆形土器片が多く427点出土している。須恵器では球形土器が多く南西コーナー

部付近の床面からほぼ完形の球形土器（第134図－1）が出土している。そのほか覆土から盤形土

器，蓋形土器などが出土している。
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第133図　第28号住居跡カマド実測図

出立土器観察表（第134図）

0　　　　　　　1m

「　一一一一一I l

図版

番号
器　種法　量器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・焼成・色調備　考

1

球形　土器

須恵器

A　12．7底部は平底で，休部は直線的に外上方へ底部一回転へラ切り後，不定砂粒・細砂90％

B　　4．5

C　　7．4

立ち上がる。方向の手持ちへラ削り　休部

下端一手持ちへラ削り　口ク

ロ回転方向は右

やや不良

灰黄色（口縁

部付近灰色）

2

土不形　土器

須恵器

A　13．8底部は平底で，休部はほぼ直線的に外上底部一回転へラ切り後，一方砂粒・細砂45％

B　　4．2

C　　6．6

方へ立ち上がる。向の手持ちへラ削り　体部下

半一手持ちへラ削り　口クロ

回転方向は右

やや不良

灰色

3

球形　土器

須恵器

A（12．1）底部は平底で，休部は外反気味に外上方底部一回転へラ切り後，不定白色砂粒多20％

B　　4．6

C（6．2）

へ立ち上がり，端部は尖る。方向の手持ちへラ削り　休部

下端一手持ちへラ削り　口ク

ロ回転方向は右

細砂

普通

灰色

4

球形　土器

須恵器

C　　7．8底部は平底で，体部は直線的に外上方へ底部…一方向の手持ちへラ削砂粒・細砂30％

立ち上がる。りで，切り離しは不明　底部

下端一手持ちへラ削り

普通

灰色

5

土不形　土器

須恵器

A（13．4）底部は平底で，休部はほぼ直線的に外上底部一右回転利用の回転糸切砂粒・細砂50％

B　　3．7

C　　6．3

方へ立ち上がる。り後無調整　内・外面の水挽

き痕は弱い

不良

灰褐・灰白色

6

土不形　土器

須恵器

A（12．3）底部は平底で，休部は直線的に外上方へ底部一一方向の手持ちへラ削砂粒・細砂20％

B　　4．1

C（7．4）

立ち上がり，端部は丸い。りで，切り離しは不明　体部

下端一手持ちへラ削り　口ク

ロ回転方向は右

普通

灰色

7

盤形　土器

須恵器

A（18．3）底部は平底で，高台は下方へのびる。内・外面の水挽き痕は弱いが雲母末・砂15％

B　　3．05体部はわずかに内轡して立ち上がり，目線器面は平滑でない　高台は貼粒・細砂くすべ焼き

D（13．0）

E　l．0

端部は丸い。り付け不良

黄灰色

の状態を呈

している
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図 版
番 号

器　 種 法　 皇 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

8

蓋形　 土器

須恵器

／ 項部が扁平で，外周部に向かってなだら 天井部一項部は回転へラ削り 白色砂粒多 20％
かに下降する。 ログロ回転方向は右 普通

灰色

鉄製品（第134図一9・10）

9は刀子で切先部を欠損する。刃と棟の両側に区を有する。現存長12．1cm・刃幅1．2cmである。

10は刀子の茎部である。刃・棟の両側に区を有するものと思われる。現存長は8．1cmである。

第134図　第28号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　－l　　・ll

10

0　　　　　　　　　　5cm

L｝＿＿」

第29号住居跡（第135図）

本跡はI2d3を中心に確認され，第39号住居跡の南側約2mに位置している。第24号住居跡と重

複しており，本跡が第24号住居跡を切っていることから，本跡の方が新しい。東側部分は調査区

－195－
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域外へと延びているご

平面形は3。80mX（ラmの方形を呈するものと思われ言剥離錐拇㈲＋㌫」縮減待ている。

壁はほぼ垂直に立ち上がり芦　壁高は約砥淵である。璧下には壁藩が全属しており，上幅約21cmの

下幅は約15cme深さ約7cmである。床面は全体に平坦であり，堅く締まっているが，北東コーナ

ー部は床面がやわらかい。ピットはPl～偽の5か戸榊衆出されたがタ　Pl～㌘5は深さが18～25cmと浅

くタ　径も20～4玩mとやや差がありタ　配置的にも主柱穴であるかどうか不明である。㌘5ほ南西コー

ナー部に位置しタ　長径75cmの短径55cmの深さ23cmで塊状に振り込まれており，貯蔵穴と思われる。

カマドほ北壁中央に付設されているがタ　ほとんど崩壊しておりタ　わずかに焼土が残っているだけ

である。規模は長さ摘翫m凋離cmで北壁を約舗cm切　込み　火床は床を15cmほど掘り凹めている。

覆土は自然堆積の様相を墨し　層に分かれる。上層が暗褐色も　下層が黒褐色まで，いずれも

ローム粒子，焼土粒子をわずかに含んでいる。

遣物は少憂いがタ　土師器の婆形土器片が約2腑点と多く，須恵器では北東コーナー部付近の覆土

．十月．．・一行　ユ：、二’・、i′1ノ、　こ，′′　‥，潤　一　・′　・∴∴－・・）ノ∴・′ノ．－1′・・イ一言こ！∴∴損、二′、l　＿ノ！

土している．こ、

出土土器観察表（第13（汗舶

区＝版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 帝十 蝿 成・色調 備　 考

1

球 形　 土 器

須 恵 器

A 1 3 ．6　　　 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は ほ ぼ 直 線 的 に 外 上 底 部 一 不 定 方 向 の 手 持 ちへ ラ 砂 粒 ・雲 母 5 0 ％

B　　 3 ．4 方 へ の び 【璃 端 部 は 丸 い 。 削 りで ， 切 り離 しは 不 明　 体 良 好

，
C　　 8 ．8

部 下 端 … 手 持 ちへ ラ削 り 灰 色

2

棒 形　 土 器

須 恵 器

Å （l 湖　　 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は ほ ぼ 直 線 的 に 外 土 底 部 … 国 転 糸 切 り後 無 調 整 砂 粒 が 少 豪 2 5 ％

B　　 3 ．6　　 方 へ の び る。 内 ・外 面 の 水 挽 き痕 は 強 い 良 好

C （7 ．4） ロ グ ロ 回 転 方 向 は 右 緑 灰 色

3

球 形　 土 器

士 帥 器

Å （1 3 ．0）　　 底 部 は 平 底 で ， 休 部 は 内 轡 気 味 に外 上 方 底 部 一 回 転 糸 切 り後 無 調 整 礫 ・砂 粒 3 5 ％

B　 3 ．9　　 へ 立 ち」二が り， ［二璃承部 は わ ず か に 外 反 す る。 内 の外 面 の 水 挽 き痕 は 弱 い 普 通

C　　 6 ．3 褐 色

4

高 台 付 り　 7 ．5　　　 高 台 は下 方 へ の ぴ タ　端 部 は 外 反 す る 。 底 部 m…回 転 へ ラ削 り 砂 粒 ・細 砂 2 5 ％

土不形 土 器

須 恵 器

E　 l．3 高 台 は 貼 り付 け

高 台 内 0 外 面 … 横 ナ デ

普 通

灰 色

A　 は　 調　　 天 井 部 は 弧 状 を呈 し， 天 井 部 と ロ 綾 部 の 天 井 部 … 頂 部 は 回 転 へ ラ 削 り 砂 粒 ・享 母 2 5 ％

5

蓋 形　 土 器

頂 点 器

B　　 2 ．6 境 に 明 暗 を 稜 を 看 す 。 ［］縁 部 は外 下 方 に 属 内 ・外 面 の 水 挽 き痕 は 弱 い 不 良

つ まみ掛 甘 淵 l 曲 し端 部 は 尖 る 。 天 井 中 央 に 扁 平 なボ タ ン

つまみ敲 乱 7 い状 の つ ま み が つ く。

ロ グ ロ 回 転 方 向 は右 灰 白色

鉄製品（第1罰区「豆「㍉自

6ほ鉄の茎部である。断面は方形を墨し　現存長は用。cmである。

7は用途不明の鉄製品で，板状で不定形である。現存長は7。1cme幅2．4cmも厚さ5～7mmであ

る。
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第136図　第29号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　10cm
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第30号住居跡（第137図）

本跡はI2㌔を中心に確認され，第28号住居跡の東側約8m，第24号住居跡の南側約0．5mに位

置している。第31号住居跡と重複しており，本跡が第31号住居跡を切っていることから，本跡の

方が新しい。

平面形は長軸5・00m・短軸4・90mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－21・－Wを指している。壁

はやや外傾して立ち上がり・壁高は2ト28cmである0床面はほぼ平坦で堅く，中央部からカマド

にかけてはよく踏み図められているが，北東コーナー部付近はやわらかい。ピットはB～Bの9

か所検出され，径20～30cm・深さ18～29cmのほぼ同規模のものが多いが，配置に規則性が見られ

ず，南東に偏しており，主柱穴は不明である0南壁中央部の壁下には貯蔵穴が検出され，径83cm

ほどの円形を呈し，深さは47cmで瑚犬に掘り込まれている。カマドは北壁中央部に付設されてい

るが，袖部が残っているだけである0規模は長さ153cm・幅147cmで，北壁を約60cm切り込んでい

る0火床は床を’15cmほど楕円形に掘り凹め，奥壁はゆるやかに立ち上がっている。他のカマド

に比べ構築材は粘土分が少なくて砂粒が多い。また，残存した袖部全体が赤褐色を呈しており，

よく使用されている0覆土は自然堆積で，大きく2層に分かれている。上層はローム粒子を含む

黒褐色土，下層は焼土粒子を含む褐色土である。

遺物は比較的多く・土師器の球形土器や高台付球形土器の出土が目立つ。須恵器では，北西コ

ーナー部付近の床面から甑形土器（第138図－1）が出土し，カマド周辺の覆土からは鉄鎖（第139
‘．りJ

図－12・13）や蟹（第139図－14）が出土している
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出土土器観察表（第138・139図1

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 焼 成・色調

！

備　 考

1

執形　 土 器

須 恵 器

C　 1 5 ．8 底 部 は五 孔 式 で ， 体 部 は 内 攣 気 味 に外 上 体 部 外 面 … 横 位 の ヘ ラ削 り 砂 粒 30％

方 へ 立 ち上 が る。 内 面 － ナ デ 普 通

浅 黄 橙 色

2

婆 形　 土 器

土 師 器

A　 2 2 ．0 胴 部 は 丸 く張 る 。 口 縁 部 は 「く」 の 字 状 汀線 部 内 を外 面 … 櫨 ナ デ 砂 粒 ・雲 母 10 ％

に 開 き， 端 部 を内 属 さ せ て か ら外 土 方 へ つ

ま み 出 し て い る。

胴 部 内 ・外 面 …′ナ デ 普 通

に ぷ い橙 色

3

高 台 付 D　　 8 。7 体 部 は 内 攣 気 味 に 外 上 方 へ 立 ち上 が る。 体 部 内 面 … ヘ ラ磨 き　 外 面 一一 砂 粒 30 ％

ま不形 土 器 E　 l ．2 高 台 は外 下 方 へ の び ， 端 部 は 丸 い 。 水 挽 き痕 は弱 い　 高 台 は 貼 り付 普 通 内 面 黒 色 処

土 師 器 け　 高 台 内 ・外 面 一 横 ナ デ にぷ い 橙 色 理

4

高 台 付 D　　 7 ．8 体 部 は 内 攣 L を が ら外 上 方 へ 立 ち上 が る。 体 部 内 面 … ヘ ラ磨 き　 外 面 … 砂 粒 15％

球 形 土 器 E　 l．9 高 台 は 外 下 方 へ の び， 端 部 は 尖 る 。 水 挽 き痕 弱 い　 高 台 は 貼 り付 普 通 内 面 黒 色 処

土 師 器 け　 高 台 内 ・外 面 一様 ナ デ 浅 黄 橙 色 理

5

高 台 付 A　 1 5 ．2 体 部 は内 攣 気 味 に外 上 方 へ 立 ち上 が り ， 体 部 外 面 ∵ 横 ナ デ　 内 面 … へ 砂 粒 70 ％

土不形 土 器 B　　 5 ．9 高 台 は 外 下 方 へ の び る。 ラ 磨 き　 下 端 一 回 転 へ ラ削 り 普 通 内 面 黒 色 処

土 師 器

I〕　 6 ．6

E　 l ．5

高 台 は 貼 り付 け

高 台 内 ・外 商 －一つ 黄ナ デ

に ぷ い橙 色 理

6

高 台 付 A （1 4 調 体 部 は 内 轡 し な が ら外 土 方 へ 立 ち上 が り ， 内 ・外 面 … 水 挽 き痕 は 弱 い 砂 粒 30 ％

ナ不形 土 器

土 師 器

B　　 6 ．9

D （ 7 ．7 j

E　 l ．4

高 台 は外 下 方 へ の び ， 端 部 は 尖 る。 高 台 は 貼 り付 け

高 台 内 ・外 面 一 横 ナ デ

普 通

赤 灰 色

7

高 台 付 A （13 ．6） 体 部 は 内 攣 しな が ら外 上 方 へ 立 ち i二が る。 底 部 切 り離 しは 不 明　 外 面 … 砂 粒 25％

球 形 二土二器

」二帥 器

B　　 5 ．7 高 台 は 外 下 方 へ の び る 。〕 水 挽 き痕 は 弱 い　 内 面 ハム… ヘ ラ 普 通

I＿） （7 ．O j

E　 l ，6

磨 き　 高 台 は j針 目寸け　 高 台

内 ・外 面 一一…横 ナ デ

橙 色

8

高 台 付　 l Å （14 ．2 ） 体 部 は 内 攣 し な が ら外 土 方 へ 立 ち上 が り， 底 部 切 り離 し は 不 明　 外 由 一－ 砂 粒 匿30 ％

球 形 土 器

土 帥 器

B　　 5 ．3

1二） （ 6 ．2 j

圭三　　 2 ．0

「‾け或部 は 外 反 す る。 高 台 は 外 卜方 へ の び る 。 水 挽 き痕 は や や 強 い　 内 面 …

ヘ ラ 磨 き　 高 台 は 貼 り付 け

高 台 内 ・外 海 －…横 ナ デ　 ！

普 通

橙 色

9

球 形　 土 器 A （1 3．2 j 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 内 攣 し な が ら外 土 底 部 切 り離 しは 不 明 で ， 回 転 砂 粒 40％

土 師 器

B　　 3 ．6

C　　 5 ．0

方 へ 立 ち上 が り， ［二了縁 部 は わ ず か に 外 反 す

る。

ヘ ラ 削 り　 体 部 下 墟 一 回 転 へ

ラ 削 り　 内 面 －…ヘ ラ磨 き

普 通

に ぷ い 橙 色

内 面 黒 色 処

理

10

球 形　 土 器 A （1 2 ．8 ） 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 内 攣 気 味 に 外 土 方 底 部 … 静 止 糸 切 り後 無 調 整 砂 粒 50％

土 師 器

B　　 3 ．6

C　　 6 ．8

へ 立 ち上 が る。 体 部 外 癖 … 水 挽 き後 横 ナ デ

内 面 一一／＼ラ磨 き

普 通

橙 色

内 面 黒 色 処

理

11

球 形　 土 器

土 師 器

A （1 4 ．7） 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 内 攣 L を が ら外 上 底 部 は 回 転 糸 切 り後 ， 粘 土 を 砂 粒 40 ％

C （ 6 ．0） 方 へ 立 ち上 が り， 目線 部 は や や 外 反 す る。 貼 り 付 け て 削 っ て い る　 体 部

下 端 一一手 持 ちへ ラ 削 り

普 通

橙 色

鉄製品（第139図－12－17）
ほ

12は凹基の鉄で，片方の脚が欠損する。穂の断面はレンズ状，茎部の断面は長方形を呈する。

現存長は8。6cmである。

13は雁股の鉄で，茎部が欠損する。現存長は9。6cmである。
一二：†．

14は宴で完存品である。頭部は長方形で，側面はⅤ字形を呈する。現存長は5．4cm・刃幅1。7。m

である。

15は刀子で両端部が欠損する。棟側に区を有し，現存長は14。4cme刃幅は1。4cmである。

16は刀子で両端部が欠損する。棟側に区を有する現存長は6．5cme刃幅は1。2cmである。

17は釘で完存品である。断面は方形を呈する。現存長は12。6cmである。

一一一一－200　－1一一
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第138図　第30号住居跡出土遺物実測図（1）
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第臓図　第調号住居跡出藍遺物実測図　摘）

第別号住居跡（第137図）

本跡は‡2勘を中心に確認され，第2号溝の北側約3．5m　第購号住居跡の北東側約6mに位置

している。第30号住居跡と重複しており，本跡は第30号住居跡によって切られていることからタ

本跡の方が古い。

平面形は長軸3．10m・短軸3．00mの方形を呈し，長軸方向はN…00を指している。壁はほぼ垂

直に立ち上がり，壁高は20～25cmである。床は全体に平坦で，よく踏み固められている。ピット

は壇0の1か所が検出されており，長径35cmの短径20cmの楕円形を室し，深さは30cmである。西壁

寄りに炉跡が検出され，長径70cmの短径55cmの楕円形で，炉床は床を13cm握り凹めておりタ　内

部は焼けてブロック状の焼土が充満している。覆土は第30号住居跡とほぼ同じく自然堆積の状態

を示している。

遺物は少なく，南東コーナー部付近の床面から土師器の婆形土器（第140図一1）が出土してい

る。

出藍蓋器観察表（第140図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・焼成 ・色調 備　 考

1

変 形　 土 器

土 師 器

A　 1 5 ．2 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 内 轡 しな が ら外 上 口 縁 部 内 ・外 面 … 横 ナ デ 砂 粒 85 ％

B　 3 0 ．9 方 へ 立 ち上 が り， 上 位 か ら 内 傾 す る。 目 線 胴 部 外 面 … ヘ ラ ナ デ　 下 半 － 普 通

C （ 7 ．0） 部 は 外 反 し な が ら開 く。 全 体 に ゆ が み が あ 斜 位 の 雑 な ヘ ラ磨 き 明 赤 褐 色

る。 内 面 － ヘ ラ ナ デ

一一一一一一202－一一



図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

2

聾形　 土器

土師器

Å　 15．1 胴部は丸く張 り，目線部は折 り返 し口緑

で 「く」の字状に開 く。

＝緑部内 ・外面一様ナデ

胴部外面一器面刺落 して整形

不明　 内面－ナデ

砂粒

普通

にぷい褐色

40％

3

域形　 土器 A　 14．1 底部は平底で，休部は内攣 しながら外上 口緑部内 ・外面∵横ナデ 砂粒 45％

土師器

B　　 6．9

C　　 7．4

方へ立ち上がり，口緑部は内傾する。 体部内 ・外面一ナデ 普通

墾灰色

第140図　第31号住居跡出土遺物実測図

二千

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

［＿＿一一＿、二二＿、l＿．．－＿j

第詑号住居跡（第141図）

本跡はIlg7を中心に確認され，第27号住居跡の南側約1m，第28号住居跡の西側約3mに位置

している。

平面形は長軸3・60me短軸3860mの隅丸方形を呈し，長軸方向はN－180－Wを指している。壁

高は5～10cmである。壁の立ち上がりほ不明瞭で，床はほぼ平坦であり中央部から南壁にかけて

はよく踏み固められている。ピットは玖～鴎の8か所検出され，玖～軌の径は15～33。mとやや差

がある。深さは12～17cmと浅いがはぼ方形に配置されており，主柱穴と思われる。研㍗つ銭の周囲

は撹乱を受けており床面が凹凸である。炉が住居跡中央部のやや北壁寄りに確認され，平面形は

－203…



長径58cme短径48cmの楕円形を室し9　炉床は床を8cm皿状に揺り凹めている。内部にはブロック

状の廃土が堆積して響　炉床は焼けて硬化している。覆土は自然堆積の状態を示し9確認面から床

面まで浅いため，ローム粒子を含む暗褐色士が1層だけである。

遺物は少なく，北東コーナー部付近の床面から土師器の婆形土器昌釦臓堰「つ）が機ましただ

けである。

卑　率＋項伊

第141図　第32号住居跡実測図

出藍蓋器観察衷　042図）

藻鳥

0　　　　　　　　　　　　2m』云

図版

番号
蓄　 積 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴 始土・焼成・色調 備　 考

1

婆形　 土器

土師器

Å（15．6） 底部は突出した平底で，胴部はやや扁平 目線部内さ外面一横位のパケ 砂粒 50％

B　21．7 な球形を呈している。目線部は「く」の字 目　 頭部外面…縦位のィ、ケ＝ 普通

C　　 5．5 状に開く。 胴部外面…横位のパケ目　 内

面－ヘラナデ

にぷい赤褐

色

一一ハ20‘1－－－－－



第142図　第32・33号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿　　；　　＿＿＿」

第33号住居跡（第143図）

本跡はIlh4を中心に確認され，第40号住居跡の西側約12m，第2号溝の南側約2mに位置して

いる。

平面形は長軸4・90m・短軸4．75mの方形を呈し，主軸方向はN－23。－Wを指している。確認面

から床面までが浅く，また，北東壁は耕作の撹乱を受けているため，壁の立ち上がりは不明瞭で

あり，壁高は0～5cmである。床はほぼ平坦でやわらかい。ピットはR～Bの6か所検出された。

B～Rはいずれも径が約25cm，深さはBの34cmを除いて15～18cmであり，ほぼ方形に配置されて

いることから主柱穴と思われる。住居跡中央部から北西壁寄りに炉跡が検出され，平面形は長径

38cm・短径27cmの楕円形を呈し，床を7cmほど皿状に掘り込めている。耕作の撹乱のため焼土

がわずかに残っているだけで，炉床もあまり焼けていか）。東コーナー部のやや西寄りに貯蔵穴

が検出され，平面形は長径85cm・短径60cmの楕円形を呈し，深さは27cmである。覆土は自然堆積

と思われ，ローム粒子を含む黒褐色土が主であるが，堆積していても厚さ2～3cmで床面が露出

している部分もある。

遺物は土師器の要形土器片が13点と，貯蔵穴内から高球形土器の脚部（第142図－2）が出土して

いる。

ー205－
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第143図　第33号住居跡実測図

出藍堂器観察表（第142図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

2

高雄形 土器

土師 器

C　 ll ．6 球 部 欠損。 脚部外 面 一縦位 のヘ ラ磨 き 砂粒 50％
脚部 は ラ ッパ状 に開 き， 中位 に 3 か所 の穿 内面－ ナデ 普通

孔 が見 られ る。 裾部 内 ・外 面 一横 ナ デ 橙色

第別号住居跡（第144図）

本跡はI2j3を中心に確認され，第2号溝の南側約2m，第35号住居跡の北側約1mに位置して

いる。東側部分は，調査区域外へと延びる。

平面形は7．10mX（）mの方形を呈すると思われ，主軸方向はN－40－Wを指している。壁は

一一206一一一



測

二　‾lll

第144図　第34号住居跡実測図
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やや外傾して立ち上がり，壁高は25～28cmである。床面はほぼ平坦で堅く，特に炉跡の周辺がよ

く踏み固められている。ピットは玖e銭の2本が検出されたが，質e馬とも径25～30cm言采さば

質が74cm，蛾が60cmと深く配置的に主柱穴と思われる。炉跡は住居跡中央部に2薗北東寄りに

1基の合わせて3基が確認され，北から第1・第26第3号炉跡とした。いずれも長径約70cm，

第1号炉を除いて短径約55cm・深さ約15cm掘り凹めている。いずれも内部には焼土や焼土ブロ

ックが多量に充満している。北西コーナー部には貯蔵穴が検出され，平面形は径約90cmの円形を

皇し，約60cm掘り込んでおり床面は平坦である。覆土は大きく3層に分かれ，自然堆積の様相を

呈しており，下から暗褐色土e極暗褐色土。黒褐色土と堆積し，各層ともローム粒子や炭化粒子

を含みやわらかである。

遺物は，ほとんどが北西コーナー部付近の床面から集中して多量に出土している。土師器の婆

形土器が多くタ破片が620点，接合して実測できたものが13息　そのうち大形のものが8点ある。

このほか域形土器，甑形土器が出土している。

出立土器観察衷（第145e146弓47図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・焼成 ・色調 備　 考

1

聾 形　 土 器

土 師 器

A　 19 ．2 胴 部 は は ぼ 球 形 を皇 し， ＝縁 部 は 「く」 口 縁 部 内 ・外 面 … 横 ナ デ 砂 粒 40 ％

の 字 状 に開 く。 胴 部 外 面 … ナ デ

内 面 － ヘ ラ ナ デ

普 通

にぷ い 橙 色

2

婆 形　 土 器

土 師 器

C　　 8 ．2 底 部 は 平 底 で 突 出 し， 胴 部 は ほ ぼ 球 形 を

呈 す る。

胴 部 内 ・外 面 － ヘ ラ ナ デ 砂 粒

普 通

に ぷ い 褐 色

70 ％

3

婆 形　 土 器

土 帥 器

A　 17 ．2 胴 部 は ほ ぼ 球 形 を墨 し， H 縁 部 は 外 反 し 口 縁 部 内 ・外 面 一横 ナ デ 砂 粒 4 0％

な が ら わ ず か に 開 く。 胴 部 外 面 … ナ デ

内 面 － ヘ ラナ デ

普 通

にぷ い赤褐色

胴 部 外 面 煤

付 着

4

壌 形　 土 器

土 師 器

A　 14 ．6 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 内 攣 し な が ら外 上 口 縁 部 内 ・外 面 一 横 ナ デ 砂 粒 90 ％

B　 12 ．6 方 へ 立 ち上 が り， 胴 部 上 位 で 内 傾 す る 。 口 胴 部 内 ・外 面 － ナ デ 普 通

C　　 5 ．8 縁 部 は ほ ぼ 直 立 す る。 にぷ い 橙 色

5

聾 形　 土 器

士 師 器

A　 15 ．8 胴 部 は ほ ぼ 球 形 を皇 し， 「二持家部 は 外 反 し ＝ 縁 部 内 ・外 面 … 横 ナ デ 砂 粒 芋5 ％

な が ら 開 く。 胴 部 外 面 … ナ デ複 雑 な ヘ ラ磨

き　 内 面 … ヘ ラ ナ デ

普 通

明 赤 褐 色

6

婆 形　 土 器

土 師 器

C　　 7 ．3 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 内 攣 し な が ら外 上 胴 部 外 面 － ナ デ 砂 粒 20％

方 へ 立 ち上 が る 。 内 面 一 様 ナ デ 普 通

にぷ い赤 褐色

7

婆 形　 土 器

土 師 器

A　 18 ．2 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は ほ ぼ 球 形 を呈 す る 。 口縁 部 内 ・外 面 一 様 ナ デ 砂 粒 6 5％

B　 29 ．4

C　　 8 ．2

目 線 部 は 直 立 し て か ら外 反 して 開 く。 胴 部 外 面 … ナ デ

内 面 … ヘ ラナ デ

普 通

に ぷ い 褐 色

8

婆 形　 土 器

土 師 器

A　 17 ．0 胴 部 は や や 長 胴 を皇 し， ロ 縁 部 は 「く」 口 縁 部 内 ・外 面 一 様 ナ デ 砂 粒 30 ％

の 字 状 に開 く。 胴 部 外 面 － ナ デ 後 雑 な ヘ ラ磨

き　 内 面 … ナ デ

普 通

にぷ い 橙 色

9

婆 形　 土 器

土 師 器

Å　 13 ．9 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 内 攣 しな が ら外 上 口 縁 部 内 ・外 面 一 機 ナ デ 砂 粒 90 ％

B　 15 ．2 方 へ 立 ち上 が り， 胴 部 上 位 で 内 傾 す る。 胴 部 外 面 － ヘ ラ ナ デ 普 通

C　　 5 ．7 日縁 部 は 外 反 し を が ら開 く。 内 面 － ナ デ 黒 色

10

駄形　 土 器

土 師 器

C　　 5 ．2 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 内 攣 L を が ら大 き 胴 部 外 面 － ヘ ラ削 り 砂 粒 20％

く開 い て 立 ち上 が る。 底 部 中 央 に 穿 孔 して

い る。

内 面 － ナ デ 普 通

淡 赤 橙 色

11

璃 形　 土 器

土 師 器

A　 14 ．7 体 部 は内 攣 し な が ら 大 き く開 い て 立 ち上 甘縁 部 内 ・外 面 … 桟 ナ デ 砂 粒 80 ％

が り， 日縁 部 は や や 外 傾 す る 。 内 面 の ［璃豪

部 と休 部 の境 に稜 を有 す る。

体 部 内 e外 面 － ナ デ 普 通

赤 橙 色

－208一



第145図　第34号住居跡出土遣物実測図（1）
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第146図　第34号住居跡出土遺物実測図（2）
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第147図　第34号住居跡出土遺物実測図（3）
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図 版

番 号
器　 麺 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

12

聾形　 土器 A　 17．6 底部は平底で，胴部は丸く張 り，球形に 口緑部内 ・外面一横ナデ 砂粒 ・紳礫 85％

土師器

B　 30 ．4

C　　 7 ．4

近い。口縁部はわずかに開き中位が膨らむ。胴部外面－ナデ

内面－ヘラナデ

普通

にぷい褐色

13

聾形　 土器 A　 13．0 底部はややあげ底で，胴部はほぼ球形 を 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 85％

土師器

B　 19．0 呈する。口縁部は外反しなが ら開き′，端部 胴部外面－ナデ 普通

C　　 6．2 は丸い。 内面－ヘラナデ 浅黄橙色

14

聾癖　 土器 A ．（15．8） 胴部はほぼ球形 を呈し，口縁部は外反 し 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 40％

土師器
ながら開く。 胴部外面－ナデ

内面－ヘラ．削 り

普通

にぷい褐色

．15

聾形　 土器 A　 15．0 底部は平底で，胴部は内野しなが ら外上 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 90％

土師器　 ‾

B　 22．7 方へ立 ち上がり上位から内傾する。口縁部 胴部外面－ナデ 普通

C　　 8．0 は外反気味に開く。 内面－ヘラナヂ 黒褐色

第35号住居跡（第148図）

本跡はJ2b3を中心に確認され，第34号住居跡の南側約1m，第3号溝の北側約7mに位置して

いる。第36号住居跡と第1号土坑が重複しており，第36号住居跡が本跡の上に構築され，第1号

土坑が本跡を切っていることから，本跡が最も古い。

平面形は長軸4・35m・短軸3．70mの隅丸長方形を呈し，長軸方向はN－68．50－Eを指している。

壁はやや外傾して立ち上がり，壁高は15～20cmである。床は平坦であるが，西から東へ向かって

やや傾斜し，4～6cm低くなっている。中央部はよく踏み固められていて堅い。ピットはPl～P。

の4か所検出されているが，15～50cmと差があり配置も規則性がなく，主柱穴ではないと思われ

る。炉跡が中央部から北西コーナー部寄りに検出され，平面形は長径50cm・短径40。mの楕円形を

呈し，床を7cmほど掘り凹めている。焼土量は少なく，炉床はあまり焼けていない。南西コーナ

ー部には貯蔵穴が検出され，平面形は長径55cm・短径45cmの楕円形を呈し，塊状に掘り込まれ深

さは39cmである。覆土はロームブロックを含む黒褐色土や暗褐色土が複雑な層を呈しており，人

為的に埋め戻されたと思われる。また床面には焼土の広がりや柱状の炭化材の散布が認められ，

火災を受けていると推定される。

遺物は比較的少なく，いずれも土師器である。南西コーナー部の床面から完形の域形土器（第

149図－6）や炉跡の北側の覆土から完形の球形土器が出土している。このほか婆形土器や高球形

土器も出土している。，

出土土器観察表（第149図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴

∠l

手 法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

聾 形　 土 器 A　 16 ．0 胴 部 はほぼ球形 を呈 し， 口縁 部 は外反 し 口縁部 内 ・外 面 一横ナ デ 砂粒 15 ％

土師器

なが ら立 ち上 がる。 胴 部内 ・外 面－ ナデ 普通

暗赤褐 色

2

壷 形　 土 器 A　 18 ．4 胴部 はほぼ球形 を呈 し， 口縁 部は 「く」 口縁 部 内 ・外 面 一横 ナ デ 砂 粒 15％

土 師器

の字状 に開 く。 胴部 内 ・外面 － ナデ 普 通

l子ぷ い橙 色

一212－



¢

旦＋避随
慕・施米．j圭∴　志誉了・f王寺ノ二　∴、て、、よ測畏

－　213－－…－



二°l：：∴
3

第149図　第35・36号住居跡出土遺物実測図

－214－

0　　　　　　　　　　　10cm

［二　＿；　　」



図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

3

婆形　 土器

土師 器

A　 ll ．5 胴 部 は球形 を皇 し， H 縁部 は 「く」 の字 口縁 部内 ・外面 一様 ナデ 砂 粒 30 ％

状 に開 く。 頸 部外面 ′・・〝M・・・・・・Aへ ラオサ エ

胴部 内 ・外 面 －ナ デ

普 通

明 赤褐色

4

高球形 土畠

土師 器

D　 14 ．3 土不部 欠損。脚 部 は 「ラ ッパ」 状 に開 く。 脚部 外面 …縦位 のヘ ラ磨 き

内面 －ナデ　 上位 に輪積痕

裾部 内 ・外 面 一横 ナ デ

砂 粒

普 通

淡橙 色

40 ％

5

高士不形 土器

土師 器

脚 部 は 「ラ ッパ」状 に開 く。 脚部 外面 一縦位 のヘ ラ磨 き

内面 －ナ デ

砂粒

普 通

橙色

40 ％

6

塊 形　 土器

土師 器

A　 15 ．6 底 部 は平底 で，体部 は内攣 しな が ら大 き 底部 一不定 方向 のヘ ラ削 り 砂粒 100 ％

B　　 6 ．0 く開い て立 ち上 が り， 目線 部 は短 く外 傾す 口縁部 内 ・外面 一横 ナデ 普通 体部 外面 に

る。内面の口縁部 と休部 との境 に稜 を有す る。－ 体部 内 ・外 面… ナデ 赤褐 色 赤 彩

7

塊 形　 土 器

土師 器

A （13 ．4） 底部 は平 底 で，休部 は内 攣 L をが ら大 き 口縁部 内 ・外面 一様 ナデ 砂粒 40 ％

B　　 7 ．7 く開い て立 ち上 が り，日綾 部 は外傾 す る。 体部 内 ・外 面－ ナデ 普通

C （4 ．8） 内面 の口縁部 と体 部 の境 に稜 を有す る。 暗赤 褐色

8

土不形　 土 器

土 師 器

A　 23 ．5 底部 は平 底で ，体部 は内 攣 しなが ら大 き 口縁部 内 ・外 面 一様 ナデ 砂粒 100 ％

B　　 3 ．3 く開 い て立 ち上 が る。 体部内 ・外 面－ ヘ ラナデ 普通

赤色

第36号住居跡（第148図）

本跡はJ2b3を中心に確認され，第34号住居跡の南側約3mに位置している。第35号住居跡と第

1号土坑と重複しているが，本跡は第35号住居跡の上に貼り床としており，第1号土坑によって

切られていることから，第35号住居跡より新しく第1号土坑より古いと考えられる。耕作による

削平のため，本跡はカマドと北壁の一部しか残っておらず，東側半分は調査区域外へ延びている。

平面形は長軸・短軸とも不明である。主軸方向も推定でN－200－Wぐらいと思われる。壁はカ

マドの東側だけしか残っておらず，立ち上がりも不明瞭で壁高は約5cmである。床面はカマドの

周辺だけが残っており，よく踏み固められているが他は削平されている。第35号住居跡と重複す

る部分は貼り床をしており，ほとんどが削平されているが，カマドの南側では約5cmの厚さでロ

ームブロックが固められている。ピットは検出されなかった。カマドほ北壁中央に付設されてい

たものと思われ，耕作のためほとんど破壊され焼土が残っていただけである。推定で長さ114cm，

幅80cmで床を11cm掘り凹めている。覆土はなく床面が露出している。

遺物はカマド内から，土師器の婆形土器（第149図－9）が出土しただけである。

出土土器観察衷（第149図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

9

婆形　 土器

土師 器

A　 16 ．0 胴部 は中位 でや や張 り，長胴 を呈 す る。 口縁 部内 ・外 面一横 ナ デ 砂 粒 40％
目線部 は外反 しなが ら開 き，端 部 を上方へ 胴部 外面 上 ・中位 一縦位　 下 普 通

つ まみ 出 してい る。 位 一横位 のヘ ラ削 り

胴部 内面 － ナデ

灰 褐色

－215－



第欝号住居跡（第150弓51図）

本跡はIlb6を中心に確認され，第38号住居跡の東側約2m，第25号住居跡の北西側約1mに位置

している。第62号住居跡と重複しており，本跡は第62号住居跡の上に構築されていることから，

本跡の方が新しい。

平面形は長軸9．05m e短軸5。05mの長方形を墨し，主軸方向はN…70－Wを指している。壁は

ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は約35cmである。床は全体に平坦で堅く，よく締まっている。第62

号住居跡との重複部分は貼り床となっており，踏み固められたロームが3cm前後の厚さで残って

いる。ピットはn～日0の10か所検出され，いずれも径23～60cme深さ14～74cmと不揃いで，

配置的（、こも規則性がなく主柱穴ではないと思われる。また，均eP6は本跡に伴うものかどうか不

明である。P9は長径100cm・短径85cmの楕円形を呈し，25cmほど掘り込まれ，南西コーナー部に位

置しており，貯蔵穴かと思われる。炉跡が住居跡中央部のやや北寄りの位置と，西壁寄りの位置

に2基検出された。第1号炉は長径80cme短径55cmの楕円形を呈し，床面を21cm掘り凹めている。

第2号炉は径約50cmのほぼ円形を呈し，床を32cm掘り凹めている。いずれも廃土量は少なく，炉

床もあまり焼けていない。カマドは，北壁中央部に約50cm錐れて2基付設されている。いずれも

ほとんど崩壊しており，天井・袖部は残っていない。第1号カマドほ長さ155cm・幅90cmで，北壁

を80cm切り込んでいる。奥壁はゆるやかに立ち1がり，火床は床を17cm掘り凹めている。どちら

もほぼ同じ規模で，火床は焼けてブロック状を呈し焼土が充満している。覆土は自然堆積の状態

を示しており，ローム粒子とロームブロックをわずかに含む暗褐色土と黒褐色土が主である。北

壁下を除いて壁溝が周回しており，上幅約18cm。下幅約17cmバ采さ約5cmである。

遺物の出土量は多く，土師器の婆形土器片は1，155点も出土し，球形土器や高台付球形土器も多

い。須恵器では球形土器片が170点出土している。土器のほかには覆土から刀子，鉄鉄，釘などが

出土している。

出土土器観察表（第152e153図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

要 形　 土器 A （19 ．0） 胴 部 はやや 長胴 を呈す る。目線 部は外 反 目線部 内 ・外 面 …横 ナ デ 砂粒 20％

土師 器

気味 に開 き，端 部 を上 方 につ まみ出 してい 胴 部外 面－ ヘ ラ削 り 普 通

る。 内 面一 ナデ 明 赤褐色

2‾

要形　 土 器

土 師器

A （2 1．6） 口頚 部 は 「コ」 の字状 を呈 す る。 口縁 部 内 ・外 面一様 ナデ

胴部 外面 …横位 のヘ ラ削 り

内面 －ナ デ

砂粒

普通

赤色

10 ％

3

婆形　 土 器

土師 器

A　 14 ．9 口頸 部 「コ」の 字状 を皇 し， 外端部 に沈 口縁部 内 ・外面 1 横 ナデ 砂粒 15 ％
線 が巡 る。 胴部外 面 一横位 のヘ ラ削 り

内 面 －ナ デ

普通

橙色

4

土不形　 土器

土師 器

A （13 ．0） 底 部 は平底 で，体部 は内 攣 しなが ら外 上 底 部 一回転糸 切 り後無調 整 砂粒 50％

B　　 4．2

C　　 6．6

方 へ立 ち上 がる。 体 部外 面…水 挽 き痕 は弱 い

内 面－ ヘ ラ磨 き

普通

榎 色

ー216－
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図版

番号
器　種 法　量 器　形　の　特　徴 手　法　の　特徴 胎土・焼成・色調 備　考

5

球形　土器

土師器

A　12．0 底部は平底で，体部は内攣気味に外上方底部一切り離し不明で，手持砂粒 60％

B　　4．3

C　　6．1

へ立ち上がる。 ちヘラ削り

体部下端…手持ちへラ削り

普通

にぷい橙色

6

ま不形　土器

土師器

A （12．4） 底部は平底で，体部は内攣しながら立ち底部…切り離し不明で，手持砂粒 60％

B　　3．3

C　　5．4

上がり，口縁磯部は丸い。 ちヘラ削り

体部下端一手持ちへラ削り

普通

淡橙色

墨書「大」

7

土不形　土器

土師器

A　12．0 底部は平底で，体部はやや内攣気味に外底部一回転へラ削り後軽くへ砂粒 100％

B．　3．1

C　　6．8

上方へ立ち上がる。 ラ削り

体部内・外面…水挽き痕は弱い

普通

にぷい橙色

8

土不形　土器

土師器

C　　6．6 底部は平底で，体部は外上方へ立ち上が底部一回転糸切り後無調整 砂粒 20％

る。 体部外面一様ナデ

内面一ヘラ磨き

普通

赤色

内面黒色処

理

9

‡不形　土器

土師器

A　12．0 底部は平底で，体部はやや内轡しながら底部…一一一方向の手持ちへラ削砂粒 100％

B　　3．6

C　　6．0

外上方へ立ち上がる。 りで，切り離しは不明

体部内・外面一水挽き痕は弱い

普通

橙色

－218－
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図版

番号
器　種 法　皇 器　形　の　特　徴 手　法　の　特徴 胎土・焼成・色調 備　考

10

f不形　土器

土師器

A　ll．8 底部は平底で，休部は内攣しながら外上底部一一方向の手持ちへラ削砂粒 90％

B　　5．2

C　　3．6

方へ立ち上がる。 りで，切り離しは不明

休部下端一手持ちへラ削り

体部内・外面一水挽き痕は弱い

普通

灰白色

11

高台付 ／ 口緑部片である。 外面一横ナデ 砂粒 5％

土不形土器

土師笛

内面一ヘラ磨き 普通

淡黄色

内面黒色処理

外面に墨書

12

高台付 A（15．6） 休部は内攣Lをがら外上方へ立ち上がり，休部内面－ヘラ磨き 砂粒 60％

土不形土器B　　5．2 口緑部は外反する。高台は外下方へのぴる。高台は貼り付け 普通 内面黒色処

土師器 高台内・外面一様ナデ 浅黄橙色 理

－220一



図 版

番 号
器　 梗 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

13

高台付 A （15 ．0） 休 部 は内轡 しなが ら外上 方へ 立 ち上 が り， 体部内 ・外 面－ヘ ラ磨 き

高台 は貼 り付 け

高台内 ・外面 一横 ナデ

砂 粒

普 通

にぷ い橙色

70 ％
土不形 土器

土師 器

B　　 6 ．2

D （8 ．2）

E　 l．9

目線 部 は外 反 す る。 高台 は外下方 への び る
． 内面黒色 処

理

14

高台付 A　 13 ．8 体部 は内 轡 しなが ら外 上 方へ立 ち上 が り，体部 内 面－ヘ ラ磨 き 砂粒 85 ％
土不形土 器

土 師器

高台 は外下 方へ のび る。 高台 は貼 り付 け

高台 内 ・外 面…横 ナ デ

普通

にぷ い橙色

15

高台 付 A （13 ．2） 体部 は外反 気味 に外上 方へ立 ち上 が り， 休部 内面 ～雑を ヘラ磨 き 砂粒 70％
球形 土器 B　　 7 ．0 高台は外 下方 への び る。 高台 は貼 り付 け 普通

土師 器

D　　 7 ．8

E　 l ．5

高台内 ・外 面～横 ナデ 橙 色

16

高台付 A　 13 ．7 体 部は ほぼ直線 的 に外上 方へ立 ち上 が り，内 ・外 面一水挽 き痕 は弱 い 砂粒 80 ％
球 形土 器 B　　 5 ．8 目線端 部 は丸 い。′高台 は外下 方へ のび る。 高台 は貼 り付 け 普通
工帥器 D　　 8 ．8 高台 内 ・外 面一横 ナ デ 淡黄 色

17

高台付 ／ 体部は内攣しながら外上方へ立ち上がり，内・外部一水挽き痕はやや弱い 砂粒 50％
球形土器

土師器
高台は外下方へのびる。 高台は貼り付け

高台内 ・外面一横ナデ
普通

にぷい橙色

18

高台付 D　　8．1 高台は外下方へのびて端部は丸い。 高台は貼り付け 砂粒 40％
球形土器
土師器

E　 l．6 高台内 ・外面一様ナデ 普通

にぷい橙色

石製晶（第153図－19。20）

19は紡錘車で完形品である。全体に摩滅している。長径5．2cm。短径4．9cm。厚さ1．3～1。7cm。

孔径13mmで，石質は軽石である。

〃20は砥石（提砥）である。長方形を室し一端に径4mmの孔を要する。両端を除く4面が使用さ

れている。長さ6cm再釦。1cme厚さ1．2～2．9cmで，石質は安山岩である。

鉄製品（第153図－21～24）
よち

21は刀子で両端部が欠損する。刃側に区を有する。現存長は8。5cme刃幅1．1。mである。

22は鉄で茎部が欠損する。穂は細長く，断面はレンズ状を皇す。現存長は10．1。mである。

23は鉄の茎部で，断面は方形を呈する。現存長は8。4cmである。

24は釘で完存品である。頭部は屈曲し，断面は方形を呈する。長さほ8。8cmである。

第38号住居跡（第154図）

本跡はIlb4を中心に確認され，第37号住居跡の西側約2m，第22号住居跡の南側約8．8mに位置し

ている。北コーナー部は道路にかかっている。

平面形は長軸4・60m・短軸3・30mの長方形を呈し，長軸方向はN－620－Eを指している。壁は

やや外傾して立ち上がり，壁高は約35cmである。南西壁の南半分を除いて各壁下には壁溝が周回

しており，上幅約19cme下幅約10cme深さ約7cmである。床は平坦で堅く締まっている。ピット

は玖一括の7か所検出され，径は約25cmである。配置的に南に偏しており，主柱穴の可能性は薄

い。東コーナー部に位置する抗は，径約45cmの円形を呈し，深さ38cmで貯蔵穴とも考えられる。

中央部から北東壁寄りに炉跡が検出され，平面形は径約60cmの円形を呈し，炉床は床を13。m掘り

－221－



凹めている。焼土の量は少なく炉床もあまり焼けていない。本跡の周囲は，耕作により撹乱を受

けており，本跡の覆土も全体に授乱され，ロームブロックを含む褐色土や黒褐色土が混じり合っ

ている。

遺物は東コーナー部付近の床面から，土師器の兢形土器（第155図－3）や甑形土器（第155図－

5）が出土し，そのほか婆形土器，柑形土器が出土している。このほかに本跡に伴う遺物ではな

いが，南西壁付近の撹乱された覆土上層から集中して，土師器の婆形土器，球形土器，高台付球

形土器や須恵器片が出土している。これらの遺物は，本跡の遺物よりも新しい時期のものであり，

本跡の上にあった別な遺構が，耕作による撹乱を受け遣物だけが残ったものと思われる。

二　二

出I　紐l　吋

第154図　第38号住居跡実測図
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出藍豊器観察蔑（第155の156図）

図 版

番 号 器　 種 法　 最 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・焼成超瀾 備　 考

1

婆 形　 土 器

土師 器

Å　 16 ．8 胴 部 はほぼ球 形 を室 し， 目線部 は外 反 し 目線部 内 ・外 面一櫨 ナ ナ 砂 粒 50 ％

なが ら開 く。 胴 部内 ・外面 …ヘ ラナ ナ 普 通

明 赤褐色

2

婆彬　 土器

土 師器

Å　 13 ．4 胴部 は丸 く張 り， 日縁 部 は外反 しなが ら 日録部外 面 …櫨 ナ デ 砂粒 80 ％
開 く。 内層主つ嵐位の ヘ ラ削 り 普通

胴部 外面 …斜位 のへ ラ削 り 赤褐 色

内面 …ヘ ラナデ

3

城 形　 土器

土 師器

Å　 14 ．3 底部 は平底 で あるが中央 部 がやや凹 む。 目線部 内 ・外面 一様ナ デ 砂粒 95％
B　　 5．2 体部 は内 攣 しなが ら大 き く開 いて立 ち上 が 体部外 面 －ヘ ラナデ 普 通

C　　 3．7 り，目線部 は外 傾す る。内 面の 口縁部 と体 内 面 …ナデ 暗 赤褐色
部 の境 に明 瞭 な稜 を有 す る。

4

甑 形　 土器 D　　 5．3 胴部 は内 攣気味 に外上 方へ 立 ち上 が り， 胴 部外 面一 ナデ 砂 粒 10 ％

土 師器
底 部 中央 に穿孔。 下端 ～ヘ ラ削 り 普 通

内面 …ナ デ 黒色

5

甑 形　 土器 Å　 2 3 ．0 体部 は内攣 気味 に外上 方へ立 ち上 が り， 日縁部 内 e 外面 …櫨 ナデ 砂粒 80％

士帥 器

B　 12 ．0 目線 部 はや や外 傾 し折 り返 し口縁 で あ る。 体部外 面 …ヘ ラ削 り 普通
C　　 2．8 底部 中央 に穿孔 。 内 面 …ナデ 明赤褐 色

6

川 形　 士 器 Å （10 。3） 日縁部 は直線 的 に外 土方 へ立 ち上 が り， 副 射 離 摘 上 磯 ナデ複雑 なへ 砂 粒 15％

土 師器

先端部 はやや内 攣す る。胴部 は扁平 な球形 ラ磨 き　　 内 面…横 ナデ 普 通
を呈 す る。 胴部 外面 …ヘ ラ削 り後 ナ デ

内面 一ナ デ

明 赤褐色

7

高林 形士器

上伸 器

脚部 はや や膨 らみ なが ら開 く。 脚部 外面 …ナ デ

内面 －㍉＼ラナ デ

砂粒

普通

橙 色

15 ％

婆 形　 土 器 Å　 24 ．0 胴 部 は丸 く張 り， 目線部 は外反 しをが ら 目線部 内 ・外 面一様 ナ デ 砂 粒 2 0％
r）0 開 く。 日縁 端部 を土 方 につ まみ出 して い る。胴 部外 面∴欄射立の へ ラ削 り 普 通 i匪　　　　　　r）樟 i

士 帥 器

l 一開 く。 日縁 端 部 を土 方 につ ま み 出 して い る。l胴 部 外 面∴欄射立の へ ラ削 り ー普 通 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

内 面 － ナ デ 明 赤 褐 色

婆 形　 土 器 C　　 7 。8 底 部 は 平 底 で 言 本部 は 内 攣 L を が ら外 土 体 部 外 面 … ヘ ラ 削 り 砂 粒 15 ％

9

須 恵 器

方 へ 立 ち上 が る。 内 戚ト1 ＼ラ ナ ナ 普 通

灰 褐 色

10

婆 形　 土 器

土 師 器

Å　 20 ．8 胴 部 は 長 胴 を墨 し， 上 位 が や や 張 る 。 ロ 日 縁 部 内 ・外 面 一様 ナ デ 砂 粒 20％

綾 部 は 外 反 し を が ら 開 き， 端 部 は 折 り返 し 胴 部 外 面 …斜 位 の へ ラ削 り 普 通

て い る。 外 面 の頚 部 と胴 部 の 境 に 明 瞭 を 稜

を有 す る。

内 面 一 ナ デ にぷ い黄 褐色

11

土不形　 土 器

土 師 器

C　　 6 や1 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 内 轡 気 味 に 外 上 方 底 部 一 手 持 ち へ ラ削 り‾で ， 切 砂 薗 〝′ 40 ％

へ 立 ち上 が る。 り離 し は 不 明

体 部 下 端 一 手 持 ちへ ラ 削 り

普 通

浅 黄 色

12

土不形　 土 器 Å （13 ．1） 底 部 は 平 底 で ， 休 部 は 内 攣 気 味 に外 上 方 底 部 一 手 持 ち へ ラ 削 り で ， 切 砂 粒 50 ％

土 師 器
B　　 4 ．0

C　　 5 ．6

へ 立 ち 上 が る 。 り離 しは 不 明　 体 部 外 面 … へ

ラ削 り　 内 面 ヰ 横 位 の ヘ ラ磨

き　 目 線 部 外 面 一様 ナ デ

普 通

にぷい赤褐 色

13

坪 形　 土 器

土 師 器

Å （16 ．0） 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 内 攣 気 味 に 外 上 方 底 部 一 手 持 ちへ ラ 削 り で， 切 砂 粒 20％

B　　 5 ．4 へ 立 ち上 が る。 り離 しは 不 明　 体 部 外 面 － へ 普 通

C　　 7 ．8 ラ 削 り　 内 面 … 横 位 の へ ラ磨

き　 目線 部 外 画 一 横 ナ デ

に ぷ い橙 色

14

球 形　 土 器

土 師 器

Å　 13 ．4 底 部 は 平 底 で ， 休 部 は 内 攣 気 味 に外 上 方 底 部 … 手 持 ちへ ラ削 り で ， 切 砂 粒 40 ％

C　　 4 ．9 へ 立 ち 上 が りタ　ロ縁 部 は わ ず か に外 反 す る 。 り離 しは 不 明　 体 部 下 端 … 手

持 ち へ ラ削 り　 水 挽 き痕 は 醜 い

普 通

灰 白色

1 5

球 形　 土 着

土 師 器

Å　 14 ．5 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 内 轡 しな が ら 立 ち 底 部 は 不 定 方 向 の 手 持 ち へ ラ 砂 粒 80 ％

B　　 3 ．8 上 が る。 ［］縁 部 は わ ず か に 外 反 して 端 部 は 削 り で ， 切 り離 しは 不 明 普 通

C　　 7 ．7 丸 い 。 休 部 下 端 一 手 持 ち へ ラ削 り

底 部 内 面 … 指 ナ デ

橙 色

16

球 形　 土 器

土 師 器

Å （ll e6 ） 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 内 轡 し な が ら立 ち 底 部 一 手 持 ち へ ラ削 りで ， 切 砂 粒 40 ％

B　　 3 ．9 上 が る 。 ［減衰部 は わ ず か に外 反 す る 。 り離 し は 不 明 普 通

C　　 6 ．2 体 部 下 端 一 手 持 ちへ ラ 削 り 淡 橙 色

17

土不形　 土 器

土 師 器

Å　 12 ．8 底 部 は 平 底 で ， 休 部 は 内 攣 気 味 に外 上 方 底 部 一 手 持 ちへ ラ 削 り で ， 切 砂 粒 80 ％

B　　 3 ．6

C　　 6．4

へ 立 ち上 が り， 口 緑 部 は外 反 す る。 り離 しは 不 明　 体 部 下 線 ∴ 手

持 ち へ ラ削 り　 内 面 1 ヘ ラ磨

き

普 通

に ぷ い 橙 色

18

高 台 付 Å　 14 ．4 休 部 は 内 攣 しな が ら外 上 方 へ 立 ち上 が り， 休 部 内 面 － ヘ ラ磨 き 砂 粒 70 ％

序 形 土 器

土 師 器

B　　 6 ．5

D　　 7 ．2

高 台 は 外 下 方 へ の び 端 部 は 丸 い 。 高 台 は貼 り付 け

高 台 内 ・外 面 一 様 ナ デ

普 通

に ぷ い 橙 色

223－－



第155回　第38号住居跡出土遺物実測図（1）
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図 版

番 号
器　 種 法　 皇 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

19

高台付 A　 13．5 休部は内轡気味に外上方へ立 ち上がり， 休部外面－ヘラ磨き 砂粒 90％
土不形土器

土師器

B　　 6 ．1

D （8．1）
E　 l．5

高台は外下方へのび端部は丸い。 高台は貼 り付け
高台内 ・外面一様ナデ

普通
赤色

20

高台付 A （14．0） 休部はわずかに内轡しながら外上方へ立 底部一回転へラ切 り 砂粒 70％
土不形土器

土師器

B　　 4．8

D　　 6．9
E　　 O．5

ち上がる。高台は短 く三角形状 を呈する。 高台は貼り付け　 高台内 ・外

面一横ナデ
内 ・外面の水挽き痕は弱い

普通

浅黄橙色

＼てこ口』＝ク‖
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第156図　第38号住居跡出土遺物実測図（2）
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由 版

番 号
器　 種－ 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　の　特 徴 胎土・焼成・色調 備 ．考 1

21

高台付 ‾ A　 14．5 体部は内轡 しながら外上方へ立ち上がり，体部内面－ヘ テ磨 き 砂粒 70％
土不形土器 B　　 6．3 高台は外下方へのび，端部は丸い。 高台は貼 り付け 普通

土師器
D　　 7．4

E　 l．8

高台内 ・外面一横ナデ 赤黒色

22

高台付 A （15．0） 体部は内攣気味に外上方へ立 ち上がり・， 高台は貼 り付け 砂粒 60－％
土不形土器 B　　 5．5 高台は外下方へのび，端部に面 をなす。 高台内 ・外面一横ナデ 普通

土師畠
D　　 8．0

E　 1．4

内 ・外面の水挽き痕はやや強い。 橙色

23

高台付 A （15．3） 体部は内轡 しながら外上方へ立 ち上が り1，体部内面－ヘラ磨き 砂粒 40卸
土不形土器 B　　 6．0 高台は外下方へのびる。 高台は貼 り付け 普通

土師器
D　　 8．5

・E　　 2．0

高台内 ・外面⊥横ナデ 1 にぷい黄橙色＿

第39号住居跡（第157図）

本跡はI2b2を中心に確認され，第29号住居跡の北側約2mに位置している。本跡のカマドを含

む北壁部分は道路にかかっており，東側部分は調査区域外へと延びている。

平面形は長軸・短軸とも不明であるが，残存部から判断して1辺が4．50～5．00mの隅丸方形を

呈すものと推定され，主軸方向はN－110－Wを指すものと思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がり，

壁高は約75cmである。南壁中央部だけに壁溝が検出され，上幅約20cm・下幅約16cm・深さ約8cm

である。床は全体に平坦で堅く，中央部はよく踏み固められゴツゴツしている。ピットはn～n

の4か所検出され，このうちPl・fh・I引ま径が25～50cmと差があるが，深さ72・47・73cmと深く

しっかりしたもので，ほぼ対角線上に位置しており主柱穴と思われる。北壁中央部にはカマドが

付設されているがほとんど崩壊しており，粘土ブロックと焼土が残っているだけである。北側部

分は道路にかかっている。火床は床を約20cm掘り凹めている。覆土は南壁側からロームブロック

を多量に含む褐色土が中央部に向かってくずれるように堆積し，部分的に埋め戻されたような様

相を呈している。中央部はほぼ自然堆積の状態を示し，ローム粒子を含む暗褐色土が主である。

遺物は土師器の聾形土器片が多く526点出土し，須恵器は球形土器が多く，そのほか高台付球形

土器が出土している。住居跡中央部のやや南寄りの床面から石製紡錘車（第159図－15）が出土し

ている。

出土土器観察表（第158図）

図 版

番 号
器 ．種 法　 皇 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　 特 徴 ＿， 胎土・焼成・色調 備　 考

1

聾形　 土 器

土 師器

A　 20 ．6 胴部 の張 りは弱 く， 口縁部 は外反 しなが 口縁部 内 ・外 面 一横 ナ デ 砂粒 口縁 部 のみ

ら開 く。 胴 部外 面－ ヘ ラ削 り －

内 面－ ナデ

普 通

赤 橙色

40％

2

土不形　 土 器

須 恵器

A　 12 ．8 底部 は平底 で， 休部 は直線的 に外上 方へ 底部 一手持 ちへ ラ削 り 砂 粒 ・紳 砂 40％

B　　 4 ．2

C （7 ．4）

立 ち上 が り，口縁部 は わずか に外反 す る。 内 ・外 面の水 挽 き痕 は弱 い 普 通

灰 色
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率　鞠　司

第臓図　第調号住居跡実測図

l

l

l

二「二

一一一一一－ノ

0　　　　　　　　2m

仁＿．．＿＿＿＿．＿L＿＿＿＿＿＿．．二」

図版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　特　 徴 手　法　の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

3

球形　 土器

須恵器

Å　13．6 底部は平底で，体部ははば直線的に外上 底部…手持ちへラ削り 砂粒・細砂 80％

B　　4．1

C　　8．0

方へ立ち上がり，端部は丸い。 休部下端巨頭乱取り状の手持ち

へラ削り　内0外面の水挽き

痕は弱い

雲母末

普通

灰色

ー227－
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図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎ま・焼成・色調 備　 考

4

球 形　 土器 A　 12 ．3 底部 は平底 で，休 部 は内攣 気味 に外土 方 底盈トつ軸転糸切 り後 ，外周部 砂 粒 ・細 砂 8 5％

B　　 3 ．8 へ 立 ち上が る。 のみ手持 ちへ ラ削 り 普 通

須恵 器 C　　 7 ．3 内 ・外面 の水挽 き痕 は弱 い 灰 色

5

球 形　 土器 A （13 ．6） 底部 は平底 で，休 部 は内攣 気味 に外上 方 底部 一回転 糸切 り後 ，中央部 細 砂 4 5％

B　　 4 ．0 へ 立 ち上 が り， 口縁 端 部 は丸 い。 に糸切 り痕 を残 し， 手持 ちへ やや不 良

須恵 器 C　　 7 ．6 ラ削 り　 口 クロ回転 方向 は右 黄灰 色

6

球 形　 土器

須 恵器

A （13 ．4 ） 底部 は平底 で，休 部 はほ ぼ直線的 に外上 底部 …回転 糸切 り後 ，手持 ち 砂 粒 ・細 砂 30 ％

B　　 3 ．7 方へ立 ち上 が り， 口縁部 は わず かに外反 す ヘ ラ削 り やや不 良

C （9 ．0 ） る。 内 ・外面 の水挽 き痕 は弱 い 黄灰色

7

球 形　 土器

土 師器

A　 ll ．8 底部 は平底 で，体 部 は内攣 しなが ら外上 底部 …切 り離 し不明 で，手持 砂 粒 9 5％

B　　 4 ．2 5 方へ立 ち上 が る。 ちヘ ラ削 り 普 通 内面黒色 処

C　　 7 ．0 体部 内面 …ヘ ラ磨 き にぷ い橙 色 埋

8

球形　 土器

須 恵器

A （12 ．5 ） 底部 は平底 で， 体部 はほ ぼ直線的 に外上 底部 一回転 糸切 り後 ，外周部 砂 粒 ・細 砂 10 ％

B　　 3 ．7 5

C （ 7 ．0 ）

方へ立 ち上 が る。 のみ手持 ちへ ラ削 り

内 ・外面 の水挽 き痕 は弱 い

やや不 良

黄灰色

9

士不形　 土器

須 恵器

A　 12 ．4 底部 は平底 で，休 部 は内攣 気味 に外上 方 底部 一回転 糸切 り後 ，外周部 砂 粒 ・細 砂 10 ％

B　　 3 ．4

C （6 ．4 ）

へ立 ち上 がる。 は手持 ちへ ラ削 り

内 ・外 面の水挽 き痕 は弱 い

普 通

灰 白色

10

球形　 土 器

須 恵器

C （7 ．0 ） 底部 は平底 で， 休部 は内攣 しなが ら外 上 底部 …回転 糸切 り後 無調整 砂 粒 ・細 砂 10％

方へ立 ち上 が る。 ロ グロ回転 方 向は右 普 通

灰 色

11

球形　 土 器

須 恵器

C （7 ．1） 底部 は平底 で， 体部 は内攣 気味 に外上 方 底 部 一回転 糸切 り後 無調整 砂 粒 ・細 砂 10％

へ立 ち上 がる。 ロ クロ回転 方 向は右

内 ・外 面…水 挽 き痕 は弱 い

良好

灰 色

12

l

高台 付

球 形土 器

須 恵器

A （17 ．5 ） 体部 は外反 気味 に外 上方へ 立 ち上 がる。 底 部外周部 …回転へ ラ削 り

口 グロ回転 方 向は右

外 面 の水 挽 き痕 は やや強 い

砂 粒 ・細 砂

普 通

灰 白色

10％

13

高台 付 D （9 ．8 ）． 底部 は 丸底 気味 で， 高台 は外下 方へ のび 器面 は摩 滅 が激 し く，調整痕 砂 粒 ・細 砂 10％

球形 土 器

須 恵器

る。 不明

高台 は貼 り付 け

不良

尿 色

14

高台 付 A （9 ．3 ） 休部 は内攣 気味 に上 方へ 立 ち上 が り， ＝ 底 部外周 部 …ヘ ラ削 り 細 砂 15％

球形 土 器

須 恵器

縁 部 はわず か に外 傾 し，端部 は 丸い。 内 ・外 面の水 挽 き痕 は弱 い 良好

褐灰色

石製晶（第159図－15）

15は紡錘車で完存品である。裁頭円錐形を呈し，全面ともよく研磨されている。長径4。7cm・短

径4．3cme厚さ2．0cm・孔径8mme重さ52．9gで，石質は流紋岩である。

鉄製品（第159図－16弓7）

16は鉄の茎部である。断面は方形を皇し，現存長は8．5cmである。

17は刀子で両端部が欠損し，刃，棟の両側に区を有する。現存長は6。2cme刃幅1。1cmである。

‡！二
．〔コ二二∈Ⅱ⊃‾瑠7

ニ：二
第柑図　第調号住居跡出土遣物実測図（2）
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窮磯の号住居跡（第160図）

本跡はIlh9を中心に確認され，第33号住居跡の東側約12m，第28号住居跡の南側4mに位置し

ている。第2号溝と重複しており，本跡の北側部分が第2号溝によって切られていることから，

本跡の方が古い。

平面形は長軸6・80m・短軸6・75mの方形を皇し，長軸方向N－12・50－Eを指している。壁は良

好でやや外傾して立ち上がり，壁高は1卜20cmである○床は部分的に凹凸があるが，全体にほぼ

平坦でよく締まって堅い。4本の主柱穴に囲まれた部分は特によく固められている。ピットはn～抗

の6か所検出されており，Pl～抗はいずれも径35cm前後で深さ6卜79cmと深く，ほぼ方形に配置

されており主柱穴と思われる。炉跡は住居跡中央部に検出され，長径110cme短径71cmの不整楕円

形を呈している。炉床は床を8cmほど掘り凹め，焼けてブロック状を呈している。南東コーナー

に貯蔵穴が検出され，平面形は径約75cmのほぼ円形を皇し，深さは46cmである。覆土は東側に一

部撹乱が見られるがタほぼ自然堆積の状態を示し，ローム粒子と焼土粒子をわずかに含む暗褐色

土が大部分である。また，床面には焼土の広がりが多く見られ，炭化材が散布していることから

火災を受けていると思われる。

遺物はいずれも土師器で，貯蔵穴内から壷形土器（第161図－1），抗の東側床面から球形土器

（第161図－4）が出土しているほか，痍形土器や甑形土器も出土している。

出立土器観察衷（第161図）

図 版

番 号
器　 種

☆　　 ノ

法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・焼成 ・色調 備　 考

1

ヨ互形　 土 器 A （1 7 ．9） 口 縁 部 は 「く」の 字 状 に 開 き， 胴 部 は 球 日縁 部 内 ・外 面 一 様 ナ デ 砂 粒 30 ％

土 師 器

一　　／　　　　　　　　臼

形 を呈 す る。 胴 部 内 ・外 面 － ヘ ラ ナ デ 普 通

にぷ い 橙 色

瓶 形　 土 器 A　 2 2 ．3 胴 部 は 内 轡 し な が ら外 上 方 へ 立 ち上 が り， 口 縁 部 内 ・外 面 一 様 ナ デ 砂 粒 50 ％

2

土 師 器

婆 形　 土 器

B　 2 8 ．3 中 位 か ら内 傾 し， 楕 円 形 を 呈 す る 。 目 線 部 胴 部 外 面 － ヘ ラ ナ デ 後 雑 な 斜 普 通

は 外 反 し を が ら 開 く。 底 部 は 正 円 状 に抜 け 位 の ヘ ラ磨 き　 内 面 － ヘ ラ ナ にぷ い赤 褐色

る 。 デ

3

C　　 7 ．4 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 内 攣 し な が ら外 上 胴 部 外 面 － ナ デ 砂 粒 35 ％

土 師 器

方 へ 立 ち上 が る 。 内 画 一 へ ラ ナ デ 普 通

褐 色

4

士不形　 土 器 A　 1 7 ．8 体 部 は 内 轡 しな が ら 大 き く開 い て 立 ち上 目 線 部 内 ・外 面 一桟 ナ デ 砂 粒 90％

土 師 器

B　　 5 ．7 が り ， 弧 状 を呈 し そ の ま ま 目 線 部 へ 至 る 。 体 部 内 ・外 面 － ナ デ 普 通

赤 色

5

痍 形　 土 器 A （1 3 ．6） 体 部 は 半 球 状 を皇 し， 内 面 の 体 部 と 目 線 口 縁 部 内 ・外 面 一 横 ナ デ 砂 粒 30 ％

土 師 器

B　　 5 ．2 部 の 境 に 稜 を 有 す る 。 体 部 外 面 － ヘ ラ ナ デ

内 面 … ナ デ

普 通

橙 色

砂 粒

6

痍 形　 土 器 A （1 2 ．2） 休 部 は 内 攣 L を が ら 外 上 方 へ 立 ち上 が り， 目 線 部 内 ・外 面 一様 ナ デ 30％

土 師 器

目 線 部 は わ ず か に 内 傾 す る。 体 部 内 ・外 面 － ナ デ 普 通

灰 褐 色

7

婆 形　 土 器 C　　 4 ．5 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 内 攣 し な が ら外 上 胴 部 外 面 － ナ デ 砂 粒 30 ％

土 師 器

方 へ 立 ち上 が る 。 下 端 … ヘ ラ 削 り

内 面 － ヘ ラ ナ デ

普 通

にぷ い 橙 色

－230－



第160図　第40号住居跡実測図
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第161図　第40号住居跡出土遺物実測図
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第那号住居跡　第162弓63図）

本跡はJ2e2を中心に確認され，第45号住居跡の北側約4m，第35号住居跡の南側8mに位置し

ている。本跡は第3号溝と一重複しており，第3号溝によって切られていることから，本跡の方が

古い。

平面形は長軸4885me短軸4・75mの方形を皇し，主軸方向はN」90－Wを指している。壁は遺

存状態が良好でほぼ垂直に立ち上がり，壁高は約35cmである。各壁下には壁溝が全属しており，

上幅組8cm。下幅約12cm・深さ約6cmである。床面は平坦で壁際を除いてよく踏み固められ硬化

第162図　第41号住居跡実測図

1233－

0　　　　　　2m

』二二二二土二二二二』
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第163図　第41号住居跡カマド実測図

くi

O l m
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している。ピットはPl～抗の6か所検出されており，Pl～質は対角線上に配置され，いずれも径

25－30cm。深さ56～71cmとしっかりしたものであり主柱穴と思われる。カマドは北壁中央部に付

設されているが，第3号溝によって右袖から奥壁にかけて切られており，遺存状態はよくない。

幅105cmで，火床は床を10cm掘り凹めている。覆土は西壁と南壁際に撹乱が見られるが，自然堆積

の様相を呈し2層に分かれている。下層は焼土粒子・炭化物を含む暗褐色土，上層はローム粒子

を含む黒褐色土が堆積している。また，床面には中央部から南西コーナー部にかけて，焼土の広

がりが数か所認められ，炭化材が散乱していることから火災を受けていると推定される。

遣物は少なく，ほとんど土師器である。婆形土器がカマド内（第164図一1）や南西コーナー部

付近（第164図－2）の覆土から出土し，球形土器（第164図一6）が南壁中央部壁下の覆土から

出土している。

出土土器観察表（第16郁親

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　徴 胎土e焼成・色調 備　 考

1

婆形　 土器

土師 器

A （18．0） 胴 部 は内攣気 味 に外 上方へ 立 ち上 が り， 口縁 部 内 ・外 面 一様 ナデ 砂 粒 20％

口縁 部 は外 反 しな がら開 く。 胴部 外 面一縦 位の ヘ ラ削 り

内 面－ ナデ

普 通

にぷ い橙 色

2

婆形　 土器

土師 器

A （16．6） 胴 部 はほぼ円 筒形 を呈 し， 口縁部 は外 反 口縁 部内 ・外 面 一横 ナデ 砂 粒 ・小石楽 20％

しなが らわず かに開 く。頸部 に 2本 の洗練 胴部 外面 一縦位 の ヘラ削 り 普 通

が巡 る。 内面 一 ナデ にぷ い橙色

3

婆形　 土器

土師 器

A （19 ．2） 胴部 はわず かに張 り，目線 部 は外 反 しな 口縁 部内 ・外 面一様 ナデ 砂粒 10％

が ら開 く。 胴部 外面 一縦位 のヘ ラ削 り

内面 一 ナデ

普 通

橙色

4

士不形　 土器

土師 器

A　 l l．2 底部 は 丸底で ，休部 は内轡 しなが ら大 き 口緑 部内 ・外 面…横 ナデ 砂粒 60％

B　　 4．8 く開い て立 ち上 が り， 口縁部 は直立 す る。 体部 外面 －ヘ ラ削 り 良好

外面 の口縁 部 と休 部 の境 に稜 を有 す る。 内面 －ヘ ラ磨 き にぷい赤褐色

5

土不形　 土 器

土師 器

A　 lO．6 体部 は内 轡 しなが ら大 きく開 き， 口綾部 目線 部内 ・外 面一様 ナデ 砂粒 30％

は外 反気味 に直 立す る。 外面 の体部 と口縁 休部 外面 －ヘ ラ削 り 普通

部の境 に稜 を有 す る。 内面 －ヘ ラ磨 き にぷい橙色

－234一



図 版

番 号
器　 種 法　 主圭 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

6

球 形　 土器

土 師器

A　　 9 ．1 休部 は内 野 しなが ら大 き く開 く。 口緑 部内 ・外面 一横 ナデ

休部 外面 －ヘ ラ削 り

内面 －ヘ ラ磨 き

砂粒

普通

にぷい赤褐色

80 ％

第164図　第41号住居跡出土遺物実測図

＼＼＼隆戎

10cm
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第42号住居跡（第165図）

本跡はK2a3を中心に確認され，第43号住居跡の南側約5mに位置している。第6号溝と重複し

ており，第6号溝が本跡の東壁中央部から北西コーナー部にかけて切り込んでいることから，本

跡の方が古い。

平面形は長軸5．40m・短軸4．95mの方形を呈し，主軸方向はN－14．50．Wを指している。壁は

遺存状態が良好で，ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は45～50cmである。床は平坦で全体によく締ま

っており，カマド前から南壁中央部にかけてはよく踏み固められている。Rの周囲は3～4cm床

面が高くなっている。ピットはR～坊の9か所検出されている。Pl・BとB・Rは主軸とほぼ対

称に配置され，径25～45cm・深さ37～58cmとしっかりしたものであり主柱穴と思われる。カマド

は北壁中央部に付設されているが，袖部がわずかに残るだけで大部分崩壊している。長さ175cm・

幅145cmで北壁を約90cm切り込んでいる。奥壁はゆるやかに立ち上がり，火床は床を23cm楕円形に

－235‥
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第柑図　第般考住居跡のカ苛、実測図
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掘り凹めタ内部には多量の焼士が堆積している。覆土はほぼ自然堆積の状態を示しタ　3層に分か

れる。上層はローム粒子を含む暗褐色も　中層はローム粒子や廃土粒子をわずかに含む暗褐色土，

下層は焼ま粒子や炭化物を多量に含む黒褐色土が堆積している。床面には柱状の炭化材と焼土が

散乱しておりタ　本跡は火災を受けたものと推定される。

遺物は土師器の婆形土器片が多ら約購点出土している。南東コーナー部寄りの床面から須恵

器の婆形土器ぐ計臓纏上つ）タ　偽の東側の覆土か　銑鉄　第蟻図－m主中央部床面から刀子

第摘図－12）が出土している。

出藍羞器観察蔑（第166車用図）

図 版

番 号
器　 種　　　 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　　　　　 手 法 の 特 徴 胎十 鳩成・色調 備　 考

1

婆 形　 土 器　 Å （26 誹 体 部 は 大 き く張 り， 日 綾 部 は 内 攣 し を が　 口 頭 部 内 ・外 面 … 桟 ナ デ 砂 粒 ・湘 砂 30 ％

頂 点 器

ら開 き， 日 縁 外 端 部 に面 を な す 。　　　　 体 部 外 面 一 同 心 円 文 の 叩 き

内 面 － ナ デ

普 通

灰 色 ▼

礫 形　 土 器　 Å 19 。5 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 内 轡 し な が ら外 土　 日 頚 部 内 0 外 面 …・横 ナ デ 砂 粒 2 5％

2
B　 33 ．0 方 へ 立 ち 上 が 畑 上 位 か　 内 傾 す る 。頚 部 は　 体 部 外 面 … 横 位 の 平 行 叩 き 普 通

C　 16．0 外 反 気 味 に 聞 きそ の ま ま ［摘濠部 へ 至 る。　　　 下 端 … へ ラ削 り 明 赤 褐 色

頂 点 器 ［二j縁 端 部 は 丸 い 。 内 面 ルー一一一ナ デ

球 形　 土 器　 Å 12 。3 底 部 は 平 底 で 言 本部 は 直 線 的 に外 上 方 へ　 鹿沼臣∴γ 寧 な ナ デ で ， 切 り離 砂 粒 ・細 砂 90 ％

3 B　　 3 ．9 立 ち上 が る 。 L は 不 明　 ロ グ ロ 回 転 方 向 は 良 好

頂 悪 器 C　　 7 ．5 右　 内 や外 面の 水挽 き痕 融 重い 灰 色

4

球 形　 土 器 Å　 13 ．1 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 底 部 … 回 転 へ ラ切 り後 ナ デ 調 砂 粒

良 好

吠 色

100 ％

頂 点 器

B　　 4 ．8 立 ち上 が る。 整

内 e 外 商 の 永 挽 き痕 は 弱 いC　　 7 ．8

5

球 形　 土 器 C （8 ．5） 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 外 上 方 へ 立 ち上 が 底 部 一 回 転 へ ラ削 りで ， 切 り 細 砂 ・雲 母 15 ％　 底 部

須 恵 器

る。 雌 L は 不 明 や や 不 良

灰 色

に ヘ ラ記 号

「♯」

6

球 形　 土 器 A　 ユ1 。8 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は ほ ぼ 直 線 的 に外 上 底 部 一 回 転 へ ラ 切 り 後 中 央 部 砂 粒 ・細 粒 60 ％

B　　 3 ．5 方 へ 立 ち上 が る。 ＝ 縁 部 は わ ず か に外 反 す は か′一方 向 ， 外 周 部 … 不 定 方 向 や や 不 良

頂 点 器 C　　 7 ．0 る 。 の 手 持 ．ち ヘ ラ削 り 灰 白 色

7

球 形　 土 器 Å　 12 。8 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は ほ ぼ 直 線 的 に 外 上 底 部 一 手 持 ち へ ラ削 りで ， 切 砂 粒 40 ％

士 帥 器

B　　 3 ．8 方 へ 立 ち上 が る。 り離 し は 不 明　 内 ・外 面 の 水

挽 き痕 は 弱 い

普 通

灰 白 色

8

球 形　 土 器

土 師 器

Å　 16 ．2 底 部 は 平 底 で ， 体 部 は 内 攣 気 味 に外 土 方 底 部 一一一一一手 持 ちへ ラ 削 り で ， 切 砂 粒 25％

C　 ll ．0 へ 立 ち ＿L が る。 り離 しは 不 明　 体 部 内 ・外 面

ハ…雑 な へ ラ磨 き　 下 端 … 手 持

ちへ ラ 削 り

普 通

明 赤 褐 色

′　‾∴　言∴　′11図　g・ぎー

9ほ紡錘車で完形品である。扁平で，側面は丸味をもつ。自然面が残り全体に雑を作りである。

長径4。3cmの短径4。1cm e厚さl。5cmの孔径9mmの重さ姓5gでタ　石質は滑石片岩である。

10は紡錘車で完形品である。載頭鞘位形を皇しタ　全面ともよく研磨されている。長径4．5C勒短

径4。4cm。厚さ2。6cmo重さ73。6gで芦　石質は流紋岩である。

鉄製品（第167図－11～14）

Hは鉄で茎部が欠損する。穂は三角形でタ　断面はレンズ状を呈する。現存長は7．3cmである。

12は刀子で南端部が欠損する。刃の棟の両側に区を有する。現存長は鉦9cm。刃幅は0。9cmで

一一一ムーー237－－
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第166図　第42号住居跡出土遺物実測図（1）
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ある。
こが

13・14は棒状の鉄製品で，用途は不明である。いずれも先端部が尖り，断面は方形を呈する。

現存長は13が12cm，14が10．8cmである。

h‘

告

第167図　第42号住居跡出土遺物実測図（2）

5cm

L　　＿＿←　i

第43号住居跡（第168図）

本跡はJ2i2を中心に確認され，第45号住居跡の南西側約3・5mに位置している。第4・5号溝と

重複している。第4号溝によって北東壁からカマドにかけて切られ，第5号溝によって南側部分

を切られていることから，本跡の方が古い。西コーナー部は土取りによって消滅している。

平面形は推定で，1辺が3．50m～4．00mの方形を呈するものと思われ，主軸方向は約N－300－

Wを指している。壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は約35cmである。床面は平坦でよく踏み固め

られ硬化している。ピットはPl～Bの5か所検出されている。Rはやや北寄りであるがPl～Bは

方形に配されたうちの3か所で主柱穴かと思われる。南側に位置するもう1か所は，第5号溝に

ょって消滅していると考えられる。Pぅは第5号溝の底面を掘り込んでおり，本跡に伴うものでは

射ゝと思われる。カマドは北西壁中央部に付設されていたが，第4号溝によって中央部を幅30cm

－239一
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ほど東西に切られており，焼士もわずかに残っているだけである。長さ130cmの幅105。mで北西壁

を約60cm切り込んでいる。輿望はゆるやかに立ち上がり，火床は床を13cm掘り凹めている。覆土

は第4e5号溝による撹乱も見られるがタ　ほぼ自然堆積の状態を嘉しておりローム粒子を含む暗

褐色土が主である。

遺物は少をら　土師器や須恵器の婆形土器片　球形土器片が出土している。

第朋考健腰静（第169図）

本跡は鑑が逐中心に確認され，第7号溝の南側的鉦5汀自こ位置している。東コーナー部周辺以

外は土取りによって消滅しているためタ　平面形と規模は不明である。

壁は外傾して立ち上がりタ璧高は35～軌mである。床はほぼ平坦であるが芦それほど堅くをい。

ピッ　は商東壁寄　に　か所検出され　径飢cmの深さ般cmである。遺構の大部分が消滅している

ためタ　カマドも炉跡も検出されていかう。覆土は自然堆積の状態を示し，2層に分かれている。

止層はローム粒子を含む黒褐色土夕　下層は炭化物や焼土粒子をわずかに含む暗褐色土と患ってい

る。

遺物は土師器と須恵器の球形土器片が，ごく少量出土しているほか，東コ…ナ一部付近の床面

から夢　石製模造品（勾玉）像描摘「日　が出土している。

第169図　第44号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　5cm

ヒ二二二＝＝ヒ＝＝∃

石製晶（第170図－1）

1は勾玉の模造品である。板状を呈し，全面研磨され

ているが粗製である。長さ3．6cm・幅2．4cm・腹部幅1．7

cm・厚さ0・5cm・孔径2mmで，石質は滑石である。

第170図　第44号住居跡出土遺物実測図

11

≡－、く†＼II

第171図　第45号住居跡・カマド実測図

0　　　　　　　　　　　2m

』二一一十－二二∃
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第墟号住居跡（第171図）

本跡はJ2g2を中心に確認され，第41号住居跡の南側約4m，第4号溝の北側約4mに位置して

いる。

平面形は長軸2．95m。短軸2．75mの方形を呈し，主軸方向はN－22．50－Wを指している。壁は

外傾して立ち上がるが，西壁とカマドの西側は撹乱を受けており，立ち上がりはよくない。壁高

は15～20cmである。床はやや凹凸があるがよく踏み固められて硬化している。ピットは珂「」銭の

3か所検出され，いずれも径約30cme深さ18～30cmである。Plと抗は主軸から左右ほぼ等間隔に

位置し，また，銭は南壁中央部でほぼ主軸上に配置されており，主柱穴の可能性もある。カマド

ほ北壁中央部に付設されているが撹乱を受けており，焼土が残っているだけで規模は不明である。

火床は床を24cm掘り凹めている。覆土は，西壁からカマドにかけて撹乱を受けているほかは自然

堆積の状態を示し，ローム粒子を含む黒褐色土が主でよく締まっている。

遺物は土師器の婆形土器片と，須恵器の球・婆形土器片がごく少量出土している。

第蠣号住居跡（第172e173図）

本跡はKld6を中心に確認され，第48号住居跡の西側約4mに位置している。

平面形は長軸5e85m・短軸5．80mの方形を呈し，主軸方向はN－120－Wを指している。壁は明

瞭に検出され，遺存状態もよくほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は約50cmである。各壁下には

壁溝が全属し，上幅約20cme下幅約11cme深さ約6cmである。床はほぼ平坦でやや締まっている。

ピ、ノトはPl一銭の8か所検出され，n～坑は径45～70cmバ采さ57～60cmと深くしっかりしており，

対角線上に配置されていることから主柱穴と思われる。貯蔵穴は北東コーナー部に検出され，平

面形は長径77cm・短径50cmの楕円形で，断面はU字形を呈し深さは48cmである。北壁中央部には

カマドが付設されており，遺存状態は比較的良好である。長さ140cme幅110cm。焚口幅32cmで，北

壁を20cmほど切り込んでいる。天井部は崩落しているが，両袖はほぼ残っている。砂を多量に含

む粘土で構築しており，両袖の先端に近い部分に長胴婆を倒立させて埋め込み，焚口部の補強と

して使用している。天井部の補強には，左右両袖に倒立させた長胴婆の底部と底部を2個の長胴

婆で横位につなぎ，それを埋め込んでいる。奥壁は約60cmで急に立ち上がり，火床は床を10cmほ

ど掘り凹め内部には焼土や灰が充満している。覆土は自然堆積の状態を呈しており，壁際にはロ

ーム粒子を含む褐色土の三角堆積が見られ，中央部では上層に黒褐色土，下層に暗褐色土が堆積

している。

遺物の量は多く，大部分が土師器である。特に球形土器が多く，そのほか婆形土器，鉢形土器，

甑形土器が出土している。カマド左袖内部には第174図一上　着袖内部には第174図…2が倒立して

出土し，第175図－14と第175図－7は天井部に使用されたもので，崩落してつぶれた状態で出土

している。

、一一一1－243、、一一1一
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第け図　第堀号住居跡◎カマト、実測図
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②

C’

第膵図　第媚号住居跡遺物出立状態図

出藍土器観察嚢（第174～176図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 ・焼成 ・色調 備　 考

1

婆 形　 土 器

土 師 器

A　 16 ．4 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 長 胴 を呈 し， 下 ぶ 口 縁 部 内 ・外 面 一 様 ナ デ 砂 粒 ・紳 礫 95％

B　 33 ．0 く れ で あ る 。 目 線 部 は外 反 しな が ら開 き， 胴 部 外 面 一 縦 位 の ヘ ラ削 り 普 通

C　　 8 ．1 端 部 は 浅 い沈 線 が 巡 る。 内 面 － ヘ ラ ナ デ 橙 色

2

婆 形　 土 器

土 師 器

A　 17 ．6 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 長 胴 を墨 し， 下 ぶ 口縁 部 内 ・外 面 一 横 ナ デ 砂 粒 ・細 石楽 90 ％

B　 33 ．0 く れ 気 味 で あ る。 日 綾 部 は 外 反 し な が ら 開 胴 部 外 面 一 縦 位 の ヘ ラ 削 り 普 通

C　　 7 ．0 き， 端 部 に浅 い洗 練 が巡 る。 内 面 … ヘ ラ ナ デ に ぷ い褐 色

－245－



図 版

番 号
器　 種 法　 量

！　 器 形 の 特 徴 ！ 手 法 の 特 徴 桓 焼成・色
詞
i 備 考

10 0％
3

鉢形　 土器 A　 17．9 底部は平底で，内攣しながら外土方へ立 日縁部内 ・外面…横ナデ 砂粒

土師器

B　　 8．5

C　　 6．9

ち上がり，口縁部はわずかに外反する。 胴部外面－ヘラ削り

内面－ナデ

普通

にぷい黄橙色

4

鉢形　 土器

土師器

A　 22．3 底部は平底で，体部は内轡L をがら外上 目線部内 ・外面一横ナデ 砂粒 ・細礫 50％

B　 ll．0 方へ立ち上がり，目線部は外反 しながらわ 体部外面…ヘラ削 り 普通

C　　 8．1 ずかに開 く。外面の口縁部 と体部の境に稜 内面…ナデ調整複雑なへ にぷい橙色

を有する。 ラ磨 き

5

婆形　 土器 A　 13．2 底部は平底で，胴部は内攣 しながら外上 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 90％

土師器

B　 14．2 方へ立 ち上がり，胴部上位でやや張る。 胴部内 ・外面－ナデ 普通
C　　 7．3 口縁部は外反 しをがら開 く。 赤色

6

高球形土器 D　 14．1 球部欠損。脚部はラッパ状 に開く。 脚部外面一縦位へラ削 り 砂粒 40％

土師器

内面－ヘラナデ

裾部内 ・外面…横ナデ

普通

明赤褐色

7

婆形　 土器

土師器

A　 19．9 底部は平底で，胴部は長胴 を呈 し，中位 日縁部内 ・外面一様ナデ 砂粒 ・細礫 90％
B　 33．5 がやや張っている。口縁部 は外反 し、ながら 胴部外面…縦位のヘラ削り 普通

C　　 6．0 開く。外面の胴部と頚部の境に稜を有して

いる。

下端一横位のヘラ削り

内面…ヘラナデ

にぷい褐色

8

球形　 土器 A　 14．0 底部は丸底で，体部は内攣 しながら大き 日縁部内 ・外面…横 ナデ l
砂粒 98％

土師器

B　　 4．7 く開いて立ち上がる。外面の口綾部 と体部 体部外面…ヘラ削 り 普通

の境 に明瞭 な稜を有する。 内面－ナデ にぷい黄橙色

9

ま不形　 土器 A　 12．6 底部は丸底で，体部は内攣 しながら大 き 目線部内 ・外面…桟ナデ 砂粒 40％

土師器

く開いて立 ち上がり，口縁部はほぼ直立す 休部外面－ヘラ削り 普通
る。外面の口縁部と体部の境に稜を有する。 内面－ヘラ磨 き 赤色

10

球形　 土器 A　 13．1 体部は内轡 しながら大 きく開いて立ち上 目線部外面一様ナデ 砂粒 50％

土師器
がり，口縁部はやや内傾する。外面の口縁 体部外面－ヘラ削 り 普通

部 と体部の境に稜を有する。 日縁部 ・体部内面－ヘラ磨き 赤色

11

球形　 土器 A　 15．2 底部は丸底で，体部は内攣気味に大 きく 口縁部内 ・外面1 横ナデ 砂粒 90％

土師器

B　　 4．2 開いて立ち上がり，日縁部は直立する。 休部外面…ヘラ削 り 普通
外面の日縁部 と体部の境 に稜 を有する。 内面－ナデ にぷい橙色

12

球形　 土器 A （14．5） 底部は丸底で，体部は内攣 L をがら大 き 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 30％

土師器

B　　 4．9 く開いて立ち上が り，［コ縁部は直立する。 体部外面－ヘラ削り 普通

C　　 2．0 外面の口縁部 と体部の境に稜を有する。 内面…ヘラ磨 き 橙色

13

球形　 土器 A　 14．2 底部は丸底で，体部は内攣 しそがら大き 日縁部内 ・外面一横 ナデ 砂粒 60％

土師器

B　　 4．6 く開いて立 ち上がり，日縁部はほば直立す 休部外画一へウ削 り 普通

る。外面の＝縁部 と体部の境 に稜 を有する。 内面－ヘラ磨 き 橙色

14

婆形　 土器

土師器

A　 17．4 底部は平底で，胴部は長胴 を墨 し，中位 目線部内 ・外面…横ナデ 砂粒 ・細礫 90％
膏　 28．0 が張っている。口縁部は外反 しながら開 き，胴部外面上 ・中位…縦位へラ 普通
C　　 6．7 外端部は面をなす。 削り　 下位一横位のヘラ削

り　 胴部内面－ヘラナデ

にぷい橙色

15

ナ不形　 土器 A　 14．4 底部は丸底で，休部は内轡 しながら大 き 口縁部内 ・外面一様 ナデ 砂粒 100％

土師器

B　　 4 ．3 く開いて立ち上がる。口綾部は直立する。 休部外面－ヘラ削 り 良好

外面の口綾部と体部の境に稜を有する。 内面－ヘラ磨 き 赤褐色

16

球形　 土器 A　 14．6 底部 は丸底で，体部は内轡気味に大 きく 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 100％

土師器

B　　 4．7 開いて立ち上がる。口縁部は直立する。 体部外面－ヘラ削 り 良好
外面の口緑部 と体部の境に稜を有する。 内面－ヘラ磨き 赤色

甑形　 土器 A　 28．7

A　 18．7

胴部は内轡気味に外上方へ立ち上がる。 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 60％

95％

10 0％

50％

10 0％

17 口綾部は外反 しながら開 く。底部は正円状 胴部外面一縦位のヘラ削 り 普通
土師器 に抜ける。 内面…縦位のヘラ磨 き にぷい橙色

慈形　 土器 底部は平底で，胴部は長胴を呈し，中位 口縁部内 ・外面…横ナデ 砂粒 ・紳礫

18

土師器

B　 32．7 がやや張っている。口縁部は外反 しながら 胴部外面一縦位のヘ ラ削 り 普通

C　　 6．6 開 く。外面の胴部 と頸部の境に稜を有する。 下端一横位のヘ ラ削 り

内面－ヘ ラナデ

にぷい橙色

球形　 土器 A　 14．3 底部は丸底で，体部は内轡 しながら大 き 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒

19

土師器

ま不形　 土器

B　　 4．3

A　 13．5

A　　 2．7

く開いて立ち上 がり，日縁部は外反気味に 休部外面－ヘラ削 り 普通

橙色

砂粒

内傾する。外面の口縁部と休部の境に明瞭

な稜を有する。

体部は内轡 しながら大きく開いて立 ち上

内面－ヘラ磨 き

日縁部外面一様ナデ

20 が り，口縁部は外反気味 に直立する。外面 体部外面－ヘラ削り 普通

赤色

砂粒

土師器 め目線部と体部の境 に稜を有する。 口縁部 ・休部内面－ヘラ磨 き

ミニチュア 底部は丸底で，休部は内攣 L をがら立 ち 外面－ヘラ削 り

21 土　 器

土師器

B　　 3．1 上 がる。 内面一指によるナデ 普通

橙色
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第174図　第46号住居跡出土遺物実測図（1）
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第175図　第46号住居跡出土遺物実測図（2）
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第176図　第46号住居跡出土遺物実測図（3）
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窮媚常住贋紗　第膵図）

本跡は監鮎を中心に確認され学第48号住居跡の南側翻2mに位置している。第9810号溝と重

複しており普第9号溝が北西コーナー部から南東コーナー部にかけて　第m号藩が西壁に沿って

本跡を南北に切り込んでおり9　本跡の方が古い。

平面形は長軸4015mの短蜘・75mの長方形を呈するものと思われ学長軸方向はN触げを指して

いる。壁の立ち上がりほ不明瞭であり争壁高は5～10cmである。床はほぼ平坦であるが堅くほな

い。ピットはPl～P6の6か所検出され普　いずれも酎5～30cmの深さ且9～37cmであるが普配置的に

第177図　第47号住居跡実測図

l－250－－
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規則性がなく主柱穴とは考えられない。炉

跡もカマドも検出されていない。覆土はほ

ぼ1層で，厚さは5－6cmである。ローム

粒子を多量に含む褐色土が主で自然堆積と

思われる。

遺物は土師器の婆形土器片のほか，住居

跡中央部の覆土から須恵器の球形土器（第

178図－1）が出土している。 L　＿　　；　　　I

第178図　第47号住居跡出土遺物実測図

出土土器観察表（第178図）

図 版

番 号
器　 機 法　 屋 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土儲 成・色 調 備　 考

1

土不形　 土 器

原 意 器

A　 12 ．8 底 部 は 平 底 で ， 休 部 は 直 線 的 に 外 上 方 へ 底 部 一 回 転 へ ラ切 り後 軽 い 手 砂 粒 ・細 砂 90％

B　　 4 ．1

C　　 7，7

立 ち 上 が り， 口緑 端 部 は 丸 い 。 特 へ ラ 削 り ， 水 挽 き痕 は 強 い

ロ ク ロ 回 転 方 向 は 右

普 通

灰 色

第48号住居跡（第179図）

本跡はKld9を中心に確認され，第47号住居跡の北側約12mに位置している。第10号溝と重複して

おり，第10号溝が西コーナー部付近を南北に切っていることから，本跡の方が古い。東コーナー

部は土取りによって消滅している。

平面形は長軸4．75m・短軸4．25mの長方形を呈し，長軸方向はN－530－Eを指している。壁は

外傾して立ち上がり．壁高は20cm前後である。床面はほぼ平坦でやわらかい。ピットはPl～P9の

9か所検出され，いずれも壁際に掘られている。径は25－30cm・深さ20－43cmであるが間隔は一定

せず，主柱穴は不明である。住居跡中央部に炉跡が検出され．平面形は長径90cm・短径55cmの楕

円形を呈し，床面を13cmほど皿状に掘り凹めており，内部は焼土が充満している。覆土は自然堆

積の状態を示しており，大部分が黒褐色土で，壁際にはローム粒子を含む暗褐色土や褐色土が堆積

している。

遺物は少なく，土師器の聾形土器や塊形土器が出土している。

出土土器観察表（第180図）

図 版

番 号
器　 種 法　 皇 詩　 形　 の　 特　 徴 手 法 の　 特 徴 胎土傾 成・色調 備　 考

1

姿 形　 土器

土 帥岩謹

胴部 はほ ぼ球形 を呈 し． 口緑 部は 「く」 ロ緑 部内 ・外面一 横 ナデ 砂粒 30％

の字状 に開 く。 胴部 内 ・外面 －ナデ 普 通

浅 黄橙色

2

土不形　 土器

土師 器

A　 14 ．2 休部 は内題 しな が ら外上 方へ立 ち上 が り． ロ緑部 内 ・外 面一横 ナ デ 砂粒 30％

口緑 部 は外傾 す る。 内面の ロ緑部 と体部 の 休部外 面一雑 なヘ ラ削 り 普通

境 に稜 を有す る。 内 面－ヘ ラナ デ 浅黄橙 色

ー251－
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第179図　第48号住居跡実測図
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図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

3

手捏 ね土器

土師器

A　 5 ．0

B　　 2 ．2

塊 形 を呈 す る。 内 ・外 面 に指 頭痕 が残 る。 砂 粒

普 通

にぷ い橙 色

100％
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第180図　第48号住居跡出土遺物実測図
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第49号住居跡（第181－183図）

本跡は摘5を中心に確認され，第50号住居跡の西側約0。5mに位置している。本跡は第51号住居

跡，第7号溝と重複しており，第51号住居跡を切っていることと，東壁を第7号溝に切られてい

ることから，第51号住居跡より新しく，第7号溝より古いと思われる。

平面形は長軸7．70m。短軸6。90mの方形を呈しており，主軸方向はN－220－Wを指している。

壁は遣存状態が良くやや外傾して立ち上がり字　壁高は56～70cmである。床は平坦で全体に堅く争

特に中央部は踏み固められ，かなり硬化している。壁下には壁溝が全周しているが，他の住居跡

に比べて幅が広く，上幅30～70cm e下幅20～60cme深さ約11cmである。ピットはPl～n5の15か所

検出されている。Pl～P4はP3の長径100cme短径80cmを除いて径55～60cmであり，深さはいずれも

73－98cmと深い。また掘り込みもしっかりしており，対角線上に配置されているごとから主柱穴

と思われる。P5とP6はPl・P3に接して掘り込まれており，径はどちらも約35cm・深さは85cm。101

cmで補助柱穴と思われる。カマドは北壁の東コーナー部寄りに付設されており，比較的遺存状態

は良好で天井部e袖部とも残っている。長さ143cm。幅114cme焚口幅42cmで，北壁を約65cm切り

込んでいる。奥壁はほぼ垂直に立ち上がり煙道へと続いている。火床は床を18cm掘り凹め，内部

には焼土や灰が堆積している。住居跡中央部には炉跡が検出され，平面形は長径110cme短径94cm

の楕円形を皇し炉床は床を15cm掘り凹めており，焼けて硬化している。覆土はほぼ自然堆積の

様相を呈しており，ほぼ2層に分かれている。上層は暗褐色土，下層は褐色土でどちらもわずか

にロームブロックを含んでいる。床面には焼土の広がりが何か所も見られ，火災を受けていると

思われる。

遣物は非常に多く出土し，土師器が大部分である。士不形土器片が1045点，婆形土器片が1758点

と多く，そのほかに鉢形土器，高球形土器片などが出土している。球形土器はほとんどが同じ器

形e整形であり，比較的小形のものが目立つ。須恵器は少なく球形土器，台付長頸壷形土器など

が出土している。また，刀子，鉄の茎部，勾玉，土玉なども出土している。

－253－



第181図　第49号住居跡実測図
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第相国　第個号住居跡カマ首実測図

出土藍器観察表（第184e185図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

壷 形　 土 器 A （17 ．3） 胴部 は 丸 く張 り， 目線 部 は直立 してか ら 目線 部内 ・外 面一横 ナデ 砂粒 30 ％

土師器
外反 す る。 胴部 外面 一縦位 のヘ ラ削 り

内面 －ヘ ラナデ

普通

にぷ い橙色

2

婆形　 土器 A　 14 ．1 底部 は平底 で，胴 部 は丸 く張 り， 目線 部 口緑部 内 ・外面一横 ナ デ 砂 粒 95％

土師 器

B　 16 ．8 は外反 気味に 直立 す る。 胴部外 面－ ヘ ラ削 り

内面－ ヘ ラナデ

普 通

にぷ い橙 色

3

′J、形要形土器 A　 12 ．4 底部 は平底 で，胴部 は内攣 しなが ら外 上 口緑部 内 ・外 面一横 ナデ 砂 粒 8 5％

土師器

B　 12 ．7 方へ立 ち上 が る。 口緑 部 はわず かに外反 し 休 部外 面－ヘ ラ削 り 普 通
C　　 6 ．9 て， 外反 気味 に内傾 す る。 内 面－ヘ ラ磨 き 橙色

4

頚形　 土 器

須 恵器

目線部 片 内 ・外面 共 に水 挽 き 砂粒 ・細砂

良好

灰 色

5 ％

5

聾形　 土 器 ン ／ 頸部片 水挽 き整形後 ， 8 本 1 条 の波 雲 母 5 ％

須恵 器
状 文 と平行線 文 を交互 に施 し

て いる

不 良

赤 褐色

酸化焔 焼成

6

球 形　 土器

須恵器

底部 は平底 で ある。 外由 一剥離 が激 し く調整痕 不

明

細 砂

普 通

灰色

20％

7

球形　 土 器 C　　 6 ．7 底部 は平底 で ある。 底部 一回転 糸切 り 砂粒 ・細 砂 10 ％　 内 外

灰 粕　 陶器

体部 下端 一回転 へ ラ削 り 良好

灰 白色

面 に淡緑色

の粕 付着

8

台付 長頭蓋 D　 ll ．0 高台 は短 く下方へ のび る。 底 部 一回転 へ ラ削 り 細 砂 10％
形土 器

須恵 器

E　　 O ．5 高台 は貼 り付 け 普通

灰 色

9

蓋形　 土 器

須恵器

C　 lO ．6 口縁部片 天 井部 一回転 へ ラ削 り 細砂

普 通

灰色

10％

10

高球 形土 器

土師 器

A　　 8 ．2 球 体 部は 大 きく開 き， 目線部 は直立 す る。 目線部 外面 一横 ナデ 砂粒 95 ％
‘B　　 4 ．0 脚 部 は大 き く 「く」 の字状 に開 く。 体部 ・脚部 外面… ヘ ラ削 り 普通

D　　 7 ．0

E　 l ．7

外 面の 口緑部 と体部 との境 に稜 を有 する。 休部 内面－ ナ デ

脚 部 内面一指 によるナ デ

にぷい黄橙色

－1256－－



図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の　特　 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

11

球 形　 土器

土師器

A （11．8） 休部は内轡 しながら大きく開いて立ち上 目線部内 ・外面…横ナデ 砂粒 30％
がり，口緑部は外反気味に直立する。外面 休部外面－ヘラ削り 普通

の目線部 と休部の境 に稜 を有する。 内面－ヘラ磨 き にぷい橙色

12

球 形　 土器

土師器

A （12．0） 底部は丸底で，体部は内攣 L をがら大き 目線部内 ・外面一横ナデ 砂粒 20％
く開いて立ち上が り，目線部は外反気味に 体部外面－ヘラ削 り 普通
直立する。口縁部と体部の境に段 を有する。 内面－ヘラ磨 き にぷい褐色

13

士不形　 土器

土師器

A （12．7） 底一部は丸底で，体部は内攣 しながら大き 口縁部内 ・外面一様ナデ 砂粒 30％
く開いて立 ち上がり，口縁部は直立する。 休部外面－ヘラ削 り 普通
外面の休部 と口緑部の境に稜 を有する。 内面…ヘラ磨 き にぷい橙色

14

士不形　 土器

土師器

A （12．0） 体部は内攣 しながら大きく開いて立ち上 目線部内 ・外面一様ナデ 砂粒 20％
がり，口緑部は外反気味 に直立する。 休部外面－ヘラ削 り 普通
外面の目線部 と体部の境 に稜 を有する。 内面－ヘラ磨き にぷい赤褐色

15

球 形　 土器

土師器

A　 lO．6 底部は丸底で，体部は内轡 しながら大 き 口縁部内 ・外面一様ナデ 砂粒 10（％
B　　 3．8 く開いて立ち上が り，目線部は外反気味に 休部外面…ヘラ削 り 普通

直立する。外面の目線部 と休部の境に明瞭

な稜 を有する。

内面－ヘラ磨 き にぷい褐色

16

球 形　 土器

土師器

A　　 9．5 体部は内轡 しながら大 きく開いて立 ち上 口縁部内 ・外面一様 ナデ 砂粒 60％
が り，口緑部はやや内傾する。 体部外面…ヘラ削 り 普通
外面の臼縁部 と休部の境に稜 を有する。 内面－ヘラ磨き 暗赤灰色

17

土不形　 土器

土師器

A　 12．2 底部は丸底で，体部は内轡 しながら大 き 口縁部内 ・外面…横ナデ 砂粒 80％
B　　 5．2 く開いて立 ち上がり，口縁部は直立し，先 体部外面1 ヘラ削 り 普通

端部はやや外反する。

外面の口緑部 と休部の境 に稜 を有する。

内面一一へラ磨 き 橙色

18

士不形　 土器 A　 lO．6 底部は丸底で，休部は内轡 しながら大 き 目線部内 ・外面…横ナデ 砂粒 95％

土師器

B　　 4．0 く開いて立ち上が り，口縁部は直立 し，先 体部外面…ヘラ削り 普通
端部はやや外反する。 内面－ヘラ磨 き にぷい橙色

土不形　 土器 A （11．0） 底部は丸底で，休部は内轡 しながら大き 口縁部内 ・外面一様ナデ 砂粒 45％
i l9

土師器

B　　 3．3 く開いて立ち上が り，目線部はほぼ直立す 休部外面－ヘラ削 り 普通
る。外面の休部 と口縁部の境に稜を有する。 内面…ヘラ磨 き 橙色

20

土不形　 土器

土師器

A　　 8．8 底部は丸底 で，体部は内轡 しながら大 き 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 10（％
B　　 3．9 く開いて立 ち上がり，日縁部ははば直立す 休部外面－ヘラ削 り 普通

る。外面の口縁部 と体部の境 に明瞭 な稜 を

有する。

内面－ヘラ磨 き 黒褐色

21

士不形　 土器

土師器

A　 lO．6 底部は丸底で，休部は内攣 しながら大 き 口縁部内 ・外面一様ナデ 砂粒 70％
B　　 4．0 く開いて立 ち上がり，口縁部は直立する。 体部外面…ヘラ削り 普通

外面の口綾部 と休部の境に稜 を有する。 内面…ヘラ磨き にぷい橙色

22

土不形　 土器

土師器

A　 ll．4 底部は丸底で，休部は内轡 しながら大 き 口縁部内 ・外面一様ナデ 砂粒 90％

B　　 3．8 く開いて立ち上がり，口縁部は直立する。 休部外面－ヘラ削り

内面－ヘラ磨き
普通

橙色

23

土不形　 土器

土師器

A （8 ．7） 底部は丸底で，体部は内轡 しながら大き 目線部外面一様ナデ 砂粒 50％
B　　 4．1 く開いて立ち上がり，口縁部は直立する。 休部外面－ヘラ削 り

口縁部 ・休部内面…ヘ ラ磨 き

普通

にぷい橙色

24

球形　 土器

土師器

A （11．2） 底部は丸底で，体部は内轡 しながら大き 目線部内 ・外面一横 ナデ 砂粒 35％

B　　 3．7 く開いて立 ち上がり，目線部は直立する。 休部外面－ヘラ削 り 普通

外面の目線部 と体部の境に稜 を有する。 内面…ヘラ磨 き 橙色

25

土不形　 土器

土師器

A　 lO．6 底部は丸底で，休部は内攣 しながら大 き 日縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 75％
B　　 4．6 く開いて立 ち上がり，口緑部はわずかに外 休部外面…ヘ ラ削 り 普通

傾する。外面の体部と口縁部の境に稜を有

する。

内面…ナデ にぷい橙色

26

球 形　 土器

土師器

A　 lO．7 底部は丸底で，体部は内攣 L をがら大 き 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 70％

が

B　　 4．4 く開いて立ち上がり，口縁部は直立する。 体部外面－ヘラ削り 普通

外面の口縁部 と体部の境に稜を有する。 内面－ヘラ磨 き にぷい黄橙色

27

ナ不形　 土器

土師器

A （10．4） 底部は丸底で，休部は内攣 しながら大き 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 70％
B　　 4．6 く開いて立ち上が り．口縁部はほぼ直立す 体部外面…ヘラ削 り 普通

る。 内面－ヘラ磨 き 橙色

28

球 形　 土器

土師器

A （13．3） 底部は丸底で，体部は内攣 しながら大き 口縁部内 ・外面一横 ナデ 砂粒 20％
B　　 3．7 く開いて立 ち上がり，口緑部はほぼ直立す 休部外面－ヘラ削 り 普通

る。外面の目線部 と体部の境 に稜を有する。 内面－ヘラ磨 き にぷい褐色

29

球 形　 土器

土師器

A　　 9．2 底部は丸底で，休部は内攣 しながら大 き 口縁部内 ・外面…横ナデ 砂粒 30％

く開いて立 ち上がり，口緑部はわずかに外 体部外面－ヘラ削 り 普通
傾する。外面の口縁部と休部の境に稜を有

する。

内面～ヘ ラ磨き にぷい褐色
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図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　 の　特　 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

30

球 形　 土器 A　　 9．7 底部は丸底で，休部は内轡 しながら大き 目線部内 ・外面一様ナデ 砂粒 90％

土師器

B　　 2．9 く開いて立ち上がり，目線部は外傾する。 休部外面－へラ削 り 普通
外面の目線部 と体部の境に稜 を有する。 内面－ヘラ磨 き 橙色

31

ナ不形　 土器

土師器

A （10．0） 底部は丸底で，休部は内攣しながら大き 目線部内 ・外面一様ナデ 砂粒 45％
く開いて立ち上がり，そのまま目線部に至 体部外面…ヘラ削 り 普通

る。 内面…ヘラ磨 き 明赤褐色

32

球 形　 土器

土師器

A　　 7．8 底部は丸底で，体部は内攣 しながら大 き 目線部内 ・外面一様ナデ 砂粒 30％
く開いて立ち上 がり，口縁部はやや外傾す 休部外面－ヘラ削 り 普通

る。外面の口縁部 と休部の境に稜を有する。 内面－ヘ ラ磨き にぷい橙色

33
土不形　 土器

士帥器

A　　 9．8 底部は丸底で，体部は内轡 しながら大き 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 95％
く開いて立 ち上がり，そのまま口綾部に至 体部外面－ヘラ削 り 普通

る。 内面…ヘラ磨 き にぷい橙色

34

序形‥　土器

土師器

A （9 ．4） 底部は丸底で，体部は内攣しながら大き 目線部内 ・外面一様ナデ 砂粒 50％

B　　 2．0 く開いて立ち上がり，そのまま口縁部へ至 体部外面－ヘラ削 り 普通

る。外面の目線部と体部の境 に稜 を有する。 内面…ヘラ磨 き 橙色

35

土不形　 土器

土師器

A （10．0） 底部は丸底で，体部は内轡 しながら大き 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 50％
く開いて立ち上がり，目線部はやや外傾す 休部外面－ヘラ削 り 普通

る。外面の口縁部と休部に稜 を有する。 内面－ヘラ磨 き 明赤褐色

石製晶（第185図－36）

36は勾玉である。両側とも孔の周囲が円形に摩耗している。長さ2。3cm・幅1。4cme腹部幅0。8

cm e孔径2mmである。

豊製品（第185図－37－41）

37は丸玉の模造品と思われる。焼成は良好で，色調はにぷい褐色である。径1cm弓L径工5mm

である。

38は臼状の玉で，表面はなめらかでつやがある。焼成は良好で，色調はにぷい橙色である。長

さ1cm e径1cm e孔径1mmである。

39は切子玉の模造品である。表面はなめらかでつやがあり，中央部が太い。焼成は良好で，色

調はにぷい橙色である。長さ2．4cm e径上2cm e孔径2mmである。

40は管玉の模造品と思われる。表面はなめらかでつやがあり9　両端は丸味をもっている。焼成

は良好で，色調はにぷい橙色である。長さ1．8cm。径1．2cm弓L径は1mmである。

41は土玉で，指ナデにより整形されている。焼成は普通で，色調はにぷい橙色である。径2．9cme

高さ2．8cm・孔径8mmである。

鉄製品（第185図…42～44）

42は刀子で両端部が欠損する。刃e棟の両側に区を有する。現存長4．9cme刃幅1．2cmである。

43は刀子の刀身部片で，現存長4．2cmである。

44は銀の茎部である。断面は方形を呈し，現存長は8．2cmである。
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第184図　第49号住居跡出土遺物実測図（1）
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貧相6図　第50号住居跡実測図
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第5の号住居跡（第186図）

本跡はKla6を中心に確認され，第49号住居跡の東側約0．5m，第46号住居跡の北側約4mに位置

している。第7号溝と重複しているが，本跡の中央部を第7号溝が東西に横切っており，本跡の

方が古い。

平面形は長軸6・50m・短軸4．90mの長方形を呈しており，長軸方向はNつ7．50－Wを指してい

る。壁は外傾して立ち上がり，壁高は30～40cmである。各璧下には壁溝が全属しており，上幅約

20cmも下幅約11cm。深さ約6cmである。床は平坦でやわらかい。ピットはPl～質。の10か所確認

されている。このうちPl～P8はいずれも径20－35cme深さ23～37cmであるが，規則性がなく主柱

穴は不明である。P9は長径68cme短径57cmの楕円形を室し，深さ65cmでほぼ円筒状に掘られ，抗。

ほ長径103cm・短径70cmの不整楕円形を呈し，深さ43cmで塊状に揺られている。それぞれ東・南

壁際に位置し貯蔵穴とも考えられる。炉と思われる痕跡は検出されなかったが，第7号溝によっ

て切られて消滅した可能性もある。覆土は一部撹乱が見られるが，ローム粒子を含む暗褐色士や

黒褐色土が主で自然堆積の様相を呈している。

遺物は少なく，いずれも土師器である中央部付近の覆土から柑形土器（第187図－2），北寄り

の西壁際の床面から完形の婆形土器（第187図－4）が倒立で出土している。

出立土器観察表（第187図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　 の　 特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

婆 形　 土器 C　　 5 ．8 底部 は平面 で，胴 部は内 轡 しなが ら外上 胴部 外面－ ナ デ 砂粒 30％

土師 器

方 へ立 ち上 がる。 内面－ ヘ ラナ デ 普通

暗 褐色

2

柑形 土 器 C　　 4 ．1 底 部 は平 底 で，胴部 は大 きく張 り扁平 を 胴 部 内 ・外 面一様 ナデ 砂 粒 85％

土 師器
球形 をなす。 底部 及 び胴部 下端 － ヘ ラ削 り 良好

赤 色

外面 全体 に

赤 彩

3

婆形　 土 器 A　 17 ．0 胴部 は丸 く張 り，や や長胴 を呈 し，口緑 目線 部内 ・外 面一横 ナデ 砂 粒 40 ％

土師 器

部 は 「く」 の字状 に開 く。 胴部 外面 －ナ デ

内面 －ヘ ラナデ

普 通

明褐 色

4

婆 形　 土器 A　 16 ．0 底部 は突 出 気味 の平底 で，胴 部は 丸 く張 口縁部 内 ・外面一横 ナ デ 砂粒 10（％

土師 器

B　 2 6 ．2 り，や や長胴 を皇す 。目線 部 は 「く」 の字 胴部外 面… ヘ ラナデ 普通 外 面全体 に
C　　 7 ．4 状 に開 く。 内面…横 位へ ラナ デ にぷ い褐色 煤付着

5

城 形　 土器 A　 13 ．9 体 部は内 轡．しなが ら大 き く開 いて立 ち上 目線部 内 ・外 面…横 ナ デ 砂 粒 70％

土 師器

が り， その まま目線部 へ至 る。半球 状 を皇

す。

体部内 ・外面 …ナ デ 普 通

赤 色

内外 面赤彩
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第187図　第50号住居跡出土遺物実測図
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第別号住居跡（第188図）

本跡はKlb5を中心に確認され，第50号住居跡の西側約2m，第46号住居跡の北側約4mに位置

している。第49号住居跡と重複しているが，本跡の北側部分は第49号住居跡によって切られてお

り，本跡の方が古い。

平面形はOm x5．00mの方形を呈するものと思われ，主軸方向はN－］30－Wを指している。壁

は遣存状態がよくやや外傾して立ち上がり，璧高は20－25cmである。床はほぼ平坦で全体によく

締まっており，炉跡の周囲は特に堅い。ピットはPl～P4の4か所確認され，本跡の北側部分のピ

ットの位置は不明であるが，PlとP4は径25cmと23cm。深さ42cmと32cmで，位置的に方形に配され

第188図　第51号住居跡実測図
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た4本の主柱穴のうちの2本の可能性がある。P5は第49号住居跡によって北側半分を切られてい

るが，径90cmの円形を呈するものと思われ，深さは35cmで塊状に掘られており貯蔵穴とも考えら

れる。炉跡も第49号住居跡に北側半分を切られて検出されている。平面形は径約80cmの円形を呈

するものと思われ，床面を13cm掘り凹めている。覆土は自然堆積の状態を示しており2層に分か

れている。上層は極暗褐色土，下層は暗褐色土となっており，いずれもローム粒子や焼土粒子を

含んでいる。床面には焼土の広がりが見られ，炭化材が散乱していることから火災を受けたと思

われる。

遺物は少なく，土師器の婆形土器片が65点，球形土器などが出土している。

出土土器観察表（第189図）

匪＝版

番 号
若　 種 法　 畳 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　特 徴 胎土ト焼成・色調 備　 考

1

士不形　 土器 A　 l ．9 底 部は 丸底で， 休部 は内轡 しなが ら大 き 口緑 部内 ・外面 一横 ナデ 砂 粒 80 ％

土師 器

B　　 4 ．4 く開 いて立 ち上 が り， 口緑 部 は外反 気味 に 休 部外面 一ヘ ラ削 り 普 通
やや内 偵す る。 内面 －ヘ ラ磨 き 橙 色

2

域 形　 土器 A （7 ．7） 底部 は平底 で，胴部 は 内攣 しな がら外上 口緑 部内 ・外 面一様 ナ デ 砂粒 40％

土 師 器
B　　 4 ．4

C　　 3 ．0

方 へ立 ち上 が り， その まま口緑部 へ至 る。 休部外 面－パ ケ 目　 下端 －へ

ラ削 り　 内面 一ナ デ

普通

赤褐色

鉄製品（第189図－3）

3は鎌でほぼ完存品である。基部に木質部が付着する。現存長は17cmである。

・－＿≠ニ・・；：・

5cm

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　＿」

第189図　第51号住居跡出土遺物実測図
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第52号住居跡（第190図）

本跡はKIc4を中心に確認され，第46号住居跡の北西側約3mに位置し，第51号住居跡の南西側

に接している。第55号住居跡と重複しているが，本跡は第55号住居跡の上に構築されており，本

跡の方が新しい。

平面形は3・85m X（）mの方形を呈するものと思われ，主軸方向はN－1100－Eを指している。
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壁は削平されているため立ち上がりは不明瞭で，壁は5cm前後である。床はほぼ平坦であり全体

に硬く，カマドの周囲はよく踏み固められている。また，第55号住居跡との重複部分には，ロー

ムブロックで踏み固めた厚さ5－6cmの貼り床が部分的に残っている。ピットはP．の1か所検出

され，径26cm・深さ40cmであるが，本跡に伴うものかどうか不明である。カマドは東壁中央に付

設されているが，削平されて袖の一部が残っているだけである。長さ90cm・幅85cm・焚口幅34cm

で，東壁を約30cm切り込んでいる。火床は床を9C血掘り凹めている。覆土はローム粒子をわずか

に含む黒褐色土が一層だけであり，自然堆積と思われる。

遺物は少なく，カマド南側の覆土から，土師器の球形土器や高台付球形土器が出土している。

出土土器観察表（第191図）

図 版

番 号
器　 種 法　 皇 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　 特 徴 胎土・焼 成・色調 備　 考

1

上不形　 土 器 A　 l O ．1 底 部 は 平 底 で ， 休 部 は外 反 気 味 に外 上 方 底 部 一 回 転 糸 切 り 砂 粒 9 0％

土 師 器

B　　 2 ．9

C　　 4 ．5

へ 立 ち 上 が る 。 休 部 中 位 に 段 を 有 す る 。 普 通

橙 色

2

球 形　 土 器

土 師 器

A　 lO ．9 底 部 は 平 底 で ， 休 部 は 外 上 方 へ 立 ち上 が 底 部 一 回 転 糸 切 り 砂 粒 7 5％

B　　 3 ．0 り， ロ 緑 部 は わ ず か に 外 反 す る。 休 部 中 位 普 通

C　　 4 ．9 に段 を有 す る。 橙 色

3

土不形　 土 器 A　　 9 ．8 底 部 は 平 底 で ， 休 部 は 外 上 方 へ 立 ち上 が 底 部 一 回 転 糸 切 り 砂 粒 5 0 ％

土 師 器

B　　 2 ．9 り， ロ緑 部 は わ ず か に外 反 す る 。 休 部 中 位 普 通

C　　 4 ．5 に 段 を 有 す る 。 にぷ い 橙 色

4

高 台 付 A （1 5 ．6） 休 部 は 内 轡 気 味 に 外 上 方 へ 立 ち上 が り， 内 ・外 面 一 水 挽 き痕 は 弱 い 砂 粒 5 5％
土不形 土 器 B　　 6 ，7 口縁 部 は 外 反 す る。 高 台 は 貼 り 付 け 普 通

土 師 器

D （ 7 ．7）

E　 l ．3

高 台 は 外 下 方 へ 外 反 し， 端 部 は 丸 い 。 高 台 内 ・外 面 一 様 ナ デ に ぷ い 橙 色

5

高 台 付 D　　 7 ．8 高 台 は外 下 方 へ の び ， 端 部 は 丸 い 。 高 台 は 貼 り付 け 砂 粒 2 0 ％

土不形 土 器

土 師 器

E　 l ．4 高 台 内 ・外 面 一横 ナ デ 普 通

橙 色

6

高 台 付 D　　 6 ．7 休 部 は 外 上 方 へ 立 ち上 が る。 高 台 は 短 く 高 台 は 貼 り付 け 砂 粒 ・雲 母 4 0 ％
球 形 土 器

土 師 器

E　　 O ．5 外 下 方 へ の び ， 端 部 に面 を を す 。 高 台 内 ・外 面 一 様 ナ デ 普 通

にぷ い 橙 色

第191図　第52号住居跡出土遺物実測図
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窮朗考健腰跡（第192図）

本跡はKle4を中心に確認され学第52号住居跡の南側約4m9第54号住居跡の北側約1mに位置

している。西側約半分は調査区域外へと延びている。

平面形は4。05m x（）mの方形を室するものと思われ普　主軸方向はN琳尿貯∴Eを指している

と思われる。西壁を除く壁は外傾して立ち上がり普　璧高は20cm前後である。床はやや小さを凹凸

∴一二一

一㌔〕；　　て去i

第192図　第53号住居跡・カマド実測図
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が見られるが，全体によく踏み固められており，カマド周辺は棒に堅くなっている。ピットはPl

の1か所検出されただけで9径20cm。深さ43cmである○カマドは東壁の中央部よりやや南寄りに

付設されている。削平され天井部や袖上部は崩壊している。規模は，長さ105cm。幅90cme焚口

幅32cmで9東壁を60cmほど切り込んでいる○両袖内部からは，補強のために使用した婆形土器が

出土している。奥壁はゆるやかに立ち上がり，火床は床を12cm掘り凹めている。覆土は一部撹乱

も見られるが9　自然堆積の状態を示しており，大きく2層に分かれている。上層は黒褐色も

下層は暗褐色土でそれぞれローム粒子を含んでいるが，下層の方が多く含んでいる。

遺物は少なく9土師器がほとんどである。婆形土器がカマドの左袖内部から第193図－1，右袖

筑柑3図　第53号住眉跡出土遺物宍測図

－269－
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内部から第193図－2が倒立して出土し，袖部の補強として使用されたものと思われる。カマドの

前の覆土から高台付球形土器が出土している。

出立丑器観察表（第193図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 徴 胎土 焼成・色調 備　 考

1

婆 形　 土器

土師 器

A　 15 ．6 胴 部 は上位 でやや張 り，以 下 ゆるや かに ロ緑部 内 ・外 面一横 ナ デ 砂 粒 40％

すぼ む。目線部 は短 く外反 して開 く。 胴 部外 面上位 一縦位 ，中 ・下

位 …横位 の ヘ ラ削 り

内 面－ ヘ ラナデ

普 通

橙 色

底部欠 損

2

聾 形　 土器

土師 器

A　 16 ．0 胴 部 は卵形 を室 し，目線部 は短 く外反 し ロ縁部 内 ・外 面一様 ナ デ 砂 粒 ・小錦 75％

をが ら開 く。 胴 部内 ・外 面－ヘ ラナ デ 普通

赤褐色

3

婆 形　 土器

土 師器

A　 25 ．2 胴部 は内轡 しなが ら外上 方へ立 ち上 が り， 目線部 内 ・外 面一様 ナ デ 砂 粒 30％

上 位 が張 る。 目線部 は外反 しを が ら開 き， 胴 部外 面上位 一縦位 ，中 ・下 普通 胴部下 位以

端 部 に面 をなす。胴部 上位 に こぶ状 の把 手 位 …横 位 のヘ ラ削 り 橙 色 下欠損

が一対付 く。 内 面－ヘ ラナ デ

4

高台付 A （13 ．8 ） 休部 は内轡 しなが ら外上 方へ立 ち上 が る。休 部外 面一 水挽 き痕 は弱 い 砂 粒 30％

土不形 土器

土 師器

B　　 6 ．7

D　　 7 ．6

E　 l ．0

高台 は外下方 への び，端部 は丸 い。 内面 一雑 なヘ ラ磨 き

高台 は貼 り付 け

高台 内 ・外 面…横 ナデ

普通

にぷ い橙色

5

高台付 D　　 7 ．5 高台 は外上 方へ のび，端部 は 丸い。 高台 は貼 り付 け 砂粒 30％

士不形 土器

土師 器

E　 l ．3 高台 内 ・外 面…横 ナ デ 普通

橙色

6

高台付 D　　 7 ．9
高台 は外下方 への びる。 内面 中位 に段 を 底部 内面 －ヘ ラ磨 き 砂粒 30％

口球形 土器

土 師器

E　　 O ．9 L 有 し，端部 は丸 い。 高台 は貼 り付 け

高台 内 ・外 面…横 ナ デ

普通

橙色

第別号住居跡（第194図）

本跡はKl信を中心に確認され，第53号住居跡の南側約1m，第9号溝の北側約2・5mに位置し

ている。西側の一部は調査区域外へと延びている。

平面形は3。50m X0mの方形を呈するものと思われ，主軸方向はN－900－Eを指している。

壁の立ち上がりは不明瞭で，壁高は6－8cmである。床はほぼ平坦で全体によく踏み固められて

おり，カマド周辺は拝に堅くなっている。南西部は撹乱を受けており床面がえぐられている。ピ

ットはPleP2の2か所検出され9　それぞれ径20cmの18C毘言采さ35cm021cmであるが主柱穴かどう

かは不明である。カマドは東壁中央部のやや南寄りに付設されていたと思われるが，焼土がわず

かに残っているだけである。両袖部にある部分にほぼ円形を呈する深さ20cm前後のピットが検出

されたが，袖部の補強のための婆などを立てた穴と思われる。覆土は虎乱された部分を除いて自

然堆積の様相を呈しておりト上層にローム粒子を含む暗褐色土が，下層にローム粒子を多量に含む

褐色土が堆積している。

遺物はほとんどなく，土師器の婆形土器片32点∴球形土器片10点，須恵器の婆形土器片4点が

出土している。

ー270－－
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第駈考住居跡（第190図）

本跡はKlb4を中心に確認され，第53号住居跡の北側約4汀㌦　第51号住居跡の西側約0。5mに位

置している。西側部分は調査区域外へ延びている。第52号住居跡と重複しており，本跡の上に第

52号住居跡が構築されていることから，本跡の方が古い。

平面形は検出された部分から5．45mX（）Ⅲの方形を呈するものと思われ，長軸方向はN－8・5と－

Wを指している。壁は外傾して立ち上がっており，壁高は13～17cmである。床はほぼ平坦である

が全体にやわらかい。ピットはPleP2の2か所が検出され，釣は径26cmの深さ40cmで本跡に伴う

ものかどうか不明である。南東コーナー部のP2ほ長径100cm。短径65cmの楕円形を呈し言采さ38cm

で塊状に掘り込まれており，貯蔵穴と思われる。炉跡もカマドも検出されていない。覆土は自然

堆積の状態を示しタ　ローム粒子を少し含む暗褐色土が大部分である。

遣物は出土していをい。

！、lさ，八，㌣

5ag’h’j’

第195図　第56号住居跡実測図
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第56号住居跡（第195図）

本跡はJlg4を中心に確認され，第3号上流の南側約摘9第5号溝の北側約0・5mに位置してい

る。

平面形は長軸3。45mの短軸3．40mの隅丸方形を皇し，長軸方向はN…22LWを指している。壁

は外傾して立ち上がり，壁高は30～35cmである。床は壁際よりも中央部が約5cm高くをっており，

全体に締まりがあるがそれほど堅くない。北壁下だけに壁溝が検出され，上幅は約18cme下幅約

13潤の深さ約10cmである。ピットはPl～P7の7か所検出され9径25～30cmの深さ15～25cmである。

PleP3のP6は径25～30cmバ采さ15～25cmで，それぞれコーナー部近くに配置され主柱穴と考えら

れるが9　南西コーナー部近くには検出されていない。炉跡は中央部からやや北寄りに検出され，

径約50cmのほぼ円形を呈している。炉床は床を約10cm握り凹めているがタ　焼土の義も少なくそれ

ほど焼けていない。覆土は全体に締まりがあるが，ロームブロックeローム粒子を含む暗褐色土

が複雑な層を呈しており，埋め戻されたものと思われる。

遺物はほとんどなく，土師器の婆形土器片が33息　塊形土器片主点が出土しただけである。

第5ア号住居跡（第196図）

本跡は凱g6を中心に確認され9　第4号土坑の南側約2勘　第56号住居跡の東側約6mに位置し

ている。第5号溝e第5号土坑と重複しているがタ　本跡は第5号溝に南側半分を，第5号土坑に

北壁を切られており，本跡の方が古い。

平面形は4。20mX（）Ⅲの方形を呈するものと思われ，長軸方向はN…lO…Wを指している。壁

は外傾して立ち上がり，壁高は10～15棚である。床は平坦で軟弱である。ピットはPl～P7の7か

所検出されている。Pl～P5eP7は径20～40甜e深さ20～25cmであるが，配置に規則性がなく主柱

穴は不明である。北西コーナー部のP6は径50cmの円形を呈し言采さ28cmで塊状に掘り込まれてお

り貯蔵穴と思われる。炉跡もカマドも検出されていか、。覆土はほぼ自然堆積の状態を示してお

り資上層に黒褐色土，下層に暗褐色土が堆積している。

遺物は少なく，北東コーナー部付近の床面から土師器の碗形土器（第197図－2）が完形で，南東

寄りの床面から須恵器の婆形土器が出土している。

1－…一一一一273－ll－1
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第196図　第57号住居跡実測図

出立土器観察衷（第197図）
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図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

聾形　 土器

須恵器

A （26．3） 体部は大 きく張 り，頚部は外反 しながら 口縁部内 ・外面，頚部内面－ 砂粒 ・細砂 20％　 目線

立ち上がる。口縁部は大きく開 き，端部は外上 横ナデ　 頚部外面－カキ目調 良好 部内面 ・肩

方へつまみ出され，目線直下には段 を有す 整後横 ナデ　 体部外面一斜位 灰色 部 に黄灰色

る。 の平行叩 き　 内面…ナデ のふりもの

2

l

虜形　 土器

土師器

A　 13．4 底部は丸底で，休部は内攣 しながら大き 日縁部内 ・外面…横 ナデ 砂粒 100％

B　 6．3 く開いて立ち上がり，口縁部は短く外傾す 体部外面一ヘラ削 り 普通 内 ・外面赤

る。内面の口縁部 と体部の境に稜を有する。 内面－ナデ 赤色 彩
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第197図　第57号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm
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第58号住居跡（第198図）

本跡はJli8を中心に確認され，第6号溝の北側約3mに位置している0第5号溝と重複してお

り，本跡の北側部分は第5号溝によって切られていることから，本跡の方が古い0

平面形は3．50mX（）mの方形を呈するものと思われるが，全体に遺存状態が悪い0長軸方向

はN－0・である。壁は崩れが目立ち立ち上がりは不明瞭で，床面との境もはっきりしない0確認

第198図　第58号住居跡実測図
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面から床面までの深さは10～15cmである。ピットはPl～P3の3か所検出されており，径25～33cm・

深さ28－43cmであるが，規則性がなく主柱穴は不明である。炉跡もカマドも検出されていないが，

第5号溝によって切られて消滅した可能性もある。覆土はロームブロックを含む暗褐色土が大部

分で，埋め戻されたものと思われる。

遺物は少なく，土師器の聾形土器片67点，須恵器の聾形土器片が12点出土している。

0　　　　　　　　　　　　　　　1m」
第199図　第59号住居跡・カマド実測図
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窮鯛常住腰掛　第摘図）

本跡は謹皇e8を中心に確認され　第鮒号住居跡の東側約。酌に位置　ている。

平面形は長軸3。30m e短軸3。2　mの隅丸方形を望し　室軸方向はN…摘LWを指している。壁

は遵存状態が良くほぼ垂直に立ち上がり芦　壁高は50～5誠mである。床はほぼ平坦で全体によく踏

み回められている。各壁トには壁溝が全周しており，口幅1＿6～20cm・卜幅5－8cm・深さ約5cm

である。〕ビットはPl～P6の6か所検出されているJPl。P3・P5は各コpナp部に配置されており

主柱穴の可能性もあるがヲ　北西コーナ…部には検出されなかった。いずれも径は25cm前後で深さ

は摘～2筏mである。カマドは北壁中央部よ　やや東寄　に付設されているがタ　ほとんど崩壊して

いる。長さ122cm・幅95cmで北壁を70cm切り込んでいる、言両袖内部からは補強のため使用された

婆形土器の破片が出土している。奥壁はゆるやかに立ち上がり，火床は床を15cm掘り囲めてい

る。覆土は自然堆積の状態を嘉しており撃　ほとんど黒褐色までローム粒子督　炭化粒子を含んでい

る。

遣物は比較的多くタ　土師器の婆形土器片が523点で太部分を占める。カマド右裾内部から婆形土

器（第2㈲区「つ）と甑形土器（第恩氾図上当日が出土している。北東コーナー部の床面から須恵器の

高台付上不形土器（第200図－5）が出土している。

t l∴∴言．∴、　ノふ、ノ′．畑

図版

番 一・号
器　 種 法　 量 器　形　 の　 特　 徴 手　法　の　特 徴 船ト焼成・色調 備　 考

1

婆形　土器

土師器

A （23．0ラ 胴部は内攣しながら外上方へ立ち上がり学 ［二相承部内0外面二様ナデ 砂粒・実母 30％

卵形を呈す。H 綾部は外反しながら開き， 胴部外面…ヘラナデ後車位以 普通

端部は上方へつまみ出され，外側に面を有 下斜位の幅広のヘラ磨き 橙色

する。 内面…ヘラナデ

2

婆形　 土器

士帥器

Å （23．8） 胴部はわずかに張り長胴を呈し，日綾部 口縁部内0外面…横ナデ 砂粒 40％

は外反しながら開く。 胴部外面…縦位のヘラ削り

内面…へラナデ

普通

にぷい橙色

3

球形　土器

土師器

A　 14．3 底部は平底で，休部は内攣しながら外士 水挽き成形で，内面は横位の 砂粒 80％

B　 5．5 方へ立ち上がり，日縁部は外反する。 ヘラ磨きであるが器面剥離が

著しい。底部一摩滅で不明。

普通

にぷい橙色

4

球形　土器

士帥器

Å （11．4） 底部は丸底で，体部は内攣しながら大き 日縁部内4 滴上磯ナデ 砂粒 30％

B　3．5 く開いて立ち上がり，口縁部は外反気味に 休部外面…へラ削り 普通

直立する。

外面の口縁部と体部の境に稜を有する。

内面…十十 にぷい橙色

5

高台付 A　15．1 底部は丸底気味に中央部が高台よりも突 底部一回転へラ削り 小石・抽砂 85％　 体部

土不形土器

須恵器

B　5．7 出する。体部は直線的に外上方へ立ち上が 高台は貼り付け　 ロクロ回転 普通 下位 「♯」

D　8．0 る。高台は短く外上方へ開く。全体にゆが 方向は右　 内面…水挽き痕が 灰色 のへラ記号

E　L）．5 みがある。 残る。全体にゆがみあり （焼成前）

6

甑形　 土器

土師器

Å （28調 胴部はほぼ直線的に外上方へ立ち上がる。 ロ縁部内8外面一様ナデ 砂粒・空母 20％

口縁部は外反しをがら開き，端部に1本の 胴部外面一ヘラナデ，部分的 普通

浅緑が巡る。 に斜位のへラ磨き

内画一へラナデ

にぷい橙色

7

婆形　 土器

士帥器

A　19．8 胴部は長胴を窒し，ほとんど張　はない。 目線部内・外面一植ナナ 砂粒 65％

目線部は外反しながら開く。 胴部外面…縦位のヘラ削り

内面…ヘラナデ

普通

にぷい橙色
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第200図　第59号住居跡出土遺物実測図
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第201図　第59・60号住居跡出土遺物実測図
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鍔　 器 種　 法 農　　　 畜 形 の 捧 徴　　　 手法の捧徴
聴十鳴姫色調　 備　考

酢 土器 Å馳 車 間警誓孟孟警 哀霊 禁禁 誓 が鵠 謡霊 讐 …瀾ナデ

土師器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内面～Wへラナデ

．′　　　　　　　Lln

砂粒・実母　ごり耳
普通
にぷい褐色

9 婆‡師…石肯Å触 6㌦ 警警護豊漂 チ胤 直立してから 宗慧≡憲壬筆写至警‡㌫り 砂粒　　　　 20％
普通
にぷい褐色

′l′　　ノゴ　′．ノ・、

ノ＼出目　′　∴　し・一r：′′、つ　・・　、一）（一一′・∴　′・－、ノ′　′　　　′　．．　　、

に位置している。第飢号住居跡　第　号ま坑と重複しているが本跡は第飢号住居跡を儲畑第

：′　′′・　　　－‥J′・、、　　　′ノ′　∴′、ノ、．・・　　　　　　　一　・

、′′∴‾～∵て・．・　：・l　・・′）′　く′∴・メ　　　∴′．・、、　一・　　　　一　・

存状態が意　崩れてお勘確認面か　床面までほ郡だm前後である0床はやや起伏が鬼　れ全体に

・・‾　′　、、）　　′　、・　∵′′‘∴一′・：二　′′′　　　ら　∴　　　　　′　）

一二二・一′・・′∴∴　l　　∴－∴　∴′．二、∴′　　′・　′ノ　　・　　∴　　　′・

′、Hj　　－　ノ　　′　巨　′′　、・′、　′′、、′、　′l・一一　　　′、′　．・

′　、、、′＼　′′＼　ノー、′′、一′′、′、　　・－　　′　＿　、・　′了　　　　ノ

）－　tt　′　　′　′・　・　′・ノ　ー・′ノ・／・＿　　ノ

遣物は土師器の婆形ま器や　高台郁不形土器などの破片が出達している。

［　　　∴　　ノ　　亘）′，－．（、

霊警　 器 種　 法 畳　　　 器 形 の 捧 徴　　　　 手法＿の特徴　 胎ま戦 色調　 備 考

ノ　　　　　　　　日日

10 婆：師三石霹Å（16㌦ 禁完霊誓霊誓長胴を凱瀾 完璧憲薫 警‡㌫り芋蔓欄色20％

ヱ高空憲器告：が票：ま「ハ南 開き滅 鷲 露 藍 「 蛋 ㌘

ご　ノ．－．・′二、∴′守′

／、言しノ：左・ノ　ー　　′／　・′・・・・′　一′′・′一　　′・、　．．／′、

跡　第　号溝　重複しているが報は第鮒号住居跡によって南東コーナー部の壁上部を切られ撃

ノ　工∴フ、’ハ∴、ノノ∴＼ご　′　′ノ・′Jノ　ー／ノー　ー′「・／l＼・′；、・－′、㌦Hl　㌦！！∴∴言，：あ

い。

1予硝‡辛中　ノ′一一、二・′　ノ‥′・、）．ノ　′ノ′三八　＿、・ノ′、二一一：ノノ・、、、、‥1ノ　ーっし・、

いる。壁はばば垂直に立ち上がり壁高は約壷銅である0カマドの南側の東壁と南の西璧下には壁

溝が屠回しておきり，上幅20～25cmの下幅8～且8cm薗深さ約5cmである。北壁からカマドにかけて

一一一一一一一28し主lll
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第203図　第6う号住居跡cカマド実測図
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ほ大きく授乳を受けているためタ壁の立ち上がりほ悪く璧溝は検出できなかった。床はほぼ平坦

で全体に締まりがあり，カマドからや東部にかけてはよく踏み固められている。ピットはPl～P5

の5か所検出されているがタPl～P4ほ径30～45cme深さはP2の60cmを除いて25～28cmで，ほぼ対

角線土に配置されており主柱穴と思われる。カマドほ東壁中央部に付設してあり，比較的遺存状

態は良好である。長さ105cme幅80cmの焚日軌3CⅢで，東壁を50cm切り込んでいる。火床は床

を12cm掘り凹め，奥壁は約600の傾斜で立ち上がり径組3cmの煙道へ続いている。覆土は北壁か

らカマドにかけての撹乱部を除いて，ほぼ自然堆積の様相を皇し，ローム粒子を含む黒褐色士が

大部分である。

遺物は非常に多らほとんど土師器である。婆形土器片が1219点と最も多い。そのほか，球形

ま乳碗形土器などが出土している。カマド内からほ支脚が出土している。

出藍豊器観察蒙（第204◎205図）

図 版

番 号 器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手 法　 の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

婆形　 土 器

土 師器

A　 23 ．0

B　 33 ．4

C （8．2）

底部 は平底 で，胴 部 は長胴 を室 しほ とん

ど張　 は をし。 口縁 部 は外 反 しを が ら大 き

l く開 く。

目線部 内 ・外 面 一様 ナ デ

胴部外 面 一縦 位の ヘ ラ削 り

内 面－ ／＼ラナ デ

砂粒

t　普通

にぷ い．

90％

2

聾 形　 土器

士帥 器

A （16 ．0）

B　 17 ．7

底部 は丸味 を帯 びた平底 で，胴 部 は内轡

L をが ら外 上方へ 立 ち上 が り， 目線 部 は外

反 しな がら開 く。

目線部 内 ・外 面一様 ナデ

胴 部外面 …縦位 のヘ ラ削 り

内面 －ヘ ラナデ

砂 粒

普 通

にぷい褐 色

40％

3

鉢形　 土 器 A　 15 ．0

B　 lO ．1

底部 は丸味 を帯 びた平 底 で，休部 は内轡

しなが ら外上 方へ 立 ち上 が る。 目線部 は外

目線 部内 ・外面 一横 ナ デ

体部 外面 一横 位の ヘ ラ削 り
砂粒

普通

70％

土 師器 反 気味 に直立 す る。 内面 －ナ デ調整後 へ ラ磨 き 灰 褐色

土不形　 土器 A　 13 ．6 底部 は丸底 で，休部 は内 攣 しな がら大 き 目線部 内 ・外 面∵横 ナデ 砂 粒 45％
4 B　　 6．0 く開い て立 ち上 が る。 外面 の目線 部 と体 部 体部外 面一摩 滅 して不明 普 通

土帥 器 の境 に稜 を有す る。 内面 …雑 なへ ラ磨 き にぷい 哲

5

球 形　 土 器

土 師器

A （10 ．2）

B　　 4 ．6

底部 は丸 底で，体 部 は内轡 L をが ら大 き

く開 いて立 ち上 が り， 目線 部 は直立 す る。

外 面 の目線 部 と休部 の境 に稜 を有す る。

目線 部内 ・外面 一横 ナナ

休部外 面 …ヘ ラ削 り

内面 －ヘ ラ磨 き

砂粒

普通

にぷい赤褐色

30％

6

球 形　 土器 A （10 ．6） 底部は 丸底で言 本部 は大 き く開 いて立 ち 口縁部 内 ・外 面一 様 ナデ 砂 粒 70％

土師 器

B　　 4。3 上 が り， 目線部 は直 立す る。 体部外 面…ヘ ラ削 り 普 通
外 面の 目線 部 と体 部 の境 に稜 を有 す る。 内 面…ヘ ラ磨 き こぶ い橙 色

7

婆 形　 土 器 A （2 1 ．8） 胴部 は上 位 がやや張 り長胴 を室 し， 日縁 目線 部内 ・外面 一様 ナデ 砂粒 40％

土 師器
部 は 「く」 の字状 に開 く。 胴部 外面 一縦 位へ ラ削 り

内 面－ヘ ラナ デ

普通

にぶ い き色

8

婆形　 土 器 A　 2L 7 胴部 は長胴 を墨 し，ほ とんど張 りは ない。

↓I

口縁部 内 ・外 面一様 ナ デ 細 疎 ・雲 母 70％

土師 器
目線 部 は直線的 に大 きく開 く。 胴部外 面－ ナデ調整後 縦位 の 普 通

ヘ ラ磨 き　 内 面…ヘ ラナ デ こぶ い褐 色

9

婆 形　 土器 A （18 ．2） 胴 部 は内 攣気味 に外 上方 へ立 ち上が り， 目線部内 ・外面 一様 ナデ 砂粒 30％

土 師 器

口縁部 は外 反 しなが ら開 く。 外面 の胴部 と 胴 部外面 一縦位 のヘ ラ削 り 普通
頸部 の境 に稜 を有 す る。 内 面－ヘ ラナ デ 橙色

1。

婆形　 土 器 Å　 11．9 底部 は平底 で，胴 部 は内轡 しなが ら外上 目線部 内 ・外 面一様 ナ デ 砂粒 70％

土師 器

B　　 9．7 方 へ立 ち上 が り， 日縁 部 は外反 しなが ら開 胴部外 面…縦 位の ヘ ラ削 り 普通
C　　 4．8 く。 内面－ヘ ラナ デ 橙 色

石製晶（第205図－12e13）

12は勾玉の模造品である。板状を皇し，全面雑に研磨されている。長さ2．9cme幅1。5cm。腹

部幅1。2cme厚さ0．5cmで，石質は滑石である。

－283一



第204図　第61号住居跡出土遺物実測図（1）
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馴一鴎，2…13
0　　　　　　　　　　　　5cm

L＿一　　　十＿＿＿．＿　」

第加5図　第61号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L　　　；　　」

13は臼玉である。側面を縦方向に研磨し，ほぼ円形に仕上げている。上下面とも平坦に研磨さ

れている。径4．8mm・長さ2．3mm・孔径1．8mmで，石質は滑石である。

土製晶（第205図－11・14・15）

11は支脚である。上面は平坦で，下に向かってわずかに開く。空洞で下部が欠損しており，コ

ップを倒立させたような形である。手捏ねにより整形され，指頭痕が残る。加熱によりもろくな

っており，にぷい赤褐色を呈する。上面径7．1cm・現存高8．8cmである。

一285一



14。15は丸圭の模造品と思われる。いずれも指ナデ整形されているが，やや歪みがある。焼成

は普通で，色調は灰褐色である。14は径上4cmの高さl。3cm◎孔楼上5mで，蟻は径十週闘い高

さ1．2cm・孔径2mmである。

第62号住居跡（第150図）

本跡はmc7を中心に確認され，第25号住居跡の北西側約1mに位置している。第37号住居跡と

重複しているが，本跡の上に第37号住居跡が構築されており，本跡の方が古い。

平面形は長軸4．30m e短軸4。00mの隅丸方形を呈し，長軸方向はN－70…Wを指している。壁

の立ち上がりほ不明瞭で，壁高は3cm前後である。床はほぼ平坦で全体によく踏み固められてい

る。ピットはP50P6eP8eP10の4か所検出されているがタ本跡に伴うかどうか不明である。カマ

ドが北壁中央部に付設されているが，火床の掘り込みと焼士が残っているだけである。推定で長

さ136cme幅125cmで，火床は床を25撒撮り凹めている。覆土全体が第37号住居跡の貼り床と

なっふており，踏み固められたローム士が板状にはがれる。

遺物は西壁寄りの床面から，刀子（第206図－1）が出土しているだけである。

鉄製品（第2弼区「つ）
0　　　　　5cm

lほ刀子で刀身部が欠損する。棟側に区を　　　　　　　　　　　　　　　』

有する。現存長上上3cm替刃幅1。2cmである。　第誠図　第醍考住居跡出藍遺物実測図

（2）土抗

窮瑠尊堂坑（第207図）

本跡はJ2転自二確認され，第34号住居跡の南側約5mに位置している。第35e36号住居跡と重複

しているが，商遺構を切っており本跡の方が新しい。

平面形は径上1mのほぼ円形を呈し，深さは27cmである。底面はほぼ平坦で壁は外傾して立ち

上がっている。覆土は自然堆積の状態を示し2層に分かれ，上層は黒褐色土，下層は褐色土で全

体にやわらかい。

遺物は出土していない。

第2考量坑（第207図）

本跡はKl払8に確認され，第47号住居跡の西側約0。5mに位置している。

平面形は長径1。65m。短径1。05mの不整楕円形を皇し，長径方向はN－86㌧Wを指している。

深さは40cmで，底面はほぼ平坦である。覆土は自然堆積の状態を示し2層に分かれ，上層は暗褐

－286－－
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色土，下層は褐色土である。いずれもローム粒子を含み締まりがある。

遺物は出土していない。

第4尊皇坑（第207図）

本跡は諸は7つこ確認され，第60号住居跡の南側約2。5m，第5号土坑の北約1mに位置している。

平面形は長軸3。1m　ゆ短軸2。5mの不整方形を室し，長軸方向はN－880一斑を指している。壁

はやや外傾し，深さ20cmである。底面は平坦で，中央に径40cmの円形で深さ42cmのピットがある。

覆土は自然堆積の状態を示し3層に分かれ，上・中層は暗褐色土，下層は褐色土で全体に締まり

がある。

遺物は出土していない。

第5号豊坑（第207図）

本跡はJlg7に確認され，第4号土坑の南側約1mに位置している。第57号住居跡と重複してお

り，第57号住居跡を切っており本跡の方が新しい。

平面形は長軸上5m e短軸上1mの方形を皇し，長軸方向はN－30－Eを指している。深さは

25cmで，壁はやや外傾して立ち上がり，底面は平坦である。覆土は自然堆積の状態を示し，ロー

ム粒子を含む暗褐色土が主である。

遺物は出土していない。

第6号丑坑（第207図）

本跡はJl狛こ確認され，第4号土坑の北西側約上5mに位置している。第60号住居跡と重複し

ているが，第60号住居跡を切っており本跡の方が新しい。

平面形は長軸（）m e短軸上2mの不整方形を皇し，長軸方向はN－50－Eを指している。深

さは20cmで，壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。覆土は暗褐色土が主であるが撹乱を

受けている。

遺物は出土していない。

第7号土坑（第207図）

本跡はJl狛二確認され，第59号住居跡の南東側約6．5mに位置している。

平面形は径1．7mの円形を呈している。深さは45cmで，壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦

である。覆土は自然堆積の状態を示し，褐色土が主で全体にやわらかい。

遺物は出土していない。
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窮選考羞坑（第208図）

本跡は諸1e4に確認され，第56号住居跡の北側約　m　第飢号住居跡の南西側約2mに位置して

いる。

平面形は長径3。70m　啓短径2。50mの楕円形を呈し，長径方向はN鋤280－斑を指している。壁は

外傾して立ち上が一了「いるが，北東側の壁は崩れて大きく外傾している。確認面から底面までほ

23～28cmでタ　底面はやや凹凸が見られるが芦　ほぼ平坦で締まりがある。ピットは臥～随の6か所

検出されている。PlとP4を除いて径20－25cm・深さ30－44cmである。PlはP5・P6と同L：く2つの
つな

ど、ソトが繋が一一）たものと思われ，径30cm・深さは30cmである。P4は絡15cm・深さ42cmである。覆

土はほぼ自然堆積の様相を室し，ローム粒子や焼土粒子を含む暗褐色土と黒褐色士が主で芦　全体

に締まりがある。

遺物は壁際を除く底面全体にタ　多くの土師器が投棄されたよう射犬態で出土している。いずれ

も復元可能をものがほとんどで　婆形土器摘点　球形土器　点　甑形土器2息　台付婆形土器1

点である。そのほか塊形土器片11最　高球形土器片l点である。

本跡は士抗としては規模も大きく，底面はほぼ平出であり，ビ、ノトの配置は規則性に欠けるが

住居跡の可能性も考えられる。またタ　遺物の義が多ら　投棄されたようを出土状態から，捧別を

性格を有する遺構と思われる。

出土土器観察表（第209－212図）

区＝版

番 号
器　 楯 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　 の　特 徴 胎二ト飽卦 色調 備　 考

1

婆 形　 土 器

土 師 器

Å　 18 ．8 底部 は平底 で，胴部 は長胴 を望 し，中位 汀縁部内 e外面 一様 ナデ 砂 粒 ・細 凍 8 5％

B　 3 1 ．6 がやや張 る。 ロ縁 部 は外反 しなが ら開 き， 胴部 外面 …縦位 のヘ ラ削 り 普 通

C　　 5．7 外面 の頚部 と胴部 の境 に稜 を有 す る。 内面 －ヘ ラナデ にぷ い褐 色

2

婆形　 土 器

士 帥器

A　 15 ．6 底部 は平 底 で，胴部 は長 胴 を呈 し∴ 下ぶ ［二璃豪部内 ・外面 …櫨 ナデ 砂粒 60 ％

B　 29 ．4 くれ気味 であ る。H 縁 部 は外反 しなが ら開 胴部 外面 一碇位 のへ ラ削 り 普 通

C （5 ．8） く。 内面－ ヘ ラナデ にぷい褐 色

婆形　 土 器 Å　 17 ．8 底部 は平 底で， 胴部 は長胴 を呈 し， 中位 口縁 部内 ・外 面 …横 ナ デ 砂粒 70 ％

3

土師 蓄

B　 27 ．0 が張 る。 口縁 部 は外反 ＿しなが ら開 き，端 部 胴部 外面土 半…縦位 のへ ラ削 普通

C　　 7．4 に浅 い沈線 が巡 る。外 面の頭 部 と胴部 の境 り。下 半…斜 位の へ ラ削 り にぷ い橙 色

に段 を有す る。 内面ト→＼ラナ デ

4

．婆形　 土 器

士帥 器

Å　 トL l 胴部 はや や長胴 を呈 し， 日縁 部 は外 反 し 目線部 内 リ 摘 上 磯 ナ デ 砂粒 60 ％

をが らわず かに開 く。 口縁 端部 に浅 い沈線 胴部外 面一斜 位のヘ ラ削 り 普通

が巡 る。 内 面…ヘ ラナ デ 明赤褐 色

5

療 形　 土器

土師 器

Å　 17 ．7 胴部 は長胴 を望 し， 中位 がやや張 る。 目線部 内 ・外 面…横 ナデ 砂 粒 60 ％

C　　 7．9 日綾 部 は外反 しなが ら開 く。 胴 部外 面…縦位 のヘ ラ削 り

内 面…ヘ ラナ デ

普通

橙 色

6

婆 形　 土 器

土 師 器

A　 17 ．0 胴部 は長胴 を室 し，中位 がやや張 る。 汀縁部 内 ・外面 …横 ナデ 砂 粒 ・細 碩 65％

口縁 部 は外反 しなが ら開 く。 胴部 外 面…縦位 のヘ ラ削 り

内面 －ヘ ラナデ

普 通

にぷ い褐 色

7

壌形　 土 器

土 師器

A　 18 ．2 胴 部 は長胴 を皇 し，ほ とん ど張 りは ない。 口縁 部内 ・外面 一機 ナデ 砂粒 40 ％

口縁 部 は外 反 しな が ら開 く。 胴部 外面 …縦位 のヘ ラ削 り

内面 …ヘ ラナデ

普 通

樟 色

8

婆形　 土 器

土 帥器

Å　 17 ．7 胴 部 は長胴 を皇 し， 中位 が張 る。 H 縁 部 ＝縁 部内 ・外面 一様 ナデ 砂粒 30 ％

ほ外 反 しなが ら開 く。 胴部 外面 一縦 位 のヘ ラ削 り

内面－ ヘ ラナデ

普通

明赤 褐色

一一一289－一
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第208図　第3号土坑実測図・遺物出土状態図
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第209図　第3号土坑出土遺物実測図（1）
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第210図　第3号土坑出土遺物実測図（2）
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第211図　第3号土坑出土遺物実測図（3）
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図 版

番 号 器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の　特 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

9

聾形　 土器

土師器

A　 15．8 胴部は丸く張 り，口縁部は外反 しながら ロ緑部内 ・外面一様ナデ 砂粒 ・細碩 30％
開く。口線外端部は面をな し，外面の頭部 胴部外面上位一艇位のへラ削 普通
と胴部の境に稜を有する。 り。中位一横位のヘラ削り

内面－ヘラナデ
にぷい褐色

10
聾形　 土器 A （17 ．8） 胴部はほぼ円筒形を呈 し，口緑部は外反 口緑部内 ・外面一横ナデ 砂粒 20％

土師器
しそがら開く。 胴部外面一縦位のヘラ削 り

内面－ヘラナデ

普通

橙色

11
聾形　 土器 A　 18．4 胴部は長胴 を呈 し，日綾部は外反 しなが ロ縁部内 ・外面一横 ナデ 砂粒 30％

土師器

頚形　 土器

ら開く。口緑端部に掛 、洗練が巡る。 胴部外面一艇位のヘラ削 り

内面－ヘラナデ

普通

にぷい赤褐色

二次焼成

12
A　 13 ．0 底部は平底で，休部は内轡 しながら大 き 口縁部内 ・外面一様ナデ 砂粒 55％

土師器

B　 15．5 く開いて立 ち上がり，口緑部は短 く直立す 休部外面－ヘラ削り 普通
C　　 5．7 る。外面の口稼部 と休部の増に稜 を有する。 内面－ヘラ磨き 橙色

第212図　第3号土坑出土遺物実測図（4）
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図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特　徴 胎土・焼成・色調 備　 考

13

壌形　 土器

土師器

A （20 ．8） 胴部は長胴を室 し，中位がやや張る。口 ＝縁部内 ・外面…横ナデ 砂粒 20％

縁部は外反しながら開き，端部に 1本の沈 胴部外面－ヘラ削 り 普通

線が巡る。外面の頸部 と胴部の境 に稜 を有

する。

内面－ヘラナデ 橙色

14

台付婆形土器

土師器

A　 15 ．0 胴部は内攣 しながら外上方へ立 ち上がり， ロ縁部内 ・外面一様ナデ 砂粒 ・細碩 85％

B　 32 ．4 そのまま目線部へ至る。台部は 「ハ」の字 胴部外面 ・台部外面一縦位の 普通 二次焼成

D　 ll．8 状に開く。 ヘラ削り。胴部内面…ヘラナ

デ。台部内面一様ナデ

赤色

15

甑形　 土器

土師器

B　 29 ．6 胴部は内轡気味に外上方へ立 ち上がり， 日縁部内 ・外面…横ナデ 砂粒 ・細石楽 80％

C　　 8．2 日縁部は外反 しをがら開き，口縁端部に浅 胴部外面…縦位のヘラ削 り 普通

孔径 7．4 い沈線が巡る。底部は正円状 に抜ける。

胴部 と頭部の境に削 り残 し部分が，凸帯 と

して残る。

内面－ヘ ラナデ にぷい褐色

16

甑形　 土器

土師器

孔径（1．6） 底部は平底で，胴部は内轡 しながら外上 胴部外面…ヘ ラ削 り 砂粒 30％

方へ立ち上がる。ロ縁部と胴部の境に稜 を

有 し，底部中央 を穿孔 している。

内面一ヘ ラナデ 普通

にぷい橙色

17

棒形　 土器

土師器

A　 18．7 底部は丸底で，体部は内攣 しながら大 き 臼縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 ・細石楽 95％

B　　 6．7 く開いて立ち上がり，口縁部は内傾する。 休部外面…ヘ ラ削り

内面…ナデ

普通

黄橙色

18

球形　 土器

土帥器

A　 12．8 底部 は丸底で，休部は内攣 しながら大 き 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 98％

く開いて立ち上がり，口縁部は短 く直立す 体部外面－ヘ ラ削り 普通

る。外面の口縁部 と体部の境 に稜 を有する。 内面－ナデ 明赤褐色

19

球形　 土器

土師器

A （13．4） 底部 は丸底で，休部は内攣 しながら大 き 口縁部内 ・外面…横ナデ 砂粒 50％

く開いて立ち上がり，日縁部は短 く直立す 休部外面一へ ラ削り 普通

る。外面の口縁部 と休部の境 に稜 を有する。 内面…ナデ 灰褐色

20

球形　 土器

土師器

A　 12．7 底部 は丸底で，体部は内轡 しながら大 き 口縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 100％

B　　 3．7 く開いて立 ち上がり，口縁部は短 く直立す 体部外面－ヘ ラ削り 普通

る。外面の口縁部 と休部の境 に稜 を有する。 内面…ヘ ラ磨き にぷい橙色

21

坪形　 土器

土師器

A　 14．3 底部は丸底で，体部は内攣 しながら大 き n 縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 55％

B　　 5．2 く開いて立 ち上がり，口縁部は短 く直立す 体部外面…ヘラ削り 普通

る。外面の汀線部 と体部の境 に稜 を有する。 内面…ヘラ磨き 橙色

22

球形　 土器

土師器

A （12．4） 底部は丸底で，休部は内轡 しながら大 き 日縁部内 ・外面一横ナデ 砂粒 50％

B　　 3．9 く開いて立 ち上がり，口縁部は内傾する。 体部外面－ヘラ削り 普通

外面の口縁部 と休部の境 に明瞭な稜 を有す

る。

内面…ナデ 橙色

（3）溝

第瑠号満（第213図）

本跡はIl区に確認され，第2号溝が南側約12mに並行している。Ile9で第23号住居帆I2elで

第24号住居跡と重複しているが，本跡が両住居跡を切り込んでいるため，本跡の方が新しい。

検出された長さはIld3からIleoまでの約32mで，主軸方向はN－810－Wを指し，ほぼ直線的に

延びている。西端はさらに調査区域外へ延び，東端は第24号住居跡と重複して消滅している。上

幅は西から東へ向かってわずかに広くなり，西端で約70cme東端で約110cmである。下幅はほぼ

一定しており40cm前後である。断面形は「〕」形を呈し，遺構確認面から底面までの深さは30－

35cmで，底面のレベル差はほとんどか、。覆土は自然堆積の状態を示しており，大きく2層に分

かれている。上層は暗褐色土，下層は褐色土でいずれもローム粒子を含んでいる。

遺物は出土していない。

一一295－



第213図　第1号溝実測図
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第214図　第2号溝実測図

一一一297－

旦18．4m

3わー－
58，b’

8

C

A，

3ぷ

‾lll＼く喝′孟＼ノ／‥
5a甘

3a’

‾‾、＼「監／一√

l‾、＼＼一一ノ＼ノ／′‾‾‖

E

‾ヽ＼＿＿／l＼一ノ′…

C’

8’

2m

L二二＝二二土二二二ヨ



第215図　第3号溝実測図
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第2号溝（214図）

本跡はIUI2区に確認され，第1号溝の南側約12mに並行している。Ilh8・Ilh9で第40号住居

跡と重複しているが，本跡が第40号住居跡を切っており，本跡の方が新しい。

検出された長さは日射からI2i3までの約40mで，両端はそれぞれ調査区域外へ続いている。主軸

方向はN－760－Wを指しほぼ直線的に延びている。上幅は約150cmで断面はも功形を呈してい

る。遺構確認面から底面までの深さは25～30cmである。壁面e底面は全体に凹凸が多くゴツゴツ

している。底面のレベルは東から西へ向かってわずかに低くなっており，その差は約15cmである。

覆土は自然堆積の状態を示し，ローム粒子を含む暗褐色土・褐色土が主である。

遺物は流れ込みと思われる少量の土器片が出土している。

第3号溝（第215図）

本跡はJl区とJ2区にかけて確認され，第59号住居跡の北側約1。5m，第1号掘立柱建物跡の南側

約8mに位置している。第41e61号住居跡と重複しているが，両住居跡を切っており本跡の方が

新しい。

検出された長さほJIc3からJ2d3にかけての約40mで，JldoとJ2dlにかけて約8mは土取り工事

で消滅しており，両端はさらに調査区域外へと延びている。主軸方向はN－810－Wを指しほぼ

直線的に延びている。上幅は狭い所で約200

cm。広い所で約270cmあり，下幅は30～50cm

で断面は「＼ノ」形を呈している。北側の壁は

なだらかな傾斜で，南側の壁は急に落ち込ん

でいる。遺構確認面から底面までの深さは70

～100cmで，東から西に向かって深くなり，東

端と西端の底面のレベル差は約25cmで西端が

低い。覆土はほぼ自然堆積の状態を示してい

る。暗褐色主が主で，底面にはロームブロッ

クを含む褐色土が堆積している。

遺物は流れ込みの土師器片が少量出土して

いる。

tp．一　一‾

窮超号溝（第216図）

本跡はJ2区に確認され，第5号溝の北側約

1mに位置している。第43号住居跡と重複し

－299－
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第216図　第4号溝実測図



ているが，第43号住居跡を切っており，本跡の方が新しい。

検出された長さほJ2h2からJ2h3にかけての約7mで，第43号住居跡と重複してさらに西へ延び

るものと思われるが，土取りによって消滅しており，またJl区へも延びていない。主軸方向はN－

84LWでほぼ東西に直線的に延び，東端は調査区域外へ続いている。上幅は約130cmで断面は叫

形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは25～30cmで，底面のレベル差はほとんどか）。

覆土は自然堆積の状態を呈し，暗褐色土が大部分で全体にやわらかい。

遺物は出土していない。

第5号溝（第217図）

本跡はJl・諸2区に確認され，第4号溝の南側約1m，第6号溝の北側約4mに位置している。

第43e57e58号住居跡と重複しているが，各住居跡を切っており，本跡が最も新しい。

検出された長さはJlh4からJ2i3までの約40mであるが，mio。J2i2にかかる約7mは土取りのた

め消滅している。主軸方向はN－82LWを指しほぼ直線的に延び，両端とも調査区域外まで続い

ている。土幅200－300cme下幅50－80cme深さ80～90cmで底面のレベル差はほとんどなく，断面

は「〕」形を呈している。壁面は凹凸が多く不規則な大小のピットがみられる。覆土は自然堆積

の状態を皇し，暗褐色土が主で上層にはローム粒子ゆ下層にはロームブックを含み，粘性があ

る。

遺物は，覆土から流れ込みと思われる土師器片少量と鉄浮数個が出土している。

第6号溝（第218図）

本跡はJleJ2区に確認され，第5号溝の南側約3．5m，第7号溝の北側約8mに位置している。

第42号住居跡と重複しているが，第42号住居跡を切っており，本跡の方が新しい。

検出された長さは摘7からJ2j4の約28mで，拙oeJ2jlにかかる約6mは土取りによって消滅

している。主軸方向はN－83LWで直線的に延びており，東端は調査区域外へ延び，西端はれj7

で切れている。上幅60～90cm。下幅30～50cm。深さ25～35cmで，底面のレベル差はほとんどなく，

断面は互ノ」形を呈している。覆土は2層に分かれ，上層が黒褐色土，下層が暗褐色土で自然堆

積の状態を示している。

遣物は出土していない。

第ア号溝（第219図）

本跡はKl・K2区に確認され，第6号溝の南側約8mに位置している。第49e50号住居跡と重

複しているが，両住居跡を切っており，本跡の方が新しい。

－300…



第217図　第5号溝実測図
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第218図　第6号溝実測図
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検出された長さはKla6からK2C4までの約34mで，Klb9からK2b2にかけての約8mは土取り

によって消滅している。東端は調査区域外へ延び，西端は第49号住居跡と重複し，その先は消滅

している。また，Klb8で本跡から第10号溝が分かれ南へ走っている。Klb8以東の約23mは主軸

方向N－82LWを指してほぼ直線的に延びている。Klb8以西の約12mは西北西へ向かった後，ゆ

るやかにカーブしながら西へ延びている。上幅70－100cme下幅30～60cmで，断面は「二し月形を呈

している。確認面から底面までの深さは20－30cmで，壁面e底面とも凹凸は少ない。底面のレベ

ルは西へ向かうにつれてわずかに低くなり，西端と東端の差は約25cmである。覆土は自然堆積の

－302－



第219図　第7号溝実測図
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状態を皇し，暗褐色土が大部分を占めタ底面近くにはローム粒子を含む褐色土が堆積している。

遺物は出土していない。

∴つ　㊥

2m
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第220図　第8号溝実測図

第8号溝（第220図）

本跡はⅢ区に確認され，第33号住居跡の

南側約工5mに位置している。第1号据立柱

建物跡と重複しているが，第1号掘立柱建物

跡を切っており，本跡の方が新しい。

検出された長さほ‡1i4からIlj6までの約

10。5mで，主軸方向はN－77と－Wを指し直

線的に延びている。両端はさらに延びてい

たと思われるが，削乎されており検出でき

なかった。上幅50～70cm・下幅20～30cme

深さ15－20cmで，断面は皿状を墨し，底面

のレベル差はほとんどない。覆土は上層に

暗褐色も　下層に褐色士が堆積し，自然堆

積の様相を呈している。

遣物は出土していない。

第9号満（第221図）

本跡はKl区で確認され，第54号住居跡の

南側約3mに位置している。第47号住居軋

第10号溝と重複しているが両遺構を切って

おり，本跡が最も新しい。

検出された長さはKlg4からKlh9までの約22

正ぐ，Klg4から主軸方向N－78と－Eを指して

ほぼ直線的に約22m延び，Kl頼寸近で屈曲し

てから，主軸方向はN－50と－Wで南東方向へ約10m延びている。西端は調査区域外へ延びており，

東端はKlh9で土取りのため消滅しており，その延長は確認されていない。上幅100～150。me下幅

60～80cm，遺構確認面から底面までは35～45cmで，壁面・底面とも凹凸はほとんど見られない。

断面は「U」形を呈し，底面のレベル差はほとんどない。覆土は自然堆積の状態を示し3層に分

かれている。上層から下層へ黒褐色土，暗褐色二L　褐色土となっており全体に締まりがあ

ー－304－
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第221図　第9号溝実測図
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第222図　第10号溝実測図
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る。

遺物は出土していない。

第柑号溝（第222図）

本跡はⅢ区に確認され，第46号住居跡の東側約5mに位置している。第47048号住居跡，第9

号溝と重複しているが，本跡は第47・48号住居跡を切っており，第9号溝によって切られてい

るため，第47e48号住居跡より新しく第9号溝より古いと考えられる。

検出された長さはKlb8からKli8までの約30mで，Klb8で第7号溝から分かれた主軸方向はN－00

を指しほぼ直線的に南北に延び，南端は調査区域外へと続いている。上幅70～120cme下幅50

～80。mで，深さは南に向かって浅くなり，北端で35cm，南端で15cmとなる。底面のレベル差はないが

南端の5～6mは台地のゆるやかな南斜面へと向かっており，わずかに低くなる。覆土は自然堆積

の状態を皇し，3層に分かれている。上層は黒褐色土，暗褐色土，褐色土となっており9下層はロ

ーム粒子を多量に含んでいる。

遺物は流れ込みの土師器片がごく少量出土している。

（4）井戸

第1号井戸（第223図）

本跡はGlj6を中心に確認され，第8号住居跡の西側約2mに位置し，第6号住居跡の東側に接し

ている。

掘り方は二段に振り込まれている。上段は長径3。80m・短径3．30mの不整円形で言采さ60－70

cm掘り込み，長径3．20m・短径2．60mの不整円形の足場と思われる平坦な面を設けている。下段

は，この面の中央を径約1。6mで円筒状に約1．6m掘り込んでいる。底面はほぼ平坦で，平坦面か

ら約1．2m下付近で湧水している。上段の壁は外傾しており，下段の壁はほぼ垂直となっている。

覆土はほぼ自然堆積の状態を示し，上層は暗褐色まで焼土粒子e炭化粒子を含み，中層は黒褐色

土，下層は暗褐色土でじめじめしている。

遣物は上部の覆土から，須恵器の球形土器や高台付球形土器が出土している。

出土土器観察表（第224図）

図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

1

杯 形　 土器

須恵 器

A　 13 ．6 底部 は平底 で， 体部 は外 反気味 に外上 方 底部 一回転 へ ラ切 り後， 不定 砂粒 ・細砂 85％

B　　 4 ．0

C　　 7．8

へ 立 ち上 がる。 方 向 の手持 ちへ ラ削 り　 口 ク

口回転 方向 は右　 内 ・外面 の
序 換 き痕 はや や強 い

普通

灰 白色

一307－
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第223図　第瑠　◎2号井戸実測図
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図 版

番 号
器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・焼成・色調 備　 考

2

印 形　 土 器 A　 13 ．8 底部 は平底 で，休 部 はほ ぼ直線 的 に外 上 底部 一回車云ヘ ラ切 り後．不 定 黒色 の砂粒 8 0％

須恵 器

B　　 4 ．3

C　　 7 ．9

方へ立 ち上 が り，端 部 は丸 い。 方向の 手持 ちへ ラ削 り　 口 グ

ロ回転方 向 は右

不良

灰白色

3

球 形　 土器

娼恵 器

A　 13 ．6 底部 は平底 で，休 部 は下端 に幅狭 の面 を 底部 一不定方 向の手 持 ちへ ラ 細砂 ・小石 100 ％

B　　 4 ．0 有 し， 上部は 直線的 に外 上方 へ立 ち上がる。 削 り　 口 クロ回転方 向は右 普通 口緑部 に油

C　　 7 ．8 水 挽 き痕 は弱 く丁寧 な作 り 赤褐色 煙 付着

4

高台付 D　　 8 ．6 底部 は平底 で，休 部は 直線的 に外 上方へ 底部 一回転 へ ラ削 り　 高台 は 砂粒 ・雲 母 50 ％

球 形土 器

須恵 器

E　 1 ．0 立 ち上 が り， 高台は 外下方 へ のび る。 貼 り付 け　 高台 内 ・外 面一鰭

ナ デ　 水挽 き痕 は弱 い

普通

明灰色

船堀
第224図　第1号井戸出土遺物実測図
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第2号井戸（第223図）

本跡はI2d2に確認され，第29号住居跡の西側約0．5mに位置している。第24号住居跡と重複して

いるが，第24号住居跡を切っており，本跡の方が新しい。

平面形は長径1．85m・短径1．55mの不整円形を呈し言采さは3．5m以上である。確認面から約1．2m

までの壁はやや外傾しているが．それ以下はほぼ垂直に落ち込んで円筒状を呈している。覆土は二

自然堆積の状態を示し，上層は黒褐色土で硬く，中・下層は暗褐色土でやわらかい。

遺物は出土していない。
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（5）掘立柱建物跡

第瑠号掘立櫨建物跡（第225図）

本跡はIlj4を中心に確認され，第33号住居跡の南側約0。5m，第3号溝の北側約8mに位置して

いる。第8号溝と重複しており，第8号溝が本跡を切っており，本跡の方が古い。

東西3問（7．5m）e南北3間（7．5m）のL字形の建物で，その角度は約950である。柱間寸

法は桁行。梁行とも2．5m（8尺）である。柱穴の掘り方は径70～90cmの円形を呈し，深さ8～

66cmと一定せず，どのピットからも柱痕跡は確認されていない。覆土はロームブロックを含む暗

褐色土が主で，埋めもどされた様相を呈している。

遺物は出土していない。
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4　まとめ

北新田A遺跡からは，竪穴住居跡62軒，土坑7基，溝10条，井戸2基，据立柱建物跡1棟が検

出され，遺物は土師器e須恵器e鉄製品e石製品e土製品などが出土している。これらの遺物は

五領期から国分期にかけてのものであるが，そのほとんどは住居跡から出土した土器であり，住

居跡以外で遺構に伴う遺物は第3号土坑と第1号井戸から出土した土器だけである。そこで，こ

れらの土器の古いものから順に分類し，各遺構の時期をより明確にすることによって集落の変遷

をたどってみたい。

㈲　土器の分類

土器の分類にあたっては，従来の編年資料を参考にしながら，各住居跡の形態，配置や重複関

係を考慮し，住居跡からの一括出土土器を中心にその形態e技法などから12期に区分した。

I期（第226図）

本期は北新田A遺跡において最も古い時期に位置づけられ，第9elO・23号住居跡の出土土器

を中心とした。器種としては土師器の婆形土乳小形婆形土器，台付婆形土器，高球形土器があ

る。出土量が少なく良好な資料に乏しいが五領Ⅲ式に比定されるものと思われる。

婆形土器は目線部が外反しながら開き，胴部上位が張るもの（1）と，日縁部が「く」の字状

に開き，胴部中位が張るもの（2）がある。いずれも最大径は胴部にあり，底部は突出した平底

で，日縁部内e外面，胴部外面にパケ目が施されている。

小型婆形土器は図示したもの（3）だけである。口縁部が外反しながら開き，胴部はほぼ球形

を皇し，最大径は胴部中位にある。大形の婆形土器と同じく，胴部外面にはパケ目が施されてい

るが，目線部内e外面は横ナデである。

台付婆形土器も4だけで，底部以下が欠損している。婆形土器にくらべ胴部の張りは弱く，胴

部下半かゆるやかにすぼまる。整形は婆形土器と同じである。

高球形土器は，土不休部が直線的に開くもの（5）と，内轡気味に開くもの（6）がある。脚部

はラッパ状に開き，3孔を有するもの（7）と4孔を有するもの（5）がある。5は外面全体が

丁寧にヘラ磨きされ，6は内e外面ともナデが施されている。

Ⅱ期（第226図）

Ⅲ期とⅢ期の土器群は時期的に非常に接近しており，同一期のものとして考えることも可能で

ある。しかし本期はその中でも古い段階として，第34e38号住居跡出土土器を中心に，第10号住居

－312－
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跡出土土器を加えて構成し，Ⅲ期とは区別した。器種は豊富で土師器の婆形ま乳小形婆形土乳

甑形土器，高球形土乱流形士乳柑形土器があるが，婆形土器以外の器種は出土量が非常に少

ない。須恵器は伴出していない。

婆形土器は出土量が多く，良好な資料が得られた。いずれも胴部がほぼ球形を呈しており，ロ

縁部が「く」の字状に開くもの（8十の㌦∴直立した後外反して開くもの持上直立気味に外反

するもの（11）があるがタ「く」の字状に開くものが多いようである。底部は突出気味の小さな

平底で，最大径は胴部中位にある。目線部内の外面は横ナデ，胴部内。外面にはナデまたはへラ

ナデが施されている。

小形婆形土器（12）は胴部上位が張り，日縁部は外反しながら開く。ロ縁部内e外面が横ナデタ

胴部外面がヘラナデ，胴部内面がナデである。

甑形土器（13）は鉢形を墨し，複合日縁を有するもので，底部の中央に′J滝を単乳が穿たれてい

る。日縁部内の外面が横ナデ，体部外面が雑をヘラ削り，体部内面がナデである。

高塚形土器はいずれも破片である。14は球体部で　内轡気味に開軋球体部と底部の境に稜は

患い。内e外面とも丁寧にヘラ磨きがされている015は脚部の柱状部片でややふくらみがあり，

裾部と明瞭に分かれるものと思われる。

塊形土器は図嘉した2点06◎膵）だけである。いずれも体部は内轡Lをがら大きく開き芦口

縁部がやや外傾し，内海の日縁部と体部の境に稜を有する。路滝部が欠損しているがタ16は平

底である。16e17とも目線部内e外面が横ナデ，休部内面がナデで，体部外面は16がへラナデ普

17がナデである。

柑形土器は18のユ点だけである。胴部は扁平を球形を皇し夕　日縁部は「く」の字状に開き，胴

部中位に最大径を有する。底部が欠損しているが，最大径と器高はほぼ等しいと思われる。

以上のように，本期の土器群は婆形土器以外の土器は少なく，良好を資料に乏しいが，後述す

るⅢ期よりも古い様相を呈しており，和泉Ⅲ式の古い段階に比定されると思われる。

Ⅲ期（第227図、）

本期の土器群は第24号住居跡出土土器を中心とし，第7の35の40048の50の57号住居跡出土土

器を補って構成した。本期の特徴はⅢ期の土器群の様相を残しているをかで，鬼高期の器形や手

法を窺わせるような土器が認められることと須恵器が伴出していることである。従ってⅢ期から

Ⅲ期へは，間をおかずに移行したものと考えられ，本期は和泉期の終末段階に位置づけられるも

のと思われる。器種には土師器の壷形土鼠婆形土乳小形婆形土乳甑形土器，高球形土器，

塊形土器，躇形土器と須恵器の婆形土器があ畑　期にくらべ璃形土器の出土量が多い。

壷形土器は図示したもの（19）のほかに1点出土している。いずれも目線部が「く」の字状に

－1－1－3圭　一一一一
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第227図　土器編年図（2）

開き，古い段階とされている複合口縁の名残りをとどめている。胴部はほぼ球形を呈し，口縁部

内・外面は横ナデ，胴部内・外面はヘラナデである。

璧形土器はⅡ期の様相を引き継いでいるものと，新しい変化が見られるものがある。20はⅡ期

の10と器形・整形とも変化が見られず，口縁部は直立してから外反して開き，胴部は球形を呈し

ている。21・22は口縁部が「く」の字状に開くが，Ⅱ期のものよりその屈曲度が多くなっており，

胴部も長胴化している。いずれも胴部中位に最大径を有し，口緑部内・外面が横ナデ，胴部内・

外面はナデやヘラナデが施されている。

小形婆形土器（23）は口縁部が「く」の字状に開き，胴部はほぼ球形を呈するもので，最大径

は胴部中位に有り，頚部の屈曲度が弱い。
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甑形土器（24）は婆形を呈する大形のもので，Ⅲ期の鉢形のものとは全く異をり，新しい段階

のものである。目線部はゆるく「く」の字状に開き，胴部は長胴を墨し，底孔も大きく筒抜けて

いる。胴部の粗い斜位のへラ磨きは，いわゆる「下野型婆」の技法を感じさせる。この「下野型

婆」は，当遺跡ではⅣ期からⅨ期まで見られる。

高球形土器は25の脚部片が出土しているだけで，Ⅲ期同様高塚形土器が少ない。柱状部から裾

部へかけてラッパ状に開き，外面はヘラ磨きされている。

成形土器はⅢ期にくらべ出土数が多く，鬼高期へ継続するものが認められる。26。27は体部が

内轡しながら大きく開き，目線部が外傾して内面の目線部と体部の境に稜を有し，Ⅲ期のものと

大差はないが，休部外面にはへラ削りが施されている。28829は外面のロ縁部と体部の境に明瞭

を稜は見られないがタ　ロ縁部が直立または内傾している。30e31は底が浅く稀に近い。

躇形土器（32）は胴部が扁平を球形を呈し，底部は小さな平底である。日縁部が欠損している

がタ　最大径は胴部中位にあるものと思われる。

須恵器は第57号住居跡から婆形土器（33）が1点出土している。肩部の張りが強く頚部から目

線部にかけて大きく外反して水平に近く開き，口頸部内・外面は横ナデ，休部は外面が斜位の平

行叩き，内面がナデである。TK－208（高蔵208号窯跡）に比定できる5世紀末の古式須恵器と思

われ，当遺跡における須恵器の初現である。

Ⅳ期（第228・229図）

本期は第46e49号住居晩第3号土坑の出土土器によって設定した。本期は長胴婆，須恵器模

倣吼大形甑に代表され，鬼高式土器としての安定した土器群が見られ，鬼高Ⅲ式前半に比定さ

れると思われる。わずかをがら須恵器も伴出しており，器種は土師器の壷形土器，婆形土乳小

形婆形土乳台付婆形土乳甑形ま乳鉢形土器，高球形土器，須恵器の婆形土器，球形土鼠

蓋形土乳　台付長頸壷形土器がある。

壷形土器（34）は日縁部が直立してから外反し，胴部はほぼ球形を呈している。口縁部内の外

面が横ナデ，胴部外面は縦位のヘラ削り，胴部内面はヘラナデである。

婆形土器はほぼ長胴化が逢せられるのが本期の特色である。これらは，最大径を胴部中位に有

するもの（35。36），胴部最大径と口径がほぼ蜜しいもの（37e38上胴部中位から下位に射す

て張る下ぶくれのもの（39・40）の3つに分けられる。新しくなるにつれて，最大径が胴部から

口径に移るという一般的傾向からすれば，本期の婆形土器には若干の時間差もあり，本期をさら

に区分することも可能であるが，3タイプが其伴していることから最大径が口径に移る前の段階として

一括した。いずれも口縁部は外反しをがら開き，底部は小さな平底である。また，口縁部と胴部

の境には段があるものとをいものがある。口縁部内e外面は横ナデ，胴部外面はヘラ削り，胴部
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内面はへラナデである。

小形婆形土器は頚部のくびれが弱く芦　日録部が外反気味に直立し胴部上位が張るもの（頓

と頚部が少しくびれタ　ロ縁部が外反しながら開き，胴部上位が張るもの（42）がある。後者はⅢ

期から続くものと思われる。

台付婆形土笛抱お　ほ主点だけである。胴部は内攣しながら立ち上が畑　器肉を減じながらそ

のまま目線部へ至る。台部は「ハ」の字状に開きタ　外面全体縦位のヘラ削りである。

甑形土器（魂　は深鉢形を墨しタ頭部のくびれがない。日縁部は外反しをがら開き芦底部全体

が抜けている。整形は婆形土器と同じである。

鉢形土器（45）は平底で，体部は内攣しながら大きく開いて立ち上がり，日綾部は外反気味に

開く。外面の日縁部と体部の境に明瞭を稜を有する。

高球形土器（姉　は脚部片である。柱状部から裾部にかけてラッパ状に開くがタ　開きが小さい。

球形土器は外面の日縁部と休部の境に明瞭を稜（段）を有し，春期の特色と怒るものである。

日縁部には直立するもの（47ぬ48㌦　外反気味に直立するもの（49050㌦　内傾するもの　は巨

52上　短かく直立するもの（5305朝　が見　れる。いずれも日縁部内の外面が横ナデ撃　体部外面

へラ削りで蟄体部内面はほとんどがへラ磨きされている。一般には体部が清は∴ノ小形のものが後出

的とされているがタ　各種混じり合っている。

須恵器はいずれも破片で，良好を資料に欠けている。婆形土器（55）は頭部片で言皮状文と平

行線文が交互に配されている。

Ⅴ期（第22叶中

本期は第41号住居跡出土土器によって構成した。住別離ま　軒だけで　出土土器も少なく，良

好を資料に欠けるが鬼高Ⅲ式の範疇に入るものである。春期は口径に最大径を有する婆形土器を

もって画した。器種は土師器の婆形土乳　棒形土器の2種だけで9　器種も限定されてくる傾向が

見られる。須恵器は婆形土器の破片がごく少量でありタ　まだ土師器が主体である。

婆形土器（56）は目線部が外反しなが　開勘頚部にはくびれが加も。胴部は長胴を呈し芦　ほ

とんど張りが憂い。器高もⅣ期にく　べやや低く怒るようである。目線部内の外面は横ナデタ胴

部外面は縦位のヘラ削り，胴部内面はヘラナデである。

棒形土器（57j　ほⅣ期で見られた外面の目線部と体部の境に稜を有するものが続いているが小

形化している。

Ⅵ期（＿第22t）図）

春期は第59060号住居跡出土土器から′なる。V期からの継続性と新しい様相を呈する土器群と
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第229図　土器編年図（4）

してとらえられるもので，真間期前半に比定されるものと思われる。器種は土師器の璧形土器，

小形婆形土器，鉢形土器，球形土器などがあるが，須恵器は要形土器，球形土器の破片が少量で，

良好な資料に欠け，図示できたのは高台付球形土器1点である。

碧形土器はⅤ期よりも口縁部の開きが大きくなり，頸部もくびれ，胴部上位が張るもの（58）
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が主体となるが，まだ頚部のくびれも弱く，胴部もほとんど張りがないもの（59）も見られる。

真間期では胴部上位に，横位または斜位のヘラ削りがされるものが一般的であるが，本期ではま

だ胴部全体が縦位のへラ削りでタ鬼高期の手法が残っている060はいわれる「下野型乳で，58

059とは別の系譜のものである。ロ縁部は外反しながら開き，目線端部が上方につまみ出され，

胴部は卵形を呈し上位が張る。日縁部内・外面が横ナデ，胴部内面はヘラナデ，胴部外面はヘラ

ナデ後車位以下に斜位のヘラ磨きが施されている。この婆形土器はいずれも破片ではあるが，当

遺跡では本期から凝期まで見られるようである。

小形婆形土器（61）は頭部のくびれがなく，口縁部は短く外反気味に少し開き，胴部との境に

稜を有するもので，Ⅳ期の41から続くものと思われる。

鉢形土器（62）は内轡しながら大きく開いて立ち上がり，目線部が短く外反気味に直立するもの

で，体部は張るがⅣ期の45から変化したものと思われる。

球形土器（63664）は内攣Lをがら大きく開き，そのまま短い日縁部へ至る小形のもので，外

面の目線部と体部の境の稜が不瑚寮になるが，稜を有する鬼高期的なもの（65）もある。

須恵器は少しずっ増加しているがタ日常生活に占める割合はまだ土師器の方が多いようである。

高台付球形土器（66）は底部が丸底気味で，中央部が高台よりもやや突出しており，8世紀前葉

に比定されるものである。底部は回転へラ削りの後，高台を貼り付けている。

Ⅶ期（第230図）

本期は第13号住居跡出土土器からなる。器種は土師器の婆形土器，球形土器，須恵器の球形土

乳高盤形土乳盤形土器があり，須恵器の義が土師器の義を上回っている。資料は少か域

扁平を球形土器と丸底気味の盤形土器が本期を代表するもので，本期以降国分期に入るものと思

われる。

〈土師器〉

婆形土器（67）はいわゆる「武蔵型乳と呼ばれるもので，口縁部がゆるく「く」の字状に開

き長胴を呈する。最大径を口径もしくは胴部上位に有し，器肉が薄い〇日縁部朴外面が横ナデ，

胴部上位が横位，胴部中位以下は斜位のヘラ削りである。

球形土器（68）は鬼高期の特徴を残しているもので，外面の目線部と体部の境の稜は不明瞭で

ある。

〈須恵器〉

棒形土器（69・70）は器高が低く扁平をもので，体部下半に丸味をもつ。それぞれ口径14．0cm

。14。3C恥二器高4・2cm・3。1cm，底径8。4cme9。Ocmである。69は底部全体に手持ちへラ削りが施さ

れ9切り離しほ不明である。70は回転糸切胤外周部に回転へラ削りが施されている。
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盤形土器（71）は，底部が丸底を呈しているが，高台の内側におさまっている。高台はやや細

めである。

高盤形土器（72）は受け部片である。休部は内攣気味に大きく開き，口縁外端部は面をなす。

Ⅶ期（第230図）

本期は第2・3・26号住居跡，第1号井戸出土土器からなる。器種は土師器の婆形土器，鉢形

土器，球形土器，須恵器の聾形土器，鉢形土乱　長頸童形土器，球形土器，高台付球形土器，蓋
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形土器があり夕日用什器の主体は完全に土師器から須恵器に移っている〇本期は切り准し胤底

部全面へラ削りを主体とする須離護の球形土器をもって画した。

言ノl】こ

婆形土器（73の糊はⅦ期とほとんど変わりが憂いが最大径は口径に有畑胴部上位の横位

のへラ削りが顕著に患っている。

鉢形土器（75日摘轡しながら立ち上がり，目線部が外反するものでタ体部外面に雑をヘラ削

りが見られる。底部を欠損しているがタ甑形土器の可能性もある。

球形土器（76）は「点だけであるが丸底を墨し，外面の目線部と体部の境に稜を有するもので，

鬼高期の手法がまだ残っている。

〈須恵器〉

整形土器浮‖封洞部下位か底部にかけての破片でタ叢形は窺え患い○底部は平底を墨し，

胴部外面には斜位の平行朝餞　胴部下端にはへラ削りが見られる。

鉢形土器（78）はロ縁部片でタ外面には斜位の平行叩きの私様ナデがをされている。

羨頸壷形土器廟は頭部から目線部へかけて外反しながら立ち上がりタ胴部は大きく張る。

棒形土器はいず弟も底径が口径の2分の摘上回るものである。底部は全面へラ削りが主体で

あるが底部中央をわずかに残　て外周部をヘラ削りしているもの廟も見られる。巨像3。0～

－・′　、－　′一　　一、′′、・‥l・・一正ノ・∴－　′′′．、、！：∴一言1、．．一言ノ、・、‥）

また　体部には直射に開くもの（81・82上外反気味に開くもの（83⑳84）滴轡気味に開くも

の（85）がある。

高台付球形ま署員86）は体部がほぼ直射勺に開きタ底部は平底で「ハ」の字状にふんばる短い

高台がつく。

蓋形土器細目よ平坦を天井部から目線部に向かブてなだらかに下降し言コ縁端部が下方につ

まみ出されタ　擬宝珠形のつまみがつく。

Ⅸ期（第231柳

本期は第28029830号住居跡出土土器を中心としタ更に射021の25ゆ4路住居跡出土土器を加え

て構成した。器種は土師器の婆形ま乳棒形土器，須恵器の婆形土器ず鉢形土器，球形ま乳高

台付球形土器，蓋形土器，盤形土器がある。本期は回転糸切り後タ底部無調整のものを含む須恵

器の球形土器をもって画した。

くま師器〉

婆形土器は日縁部がゆるやかに「く」の字状に開くものも残るが，88e89は直立気味に立ち上

がってから外反しタ「コ」の字状に近くなる。また，胴部上位に張りが出てきて最大径は胴部上
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位にくる。整形はⅧ期と同じで，器肉も3～5mmと非常に薄い。90は武蔵型要や下野型婆とは別

の系統をひくものと思われる。口縁部が短く「く」の字状に外反し，口縁端部が上方につまみ出

され，胴部外面は縦位にヘラ削りされている。

球形土器は丸底のものが消滅する。91～93はいずれもロクロにより整形されたもので，平底を

呈し，休部の立ち上がり部分が丸味をもち，底部と休部の境は不明瞭である091・92は底部切り

離し後手持ちへラ削り，93は回転糸切り後無調整である0

〈須恵器〉

璽形土器（94）は胴部が外傾して立ち上がり，中位のやや上が張る。口縁部は外反気味に開き・

底部は平底である。胴部外面には平行叩き，胴部下端にはヘラ削りが施され，胴部内面はナデ，

口縁部内・外面は横ナデである。

鉢形土器（95）は底部が平底で，休部は内攣気味に外傾して立ち上がる。頚部がややくびれ，

口縁部は短く外反する。口緑部内・外面は横ナデ，休部外面は平行叩き，休部下端はヘラ削り，

休部内面はナデである。
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球形土器は口径鉦8～13の6cmタ底径684～708cmとⅧ期よりもさらに小形化している。底径も大

部分が口径の2分の用土であるが芦2分のはり小さいもの（96）も見られる。器高は3。6～

408cmとⅧ期よりもやや深めに患っている（97。98）。底部は切り鍵し後全面へラ削りされるも

のが多いが，回転糸切り後鰯磐のもの（96の99）も見られる。またタ回転糸切り後夕摘部をへ

ラ削りするもの（ユ00弓の）もⅧ期に比べタへラ削。部分が少をく凍那痕を多く残している。

高台付球形土器（102）は底部片であるがタⅧ期から変化は患いようである。

蓋形土器は天井部が弧状を墨するもの（103）とタ平坦を天井部から直線的に外下方に下降する

もの（104）がある。103は天井中央部にボタン状のつまみがつく。

盤形土器伸略）は底部が平底でタ体部は内轡気味に開き涌台は下方にのびる。底部は回転へ

ラ削りされ，切り離しほ不明である。

Ⅹ期（第232図）

春期は第6号住居跡出土のセット土器を中心にして第摘号住居跡出土土器を加えて構成した。

器穫はま鵬の婆形土器，球形ま乳須恵器の婆形ま鼠甑形ま乳鉢形二堵台付長頸壷形土

器夕長頸瓶形土器夕球形士乳盤形土器がある。本乳まタ底径が口径の2分のはりも小さい須

恵器の球形土器とタロ頚部が「コ」の字状を呈する土師器の婆形土器に代表される。

〈土師器〉

婆形土器は目線部が直立してから外反して，ほぼ「コ→の字状を墨すように登る。06）。

このほかに目線部がいく分内傾または外傾してから外反するもの（ユ07el鴫も見られる。いす

れも胴部上位が張りタ最大径も上位にある。109はⅨ期の90と同系統のもので瀾部上の中位には

縦位夕下位には横位のヘラ削りがなされている。

棒形土器0104H）はⅨよりもやや器高を増すようである。休部の立ち上がり部分の丸味は

をくタ休部下端のヘラ削りが顕著で，休部と底部は明瞭に分かれる。

〈須恵器〉

婆形土器（H2日ま目線部片で芦外反気味に開き汀線端部を折り返している。

甑形土器（113）は底部片で離し式と思われる。胴部はほぼ直線的に外傾して立ち上がり，胴部

下端がヘラ削りされている。

鉢形土器触）は胴部がほぼ直線的に外傾して立ち上がり，目線部が短く外反する。頚部のく

びれはほとんどない。

台付長頭蓋形土器（115）は胴部中位以上を欠損している。胴部は内轡気味に外上方へ立ち上が

りタ底部は回転へラ削り後，短く開く高台を貼り付けている。

長頸瓶形土器（116）は胴部が直線的に外傾して立ち上がり瀾部上位で内攣する。頚部から日
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綾部にかけてラッパ状に開き，底部は平底で，回転糸切り後無調整である。

球形土器は口径11．8～13．6cm，器高3．9～4．4cm，底径5．3～7．0cmである。Ⅸ期と比べて口

径・器高ともほとんど変化はないが，底径が更に小さくなっており，大半は底径が口径の2分の

1以下である。いずれも体部下半は手持ちへラ削りされ，底部は切り離し後，手持ちへラ削りさ

れている。休部は直線的に開くもの（117・118）と内轡気味に開くもの（119・120）がある。

整形土器（121）はⅨ期の105よりも，休部と底部の境が明瞭に分かれる。

刀期（第233図）

本期は第5・17・20・30・37・53号住居跡出土土器で構成した。器種は土師器の璧形土器，高

台付士不形土器，球形土器，須恵器の璧形土器，甑形土器，台付長頸壷形土器，球形土器，皿形土

器があり，須恵器は減少傾向にある。本期は土師器の高台付球形土器の出現と普遍化をもって画した。

〈土師器〉

聾形土器はⅩ期まで主体を占めていた口頭部が「コ」の字状を呈するものが退化し，122のよう

に「コ」の字がくずれたものが出てくるようになり，器肉も厚くなる。しかし，まだ「コ」の字状

を呈するもの（123）も残っている。124は胴部上・中位に縦位，下位に横位のヘラ削りがされ，
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Ⅸ期の9銑貰期の用か　継続するものである。ⅨeX期よりも日縁端部のつまみ出しが強くをっ

ている。また夢これらのほかに胴部上位が張り言磯部が短く外疫するものは25）がある。日縁

部内の外面が横ナデ診胴部外面上の下位が横軋轍が綻位のへラ削り誹摘内面はヘラナデで

ある。

高台付棒形土語：ほ　当遺跡ではX期までほ見　れず春期か　出現する○他の器種に比べ義

的にも多ら広　普及したものと思われる。この高台付棒形土器をもって本期を更に区分するこ

とも考えられるが芦同一住捌赤から様々をタイプのものが出土していることからタ十倍して甘一

期とした0いずれも水挽きによるもので体部がほぼ直線的に開く　の拍掛12㌦内攣　て

開くもの持28弓29㌦内攣して開いてから日縁部が外反するもの拍3el輝などがある。ま

た，高台径芦高台の断面形状や高さにもいろいろをものが見られ芦定型化していをいようである。

体部内面には‾r寧にへラ磨きされタ黒色処理が施されているものもある。

球形土器は体部の立ち上がり部分が丸味をもつもの032の133）と浮体部が底部と嘲寮に分か

れて内攣気味に立ち上がり詳磯部がやや外反するものは34の135）がある。前者はⅨ期にも見

られたものである。1320ユ33は切り離し胤底部は手持ちへラ削り潤は回転へラ削りされ誹5

ほ回転糸切り後無調整である。

く須恵器〉

婆形ま岩紺訪日は縁部片で外反しをが大き　開勘端部は面ををして下方へ屈曲する。

翫形土器037）は五乳式のものでタ胴部上半を欠損する○胴部は内攣気味に外傾して立ち上が

り，胴部外面下位には横位にへラ削りされている。

台相姦頸壷形土器038）は胴部土半を欠接する。X期のn5とほぼ同じく，胴部は内攣気味に

外傾して立ち上がり，底部には回転へラ削り後短く開き高台を貼り付けている。

皿形土器039）は体部が外反気味に太きく開きタロ縁端部を丸くおさめている。底部には回転

へラ削り胤　低い高台を貼り付けている。

球形土器は日酎264～14・3cmタ器高307～4の8cmタ底鋸の3～508cmである。X期と比べサ器

高はほぼ同じであるが夕日径がやや大きくなる。底径は更に小さく登り言二滴の3分の‖ニ近い

ものも見られる〇体部はほぼ直線的に開くものは購上外反気味に開くもの0時　内攣気味

に開くもの042）がある。いずれも体部中位の苦肉が薄く，日縁端部を丸くおさめ妄体部下端は

手持ちへラ削りされている。底部は切り離し胤全面に手持ちへラ削りされているものが多い。

∴二五、　十ノ昌∴

春期は当遺跡における最も新しい時期に位置づけられ，第52号住捌亦出土土器によって構成し

た。器種は土師器の高台付棒形土器夕球形土器があるが，須恵器は非常に少なく，婆形土器と球
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第233回　土器編年図（8）

130

127

∈〒≡≡≡莞9

形土器の小破片がごく少量だけで，図示できるものはなかった。本期は須恵器の終末段階にあり，

土師質土器を思わせる棒形土器の出現をもって画した。

高台付球形土器（143）は刀期から見られるものである。休部は内攣気味に開き，口緑部はやや

外反し，高台は「ハ」の字状に開く。

球形土器は口径9．8～10．9cm，器高2．9－3．0cm，底径4．5～4．9cmで，図示したもの（144）のほか

にも2点出土している。いずれも休部は内攣気味に開き，口縁部はやや外反するもので，休部中
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位が肥厚して段をなしかすかに稜を有する。口径9・8～私9cm，器高2。9～3．0珊藩径4．5～4瀧m

で避期までの球形土器よりも法蓮も小さく，器形も異なり　土師質土計に近い。体部か外面が桟

ナデ，底部は回転糸切りである。

以上北新田A遺跡の出土土器を古いものから12期に区分して，各期の土器の形艶技法の特

徴を述べてきた。各土器群の年代を各期を画する土器を中心に，他地域の編年を参考にして大ま

かではあるが次のように推定してみた。なお，これらの土器群は一括出土したものであり，個々

の土語㍑よっては時期が前後する場合もあり得る。また，この土器編年は当遺跡における分類の

結果であり，必ずしも他の遺跡に及ぶものではない。

I期　　4世紀後半

Ⅲ期　　5世紀後半

Ⅲ期　　5世紀末

Ⅳ期　　6世紀末～7世紀前半

V期　　7世紀後半

Ⅵ期　　8世紀前半

Ⅶ期　　8世紀後半

Ⅷ期　　8世紀末～9世紀初頭

Ⅸ期　9世紀第2四半期～9世紀第3四半期

X期　9世紀第4四半期～10世紀第1四半期

灘期　10世紀第2四半期～10世紀第3四半期

巡期　　は世紀前半

ほ　集落の変遷について

前述のように，出土土器の分類により北新田Å遺跡は4世紀末から11世紀頃まで営まれた集落

跡であることが明らかになった。そこで，この土器分類に沿って62軒の住居跡も12期に区分し，

各時期ごとに住居跡の形態欄置等を検討しながらタ集落の変遷をたどってみたい。しかし，土

器分類による1時期は25～50年の幅をもつため，土器の中にも新旧南柏が認められることや，住

居の耐久年数から言亥期の住居跡がすべて同時存続したとは言えか、。また，集落全体を調査し

ていないため，本来の意味での集落をとらえることは不可能であり，限定された範囲内での変遷

にをらざるを得ない。なお，主軸方向巨規模等の不明な住居跡については推定値を用いた。住居

跡以外の遺構については9遺物により時期が判明した第3号土坑と第3号井戸を変遷の車に加え

た。

当遺跡はタ北から南へ延びる標高18～19mの平坦な台地の南から西にかけての縁辺部に立地し

ており，調査区域は幅絢Om，長さ絢00mで南北に細長くなっている。遺構が検出されたのはF

～K区でタ調査区域の南端から中央部までの約240mの間であるo F区よりも北側のA～E区から

は全く遺構は検出されず，遺物もごく少量出土しただけである。K区の南側は台地の南端で急斜

面となっており，遺構の存在は考えられ射、。従って集落の範囲はF区よりも北へ，K区よりも

南へは延びていか、ものと思われる。これに反し，調査区域の東西幅は約40mしかなく，検出さ
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れた遺構のうち，住居跡9軋溝10条は調査区域の東または西へ延びていることや，区域外にも

遺物が散布していることから，集落は東西両方向へ広がることは容易に理解できる。

I期（第234・235図）

本期に属する住居跡は，第4・9010・19。22・23e32e33e51e56号住居跡の10軒である。

ほお，第51号住居跡から鬼高期の球形土器が1点出土しているが，他の遣物は五領期のもので

あり，本跡を切っている第49号住居跡のものと思われる。）

長軸方向は第9e22号住居跡を除いて，N－130～350－Wの範囲におさまる。規模は長・短

軸とも3．4－5．0mで，一定している。平面形は長方形の隅丸長方形を呈するものが多いが，長

軸短軸の差は少なく，方形に近い。また，それぞれ床面中央か北寄りに炉を有しており，本期の

住居には規則性が認められる。

配置からすると，10軒は調査区域の中央部から南端近くまでにわたって点在している。いずれ

も調査区域の西半分に偏していることから，集落は西へ延びているものと思われる。また，互に

重複関係はなく，2～3軒ずっ4群に分けることができる。北から第4elO号住居跡の2軋第

9819e22号住居跡の3軋　第23e32833号住居跡の3軋　第5巨56号住居跡の2軒である。こ

れらの群には，住居跡の形態がほぼ一定していることや，また，本期の土器群の中にはそれほどの

の新旧差が認められ射、ことから，大きな時間差は射、と思われる。

Ⅲ期（第234・235図）

春期に属する住居跡は，第18・34e38号住居跡の3軒である。土器分類からほI期と本期との

問には空白期問がある。

長軸方向は第18号住居跡が23度，第34号住居跡が4度西に，第38号住居跡は62度東に振れてお

り，2つに分かれている。第18e34号住居跡はいずれも調査区域外へ延びており，規模・平面形

は推定で，それぞれ約5m，7。1mの方形を呈するものと思われる。第38号住居跡は4。6×3．3mの

長方形を呈している。本期の住居跡は3軒だけであるが，長軸方向。形態とも一定していないよ

うである。

配置からみると，北から第18号住居跡が在り，その南約20mに第38号住居帆　そこから南東約

43mに第34号住居跡が在る。3軒はそれぞれ大きく離れ，集落の形態をなさないが，土器分類の

上からは本期とⅢ期は非常に接近しており，Ⅲ期の集落が形成される初期の段階と思われる。

Ⅲ期（234・235図）

本期に属する住居跡は，第7・24・31e35e40e44。48e50・55・57号住居跡の10軒である。
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第234図　時期別住居跡配置図（1）
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第235図　時期別住居跡規模0主軸方向（1）
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長軸方向はN－12。50－E～N－29Lwの範囲と，N－53㌦68．5LEの範囲の2つに分かれ

ている。規模は長e短軸が3－7mと太小差が見られ，平面形は方形を呈するものが多いが，長

方形，隅丸方形を呈するものもある。これらの傾向はⅢ期から見られるものである。

配置をみると3群に分かれる。北から第7号住居跡1軋　第24e31e35e40号住居跡の4軋

第44e48050。55。57号住居跡の5軒である。各群とも調査区域の東か西に偏していることや，

調査区域外へ延びている住居跡も見られることなどから，集落も東または西へ広がることが推察

できる。Ⅲ期の34号住居跡はⅢ期の35号住居跡の北約1mに位置しており，第24。3巨35・40号

住居跡の群に属しているものと考えられ，集落がⅢ期からⅢ期へ間断なく移行したことが理解で

きる。また，Ⅲ期とⅢ期の住居跡の形態が同じ傾向を示していることも，それを裏づけていると思われ

る。さらに，本期は群を構成する住居数が増え，群内の住居規模にも大小が見られるようになり，

集落構造が整いつつあることがうかがえる。

Ⅳ期（第236e237図）

本期に属する住居跡は，第46。49号住居跡の2軒で，これに第3号土坑が加わる。土器分類か

らは，Ⅲ期と本期の間には空白期間がある。

主軸方向は第46号住居跡がN－22LW，第49号住居跡がN－12LWを指し，いずれも西に振れ

る。規模は長。短軸が5。8～7。7mと大形で，平面形はほぼ方形を呈している。また，しっかりし

た4本の主柱穴と北壁にカマドを有している。璧高は50～70cmで，床面も堅く締まり，壁溝が全

属し，全体に整った典型的な鬼高期の住居跡である。

配置からみると，3遺構とも調査区域の南端近く，西に偏している。南へ向かうと急斜面とな

り，集落は南へは延びず西へ広がるものと思われる。3遺構とも遺物が多いことや，婆形土器の

長胴化　大形の甑形土器の出現は生産力が増大したことを示すものであり，調査区域の西側には

大規模な集落が存在し，本期の遺構はその集落の東端に位置していた可能性もある。土器分類か

らすると若干の時間差はあるが，同時存在に近く，一時期は同時に存在して廃絶期に差があった

と思われる。

Ⅴ期（第236e237図）

本期に属する住居跡は，第41号住居跡1軒である。

主軸方向はN－19LWを指し，規模は長e短軸とも約4。9mで，平面形は方形を呈している。

また，4本の主柱穴と北壁にカマドを有し，Ⅳ期のように整った住居跡であるが，小形化してい

る。1軒だけで集落について考えることは困難であるが，集落規模が縮小している傾向を示して

いるものと思われる。
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第236朗　時期別住居跡庶置憾（2）
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第237図　時期別住居跡規模・主軸方向（2）
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配置からみると，調査区域の東に偏しており，集落が東へ広がることは考えられる。

Ⅵ期（第236e237図）

本期に属する住居跡は，第59・61号住居跡の2軒である。

主軸方向は第59号住居跡がN－19LW，第61号住居跡がN－86。5と－Eで，大きく分かれる。規

模はV期よりも更に小形化する傾向にあり，長・短軸は3．3～4．3mである。平面形はいずれも

隅丸方形を呈し床面は堅い。第59号住居跡は北壁にカマドを有し，主柱穴は不明であるが，第61

号住居跡は東壁にカマドを有し，規則的に4本の主柱穴を配している。当遺跡では，本期から東

壁にカマドを構築した住居跡が見られるようになるが，その数は少か、。

配置をみると，2軒とも調査区域の南寄りに位置し，互に重複することなく近接しているが，

カマドの位置と主柱穴配置の差は，2軒の間の時間差を示すものと見られる。しかし，土器分類

の上からは大きな時間差はないと思われる。

Ⅶ期（第238・239図）

本期に属する住居跡は，第13号住居跡1軒である。

主軸方向はN－00　を指し，規模は1辺3．85mで，平面形は隅丸方形を呈している。Ⅴ期から

の住居規模の小形化の傾向は続いているようである。

本跡は調査区域の西へ延びており，集落の中心もその方向にあたることも考えられるが，1軒

だけであるため，集落の構成については不明である。しかし，Ⅴ期から本期までほ，住居跡数が

1－2軒と少なく，当遺跡では，集落としても小規模なものが続いたものと思われる。

Ⅷ期（第238・239図）

本期に属する住居跡は，第2・3e26号住居跡の3軒で，これに第1号井戸が加わる。

主軸方向はN－100～22．5Lwの範囲におさまる。規模は第2号住居跡が6．6×6。5mと大きく，

第3・26号住居跡は長・短軸が4．5～4．8mと小さい。平面形はいずれも方形を呈している。

配置からみると，北から第2e3号住居跡e第1号井戸の群と，南へ約60m離れて第26号住居

跡の2群に分かれる。土器分類の上からほ若干の新旧差が認められ，第26号住居跡e第1号井戸

が古く，第2　e3号住居跡が新しいと考えられる。

Ⅸ期（第238・239図）

本期に属する住居跡は，第1・12。21e25e28029e39・42e47号住居跡の9軒である。

主軸方向はN－00～17．5Lwの範囲におさまる。規模は第42号住居跡の5．4×4．95mを除き，
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第238図　時期別住居跡配置図（3）

336



第239匹　時期別住居跡漬模c主軸方向（3）
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他は長・短軸が5m以下に集約され，ほぼ小形化が定着している○平面形は方形，隅丸方形，長

方形を呈し，主柱穴も不明をものが多く一定していない。

配置からみると，調査区域の中央部から南端まで200m以上にわたって分散している。これらの

住居跡の時間差はすべて同時存在したとは考えられないが，土器分類の上からは区分が困難であ

る。第29号住居跡と第39号住居跡の間隔は2mで，同時存在したとは認め難く，本期の集落も2

段階以上にわたるものと推定される。

Ⅹ期（第240e241図）

本期に属する住居跡は，第6ell・14e15e62号住居跡の5軒である。

主軸方向はN－21LW～N－7．5LEの範囲におさまる。規模は第6号住居跡の5．4×4．5mを除

き，他は長・短軸が5m以下で，第15号住居跡は3．3×2．8mと特に小さい。平面形はⅨ期と同じ

く方形，隅丸方形，長方形を皇し，一定していない。

配置から見ると，北から第6。11号住居跡の2軒，第14e15号住居跡の2軋　第62号住居跡1

軒の3群に分かれるが，土器分類の上からほ，第6号住居跡を除いて土器が少なく時間差はとら

えにくい。

沼期（第240・241図）

本期に属する住居跡は，第5e8・16・17・20・27e30。36・37・43・45・53e54・58・60号

住居跡の15軒である。

主軸方向はN－0竺＼－30Lwの範囲と，N－80㌦100LEの範囲の2つに分かれる。後者のう

ち9第5e17e53e54号住居跡は東壁にカマドを有している。規模は第37・60号住居跡を除いて，長

・短軸が5m以上で，平面形は方形，隅丸方形，不整方形，長方形と一定していない。この傾向

はⅨ期から続いている。また竪穴も整ったものは少なくくずれ気味である。第37号住居跡は9．05

×5・05mと大形の長方形を皇し，また北壁には同時に使用したと思われるカマド2基を有し，他

の住居跡とは大きく異なっている。

配置からみると，15軒が調査区域のほぼ中央部から南端まで分散している。土器分類の上から

は，若干の新旧差が認められるが，それらが其伴しており住居跡の時間差はとらえにくい。しか

し，第16e17号住居跡は重複関係にあり，また，第53号住居跡と第54号住居跡は約1mしか離れ

ておらず，同時に存在したとは言い雉い。従って，本期の集落も少なくとも2段階以上の経過が

あったものと思われる。本期は住居数も多く，配置からは調査区域外への広がりも考えられ，当

遺跡の集落が最も安定e拡大した時期であったことがうかがえる。
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第240回　時期別住居跡配置図（く）

－339－



刃　　期

2　　　　4　　　　6　　　　8 10

第別図　時期別住居跡規模e童軸方向　の
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迎期（第240e241図）

本期に属する住居跡は，第52号住居跡1軒である。土器分類の上からは，盟期と本期の問には

若干の空白期間がある。

主軸方向はN－110㌧Eを指し，東よりはやや南へ振れる。規模は1辺3。85mで，平面形は方

形を呈するものと思われるが，灘期と同じく竪穴の状態はくずれ気味である。

配置からみると，調査区域の西に偏し区域外へ延びていることから，集落は西へ広がっている

可能性がある。しかし，1軒だけであり，本期で集落が急に衰退e消滅したものと考えられる。

以上　各時期における住居跡と集落の変遷をたどってみたが，当遺跡の場合，道路という線上

の調査であり，集落を面でとらえるまでには至らなかった。従って，調査区域外については推定

の域を出ないものであるが，当遺跡における集落の変遷過程の概略はとらえられたものと思われ

る。

哀8　住屈跡一畳哀

住居跡

番　 号
位　 置

l

主軸方 向

i

平 面形

l

規　　　　　　 模
I 床 面

l

柱穴数 炉 ・カマド 覆土 出　 土　 遺　 物

】

時期 備　　　　　　 考

】
l 長軸×短軸吊 l壁 高（C尋

1 F l d 4 N －2．50－W 方　 形 4 ．20 ×（ ） 10 ～15 平坦 17 カ　 マ　 ド 自然
土師 器 ・須 恵器

古銭 ・鉄鎖
Ⅸ

2 G I c 5 N －10。IW 方　 形 6 ．60 ×6 ．50 50 ～70 平坦 8 カ　 マ　 ド 自然
土師 器 ・須 恵器

鉄斧 ・鎌
Ⅷ 貯 蔵 穴

3 G l e 5 N －22．5三W 方　 形 4 ．80 ×4 ．70 50 平坦 13 カ　 マ　 ド 自然 土師 器 ・須 恵器 Ⅷ

4 G l g 4 N －350－W 隅丸長方形 4 ．1 5 ×3 ．75 2 5～38 平坦 6 炉 撹 乱 土師 器 工

5 G l g 8 N －800－E 方　 形 4 ．55 ×4 ．05 15－20 平坦 11 カ　 マ　 ド 撹 乱
土師 器 ・須 恵器

丸瓦
Ⅵ S I ll ・12 と重複

6 G l i5 N －14e－W 長方形 5 ．40 ×4 ．50 2 5－40 平坦 15 カ　 マ　 ド 自然
土師 器 ・須 恵器

鎌 ・刀子
Ⅹ

7 G 2d 2 （N －580－E 方　 形 5 ．20 ×（ ） 10 平坦 4 撹 乱 土師 器 Ⅲ 貯 蔵 穴

8 G l j7 N －　0 。 隅丸長方形 4 ．0 5 ×3 ．60 5 平坦 6 カ　 マ　 ド 自然 土師 器 ・須 恵器 氾

9 H l a 7 N －600－E 長方形 4 ．40 ×3 ．6 5 5 ～10 平坦 5 炉 自然 土師器 I

10 G l h 3 N 1 26。IW 隅丸方形 3 ．60 ×（ ） 13 ～21 平坦 炉 人為 土 師 器 I

11 G l g 8 N －7 ．5elE 方　 形 4 ．65 ×4 ．2 5 15 平坦 11 カ　 マ　 ド 撹 乱 土 師器 ・須恵 器 Ⅹ S I 5 ・12 と重複

12 G l g 8 N －12。－W 長 方形 3 ．90 ×3 ．2 5 10 凹凸 6 人為 Ⅸ S I 5 ・11 と重 複

13 G l j3 N －　0 0 隅 丸方形 3 ．85 ×（ ） 35 ～45 平坦 4 カ　 マ　 ド 撹 乱 土 師器 ・須 恵器 Ⅶ

14 H l f4 N －　0 。 方　 形 3 ．80 ×3 ．75 30 ～40 平坦 3 カ　 マ　 ド 自然 土 師器 ・須恵 器 Ⅹ S I18 と重複

15 H l e 6 N l 2lOIW 長 方形 3 ．30 ×2 ．80 50 ～55 平坦 1 カ　 マ　 ド 自然 土 師器 ・須 恵器 Ⅹ S I 16 と重複

16 H l f 6 N 1 82。IE 隅丸方形 4 ．90 ×4 ．40 30 ～35 平坦 8 自然
土師 器 ・須 恵器

槍 飽
黒 S I 15 ・17 と重複

17 H l f 6 N －81㌧E 長 方形 2 ．7 0 ×2 ．30 50 ～55 平坦 2 カ　 マ　 ド 自 然
土師 器 ・須 恵器

釘
氾 S I16 と重複
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住居跡
番　号

l 位　 置 主軸方向 平面形

i 規　　 模 唇

柱穴数 炉・カマド 覆土 出　 土　 遺　 物 時期 備　　　　　　 考長軸×短軸m4 壁紬

巨 8
H le 3 N－230－W 方　 形

4・95×＝ ト 36
平坦 5 炉 自然 土師器 ・鎌 Ⅲ S I14 と重複

巨 9
H ld 6 N－200－W 長方形

（4・6… 60）i
平坦 5 炉 土師器 I

巨 0
H lf 9 N－　00 方　 形 3．75×3．60 25～35 平坦 18 自然 土師器 ・須恵器 黒

巨
H lh6 N －17．5エW 隅丸方形 3．90×3．70 50 平坦 4 カ　マ　 ド 自然

土師器 ・須恵器
鎌 ・石製紡錘車 Ⅸ

22 H lh 5 N－　200lE 長方形 4．20 ×3．85 20～35 平坦 5 炉 自然 土師器 I

23 Ild 9 N－14。－W 隅丸方形 4 ．25×4．10 30 平坦 7 炉 自然 土師器 I

24 I 2e l N l 5 0－W 方　 形 7．08×7．00 35～40 平坦 9 炉 自然 土師器 Ⅲ S I29・S D l・SE 2 と重複

25 I ld 8 N－14。－W 方　 形 4．10×3．85 35 平坦 8 カ　マ　 ド 自然 土師器 ・須恵器
鎌 Ⅸ

巨 6
Il e6 N－170－W 方　 形 4．70 ×4．45 4 5 平坦 11 カ　マ　 ド 自然 土師器 ・須恵器 Ⅷ

s I27 と重複　 i

巨 7
I le 7 N－170－W 方　 形 3．20×3．20 15～20 平坦 3 カ　マ　 ド 自然 土師器 ・須恵器 氾 S I26と重複

巨 8
Il f8 N－12．5ヱW 方　 形 4．25×3．90 40 平坦 7 カ　マ　 ド 自然 土師器 ・須恵器

刀子 Ⅸ

29 l Zd 3 N－　2 。－W 方　 形 3．80 ×（ ） 45 平坦 5 カ　マ　 ド 自然 土師器 ・須恵器
鉄鉄 Ⅸ SI24 と重複

30 I 2f 2 N－　210－W 隅丸方形 5．00×4．90 25～28 平坦 9 カ　マ　 ド 自然 土師器・須恵器・鉄鍍
隻 ・刀子 ・釘 黒 S I31と重複

31 I2 g l N －　00 方　 形 3．10×3．00 20～25 平坦 1 炉 自然 土師器 Ⅲ S I30と重複

32 Il g7 N－180－W 隅丸方形 3．60 ×3．60 5 ～10 平坦 8 炉 自然 土師器 I

33 I lh 4 N－　23。－W 方　 形 4．90×4．75 0 ～5 平坦 6 炉 自然 土師器 I

34 I2 j 3 N －　4。－W 方　 形 7．10×（ ） 25～28 平坦 2 炉 自然 土師器 Ⅲ 貯蔵穴

35 J 2 b3 N－68．5ヱ・E 隅丸長方形 4．35×3．70 15～20 平坦 4 カ　マ　 ド 人為 土師器 Ⅲ SI36 ・S K l と重複

36 J2 b 3 （N－20 0－W ） 5 カ　マ ド 土師器 刃 S I35 ・S K l と重複

37

！　　 ！

Ilb 6

I

N－　70－W

i

長方形

l

9．05×5．05

1

35

I

平坦

l

10

I

カ　マ　 ド

l

自然

l

土師器 ・須恵器
鉄鉄 ・刀子 ・釘

書

刀

l

S I 62と重複

38 Il b4 N －　620－E 長方形 4 ．6 0 ×3 ．30 35 平坦
7 炉 授 乳 土師 器 Ⅲ

39 I2b 2 N － 1ドIW 隅丸方形 一辺4．5～5m 75 平坦 4 カ　 マ　 ド 自然
土師 器 ・須恵 器

石製紡錘車 ・鉄鉄
Ⅸ

40 I lh 9 N －12．5とE 方　 形 6 ．80 × 6 ．75 15 ～ 20 平坦 6 炉 自然 土 師器 Ⅲ S D 2 と重複

41 J 2 e2 N － 19。－W 方　 形 4 ．8 5 ×4 ．75 35 平 坦 6 カ　 マ　 ド 自然 土師 器 ・須 恵器 Ⅴ S D 3 と重複

4 2 K 2a 3 N －14 ．5土W 方　 形 5 ．40 ×4 ．9 5 45 ～ 50 平坦 9 カ　 マ　 ド 自然
土師器・須恵器・刀子

石製紡錘車・鉄鉄
Ⅸ S D 6 と重複

43 J 2 i2 N －　30。－W 方　 形 1 辺3．5～4m 3 5 平坦 5 カ　 マ　 ド 自然 土 師器 ・須恵 器 刀 S D 4 ・ 5 と重複

44 K 2 f l N －　29。－W 3 5～ 4 0 平坦 1 土師 器 ・勾 玉 m

45 J 2g 2 N －22 ．5三W 方　 形 2 ．9 5 ×2 ．75 1 5～ 20 凹凸 3 カ　 マ　 ド 自然 土師 器 ・須 恵器 氾

46 K ld 6 N － 12。－W 方　 形 5 ．85 ×5 ．80 50 平坦 8 カ　 マ　 ド 自然 土 師器 ・須恵 器 Ⅳ

47 K lh 8 N －　0 0 長方 形 4 ．15 × 3 ．75 5 ～ 10 平坦 6 自然 土 師器 ・須恵器 Ⅸ S D 9 ・10 と重複

4 8 K ld 9 N －　530－E 長方形 4 ．7 5 ×4 ．25 20 平 坦 9 炉 自然 土師 器 Ⅲ S D lO と重複
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住居跡

番　 号 位　 置 主軸方 向 平 面形
規　　　　　 模

i床 面

柱穴数 炉 ・カマド 覆 土 出　 土　 遺　 物 時期 備　　　　　　 考

長軸×短軸m ）壁 高屈

49 J lj 5 N －　22。－W 方　 形 7 ．70 ×6 ．90 5 6へ一70 平 坦 15 炉 ・カマド 自然
土師器・須恵器・上玉

刀子・鉄鍍・勾玉
Ⅳ S I51 ・S D 7 と重複

50 K la 6 N －17．5ヱW 長 方形 6 ．50 ×4 ．90 30 ～ 40 平坦 10 自然 土 師器 肘 S D 7 と重複

51 K lb 5 N － 130－W 方　 形 （ ）×5 ．00 20 － 25 平 坦 4 炉 自然 土 師器 ・鎌 I S I49 と重複

52 K Ic 4 N －1100－E 方　 形 3 ．85 × （ ） 5 平 坦 1 カ　 マ　 ド 自然 土 師器 ・須恵 器 Ⅶ S I55 と重複

53 K le4 N －1000－E 方　 形 4．05 × （ ） 20 凹凸 1 カ　 マ　 ド 自然 土 師器 ・須恵 器 業

54 K lf5 N －　900－E 方　 形 3 ．50 ×（ ） 6 ～ 8 平坦 2 カ　 マ　 ド 自然 土師 器 ・須恵 器 氾

55 K l b4 N －8 ．50－W 方　 形 5 ．4 5 ×（ ） 13 ～ 17 平坦 2 自然 m S I52 と重複

5 6 J lg 4 N －　220－W 隅丸方形 3 ．4 5 ×3 ．40 30～ 35
やや

起伏
7 炉 人為 土師 器 I

5 7 J lg 6 N l l 。IW 方　 形 4 ．2 0 × （ ） 10～ 15 平 坦 7 自然 土師 器 ・須 恵器 Ⅲ S K 5 ・S D 5 と重複

58 J l i8 N －　0 0 方　 形 3 ．5 0 × （ ） 10～ 15 平 坦 3 人為 土 師 器 ・須 恵器 黒 S D 5 と重複

59 Jl e8 N － 190－W 隅丸方形 3 ．30 ×3 ．25 5 0～ 5 5 平 坦 6 カ　 マ　 ド 自然 土 師器 ・須恵 器 Ⅵ

60 J le 6 N －　5 0－W 不整方形 5 ．45 ×5 ．4 0 20
やや

起 伏
9 自然 土 師器 ・須恵 器 盟 S I61 ・S K 6 と重複

61 J ld 5 N －86．5ヱE 隅丸方形 4 ．20 ×3 ．6 5 45 平 坦 5 カ　 マ　 ド 自然
土 師 器 ・須 恵器

勾 玉 ・土玉
Ⅵ S I6 0 ・S D 3 と重複

62 I Ic 7 N －　7 0－W 隅九方形 4 ．30 ×4 ．00 3 平 坦 4 カ　 マ　 ド 人 為 刀子 Ⅹ S I3 7 と重複

主な参考文献（順不同）

栗城譲一e鶴間正昭e比田井克仁　「多摩ニュータウン地域の古代（1）」『研究論集I』

（財）東京都埋蔵文化財センター1982

比田井克仁　「7世紀における多摩地方の土器様相」『研究論集Ⅲ』　（財）東京都埋蔵文化財

センター　1985

飯塚武司他　「No769遺跡　奈良e平安時代編」『多摩ニュータウン遺跡』　（財）東京都埋蔵

文化財センター1985

梅沢太久夫e石岡憲雄他　『六反田』　埼玉県大旦那岡部町六反田遺跡調査会1981

富田和夫e鈴木秀雄他　『伴六』　埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書　第11集　（財）埼玉県

埋蔵文化財調査事業団1982

増田逸朗他　『後張』　埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書　第15集　（財）　埼玉県埋蔵文化

財調査事業団1982

横川好富他　『若宮台』　埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書　第28集　（財）埼玉県埋蔵文化
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財調査事業団1983

酒井清治　『台耕地　Ⅲ』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書　第33集（財）埼玉県埋蔵

文化財調査事業団1984

宮内勝己　「東京湾沿岸における奈良e平安時代土器の様相」『シンポジウム資料　房総にお

ける奈良e平安時代の土器』　史館同人。市立市川考古博物館1983

阪田正一他『八千代市権現後遺跡』萱田地区埋蔵文化財調査報告書I（財）千葉県文化財

センター　1984

井上唯雄　『歌舞伎遺跡』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1982

大金宣亮。橋本澄朗他　『井頭』　栃木県教育委員会1974

岩淵一夫他『赤羽根』栃木県埋蔵文化財調査幸l浩　第57集　栃木県教育委員会（財）栃木

県文化振興事業団1984

村山好文　「房総における和泉式土器編年試案」『日本考古学研究所集報V』　日本考古学研

究所1983

茨城県教育財団「鹿の子C遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告第20集』1983

ー344－



北新臼］B遺跡

且．遺跡の概観

当遺跡は，猿島郡総茅掴丁大字柳橋字西原581－2ほかに所在し，調査面積は320裾である。現況

は畑と一部山林である。当遺跡は本町の東端部で，古河市と千代川村を結ぶ県道（宗遺一古河線）

に沿った柳橋集落の北約1．3kmに位置している。当遺跡の立地する台地は，旧長井戸沼に向かって

舌状に延びており，西側は旧長井戸沼から枝分かれした宮戸川に沿って水田が開かれ，同じように

東側も旧長井戸沼から枝分かれした大川及びその支流に沿って水田が開かれている。台地は，標

高約20mでほぼ平坦である。遺跡の西方250mには長井戸沼の西枝が入り込み，台地の縁辺部は標

高14～15mの沖積低地へと傾斜している。当遺跡の南方約500mに北新田A遺眺北方約500mに

北新田C遺跡が同じ新4号バイパス計画線上に所在している。当遺跡から，縄文式土器片が極少

量出土しただけである。

2　調査経過

〈昭和58年度〉

5月前半　遺跡の調査を開始し，調査予定地内の雑木の伐聞及び草刈りをした。調査前全景

写真を撮影した後，Ⅹ軸＋19500m，Y軸－4600mの交点を基準として方眼杭打ちを行

い，調査区を設定した。4分の1のグリッド発掘を，C2区B2区から開始した。遺

構は検出されず，遣物も出土しなかった。

5月後半　B2区eB3区・C2区のグリッド発掘を行ったが，この地区でも遺構は確認でき

ず，ごくわずかの縄文式土器片が出土した。

A2区e B2区・B3区は，山林跡のためグリッド内に根株があり，確認作業が

困難であったが，5月26日4分の1のグリッド発掘を終了した。B2j6区に落ち込みが見

られたのでグリッド拡張をしたが，遺構はなかった。調査後の遺跡全景写真の撮影を

行い5月30日に調査地域内の全ての調査を完了した。

3　遺　　物

調査区域の4分の1にあたるグリッド発掘を行ったが，遺構は確認できなかった。極少量の縄
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第242図　北新田B遺跡地形図
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文時代の土器片が出土したのみである。

骨　ダリッ　出土土器　　第別図）

lほ胴部片で，羞裏面に斜位の条痕文を施している0色調はにぷい橙色であ勘始まには　繊

維を含んでいる。2ほ打線部で，斜行の法線を施している。色調は明褐灰色であり，始まにはタ

砂粒芦石英を含んでいる03の射ま胴部片で，縄文を地文とし斜位の縦位に洗練文を施している。

58針路縁部でタ口唇直下に深いl条の洗練を横位に巡らし，縄文の地文上に斜位の平行洗練

を施している。色調はいずれも灰褐色である。7ほ胴部片でタ縄文を旋している。色調は赤褐色

でタ胎土には砂軋石英と少量のスコリアを含んでいる08は胴部片で診縄文の地文上に斜位8

縦位に平行洗練を施している。色調は赤褐色でありタ始まにスコリアを少量含んでいる。9ほ波

状を呈する冒縁部片でタ口唇直下に2条の横位の洗練を巡らし，下位に縄文を施している。色調

は赤褐色でタ始まには少量のスコリアを含んでいる0焼成は良好である。掛川洞一個体の日

縁部と胴部片であるがタ接合はできをかった○いずれもへラ状工具で整形している。色調は燈色

でありタ始まには石英と少量のスコリアを含んでいる○ユ2ほ底部片で芦底部は平底を墨している。

胴部は底部からほぼ垂直に立ち上がる。色調は赤褐色であり腎始まには石英もスコリアを含んで

いる、二、．

4　まとめ

調査の結鼠　グリッド発掘による遺構確認作業の過程で9極少量の縄文式土器片が表土から出土
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第244図　グリッド出土土器拓影図

したが，縄文期の遺構は検出されず，また，その他のいずれの時代の遺構も検出されず，遺跡の

性格は不明である。しかし，縄文時代の土器片が出土していることをみると，北新田B遺跡の近

くに，当時の人々の集落のあとが存在するものと推察される。
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北新田C遺跡

且　遺跡の概観

当遺跡は，猿島郡総和町大字稲宮字下原197－1ほかに所在し，調査対象面積は2800扉である。

現況は，畑地と一部山林である。当遺跡は，稲宮集落の南方800mの台地に位置し，上大野地区と

柳橋を結ぶ町道によって2地区に分断されている。町道の西側は畑で，標高は約20mであり，町

道の東側は山林である。当遺跡の西側約100mには，長井戸沼の西枝からなる小支谷が入り込み，

谷津田が形成されており，水田との比高は2。5mである。当遺跡の南方約500mの同じ斯4号バイ

パス計画線上に北新田B遺跡が所在し，北東約600mに二十五里寺A遺跡が所在している。当遺跡

から，方形周溝状遺構1基が検出され，その南港から8世紀に比定される4個の稀が出土した。

2　調査経過

〈昭和58年度〉

6月前半　　北新田B遺跡の調査が5月30日に終了し，5月31日に当遺跡の調査を開始した。上

物除去及び草刈りを行い，焼却後発掘前の遺跡全景写真撮影を行なった。Ⅹ軸＋19860町

Y軸－4400mの交点を基準として方眼杭打ちを行い調査区を設定し，4分の1のグリ

ッド発掘をA2区。Bl区e cl区から開始した。

6月後半　　グリッド発掘を続け，Bl区から縄文式土器片が極少量出土した。A2区から周溝

状遺構の落ち込みを確認した。18日に当遺跡の調査を一旦中止し，北新田A遺跡の調

査に移った。

7月前半　　北新田A遺跡調査のため中止していたグリット発掘をBl区から開始した。遺構プ

ラン追求のため周溝状遺構周辺のA2区を拡張した。山林跡のため根株が多く，その

うえ，確認面まで約80cmと深かったため拡張に日数がかかった。グリッド拡張の結鼠

方形周溝状遺構1基を確認した。

7月後半　　方形周溝状遺構調査の掘り込みを実施し南港から土師器の序4個体分が出土した。

調査後の遺跡全景写真撮影を実施し，調査地域内の全ての調査を完了した。

－349－



第245図　北新田C遺跡地形図
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第246図　北新田C遺跡全体図

3　遺構と遺物

当遺跡の北部に1基の方形周溝状遺構が検出された。

㈲　方形周溝状遺構

第瑠号方形周溝状遺構（第247図）

本跡は，当遺跡北部のA2f2区を中心に確認された。平面形は隅丸方形で，規模は長軸で7．99m，

短軸7。00mである。また方台部の規模は，長軸5．鈍m e短軸5。20mで，長軸方向はN－80－Wを

指している。南東コーナーはやや外側にふくらんでいる。周溝部の断面は「rJ」の形状を呈して

おり，周溝南側の内側の壁が外側の壁よりも急な傾斜を示している。その他は内側の壁外側の壁

とも同じ角度で掘りこまれている。溝幅は上幅が1。90～2．10m，下幅が0．53～1。00mである。検

出面から溝底までの深さは12～36cmであり，溝底は，周溝の南側で凸凹がみられる以外はほぼ平

坦である。周溝の南側の中央部に長径2．28m，短径0。68m，深さ5～10cmの長楕円形を呈する窪

みを検出したが，窪みからは遣物等が出土していない。

溝内の覆土は自然堆積を示し，暗褐色土が中心で，各層にローム粒子。ロームブロックが混入
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しており，やわらかである。

遺物は，南側の周溝の上面からくだけた状態で4個体分の土師器の球形土器と，周溝の東側か

ら土師器片3点が出土している。

生19．7m A j
l QぅI lコ11

常　　二涙票竃㌃

B’　　　　C

5ふ1d・19all

3ba h

C’　　　　D

第247図　第1号方形周溝状遺構実測図
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出土土器観察表（第248図）

図 版

番 号
器　 種 法　 屋 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・焼成・色調 備　 考

1

球 形　 土 器 A　 1 4 ．0 均 一 の 厚 さで ， 底 部 か ら体 上 部 に か け て 口 緑 部 内 ・外 面 一 横 ナ デ 砂 粒 7 0 ％

B　　 3 0 や や 内 管 気 味 に 立 ち上 が る 。 口緑 部 は や や 休 部 外 面 － ヘ ラ削 り 良 好

土　 師　 器 C　　 9 ．2 ゆ が ん で い る 。 底 部 は 平 底 で あ る 。 内 面 一 粗 いヘ ラ磨 き 明 赤 褐 色

2

棒 形　 土 器 A　 1 4 ．1 休 部 は や や 内 轡 気 味 に 立 ち上 が り． 口 緑 口 緑 部 内 ・外 面 一 横 ナ デ 砂 粒 1 0 0 ％

B　　 3 ．9 部 は や や ゆ が ん で い る 。 底 部 は平底 で あ る。 休 部 外 面 － ヘ ラ削 り 良 好

土　 師　 器 C　　 8 ．7 内 面 － ナ デ に ぷ い 橙 色

3

蹄 形　 土 器 A　 1 4 ．0 底 部 か ら休 部 に か け て 均 一 の 厚 さ で ， 外 □ 緑 部 内 ・外 面 一 横 ナ デ 砂 粒 6 5 ％

B　　 3 ．0 傾 し て 立 ち 上 が る 。 底 部 は 平 底 で あ る 。 休 部 外 面 － ヘ ラ削 り 普 通

土　 師　 器 C　　 9 ．2 内 面 － ナ デ に ぷ い 橙 色

4

球 形　 土 器 A　 1 4 ．5 底 部 か ら休 部 に か け て 均 一 の 厚 さ で ， 内 口 縁 部 内 ・外 面 一 様 ナ デ 砂 粒 6 0 ％

B　　 3　2 攣 気 味 に外 傾 し て 立 ち 上 が る 。 休 部 外 面 一 ヘ ラ削 り 普 通

土　 師　 器 C　　 8 ．5 内 面 － ナ デ 橙 色

∈；♂
第248図　第1号方形周溝状遺構出土遺物実測図

（2）グリッド出土土器

縄文式土器　（第249図）

表面採集やグリッド発掘中に出土した遺物は，縄文式土器の細片で，しかも極少量である。いず

れも表土層から出土したものである。

1・2は同一個体の胴部片であるが，接合はできなかった。無文で，色調はにぷい橙色である。

胎土には，繊維を含んでいる。3・4は胴部片で，表裏に条痕文を施している。色調は橙色で，

第249図　グリッド出土土器拓影図
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始まに′ほ繊維を含んでいる0焼成は普通である。5ほ胴部片で無文である。始まには砂粒ゆス

コリアの繊維を含んでいる。6ほ冒縁部片でタ表裏に貝殻発癌文を施しタ　さらに器表面にをぞり

を加えタ微隆起線文を施している。色調は橙色でタ始まには，砂粒再楽e少量のスコリアを含ん

でいる。7ほ日縁部でタ　口唇直下に無文帯を有し，下位の桟達する法線の下に刺突文が施されて

いる。色調は灰褐色である。8ほタ縄文地文上に半裁竹管状施文具による爪形文と円形竹管文を

施している。色調は赤褐色で，始まにはスコリアを含んでいる。焼成は良好である。

4　まとめ

当遺跡の発掘調査の結鼠　方形周溝状遺構且基が確認された。

祁赤は学士幅109～2m o下幅0053～1mの深さ且2～36cmの逆台形の断面形を呈する溝が資長辺

8mも短辺7mの規模で，隅丸方形に巡っている○溝底面は，総じて平坦であるが，南側の周溝

の一滴障芦築造時の不明瞭を掘削痕が凸闘犬に残っていた。出土遣物は汐南側の周溝の上面から，

くだけた状態で土師器の球形土器が射固体分出ました○球形土器は，長径38cm，短径23cmの範囲

からまとまって出ましており，本釦二伴うかどうかほ，明らかでは憂いがタ近隣からほ，住居跡

や古墳等が確認されていをいので資本跡に伴うものと推察される。球形土器の時期はタ　8世紀

前半に編年できる。

方形周溝墓梯形簡溝状遺構　含む日も関東地方では弥生後期から9世紀初頭にかけてみら

れるがタ　ここでは8世紀以降に重点をおいて述べてみたい。

近年，関東地方においてタ方形あるいは円形に溝が巡りタこれに伴う主体部等が検出されず，

しかも時期を判定するにたりる遺物が出土しか、方形屠溝状遺構の報告例が増加している。特に

茨城県や千葉県を中心にその遺構の事踏例を多く見ることができるがタ県内においては，守谷町
：－．．1．．．，．‥＿　．　　　　＿　　　　　　　　・？　　　　；2

の北今城遺跡に方形周溝墓が1鼠石岡市の兵崎遺跡に2暴大谷津A遺跡に3薗外山遺跡に
も注（3）

4薗新池台遺跡に5基の方形風潮太遺構が最近幸［浩されている。名称は，遺構の形態が方形のも

のが多いこともあり，方形周溝墓，方形屠溝，方形属溝状遺構と報告されている。遺構の性格づ

けについては，遺構に伴患うと思われる遣物等が少をく言羊細に述べられていないのが現状であ

る。しかし　いずれの幸踏例においても，機能上「墓」であろうという考えが根底にあるように

思われる。

佐原真氏は，方形周溝墓を他の墓制と対比する際タ「区品濃と。う語を用。て。る。渡辺修

一氏は，昭和58年，財団法人千葉県文化財センターの『研究連絡誌』のなかで，佐原真氏が「区

画墓」というところの方形周溝墓に，後期群集壇等をも含めて「群ノJ湛画墓」と総称して，方形

周溝遺構を述べている。これによると，子葉県内の19遺跡の調査例を挙げて「古墳群に混在して
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検出した方形屠溝遺構は，出土遣物や外の混在する墳墓の形態等で支群に分けられた内の小区画

墓の1つである」と定義づ持ている。築造年代は，出土遺物等を比較検討した結果，混在する墳

墓と同時期あるいはそれに近い時期の8世紀としている。また，方形屠溝遺構の歴史的意義を，

律令国家成立以後も一定の土地を占有する墓制である「群小区画墓」が継続していることに注目

して農業共同体の構造自体が殆んど国家権力による政治的再編を受けなかったことを立証するも

のであるとし，さらに方形周溝遺構は基本的に同一階梯による墓制であるとしている。

同じく『研究連絡誌』において金丸誠氏は，方形属溝と円形周溝を一括して，それらを「古墳

時代後期から歴史時代における明確を形状での埋葬主体及びマウンドを遺存しない方形か、し円
注（5）

形状の溝からなる墳墓的遺構」としている。一方夕　山岸良二氏は『方形周溝墓』において，方形

属溝状遺構は，「一時的中断や確執がありをがらも，形態面で方形周溝墓を受け継ぎ言性格面で

は墓としての機能が希薄化して葬送の一部を催行する域のために残存した遺構ではないか」と指

摘している。

いずれも言方形屠溝状遺構の性格づけに具体性を欠いたままであるが，共通していえることは「墓」

という意識の基に述べていることである。

当遺跡においては，方形屠溝状遺構1基だけで，しかも，出土遣物が遺構に伴っているもの

かどうか明らかで射、出土状況だけに，性格や時期を正しく論じ得ないが，属藩の自然堆積の上

面から検出された出土遺物が8世紀のものであることから，本跡の築造された時期は，8世紀か

それ以前のそれほど遠くか1時期であろうと思われる。

また，本跡の方台部はほぼ平坦であり，しかも主体部は検出されず，層溝にも埋葬施設と考え

られる遺構は確認されなかった。したがって，墓であるかどうか明確にすることはできなかった○

注

（狛茨城県教育財団　「北今城遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告第8集』1981

㈲茨城県教育財団　「兵崎ゆ大谷津A e外山」『茨城県教育財団文化財調査報告第13集』

1982

（3茨城県教育財団　「新池台遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告第17集』1983

（4佐原　真　「弥生時代の集落」『考古学研究　25－4』1979

沌旭岸良二　『方形周溝墓』　ニューサイエンス社1981
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溜　原　B　遺∴跡

鼠，遺跡の概観

当遺跡は，猿島郡総研丁大字上大野溜原字芳山2644ほかに所在し，総和丁の北東部に位置して

いる。現況は畑で，面積は2400I茸である。総寿即丁の東側を商流する宮戸川と，三紳丁の西側を商

流する大川の支流に挟まれた標高22mの沖積台地縁辺部に立地している。当遺跡の南側には国

道125号線が東西に走り，北側は水田となっている。遺跡はこの水田に向かって南西から北東にか

けて緩やかに傾斜している台地上にある。遺跡の近くには縄文時代の包蔵地として地蔵堂遣眺

地蔵遺跡（ともに総和丁上大野），古墳時代の包蔵地の本田山A遺跡（上大野），北久保遺跡（総

和丁稲宮），大松山古墳群（総和丁磯部）言者川八幡塚古墳（三和丁諸川），歴史時代の製鉄跡

である弁天遣帆本田山B遺跡（ともに上大野），北久保遺跡（稲宮）などが存在する。

なお，当遺跡からほ時代不明の溝が1条検出され，遣物はグリッドから縄文式土器片，土師器

片，土製品，石器が合せて遣物収納箱に1箱出土している○

2　調査経過

6　　月　18日発掘前の遺跡全景写真を撮影する。その後草刈りを行い，遺構確認のための％

グリッド発掘を行った。20日にグリッド発掘を終了し，遺跡の北部に溝1条を確認し

た。24日遺構の確認されない地区の寓グリッド発掘を行い，遺構確認に努めたが，他

の遺構は検出されなかった。（基準杭はⅩ軸＋22220．m，Y軸－3160mの交点）

26日から土層観察用のトレンチ発掘を行い，27日にトレンチ土層の実測を終了した。

また，溝が確認された遺跡の北部A2区については，グリッド拡張を行い，溝の調査

に備えた。

7　　月　　9日に調査を再開し，グリッド拡張を終了した。同日ベルトを設定し，溝の掘り込

みを開始した。10日セクションを終了し，ベルト除去にかかる。遺構が浅いことや，

遣物が出土しないため，1日で調査を終了させた。

12日に半面凶実測，完掘写真撮影を完了させ，埋め戻しを行った。

3　遺構と遣物

当遺跡では，溝が1条検出された○遣物はグリッドから縄文式土器片や土師器片が少量出土し
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第25の図　溜原B遺跡地形図
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第2別図　溜原B遺跡グリッド図



ている。

（且）溝

第瑠考溝（第253図）

本港はA2j4から南北方向に延び，A2f4区まで確認され，更に北方のエリア外まで延びている。

ほぼ直線的に延び，長さは16mである。

溝の幅は上幅で40～100cm，下幅で20～40cmである。壁はソフトロームでさほど堅くはなく，外

傾して立ち上がっている。底面はハードロームでやや堅く，ほぼ平坦である。南側のA2i4区では

下幅が48cmあり，水たまり場状を呈しているo A2g4区の西側には，径100cmの半円形のテラス

状の段をもっている。確認面からの深さは15～20cmである○断面は「〕」形をしている。底面

のレベルはA（北）で20・09m，Bで20．0m，C（南）で20．06mである。

覆土は1～2層で，1層は黒褐色も　2層は暗褐色土である○北側の覆土は1層だけで，暗褐

色土のみ堆積している。どのベルトも自然堆積である。

遺物は出土しておらず，時期や性格については不明である。

（2）グリッド出土遺物

縄文式土器（第254e255図）

いずれも破片で，器形をうかがえるものはない○拓本が可能なものだけを掲載し，4群に分類

した。

第瑠群土器（TPl～15）

早期の土器である。1は口唇部が肥厚し，外反して開く。口唇直下に押圧の点列文が付けられ，

その下には縦走する縄文が施されている。砂，パミス，スコリアを含んでいる。井草式である。

2～4は摩滅しているが縦走する縄文がわずかに残っている○胎土は2だけ砂を含むが，3。4

は棟も含んでいる。2～4は夏鳥式である05は斜めの平行な細洗練が付されている。砂e石英・

碩を胎土に含んでいる。田戸下層式である。6～15は茅山上層式の土器である。6e7は目線部

で，他は胴部である。6e7は口唇にも文様を付けている○すべて表裏に貝殻による平行条痕文

を施し，胎土に繊維を含んでいる。

第2群土器（TP16）

前期の土器で，黒浜式である。全面に粗い縦の縄文（LR）が施され，胎土に砂eパミス。ス

コリアを含んでいる。

第3群土器（TP17～19）

中期の土器である。17は目線に近い胴部片で，わずかに横位の爪形文が残っている。18弓9は

－360－



第252図　溜原B遺跡全体図
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第253図　第1号溝実測図
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底部で，加自利E式である。

窮磯群豊器（TP20～44）

後期の土器である。

窮頂鞠（TP20～29）

20～24e28は2本の洗練で区画した磨消縄文帯を施し，20e25～27は平行な細沈線を付けてい

る。29は横位の縄文がわずかに残る。25のみ砂機を含んでいるが，他は砂だけの胎土で，焼成は

良好である。堀之内式である。

第2類（TP30～35）

30～32は口縁部，33～35は胴部片である。33だけ縄文が施され，他は無文である。31が堀之内

式，32，34が安行式と思われるが他は不明である。

第3幾（TR36～44）

36～42が目線部，43e44が胴部片である。36637は隆帯を付け，指などによる連続押庄を施し，

斜行の条線文を付している。44はこの文様の胴部片である。38～40は隆帯を付けた後，縄文を施

している。41－43は刺突文に以たキザミ目を入れ，連続させて列をつくっている。どの土器片も，

砂やパミスを含み，裏面を丁寧になでている。安行式である。

土師器

22片出土した。いずれも胴部破片で，器形をうかがえるものはない。実測図，拓本は割愛した。

土製晶（第255図DPl）

りPlはA3g2区から出土した土偶の足である。残存高4。5cm，縦幅3。5cm，横幅2。5cm，重さ259

である。

石器（第255図Ql）

QlはA2io区から出土した磨石である。最大長8。8cm，最大幅8。1cm，最大厚3。2cm，重さ3859

である。石質は甥岩である。

4　まとめ

当遺跡から調査の結果，溝1条が検出され，縄文式土器片と土師器片が遺物収納箱に1箱出

土した。

溝は，遺跡の北部から北方の遺跡まで，南北方向に延びている。長さ16m，上幅40～100cm，

一一1363－
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第254図　グリッド出土土器拓影図（1）
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第255図　グリッド出土土器拓影図（2），土製晶・石器実測図
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深さ15～20cmで，小規模の溝である。遺物はまったく出土しないので時期は不明であるが，検出

位置が農道に沿っていることや，水たまり場状の広がりをもっていることから，道路の側溝では

ないかと考えられる。

遺跡からほ縄文土器片，土師器片，土製鼠石器が出土している○拓影図に掲載した遺物の時

期は縄文時代早期。前掛車持主後期と縄文時代の時期の大部分にわたっている。

遺跡の位置する台地は，西方から東の大川や，水田にかけて緩やかに傾斜を示しているので，

追跡の中心は西側に所在し，調査区域はその東端部にあたるものと考えられる。また，遺物が出

土することから，縄文時代および古墳時代の生活圏の一部であったことは疑いない。今後新しい

資料が周囲から得られれば，遺跡の時期言性格が解明されると思う。
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終　章　　む　す　び

新4号国道建設に伴う，茨城県のルート内に所在する27遺跡の発掘調査は，昭和57年度から始

まり現在も続けられているが，今軋　昭和57年度から昭和60年度にかけて調査を実施した総和町

所在の12遺跡の報告書が刊行される運びとなった。これらの遺跡は道路という線上にあり，遺跡

によってはその中心から離れ，必ずしも十分な遺構。遣物は検出できなかった。しかし，その中

で向坪B遺跡，北新田A遺跡の調査成果には大きなものがあった。

向坪B遺跡の第1号住居跡からは，古墳時代中期末の土器のほかに，子持勾玉1点，勾玉10息

臼玉3570余点，ま玉9点が壁際にまとまって出土し，祭祀遺構として太いに注目される。古代祭

祀については調査例も増えているが，まだまだ解明されていない点が多い。本例はその意味で，

大変貴重なものであるが，第1号住居跡の性格，祭祀の対象やその状況などについては，推定の

域を脱し得ない部分が多い。

北新田A遺跡からほ，住居跡e土坑バ黄などの遺構と，土師器・須恵器e鉄製品などの遣物が

多数検出され，古墳時代前期から平安時代にわたる集落跡であることが判明した。集落は途中若

干の空白期はあるが，4世紀後半から11世紀前半まで営まれたもので，調査例の少ないこの地域

の土器や集落の変遷をたどる上で，良い資料となるものと思われる。しかし，道路敷地内という

限定された範囲の調査のため，集落の全容をとらえるまでには至らず，また，土器の分類も大ま

かであり，再検討が必要であろう。

このほかの遺跡は，遺構e遣物が少なく，十分な成果が得られなかったが，少ないながらも縄

文時代から中e近世にわたるもので，当時の生活の一端をうかがえる貴重な資料である。

以上12遺跡の調査は多くの成果をもたらした反乱研究の余地を多く残している。今後，こ

れらを課題として，十分に検討を加えていきたい。

末筆ではあるが，本報告書をまとめるにあたって，御指導。御協力をいただいた関係各位には，

心から感謝の意を表したい。
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